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豊田工業高等専門学校 

Ⅰ 高等専門学校の現況及び特徴 

 

１ 現況 

（１）高等専門学校名 

豊田工業高等専門学校 

（２）所在地 

愛知県豊田市 

（３）学科等構成，学生数及び教員数 

（平成19年５月１日現在） 

学生数                  単位：人 

準学士課程 1年 2年 3年 4年 5年 計 

機械工学科 45 46 40 52 41 224

電気・電子シス

テム工学科 
43 49 46 36 46 220

情報工学科 43 47 36 46 38 210

環境都市工学科 43 44 48 44 34 213

建築学科 43 42 49 42 34 210

計 217 228 219 220 193 1,077

 

専攻科課程 1年 2年 計 

電子機械工学専攻 15 14 29 

建設工学専攻 14 13 27 

情報科学専攻 8 5 13 

計 37 32 69 

教員数                  単位：人 

準学士課程 教授 准教授 講師 助教 助手 計

一般学科 13 9 3  25

機械工学科 4 4 2 1 11

電気・電子システ

ム工学科 
 5 4 1  1 11

情報工学科 5 4 1  2 12

環境都市工学科 4 5  2 11

建築学科 4 3 1 2 10

計 35 29 8 5 3 80

 

２ 特徴 

「学校の沿革」 

 本校は産業界の強い要望により，中堅技術者の養成を

目的とした高等教育機関として，昭和 38 年４月１日に設

置された。設立時の準学士課程（本科）の学科構成は，

機械工学科，電気工学科，及び建築学科の３学科であり，

入学定員はそれぞれ 40 名であった。昭和 38 年愛知県豊

田市のトヨタ会館において開校式と第１回入学式を挙行

し，トヨタ自工（株）本社工場内の施設を仮校舎，旧豊

田市役所を仮学生寮とし，昭和 39 年愛知県豊田市栄生町

の本校舎に移転し，現在に至っている。 

 この間，昭和 43 年度には土木工学科（入学定員 40

名），昭和 62 年度には情報工学科（入学定員 40 名）が

増設された。また，平成５年度には土木工学科が環境都

市工学科に改組され，平成６年度には電子機械工学専攻，

建設工学専攻及び情報科学専攻の３専攻からなる専攻科

課程（専攻科）が設置された。平成 11 年度には電気工学

科が電気・電子システム工学科に改称されている。 

 現在では，５学科・３専攻，学生数 1,040 名(入学定

員)規模の教育・研究機関に発展してきている。 

「学校の特徴」 

 本校では，以下の事項に積極的に取り組み成果をあげ

ている。 

１．国際性の育成 

１）英語教育の活性化 

 本科第３学年及び専攻科全員が TOEIC 団体受験をして

いる。 

２）海外留学 

 毎年 40 名前後の学生を海外に留学生として送り出して

いる。 

２．ものづくり教育 

 各学科で PBL に取り組み，学校見学会，ロボコン，プ

ロコン，デザコン等で成果をあげている。また，夏季休

暇中にものづくりセミナーを実施している。 

３．ＦＤへの積極的な取り組み 

１）授業参観 

 授業参観週間を設定し，保護者による授業の点検評価

を実施している。 

２）公開授業 

 学校全体で公開授業を実施し，教員同士のスキルアッ

プを図っている。 

４．専攻科教育 

１）インターンシップ 

 平成 18 年度から授業を７月中に終了させ，８・９月の

２ヶ月間インターンシップができるようにしている。 

２）JABEE 認定 

 平成 16 年度に「電気・電子システム工学プログラム」，

「環境都市工学プログラム」，平成 17 年度に「機械工学

プログラム」，「情報科学」のプログラム，平成 18 年度

には「建築学プログラム」が認定され５つ全ての専門分

野別に JABEE 認定されている。 

３）英語教育 

 TOEIC スコア 400点相当の能力を保証している。 

４）学会発表 

 専門学協会等で口頭発表させ，能力があることを保証

する。 

５．教員の教育・研究活動等 

１）外部資金獲得 

 原則全教員が科研費申請をしており，採択件数も年々

増えている等，外部資金獲得に努力し成果をあげている。 

２）表彰等 

 教員研究集会の文部科学大臣賞受賞等多くの教員が学

協会で表彰を受けている。 

３）地域社会への貢献 

 公開講座及び出前授業を実施している。 
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Ⅱ 目的 

１ 豊田工業高等専門学校の使命 

  教育基本法の精神にのっとり，及び学校教育法に基づき，「深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成

すること」を昭和38年の創設時に学校の目的と定めている。また，平成６年には専攻科の目的を「高等専門学校の

基礎の上に，精深な程度において工業に関する高度な専門的知識及び技術を教授し，その研究を指導すること」と

定めている。 

２ 教育研究活動の基本方針および養成しようとする人材像 

本校の社会的使命は，実践的で，創造力ある技術者を育てることを通して，人類社会の福祉増進に貢献すること

である。本校で行う教育の特徴は，豊富な体験学習を基礎に，若年期からの創造性の育成，専門分野に関する基本

的知識，実践的技術の習得を中心として，技術の社会的責任を認識しつつ，広い視野を持って，創造的に技術開発

に挑戦し続け得る技術者を養成することである。 

３ 教育目標（本科・専攻科共通教育目標） 

 ① 社会の変化と要請を的確に捉え，ものづくりを多面的に認識し，実現可能なシステムを構築できる技術者の養

成 

② 実験・実習で培われる豊かな体験と基礎理論の深い理解との融合から生まれるエンジニアリング基盤の確立 

③ 問題意識と考える力を持ち，自ら学習することによる創造力と実践力を備えた技術者の養成 

④ 科学的な分析に基づく論理的な記述力，明解な口頭発表能力，十分な討議能力，および国際的に通用するコミ

ュニケーション能力の修得 

 ⑤ 世界の文化・歴史の中で，技術が社会に与える影響を考え，自らの責任を自覚し誇りを持つことのできる技術

者の育成 

４ 準学士課程における具体的達成度目標 

本科教養教育 

人間として，技術者として必要な教養並びに工学基礎学力の修得，外国語能力，情報リ テラシーの修得，心身共

に健全な人格形成のための教育を中心とする。さらに，専門技術への導入教育，ものづく り への関心を高めるため

の教育的工夫を行う。 

本科専門教育 

本科にあっては，教育目標並びに自らの専門技術分野についての基礎的知見を身に付け，経験に裏打ちされた実

践的かつ創造的技術者(準学士(工学))を養成する。 

a) 機械工学科 

   技術者教育に求められる社会的要請に対して，環境を考慮し，資源の無駄を無くし，エネルギーや作業の効率

化を念頭に置いた「ものづくり」を中心に据えた教育を行う。また，少人数教育である実験・実習に多くの時

間を充当し，工学基礎理論の理解を助け，「ものづくり」の精神を肌で感じさせて，洞察力，実践力，問題解

決能力の素養を身につけた機械技術者の育成をする。 

b) 電気・電子システム工学科 

社会における技術者の役割を意識し，現象の観察・体験を出発点として学習することにより，電気・電子回

路，電気磁気学の基礎的内容を修得し，電気エネルギーの運用（発生，輸送，変換）に関する原理，エレクトロ

ニクスの基礎，コンピュータによる情報・通信（情報の保持・変換・伝達）の概念を理解している技術者を養成

する。 

c) 情報工学科 

社会の変化に対応できる高度で知性と創造性の豊かな情報処理技術者を育成することを目標にしている。具体
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的には，ハードウェアに関連するコンピュータシステムとソフトウェアに関連するプログラミング言語やシステ

ムプログラムの知識を利用したものづくりによるシステムを構築できるコンピュータ技術者を養成する。 

d) 環境都市工学科 

人間が活動する社会と自然との関わりの中で，持続可能で快適な人間の活動空間を創造する技術を教育するこ

とを基本理念とし，地球規模での環境問題を認識しつつ，人間の生活を支えるより良い道路，鉄道，上下水道等

の社会基盤施設の建設・維持管理に必要な基礎知識と実践的技術を身に付けた技術者を育成する。 

e) 建築学科 

社会と技術との関わりを種々の側面から教授し，ものづくりのプロセスとの関わりで，表現力・応用力・実践

能力が身に付いた建築技術者を育成する。 

５ 専攻科課程における具体的達成度目標 

専攻科教育に関する具体的達成度目標 

専攻科にあっては，専門分野の高度な技術能力に加え，より深い教養，より広い工学基礎知識を身に付ける。そ

の上で技術者倫理を備えた技術開発能力，あるいは将来研究開発型の技術者を目指し得る能力を持つ者(学士(工

学))を育て，技術開発と研究開発に意欲のある学生を養成する。 

a) 電子機械工学専攻 

本科で身に付けた基本的能力に加え，社会における技術者の役割と責任を理解するとともに，実験，開発の

背景を自ら調査・整理し，技術的な問題点を明確にした上で目的と方法を設定し，計画的，継続的に研究できる

基礎的な研究開発能力を持つ技術者を育成する。 

b) 建設工学専攻 

人間が安全で快適に暮らせる社会の確立のために本科で学んだ環境都市工学あるいは建築学の知識や技術に

加え，都市工学，建築学，計画学，環境工学等の学際的な知識や実践的な技術，さらには，CAD を利用したデザ

イン技術や実験を通した計測技術を修得させる。 

c) 情報科学専攻 

本学科生の知識と実践力に加えて，ハードウェアの基本動作を理論面から解析できるとともに，ソフトウェア

的手法を利用してハードウェアを設計でき，ソフトウェア開発において，数理的理論に基づくスマートな設計が

できるとともに，ハードウェアの基本動作を意識した設計ができ，コンピュータネットワークの動作を通信理論

の観点から数理的に解析できる高度な実践的技術者を養成する。 
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 資料１－１－①－２

教育目標 

１ 社会の変化と要請を的確に捉え，ものづくりを多面的に認識し，実現可能なシステムを構築

できる技術者の養成 

２ 実験・実習で培われる豊かな体験と基礎理論の深い理解との融合からうまれるエンジニアリ

ング基盤の確立 

３ 問題意識と考える力を持ち，自ら学習することによる創造力と実践力を備えた技術者の養成

４ 科学的な分析に基づく論理的な記述力，明解な口頭発表能力，十分な討議能力，および国際

的に通用するコミュニケーション能力の修得 

５ 世界の文化・歴史の中で，技術が社会に与える影響を考え，自らの責任を自覚し誇りを持つ

ことのできる技術者の育成 

（出典 平成 15 年 1 月 27 日臨時総務会議資料）

資料１－１－①－１

 
（出典 平成 19 年度学校要覧）

Ⅲ 基準ごとの自己評価 

 

基準１ 高等専門学校の目的 

（１）観点ごとの分析 

観点１－１－①： 目的として，高等専門学校の使命，教育研究活動を実施する上での基本方針，

及び，養成しようとする人材像を含めた，達成しようとしている基本的な成果等

が，明確に定められているか。 

（観点に係る状況） 

 本校は，昭和 38 年に定めた創立の精神（資料１－１－①－１）を使命として堅持しつつ，時代の

変遷と多様化する社会のニーズに応えるため，平成 14 年度には学校として養成したい人物像をより

明確にし，以下のような教育目標を定めた（資料１－１－①－２）。この５つの教育目標に基づいて，

準学士課程（本科）教養教育，準学士課程（本科）専

門教育，専攻科課程（専攻科）教育及び各学科の具体

的達成度目標（資料１－１－①－３）と JABEE 教育プ

ログラムに関わる具体的達成度目標（資料１－１－①

－４）を定めて卒業（修了）時に身につけるべき資質，

学力を明確にした。 

また基本方針として，平成 16 年度に独立行政法人

高等専門学校機構豊田工業高等専門学校の教育目標を

支える教育理念として「実践的で，創造力のある技術

者を育てることを通して，人類社会の福祉増進に貢献

する」ことを掲げ，本校の教育の特徴を「豊富な体験学習を基礎に，若年期からの創造性の育成，専

門分野に関する基本的知識，実践的技術の習得を中心として，技術の社会的責任を認識しつつ，広い

視野を持って，創造的に技術開発に挑戦し続け得る技術者を養成すること，同時に，産業技術の集積

した地域社会にあって，産業界との連携をも視野に入れた技術開発に努めるとともに，地域の文化拠

点としての役割を果たす」（資料１－１－①－５）として，様々な教育活動や地域連携を推進して来

ている。 
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資料１－１－①－３

■具体的達成度目標 

本科教養教育 

人間として，技術者として必要な教養並びに工学基礎学力の修得，外国語能力，情報リテラシーの修得，心

身共に健全な人格形成のための教育を中心とする。さらに，専門技術への導入教育，ものづくりへの関心を高

めるための教育的工夫を行う。 

人文・社会系：人格形成のための教育として位置づけ，日本の伝統的なものごとの見方・考え方や論理的思考

を養う。社会的な問題に対しても，多様な捉え方があることを理解し，技術者として社会に対

して果たすべき責任を理解する。 

理  数  系： 工学への応用に資することに配慮して，数学の基本的内容を修得し，数学的思考力を養う。 

外  国  語： 技術者として必要な外国語（英語）運用能力の基礎を身につける。 

体      育： 将来にわたる健康保持・増進のために，スポ－ツを通して心身を鍛え，健全な精神を養成する。
 

本科専門教育 

本科にあっては，教育目標並びに自らの専門技術分野についての基礎的知見を身に付け，経験に裏打ちされ

た実践的かつ創造的技術者(準学士(工学))を養成する。社会への即応性を養い実践技術の現状を理解するた

め，各学科とも４学年に実施している校外実習（インターンシップ）の内容の充実を図る。 

a)機械工学科 

技術者教育に求められる社会的要請に対して，環境を考慮し，資源の無駄を無くし，エネルギーや作業の効

率化を念頭に置いた「ものづくり」を中心に据えた教育を行う。具体的には，機能性・安全性を追求する材料

・材料力学分野，エネルギーの効率的利用を追求する熱・流体力学分野，「ものづくり」の手法を追求する工

作・加工分野，高精度化を追求する計測・制御分野等の基礎分野を中心に機械工学を体系的に修得させる。ま

た，少人数教育である実験・実習に多くの時間を充当し，「ものづくり」のプロセスを通じて工学基礎理論の

理解を助け，「ものづくり」の精神を肌で感じさせて，洞察力，実践力，問題解決能力の素養を身につけた機

械技術者の育成をする。 

社会の求める実践的技術者を育成するため，校外実習，工学ゼミ及び卒業研究においてコミュニケーション

や発表のスキルを養うとともに，協調性や社会性を身に付けさせる。 

b)電気・電子システム工学科 

社会における技術者の役割を意識し，現象の観察・体験を出発点として学習することにより，電気・電子回

路，電気磁気学の基礎的内容を修得し，電気エネルギーの運用（発生，輸送，変換）に関する原理，エレクト

ロニクスの基礎，コンピュータによる情報・通信（情報の保持・変換・伝達）の概念を理解している技術者を

養成する。 

また，実験，研究の背景を意識し，実験データを科学的に分析でき，簡単な考察を加えると同時に，それら

を短い報告書に取りまとめ，分りやすい日本語で口頭発表する能力を養う。 

c)情報工学科 

社会の変化に対応できる高度で知性と創造性の豊かな情報処理技術者を育成することを目標にしている。具

体的には，ハードウェアに関連するコンピュータシステムとソフトウェアに関連するプログラミング言語やシ

ステムプログラムの知識を利用したものづくりによるシステムを構築できるコンピュータ技術者を養成する。

また，数理基礎・数理科学，電子回路，マイクロコンピュータ，プログラミングの知識を融合した組み込みシ

ステムによる実体験から技術を修得させる。 
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さらに，ロボット制御システムやネットワークシステムなどに応用できる回路理論，制御工学，情報通信工

学などの基礎知識を修得し，自ら学習できる実践的技術者を育成する。 

そして，実験・研究などの結果を報告書にまとめて日本語で口頭発表や質疑応答ができるとともに，社会の

要請を認識し，協調性を備えた健全な技術者としての能力を修得させる。 

d)環境都市工学科 

人間が活動する社会と自然との関わりの中で，持続可能で快適な人間の活動空間を創造する技術を教育する

ことを基本理念とし，地球規模での環境問題を認識しつつ，人間の生活を支えるより良い道路，鉄道，上下水

道等の社会基盤施設の建設・維持管理に必要な基礎知識と実践的技術を身に付けた技術者を育成する。 

社会基盤整備では，社会のニーズに応え，調査，計画，設計，建設，維持管理に関する基礎的な知識・技術

に加え持続可能な循環型社会の構築を目指した環境アセスメントやリサイクル技術を修得させる。 

また，測量，土質，構造，環境等の実験実習を通して実践的技術者に欠かせない計測技術やコンピュータに

よるデータ解析法を修得させる。こうした知識と技術力だけでなく社会人としての倫理観と協調性を持った実

践的技術者を育成する。 

e)建築学科 

社会と技術との関わりを種々の側面から教授し，ものづくりのプロセスとの関わりで，表現力・応用力・実

践能力が身に付いた建築技術者を育成する。具体的には，国家資格である２級建築士レベルの建築計画・建築

設備・建築構造・建築材料・建築法規などの建築に必要な知識や技術を講義・実験・実習などを通して身に付

けさせる。 

また，建築空間を図面から読み取る能力を備えさせるとともに，製図・CAD・模型制作などにより建築空間を

表現する能力を養わせる。 

さらに，図面や模型，文章などにより，設計意図や内容を十分に伝達できる説明力とプレゼンテーション力

を備えさせ，コンペティションに応募できる能力を養わせる。 

卒業研究では，社会の変化と要請を捉え，建築に関する様々な問題を認識させ，それを改善するために努力

した成果を形にまとめて発表させる。 

卒業時には，日本や世界の生活環境，文化や歴史などを多面的に理解させ，技術や知識などにより社会に貢献

できる技術者を育成する。 

 

■専攻科教育 

専攻科にあっては，専門分野の高度な技術能力に加え，より深い教養，より広い工学基礎知識を身に付ける。

その上で技術者倫理を備えた技術開発能力，あるいは将来研究開発型の技術者を目指し得る能力を持つ者(学士

(工学))を育て，技術開発と研究開発に意欲のある学生を養成する。加えて，国際的コミュニケーション能力向

上のために TOEIC の全員受験を実施する。また，長期インターンシップの導入を積極的に推進する。さらに，学

生に日本技術者教育認定機構の基準を満たした専門分野ごとの教育プログラムを修了させる。 

a)電子機械工学専攻 

本科で身に付けた基本的能力に加え，社会における技術者の役割と責任を理解するとともに，実験，開発の

背景を自ら調査・整理し，技術的な問題点を明確にした上で目的と方法を設定し，計画的，継続的に研究でき

る基礎的な研究開発能力を持つ技術者を育成する。 
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 また，機械工学分野においては，「材料と構造」，「運動と振動」，「エネルギーと流れ」，「情報と計測

・制御」，「設計と生産・管理」及び，「機械とシステム」の分野に基礎的な造詣を持ち，これらの分野にお

ける問題に対して適切な実験を計画し，相応の結果を得ることができ，その結果を外部に伝達できるコミュニ

ケーション能力を持った技術者を育成する。 

電気電子工学分野においては，システムの安定性を考慮した制御法，及び，電子デバイスの利用・計測技

術，電気・電子回路設計の実践的知識，スキルと安全意識を身に付けさせるとともに，整った章立てに従い，

分りやすい日本語文で報告書を作成でき，聴衆に合わせた分りやすい日本語で口頭発表，質疑応答することが

でき，TOEIC450 点相当以上の英語運用能力を持った技術者を養成する。 

本科４・５学年，専攻科１・２学年を対象に，“機械工学プログラム”と“電気・電子システム工学プログ

ラム”を設置する。 

b)建設工学専攻 

人間が安全で快適に暮らせる社会の確立のために本科で学んだ環境都市工学あるいは建築学の知識や技術に

加え，都市工学，建築学，計画学，環境工学等の学際的な知識や実践的な技術，さらには，CAD を利用したデザ

イン技術や実験を通した計測技術を修得させる。 

また，教育環境を整備し，専攻科生自らが高度な知識や最先端の技術を修得しようとする向上心や探究心を

育てる。 

特別研究を通して民間との共同研究等へ学生を積極的に参加させて研究開発能力の素養を身に付けさせると

ともに，社会に対する倫理観，技術者や研究者相互の協調性を修得させる。 

さらに，学会やシンポジウム等での口頭発表やコンペティションへ応募できる能力を備えた技術者を育成す

る。 

本科４・５学年，専攻科１・２学年を対象に，“環境都市工学プログラム”と“建築学プログラム”を設置

する。 

c)情報科学専攻 

本学科生の知識と実践力に加えて，ハードウェアの基本動作を理論面から解析できるとともに，ソフトウェ

ア的手法を利用してハードウェアを設計でき，ソフトウェア開発において，数理的理論に基づくスマートな設

計ができるとともに，ハードウェアの基本動作を意識した設計ができ，コンピュータネットワークの動作を通

信理論の観点から数理的に解析できる高度な実践的技術者を養成する。 

また，現実の問題や未知の問題に対して，問題の本質を数理的に捉え，コンピュータシステムを応用した問

題解決方法を多角的視野から検討することができる能力を修得させる。 

さらに，与えられた問題を分析・モデル化し，解決方法を立案し，その有効性をコンピュータや測定装置を

使って確かめることができ，実験・実習で培われた豊かな体験と基礎理論の深い理解との融合により，問題を

的確に把握し，問題解決手法を自ら立案・推進でき，社会の多様なニーズに応えるコンピュータシステムを設

計・開発するためのデザイン能力を有し，さまざまなデータ（数値・文字・画像・音声・知識など）に対し

て，コンピュータを用いて実際に解析・処理することができる技術者を育成する。そして，英語によるコミュ

ニケーション基礎能力をもち，日本語を使った説得力のある口頭発表や筋道を立てて報告書を書くことができ

るとともに，倫理観をもって社会に与える影響を正しく認識できる技術者としての能力を修得させる。 

本科４・５学年，専攻科１・２学年を対象に“情報科学”プログラムを設置する。 
 

（出典 平成 19 年度学生便覧）
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 資料１－１－①－４ 

U機械工学プログラム学習・教育目標 

Ａ．もの創りを通じて社会に貢献できること。（社会との関連） 

(Ａ１) 社会の工学に対する要請を認識でき，機械工学との関連を理解している。 

(Ａ２) 技術が，社会・文化との関わりの中でどのように発展してきたか理解している。 

Ｂ．技術者を職業とすることに必要な知見を有すること。（基礎学力） 

(Ｂ１) 豊富な実験・実習に裏付けられた基礎学力を身につける。 

(Ｂ２) 自然科学と工学の基礎領域について十分な知見をもつ。 

（B2-1）数学に関する知識とその工学的応用力の修得 

（B2-2）物理に関する知識とその工学的応用力の修得 

（B2-3）情報技術に関する知識とその工学的応用力の修得 

Ｃ． 問題点を理解し，解決への道筋を創造的かつ継続的に実践できること。（問題解決能力） 

（Ｃ１） 問題を見いだし，それについて適切な実験を計画し，必要な結果を得ることができ

る。 

（Ｃ２）  問題点の把握と解決策の提案を可能にする基礎能力が身についている。 

（C2-1）「材料と構造」に関する専門知識の修得 

（C2-2）「運動と振動」に関する専門知識の修得 

（C2-3）「エネルギーと流れ」に関する専門知識の修得 

（C2-4）「情報と計測・制御」に関する専門知識の修得 

（C2-5）「設計と生産・管理」に関する専門知識の修得 

（C2-6）「機械とシステム」に関する専門知識の修得 

Ｄ．専門技術に関して見解を表明できるとともに，討議ができること。（コミュニケーション能

力） 

（Ｄ１） 適切な日本語を会話や文章で駆使できるとともに，英語による基礎的コミュニケー

ションができる。 

（Ｄ２） 口頭，文書，グラフ，図を用いて自分の考えを効果的に伝えることができる。 

Ｅ．社会や技術に関する倫理観をもつこと。（責任・倫理） 

（Ｅ１） 自らのものの見方の背景に日本の文化があることを認識できる。 

（Ｅ２） 機械工学技術者として実践の場面で倫理的価値判断ができる。また，工学的問題の

解決策が，文化や環境に与える影響を理解している。 

 

（出典 平成 19 年度機械工学科シラバス）
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資料１－１－①－４ 

電気・電子システム工学プログラムの学習・教育目標 

 

A ものづくりのできる技術者をめざす 
社会の変化と要請を的確に捉え，ものづくりの使命と役割りを把握するとともに，電気・電子システム工
学および関連分野を広く学び，基礎技術を身につける。  

A-1 電気エネルギーの運用（発生，輸送，変換）に関する原理，実用化への問題と代表的な解決策を説明でき
る。 

A-2 制御対象の特性を表現した数式や図を用いて，安定性を考慮した制御システムを設計できる。 
A-3 エレクトロニクスに関する知識，特に IC を構成している電子素子の動作原理を理解し，それを応用した電

子デバイスの利用技術や計測技術を身につけている。 
A-4 コンピュータを利用した情報の保持・変換・伝達のための概念を理解し，説明できる。 
A-5 電気・電子システム工学の基礎知識・技術が，ものづくりの現場や実験実習の中でどのように生かされてい

るかを認識し，理論学習の出発点としている。 
A-6  電気・電子回路の設計および実験実習を通してものづくりに必要な実践的知識とスキルを身に付けるととも

に，安全意識を身につけている。 
 
B 基礎学力のある技術者をめざす 
実験・実習で培われる豊かな体験を出発点として，自主的に学習する姿勢を身につけ，自然科学および電
気工学の基礎理論を深く理解する。 

B-1 自然科学の事象を数式や図等を用いてモデル化できる。 
B-2 自然現象，特に物理現象に関する諸量を理論に基づいて導出できる。 
B-3 電気・電子回路の基礎的内容である交流の定常現象について，物理的概念を理解し，電圧・電流値等を導出

できる。 
B-4 電気磁気学の基礎的内容である静電界，静磁界の事象を理解し，それらに関する必要な諸量を，理論に基づ

いて計算できる。 
B-5 情報処理技術を理解し，自然，社会，生活から得られる情報を，その技術を用いて，目的に沿うように処理
できる。 
 
C 問題解決能力を持つ技術者をめざす 
問題意識と考える力を基礎とし，問題を提起する能力と，問題の解決策を豊かな発想で創造し，解決
に向けて，計画，実践する能力を身につける。 
C-1 研究の背景を自ら調査・整理し，よく理解している。 
C-2 技術的な問題点や社会における課題を明確にした上で，研究目的を設定し，研究方法を設計できる。 
C-3 専門的知識や技術レベルを考慮したうえで研究日程を立案・実行し，必要に応じて修正することにより，計

画的，継続的に研究できる。 
C-4 工学的手法によりデータを解析し，考察できる。 
C-5 複数の解決案を比較検討する等により，解決策を選択できる。 
 

D コミュニケーション能力を持つ技術者をめざす 
日本語による論理的な記述力，明解な口頭発表能力および十分な討議能力を身につけるとともに，国
際理解を深め，英語での記述力と口頭発表能力および討議能力の基礎を身につける。 
D-1 実験・研究内容を整った章立てに従い，分りやすい日本語で記述できる。 
D-2 研究内容を聴衆に合わせて分かりやすい日本語で発表できる。 
D-3 他者の発表内容を理解し，的確に質問できる。 
D-4 基本語彙からなる英文を，日本語を介することなく読み，大意を把握できる。 
D-5 自律的，継続的な学習により，TOEIC450 点相当以上の英語運用能力を身につけている。 
 
E 倫理観を持つ技術者をめざす 
日本や世界の文化や歴史をよく認識し，技術が社会に与える影響を理解し，自らにも社会にも誠実
で，技術者としての誇りと責任感を持つ。 
E-1 技術者の責任，倫理的問題と解決策の事例を知り，自ら考える素養を持つ。 
E-2 技術と社会の関わりを歴史から学んでいる。 
E-3 社会の仕組みと歴史を知り，他者・他国の立場から物事を考えることができる。 
E-4 日本と国外の文化の差異を認識している。 
E-5 社会における技術者の役割および技術と人類の豊かさとの関係を理解している。 
 

（出典 平成 19 年度電気・電子システム工学科シラバス）
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資料１－１－①－４

 

（出典 平成 19 年度情報工学科シラバス）
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資料１－１－①－４

環境都市工学プログラム 

環境都市工学プログラムの目指すところは，学生諸君が人間活動の場である社会と自然生態系
との関わりの中で，持続可能で快適な生活空間を創造する能力を身につけたシビルエンジニアへ
と育っていくことにあります。２１世紀の我国，そして国際社会において今まで以上に真の実力
を備えた技術者が望まれています。具体的に言えば，地球規模での環境問題を認識し，人間の生
活を支える道路・鉄道・上水道などの社会基盤施設の建設に必要な基礎知識と実践的技術を身に
付けていることを意味します。また，現代社会のニ－ズに応え，調査，計画，設計，建設，維持
管理に関する基礎的な知識・技術だけではなく持続可能な循環型社会の構築を目指した環境アセ
スメントやリサイクル技術などを身につけていることも重要です。さらに，技術科学の知識だけ
でなく，文化や歴史にも理解を深めて，技術者としての誇りと倫理観を持たなくてはなりませ
ん。本教育プログラムの学習・教育目標を達成していくことにより，これら次世代を担う技術者
に求められる実力が自ずと備わっていくのです。 
 

環境都市工学プログラムでは，以下の 5 項目の学習・教育目標を掲げ，真の実力を 
備えたシビルエンジニアの育成に努めています。この学習・教育目標は豊田高専全体 
の学習・教育目標の各項に対応しており，環境都市工学プログラムの履修学生として 
めざすところをわかりやすく具体的に書かれています。履修生の諸君は，本教育プロ 
グラムで学習する目的を十分に理解して学習に励んでください。 

 

環境都市工学プログラム 学習・教育目標 
 

Ａ．洞察力を備えた技術者をめざす。 

１． 社会の変化と要請を的確に捉え，人の生活を支える社会基盤の役割をよく理解する。 
２． 社会システムの技術的な検討や評価を行い，多角的視野からシステムや構造物の設計能

力を身につける。 

Ｂ．確かな基礎知識と実務能力を備えた技術者をめざす。 

１． 数学・自然科学・情報技術の基礎を身につける。 
２． 工学の基礎理論に裏打ちされた専門知識を身につける。 
３． 実験実習を通して実践的技術者に欠かせない計測技術やデータ解析法を身につける。 

Ｃ．問題解決能力を持つ技術者をめざす。 
１．  防災，環境，社会資本整備等について自ら学習し，問題を提起する能力を身につける。 
２．  問題の解決策を豊かな発想で創造し，解決に向けて計画，実践する能力を身につける。 

Ｄ．コミュニケーション能力を持つ技術者をめざす。 

１． 日本語による論理的な記述力，明解な口頭発表能力，十分な討議能力を身につける。 
２． 国際理解を深め，英語での記述力と口頭発表能力および討議能力の基礎を身につける。 

Ｅ．文化に通じ倫理観を持つ技術者をめざす。 

１．日本や世界の文化や歴史をよく認識し，技術が社会に与える影響を理解する。 
２．自らにも社会にも誠実であり，技術者としての誇りと責任感を身につける。 
 

（出典 平成 19 年度環境都市工学科シラバス）
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資料１－１－①－４

建築学プログラムの学習・教育目標 

建築学科（建築学プログラム）では，次の５項目を教育目標としています．これらは，建築業務を

通じて社会に貢献し続け，顧客の信頼を築く上で重要な事項です．学校を卒業した後でも，この教育

目標の意味を考え，実行し続けることは，建築に携わる者として重要な事です． 

Ａ 広い視野を備え問題解決能力を持つ技術者をめざす 
<A>社会の変化・要請を捉えて，問題を分析・抽出し，様々な条件の下，専門知識・技術を用い
て，問題を解決するもしくは新たな提案を発する能力を習得する． 

 
Ｂ 確かな基礎知識と応用能力を備えた技術者をめざす 

<B-1>数学，自然科学および情報工学の基礎理論に裏打ちされた知識や技術を体系的に習得す
る． 

<B-2>建築分野の必要な基礎的知識や技術を習得する． 
<B-3>建築分野の実社会に必要で役立つ知識や技術を応用して問題を解決する能力を習得する． 

 
Ｃ 実務能力を備えた技術者をめざす 

<C-1>実験・実習を通して，計測技術やデータ分析法，報告書作成能力を習得する. 
<C-2>図面判読能力および，設計意図・内容を十分に伝達できる説明力とプレゼンテーション力
（記述・作図技術や模型製作技術），討議能力を習得する． 

 
Ｄ コミュニケーション能力が優れた技術者をめざす 

<D-1>日本語により論理的な記述，口頭発表，討議等ができる． 
<D-2>英語文献などの読解力と基本的な英語コミュニケーション能力を習得する． 

 
Ｅ 文化に通じ倫理観を持つ技術者をめざす 

<E-1>日本や世界の文化や歴史を，地球的な視点から多面的に認識し，建築技術が社会に与える
影響を理解する能力を習得する． 

<E-2>誠実かつ信頼される技術者としての誇りと責任感を習得する． 

 

（出典 平成 19 年度建築学科シラバス）

資料１－１－①－５

基本方針 

 
１．教育理念 

本校の社会的使命は，実践的で，創造力ある技術者を育てることを通して，人類社会の福
祉増進に貢献することである。本校で行う教育の特徴は，豊富な体験学習を基礎に，若年期
からの創造性の育成，専門分野に関する基本的知識，実践的技術の習得を中心として，技術
の社会的責任を認識しつつ，広い視野を持って，創造的に技術開発に挑戦し続け得る技術者
を養成することである。 

同時に，産業技術の集積した地域社会にあって，産業界との連携をも視野に入れた技術開
発に努めるとともに，地域の文化拠点としての役割を果たす。 

 

（出典 平成 15 年 1 月 27 日臨時総務会議資料１） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 本校では，高等専門学校が社会において担う基本的な役割として，創立の精神を使命として定めて

いる（資料１－１－①－１）。この精神をもとに，平成 14 年度に明文化した５つの教育目標は，養

成したい人物像をより明確に示しており（資料１－１－①－２），さらに各学科において卒業時に身

につけるべき資質，学力をより具体的に定め（資料１－１－①－３），具体的な教育研究活動を行う

上での方針を支える理念を基本方針として掲げている（資料１－１－①－５）。 

 以上のことから，本校は，高等専門学校としてその教育の目標及び達成すべき成果を明確に定めて

いると判断される。 

 

 

観点１－１－②： 目的が，学校教育法第７０条の２に規定された，高等専門学校一般に求められ

る目的から，はずれるものでないか。 

（観点に係る状況）  

 高等専門学校の目的は，学校教育法第 70 条の２に定められている。 

 これに基づき本校は，学則第１章 本校の目的 第１条に「本校は，教育基本法の精神にのっとり，

及び学校教育法に基づき，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成することを目的とす

る。」（資料１－１－②－１）としている。 

また，高等専門学校に求められている学校教育法第 70 条の２の目的と本校の教育目標及び具体的

達成度目標との関連を資料１－１－②－２に示す。本校がその目的を，学校教育法に規定された高等

専門学校に求められている目的に沿って定めたことは明らかである。 

 

 
 

 

 

 

 

 

資料１－１－②－１

豊田工業高等専門学校学則 

 

制  定  昭和 38 年４月 １日 

最終改正  平成 19 年４月 １日 

 

第１章 本校の目的 

第１条 本校は，教育基本法の精神にのっとり，及び学校教育法に基づき，深く専門の学芸を

教授し，職業に必要な能力を育成することを目的とする。 

                                           

（出典 平成 19 年度学生便覧 p.6）
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（分析結果とその根拠理由）  

 本校の創立の精神，学校の目的，教育目標は，学校教育法に規定された高等専門学校に求められる

目的を踏まえて制定している。また，養成する人物像や卒業（修了）時に身につけるべき資質，学力

は，学校教育法第 70 条の２における高等専門学校に求められる目的に則り定められており，これら

を達成するために教育研究活動を実施する上での理念をグループウェアに掲げている。 

 以上のことから，本校の目的は学校教育法の定めにはずれるものではないと判断される。 

 
 

資料１－１－②－２ 

 

「深く専門の学芸を教授し」に対応 「職業に必要な能力を育成」に対応 

・本校の教育目標のうち 

・③問題意識と考える力を持ち，自ら学習するこ

とによる想像力と実践力を備えた技術者の養成 

・②実験・実習で培われる豊かな体験と基礎理論

の深い理解から生まれるエンジニアリング基盤

の確立 

・本校の教育目標のうち 

・①社会の変化と要請を的確に捉え，自ら学習する

ことによる想像力と実践力を備えた技術者の養成 

・④科学的な分析にもとづく論理的な記述力，明解

な口頭発表能力，十分な討議能力，および国際的

に通用するコミュニケーション能力の修得 

・⑤世界の文化・歴史の中で，技術が社会に与える

影響を考え，自らの責任を自覚し誇りを持つこと

のできる技術者の育成 

・本科教養教育の具体的達成度目標のうち 

・工学基礎学力の修得 

・専門技術への導入教育 

・本科教養教育の具体的達成度目標のうち 

・人間として，技術者として必要な教養，外国語能

力，情報リテラシーの修得， 

・心身共に健全な人格形成 

・本科専門教育の具体的達成度目標のうち 

・社会の変化に対応できる専門技術分野の基礎的

知見を身に付けさせ，更に高度な技術・知識を

修得させる。 

 

・本科専門教育の具体的達成度目標のうち 

・経験に裏打ちされた実践的かつ創造的技術者（準

学士（工学））を養成する。 

・社会への即応性を養い実践技術の現状を理解する

ため，各学科とも４学年に校外実習（インターン

シップ）を実施する。 

・専攻科の具体的達成度目標のうち 

・専門分野の高度な技術能力に加え，広い工学基

礎知識を身に付ける。 

・将来研究開発型の技術者を目指しうる能力を持

つ者（学士（工学））を育て，技術開発と研究

開発に意欲のある学生を養成する。 

・専攻科の具体的達成度目標のうち 

・より深い教養を身に付け 

・その上で技術者倫理を備えた技術開発能力，ある

いは将来研究開発型の技術者を目指しうる能力を

持つ者（学士（工学））を育て，技術開発と研究

開発に意欲のある学生を育成する。 

（出典 平成 19 年 5 月 8 日総務会議資料 18） 
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資料１－２－①－１

 

 

（出典 平成 19 年度学校要覧）

観点１－２－①： 目的が，学校の構成員（教職員及び学生）に周知されているか。 

（観点に係る状況）  

 本校の創立の精神と教育目標は，学校要覧（資料１－２－①－１），学生便覧（資料１－２－①－

２），Web ページ（資料１－２－①－３）に掲載している。 

 特に教育目標については，学生が常に携帯する学生証裏面（資料１－２－①－４）に，また各学科

のシラバス（資料１－２－①－５）にも学科の具体的達成度目標も含めて掲載し，学生への周知徹底

を図っている。 
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資料１－２－①－３

 

 （出典 Web ページ抜粋）

資料１－２－①－２

 

（出典 平成 19 年度学生便覧）
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資料１－２－①－４

 

 （出典 学生証） 

資料１－２－①－５

本校の教育目標および具体的達成度目標 
 

1．教育目標（本科・専攻科共通教育目標） 
 

① 社会の変化と要請を的確に捉え，ものづくりを多面的に認識し，実現可能なシステムを構築できる技

術者の養成 

② 実験・実習で培われる豊かな体験と基礎理論の深い理解との融合から生まれるエンジニアリング基盤

の確立 

③ 問題意識と考える力を持ち，自ら学習することによる創造力と実践力を備えた技術者の養成 

④ 科学的な分析に基づく論理的な記述力，明解な口頭発表能力，十分な討議能力及び国際的に通用する

コミュニケーション能力の修得 

⑤ 世界の文化・歴史の中で，技術が社会に与える影響を考え，自らの責任を自覚し誇りを持つことので

きる技術者の育成 

 

2．本科教養教育に関する具体的達成度目標 
 

人間として，技術者として必要な教養並びに工学基礎学力の修得，外国語能力，情報リテラシーの

修得，心身共に健全な人格形成のための教育を中心とする。さらに，専門技術への導入教育，ものづく

りへの関心を高めるための教育的工夫を行う。 

 

人文・社会系： 人格形成のための教育として位置づけ，日本の伝統的なものごとの見方・考え方や

論理的思考を養う。社会的な問題に対しても，多様な捉え方があることを理解し，技

術者として社会に対して果たすべき責任を理解する。 

理  数  系：   工学への応用に資することに配慮して，数学の基本的内容を修得し，数学的思考力

を養う。 

外  国  語：  技術者として必要な外国語（英語）運用能力の基礎を身につける。 

体      育：   将来にわたる健康保持・増進のために，スポ－ツを通して心身を鍛え，健全な精神

を養成する。 

 

3．本科教養教育に関する具体的達成度目標 
 

本科にあっては，教育目標並びに自らの専門技術分野についての基礎的知見を身に付け，経験に裏

打ちされた実践的かつ創造的技術者(準学士(工学))を養成する。社会への即応性を養い実践技術の現

状を理解するため，各学科とも４学年に実施している校外実習（インターンシップ）の内容の充実を

図る。 

（出典 平成 19 年度シラバス抜粋） 
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 準学士課程（本科）及び専攻科課程（専攻科）の学生に対する教育目標の周知アンケート（平成

18 年 12 月実施結果（資料１－２－①－６））及び第２回アンケート（平成 19 年５月実施結果（資

料１－２－①－７））を以下に示す。これによれば，最初のアンケートでは「教育目標」については

51％の学生が「知らない」と回答し，同様に各学科の「具体的達成度目標」についても 50％の学生

が「知らない」としている。学生証の裏面の他，様々な箇所に教育目標等は掲載されているにもかか

わらず，半数の学生が認知していないことは問題であると考え，改めて新年度の指導教員会議で周知

することを確認し，改めて第２回アンケートを実施したところ，「教育目標」について 74％の学生

が「知っている」及び「概ね知っている」と回答した。同様に「具体的達成度目標」についても

72％の学生が「知っている」及び「概ね知っている」と回答した。こうしたことから，教育目標に関

して一応の周知が図られたものと考えられる。 

また，教職員（非常勤教職員を含む）においても各自の名札の裏に教育目標を掲載している（資料

１－２－①－８）。 

 

 

資料１－２－①－６

学生に対するアンケート結果 
 

１． 本校の教育目標を知っていますか。    ２．各学科の具体的達成度目標を知っていますか。 

（１） 知っている             （１） 知っている 

（２） 概ね知っている           （２） 概ね知っている 

（３） 知らない              （３） 知らない 

 

教育目標 具体的達成度目標
 知っている 149 135
 概ね知っている 351 377
 知らない 521 508  

 

教育目標の認知度（学生全体）

知らない

51%

知っている

15%

概ね知っている

34%

無回答

0%
知っている

概ね知っている

知らない

無回答

具体的達成度目標の認知度（学生全体）

無回答
0%

概ね知っている
37%

知っている

13%

知らない

50%

知っている

概ね知っている

知らない

無回答

現員 1,131 名中 1,024 名回答 

 

（出典 平成 18 年 12 月学生対象教育目標アンケート調査集計結果抜粋）
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資料１－２－①－７
 

学生に対するアンケート結果 

 

１． 本校の教育目標を知っていますか。      ２．各学科の具体的達成度目標を知っていますか。 

（１） 知っている              （１） 知っている 

（２） 概ね知っている            （２） 概ね知っている 

（３） 知らない               （３） 知らない 

 

教育目標 具体的達成度目標
 知っている 260 250
 概ね知っている 531 514
 知らない 276 301  

 

教育目標の認知度（学生全体）

知らない

26%
知っている

24%

概ね知っている

50%

無回答

0%
知っている

概ね知っている

知らない

無回答

具体的達成度目標の認知度（学生全体）

無回答

0%

概ね知っている
49%

知っている

23%

知らない

28%
知っている

概ね知っている

知らない

無回答

 

現員 1,190 名中 1,069 名回答 
 

（出典 平成 19 年５月学生対象教育目標アンケート調査集計結果抜粋）

資料１－２－①－８

 

（出典 教職員名札裏面）
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平成 18 年 12 月に実施した非常勤を含む教職員に対する周知アンケートの結果（資料１－２－①－

９）では，本校の教育目標については，99％の教職員が「知っている」及び「概ね知っている」と答

えている。各学科の具体的達成度目標についても 95％の教職員が「知っている」及び「概ね知って

いる」と回答している。こうしたことから，非常勤を含む教職員に対して教育目標に関する周知が図

られていると考えられる。 

初任者研修では，本校の教育目標，養成したい人物像及び卒業（修了）時に身につけるべき資質，

学力，教育研究活動を実施する上での教育理念についても説明をしている（資料１－２－①－10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１－２－①－９

教職員（非常勤を含む）に対するアンケート結果 

 

１ 本校の教育目標を知っていますか。  ２．各学科の具体的達成度目標を知っていますか。 

（１） 知っている            （１） 知っている 

（２） 概ね知っている          （２） 概ね知っている 

（３） 知らない             （３） 知らない 
 

教育目標 具体的達成目標
 知っている 104 106
 概ね知っている 69 53
 知らない 3 17  

 

具体的達成度目標の認知度

知らない
5%

概ね知って
いる
27%

知っている
68%

知っている

概ね知っている

知らない

本校の教育目標の認知度

知っている
63%

概ね知って
いる
36%

知らない
1%

知っている

概ね知っている

知らない

 

現員 198 名中 176 名回答 

 

（出典 平成 18 年 12 月教職員対象教育目標アンケート集計結果）
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資料１－２－①－10  

 

平成１９年度新任教職員研修実施要領 

 

１．目 的 

        新任の教職員に対し高等専門学校についての基礎的な事柄について習得させる。 

 

２．対象者 

平成１８年度以降採用者・他機関からの転入者で，未受講の者 

   一 般 学 科   加藤 貴英 

   機 械 工 学 科  兼重 明宏，田中 淑晴 

   情 報 工 学 科    野村 保之 

建 築 学 科  加藤 悠介 

事  務  部  松本  勤 

   庶  務  課   鎌澤かおり，林  明 美，岸  篤 史 

   会  計  課    八町 順子  

   学  生  課  小山 恭史，松 原   香 

                                                    計 １２名 

 

３．日 時   平成１９年５月１７日（木） ９：４０ ～ １６：２０ 

 

４．場 所  図書館１階 インキュベーションセミナー室 

 

５．日 程 

   Ⅰ． U本校の理念・基本方針（末松校長） U         ９：４０～ ９：５０ 

   Ⅱ．三主事・専攻科・教育改善推進室関係      

    １．教務関係について（金井副校長）        ９：５０～１０：２０ 

       ２．学生関係について（中嶋副校長）       １０：２０～１０：５０ 

                                （ 休     憩 ） 

 

                      （出典 平成 19 年５月 8 日総務会議資料抜粋） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 アンケート結果より，非常勤を含む全教職員及び全学生について，教育目標が周知されていると考

えられる。特に学生に対しては，平成 15 年度より学生が常に携帯する学生証に教育目標を印刷し，

また各学科の教育目標は全学生に配布する学生便覧やシラバス，Web ページのみならず，各学科の廊

下や教室に掲示する等，日常的に学生の目に入るようにすることにより周知徹底を図っている（資料

１－２－①－11）。 
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以上のことから，本校では，その目的が学校の構成員に理解，周知されていると理解される。 

 

 

 

 

観点１－２－②： 目的が，社会に広く公表されているか。 

（観点に係る状況）  

 創立の精神，教育目標，各学科の具体的達成度目標及びJABEE教育プログラムは，本校のWebページ

に掲載することにより社会に公表している（資料１－２－②－１）。 

また，創立の精神，教育目標を掲載した学校要覧を，全国の高等専門学校，周辺の大学，豊田市教

育委員会，豊田商工会議所等，さらに卒業生の進学先の大学（35 大学），就職先企業（160 社）へ送

付している（資料１－２－②－２）。 

 加えて地域企業への周知の一環として，平成18年度経済産業省「高専を活用した中小企業人材育

成」委託事業に参加した企業30社に対して学校要覧を配布し，地域社会への本校の教育目標の周知を

図っている（資料１－２－②－３）。 

また，中学生を対象とした本校の入学案内にも，「中学卒業後の５年間を通じて，多様化高度化す

る技術の基礎を実験・実習に重点を置いて教育し，実践的で，創造的な技術者を育てている学校」と

いう，中学生にわかりやすい表現で本校の使命，教育目標，養成したい人物像を掲載している（資料

１－２－②－４）。これらの入学案内は，愛知県を中心とする717の中学校（資料１－２－②－５）

に送付するとともに，学校見学会で全参加者に配布している（資料１－２－②－６）。また，本校及

び県内外12会場において学校説明会を開催（資料１－２－②－７）する他，全教員が県内を中心とす

る約400の中学校を訪問（資料１－２－②－８）し，学校の特徴を説明するとともに，教育目標と教

育内容の周知に努めている。 

 

資料１－２－①－11  

 「使命」（創立

の精神，趣旨）

の掲載 

「養成する人材像」及び

「卒業(修了)時に身につけ

るべき資質・学力」（教育

目標・具体的達成度目標）

の掲載 

 

 

配付対象者 

学校要覧 あり あり 
全教職員，全国高等専門学校，周辺大学，

豊田商工会議所他 

学生便覧 あり あり 全教職員及び学生 

シラバス なし あり 全教員及び学生 

Web ページ あり あり ― 

自己点検・外

部検証・評価

報告書

(No.8） 

なし あり 卒業生進学先大学・就職先企業他 

                          （出典 平成 19 年 5 月 8 日総務会議資料 18） 
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資料１－２－②－１

 

 

 （出典 Webページ「教育目標」等掲載箇所抜粋） 
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資料１－２－②－２

平成 19 年度学校要覧送付先 

送付先（案１） 

文部科学省・高専機構等関係機関 ······················································ ９０部 

（内訳）文部科学省高等教育局専門教育課······························ ２部 

文部科学省高等教育局学生支援課······························ １部 

独立行政法人大学評価・学位授与機構 ······················ １部 

独立行政法人国立高等専門学校機構総務課総務係 ··· ４部 

独立行政法人国立高等専門学校機構企画課 ·············· １部 

国・公・私立高専（各１部） ································· ６２部 

名古屋大学総務部総務課 ············································· １部 

名古屋大学総務部人事労務課 ····································· ５部 

名古屋工業大学 ···························································· １部 

愛知教育大学 ································································ １部 

豊橋技術科学大学 ························································ ５部 

長岡技術科学大学 ························································ １部 

自然科学研究機構岡崎統合事務センター ·················· １部 

愛知県教育委員会 ························································ １部 

豊田市教育委員会 ························································ １部 

豊田市産業労政課 ························································ １部 

豊田商工会議所 ···························································· １部 

※複数部送付する機関については，先方から依頼あり 

卒業生進学先大学（各１部）······························································ ３５部 

卒業生就職先企業等（各１部）·······················································１６０部 

 

送付先（案２） 

名誉教授································································································ ２５部 

※内線電話番号簿を同封します。 

※特命教授，嘱託教員については，配付済みです。 

 

 計３１０部  

（出典 庶務課庶務係資料抜粋） 
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資料１－２－②－３

　　　　　　　　　　　　　　（学校要覧配布先）

1 渡辺工業（株） 16 明光化成工業（株）

2 （株）協豊製作所 17 刈鈑工業（株）

3 （株）サンキ 18 （株）馬渕製作所

4 （株）ニフコ 19 大豊精機（株）

5 鈴木工業（株） 20 東海オートメーション（株）

6 三井塵工業（株） 21 サトープレス工業（株）

7 大東工業（株） 22 丸和電子化学（株）

8 （株）ニシムラ 23 広瀬テクノロジー（株）

9 小島プレス工業（株） 24 クロダ精工（株）

10 野場電工（株） 25 （有）悠記堂

11 ミヤマ工業（株） 26 （株）ヤマコー

12 テクノハマ（株） 27 （株）岩月工業所

13 内浜化成（株） 28 宮田電工（株）

14 ノックス電子（株） 29 （株）サカエ

15 （株）日栄機工 30 東京海上あんしん生命保険（株）

　　　　　「高専等を活用した中小企業人材育成事業」参加企業リスト

 

（出典：高専等を活用した中小企業人材育成事業プログラム資料）

資料１－２－②－４

 

（出典：中学生のみなさんへ p２）
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資料１－２－②－５

      平成１９年度学校案内「中学生の皆さんへ」配布先・配布部数 
 

品  名   「中学生のみなさんへ」平成１９年度版 Ａ４判  
 印刷目的  平成１９年度本科学生募集に伴うＰＲのため  
 経   費   入学試験志願者増対策経費  
 印刷部数  ３，５００部  
 配 布 先  愛知県下全中学校，及び三重・  
       岐阜・静岡県で愛知県近郊中学校 ・・・  ９００部  
       学校見学会用          ・・・１，０００部  
       募集説明会用          ・・・   ５００部  
       中学校訪問用          ・・・   ４５０部  
       予備               ・・・   ６５０部  

 

 

   平成 18 年度学校説明会・学校見学会および進学相談会開催案内送付先 
 

 発送先一覧 

愛知県下 公立中学校   ４１３校（全県下）（ＰＲﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ３学年全生徒分送付） 

愛知県下 国立中学校    ３校（全県下）（ＰＲﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ１０部送付） 

愛知県下 私立中学校   ２１校（全県下）             〃 

静岡県下   中学校  １６２校（静岡市以西）         〃 

岐阜県下   中学校   ４０校（東濃地方中心）       〃 

※多治見・土岐市内中学校 １３校          （ＰＲﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ３学年全生徒分送付） 

三重県下      中学校    １６校（桑名市附近） （ＰＲﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ１０部送付）  

長野県下   中学校    ４９校（飯田・木曽地方）   〃 

                    計 ７１７校 

 

〈参 考〉                      
  

 添付書類一覧内訳（※印は決裁に添付を省略します。） 

 ・学校見学会日程                           ５部 

・「学校説明会」参加申込書                       １部 

・ＦＡＸ連絡票（進路説明会用）                                        １部 

 ※中学生のみなさんへ                            １部 

 ※高専パンフレット（高専機構作成）                              １部 

※学科紹介パンフレット（M・I・C・A科）                 各１部 

 ※高等専門学校奨学金を希望される皆さんへ（日本学生支援機構）        １部 

  ○機構のポスターは三重県・長野県の６５校に同封した。 
 

（出典：学生課入学試験係資料抜粋）
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資料１－２－②－６ 

 

平成１８年度実施学校見学会参加状況 

    学 校 見 学 会 参 加 者 （日）          

     生 徒   保護者   先 生  合 計   

       食券   食券   食券 人数 食券数

三河地区 106 106 77 76 0 0 183 182

尾張地区 134 134 132 132 0 0 266 26617.10.9 

計 240 240 209 208 0 0 449 448

三河地区 116 116 87 87 4 4 207 207

尾張地区 103 103 72 72 0 0 175 17518.10.8 

計 219 219 159 159 4 4 382 382

          

    学 校 見 学 会 参 加 者 （合計）         

     生 徒   保護者   先 生  合 計   

       食券   食券   食券 人数 食券数

三河地区 238 238 156 155 2 2 396 395

尾張地区 225 225 198 198 0 0 423 423Ｈ17 

計 463 463 354 353 2 2 819 818

三河地区 194 194 142 142 6 6 342 342

尾張地区 180 180 136 135 0 0 316 315Ｈ18 

計 374 374 278 277 6 6 658 657

    参加中学校数 １８９校    

 

（出典：平成18年度学生課入学試験係資料） 
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資料１－２－②－７

入学試験委員会（18.11.28）　資料（３）

期　　日 場　　所 生　徒 保護者 教　諭 計
平成１７年

度実施

　 ８月　３日（木） 多治見市文化会館 10 9 2 21 14

　 ８月　４日（金） アイプラザ半田 22 17 4 43 26

　 ８月　７日（月） 津島市文化会館（Ｈ１８～） 7 5 1 13 9

　 ８月　９日（水） ルブラ王山 16 12 3 31 36

　 ８月１０日（木） アイプラザ岡崎 13 10 0 23 32

　 ８月１１日（金） アイプラザ一宮 5 10 3 18 22

　 ８月２３日（水） グリーンパレス春日井 7 8 1 16 29

　 ８月２７日（日） 豊田工業高等専門学校 78 68 0 146 122

　 ８月２８日（月） アクトシティ浜松（Ｈ１８～） 9 13 0 22 38

　 ８月２９日（火） 安城市中部公民館 7 8 1 16 21

　 ９月　２日（土） 豊橋市民文化会館 26 26 4 56 72

  １１月１９日（日） 豊田工業高等専門学校 36 47 3 86 67

　 　計 236 233 22 491 488

 １１月３日（金）祝 豊田高専（こうよう祭） 22 29 0 51 41

  １１月４日（土） 豊田高専（こうよう祭） 21 31 0 52 39

　 　計 43 60 0 103 80

　 　合　　　計 279 293 22 594 568

平成１８年度実施  豊田高専学校説明会参加状況

 

（出典：平成 18 年 11 月 28 日入学試験委員会資料）
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資料１－２－②－８

平成１8年度訪問中学校一覧　〈備考： * は１8年度訪問していない。〉
一般学科
中村　敦子 藤本巳由紀 小山　暁（新任）
北区 志賀 知立市 知立 東区 桜丘 
北区 北陵 知立市 竜北 東区 矢田 
北区 楠 知立市 知立南 東区 冨士
北区 北 高浜市 高浜

北区 八王子 高浜市 南　（杉浦） 高村　明
北区 大曽根 千種区 千種台
北区 若葉 高橋　薫 千種区 振甫*

東海市 名和 千種区 若水
吉利　用邦 東海市 上野 千種区 千種
岡崎市 葵 東海市 平洲 東区 愛教大付属名古屋
岡崎市 城北 東海市 富木島 東区 あずま*
岡崎市 常磐 東海市 横須賀

岡崎市 岩津 東海市 加木屋* 榎本　貴志
岡崎市 新香山 南区 名南 名東区 高針台

名東区 神丘
深田　桃代 米澤　佳己 名東区 牧の池*
天白区 久方* 千種区 今池 名東区 上社
緑区 鳴子台 千種区 城山 名東区 猪子石
緑区 扇台 千種区 東星
緑区 神沢 千種区 名大付属* 今　徳義
緑区 滝ノ水 昭和区 川名 知多郡 阿久比

緑区 鎌倉台* 知多郡 東浦西部

緑区 有松* 大塚　秀昭 知多市 八幡

港区 港南　　 知多市 知多

伊藤　一重 港区 港北 知多市 知多中部

守山区 守山東 港区 南陽 知多市 知多東部*

守山区 守山西 港区 宝神　　
守山区 志段味 港区 当知 金坂　尚礼
守山区 大森 港区 南陽東 大府市 大府

守山区 守山北 大府市 大府西

守山区 守山   勝谷　浩明 大府市 大府南

豊田市 猿投 大府市 大府北

松浦　由起 豊田市 猿投台 知多郡 東浦北部 

海部郡 蟹江 豊田市 石野 知多郡 東浦      

海部郡 蟹江北 豊田市 井郷
海部郡 大治 豊田市 保見 柏谷　賢治
海部郡 美和 豊田市 末野原

愛西市 佐織 伊藤　道郎 豊田市 上郷

愛西市 佐織西　 緑区 鳴海 豊田市 祟化館

愛西市 立田　　 緑区 東陵 豊田市 朝日丘

緑区 神の倉 豊田市 梅坪台

長岡　美晴 緑区 千鳥丘 豊田市 竜神

蒲郡市 蒲郡　 緑区 大高
蒲郡市 三谷 緑区 左京山 鈴木　基伸
蒲郡市 塩津 南区 本城 安城市 安城南 

蒲郡市 大塚 安城市 明祥

蒲郡市 蒲郡中部 高津　浩彰 安城市 安城西

中村区 豊国  安城市 桜井

三浦　大和 中村区 笈瀬  安城市 安祥

田原市 田原 中村区 御田
田原市 野田　 中村区 豊正 北野　孝志
田原市 赤羽根 中村区 黄金 守山区 森孝
田原市 伊良湖岬 中村区 日比津 名東区 香流
田原市 福江* 名東区 猪高
田原市 泉* 加藤　弓枝 名東区 藤森

土岐市 土岐津 
神谷昌明 土岐市 泉 金井康雄
半田市 半田 土岐市 肥田 清須市 新川
半田市 成岩 土岐市 駄知* 清須市 西枇杷島 
半田市 乙川 西春日井郡春日
半田市 亀崎 清須市 清洲*
半田市 青山 海部郡 甚目寺 
半田市 青山ならわ学園 海部郡 甚目寺南
南区 南光　　  

 
（出典：平成18年度教員中学校訪問マニュアル資料抜粋）
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（分析結果とその根拠理由）  

 Web ページに「創立の趣旨，教育目標，各学科の教育目標と教育プログラムの詳細」を掲載し，学

校が養成したい人物像，卒業時に身につけるべき資質・学力を公表するとともに，学校見学会，学校

説明会，中学校訪問時に積極的に説明している。また，進学先の大学，就職企業及び委託事業等の参

加企業に学校要覧を配付することで，本校の教育目標の周知を図っている。 

 以上のことから，本校の目的は，社会に対して広く公表されていると判断される。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 本校の教育目的及び教育方針の社会への公表に対する取り組みは，Web ページや学校要覧への掲載

にとどまらず，入学志願者対策の一環として県内外約 400 校（平成 18 年度実績）の中学校に教員が

直接出向き積極的に PR していること，併せて中学生，保護者，中学校教員を対象とした学校説明会

を県内外 12 会場において開催（平成 18 年度参加者総数 594 名）していること，学校見学会を実施し，

中学生や保護者に本校の教育目標や教育内容を周知することについて全教職員が積極的に取り組んで

いる点。 

 

（改善を要する点）  

 該当なし 

 

（３）基準１の自己評価の概要 

 本校では，創立の精神と，それに基づくより具体的な教育目標を定め，学校の目的，養成したい人

物像を提示し，各学科の教育プログラムによって卒業（修了）時に身につけるべき資質，学力を明確

に設定している。 

 本校の創立の精神，学校の目的及び教育目標は，高等専門学校の設置の趣旨及び学校教育法におけ

る高等専門学校の目的に基づいており，本校の目的は，学校教育法の規定からはずれるものではない。 

 教職員に対しては，Web ページや学内グループウェア及び配布物，初任者研修等を通じて，本校の

目的や教育目標，養成したい人物像，教育研究活動を実施する上での基盤となる教育理念が十分に周

知，理解されるようにしている。また，学生に対しては，特に重要である「養成する人物像，卒業

（修了）時に身につけるべき資質・学力」を示した教育目標を学校生活の中でおりにふれて周知し，

理解されるよう努めている。これらにより，本校の教育目的は構成員に周知されている。 

 また，本校の目的は，Web ページや刊行物への掲載のみならず，学校見学会や学校説明会，中学校

への訪問時の説明等により，加えて進学先の大学，就職先の企業及び周辺の企業に向けて「学校要

覧」を送付する等社会に対して広く公表している。 



豊田工業高等専門学校 基準２ 

基準２ 教育組織（実施体制） 

（１）観点ごとの分析 

観点２－１－①： 学科の構成が，教育の目的を達成する上で適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

 準学士課程は，本校の教育目標にある「社会の変化と要請」に基づき，工業の広い分野を網羅する

機械工学科，電気・電子システム工学科，情報工学科，環境都市工学科，建築学科の５学科より構成

されている。カリキュラム編成の面からも教育目標にある「ものづくり」への意識と「実験，実習で

培われる豊かな体験と基礎理論の深い理解」を目指して，それぞれの学科は，一般科目と専門科目と

を“くさび形”（低学年においては教養・基礎科目及び実習を重視し，高学年になるにつれ専門科目

の割合を増やす科目配置）に編成し，「創造力と実践力を備えた技術者の養成」（教育目標３）に取

り組んでいる（資料２－１－①－１）。 

 

資料２－１－①－１

くさび形カリキュラムの例（機械工学科の例）） 

授 業 科 数   目 単位 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 

専門授業  科目 92 7 12 20 24 29 

一般授業   科目 85 27 22 16 12 8 

合計 178  34 34 36 37 37 

一般科目  ／合計 47.8% 79.4% 64.6% 44.4% 32.4% 21.6% 

（出典 機械工学科シラバスｐ98）

 

資料２－１－①－２

豊田工業高等専門学校学則（抜粋） 

    第１章   本校の目的 

 第１条 本校は，教育基本法の精神にのっとり，及び学校教育法に基づき，深く専門の学芸を 

教授し，職業に必要な能力を育成することを目的とする。 

（出典 規則集）

 

資料２－１－①－３

豊田工業高等専門学校学則（抜粋） 

    第３章   学科，学級数，入学定員及び教職員組織 

 第７条 学科，学級数，入学定員は，次のとおりである。 

学  科 学級数 入学定員 

機 械 工 学 科 １ 40 人 

電気・電子システム工学科 １ 40 人 

情 報 工 学 科 １ 40 人 

環 境 都 市 工 学 科 １ 40 人 

建 築 学 科 １ 40 人 

（出典 規則集）
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豊田工業高等専門学校 基準２ 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 準学士課程は，本校の教育目標に基づく工業の幅広い分野を網羅する機械工学科，電気・電子シス

テム工学科，情報工学科，環境都市工学科，建築学科の５学科より構成されており，工業出荷額全国

第一位の愛知県の中でも突出した「ものづくりの地」である豊田市を背景に各専門分野の特徴を生か

した具体的達成度目標のもとに，社会が求める技術者の育成に取り組んでいる。 

以上のことから，学科の構成が本校の教育目的を達成する上で適切なものとなっていると判断され

る（資料２－１－①－２，３）。 
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豊田工業高等専門学校 基準２ 

観点２－１－②： 専攻科を設置している場合には，専攻科の構成が，教育の目的を達成する上で

適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  
資料２－１－②－１

 

 （出典 H19 学校要覧ｐ２）

 専攻科課程（専攻科）は，準学士課程５学

科を電子機械工学専攻，建設工学専攻及び情

報科学専攻の３専攻に集約する形で編成され，

特に教育目標４にある「科学的な分析に基づ

く論理的な記述力，明解な口頭発表能力，十

分な討議能力及び国際的に通用するコミュニ

ケーション能力の修得」を準学士課程の講義

に比べてより深いレベルで達成し，「ものづ

くりを多面的に認識」（教育目標１）できる

学生の養成を目指している。また，研究活動

を通じた創造力に富む技術者の育成を目指し

ている（資料２－１－②－１）。 

 

 

 

資料２－１－②－２

    豊田工業高等専門学校学則（抜粋） 

第８章   専攻科 

 第３９条 専攻科は，高等専門学校の基礎の上に，清深な程度において工業に関する高度な 

専門的知識と技術を教授し，その研究を指導することを目的とする。 

第４１条 専攻科の専攻及び入学定員は，次のとおりとする。 

       電子機械工学専攻  ８人 

       建設工学専攻    ８人 

       情報科学専攻    ４人 

（出典 規則集）

 

（分析結果とその根拠理由）   

 専攻科課程（専攻科）は，準学士課程５学科の専門分野を電子機械工学専攻，建設工学専攻及び情

報科学専攻の３専攻に集約する形で編成され，大学レベルの専門知識を修得するとともに，多面的視

野を持つ学生の育成を目指しており，各専攻の特徴を生かした目標の上に，社会が求める技術者の養

成に取り組んでいる。 

以上のことから，専攻科の構成が本校の教育目的を達成する上で適切なものとなっていると判断さ

れる（資料２－１－②－２）。 
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観点２－１－③： 全学的なセンター等を設置している場合には，それらが教育の目的を達成する

上で適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

 本校にはセンター等として，マルチメディア情報教育センター，ものづくりセンター，材料・構造

物疲労試験センター，地域共同テクノセンターを設置している。 

 

マルチメディア情報教育センターは，学内の共同利用施設として，具体的達成度目標にある「情報

リテラシーの修得」（本科教養教育）及び「情報処理教育」（本科専門教育）の中核をなすものであ

り，コンピュータ教育から教員・学生による研究・卒業研究及び特別研究のサポートを行うとともに，

マルチメディアを用いた SCS，IT 教育事業，さらに図書館情報システム，学内のコンピュータ・ネッ

トワークの管理まで幅広いサービスを提供している（資料２－１－③－１）。 

 

資料２－１－③－１

（出典 H19学校要覧 p34,35）
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ものづくりセンターは，本校のものづくり教育の中核をなす施設で，マシニングセンター，CNC 旋

盤及びフライス盤等各種工作機械を備え，教育目標の「２．実験・実習で培われる豊かな体験と基礎

理論の深い理解との融合から生まれるエンジニアリング基盤」を身につけた創造的技術者を育成する

ための実技教育を支援するとともに，準学士課程の卒業研究及び専攻科課程の特別研究等の充実発展

に資することを目的としている（資料２－１－③－２）。 

また，平成 18 年度から夏季休業中に準学士課程の機械工学科以外の１～３年生の学生にものづく

りを体験させるために「ものづくりセミナー」を実施することにし，平成 18 年度には 24 名の学生に

ものづくりセンターの工作機械を使って“ペン立て”を製作させている（資料２－１－③－３）。 

 

資料２－１－③－２

 

（出典 H19学校要覧 p40）
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豊田工業高等専門学校 基準２ 

資料２－１－③－３

 

 

※ 24 名参加（情報工学科 11 名，環境都市工学科８名，建築学科５名） 

 

（出典 技術部資料）
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材料・構造物疲労試験センターは，教育目標にある「２．実験・実習で培われる豊かな体験と基礎

理論の深い理解との融合から生まれるエンジニアリング基盤の確立」に寄与するための学内共同利用

施設であり，材料及び構造部材の疲労実験を行っている。油圧サーボ疲労試験装置，地震波振動台装

置及び動的載荷試験装置を設置している。油圧サーボ疲労試験装置は，材料や構造部材が繰り返し載

荷を受ける場合の研究に用いる。地震波振動台装置は，主に地震時に建物や地盤がどのように振動す

るかを調べるために使用している。動的載荷試験装置は，構造物疲労試験，載荷試験を目的とした油

圧アクチュエータを備えた装置である。これらの装置は，教員・学生による研究・卒業研究及び特別

研究に使用されている（資料２－１－③－３）。 

 

資料２－１－③－３

（出典 H19学校要覧 p38,39）
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豊田工業高等専門学校 基準２ 

 地域共同テクノセンターは，地域交流部門，共同研究部門，技術教育研究部門，データベース部門

の４部門を置き，本校中期計画（基本方針２．教育目標）にある「同時に産業技術の集積した地域社

会にあって，産業界との連携をも視野に入れた技術開発に努めるとともに，地域の文化拠点としての

役割を果たす」とした産学官連携の中核的役割を担っている。さらに，教員・学生による研究，卒業

研究及び特別研究のサポートを行うとともに，センター運営に関すること，民間機関等との共同研究

・受託研究の促進に関すること，民間機関等の技術相談及び技術協力に関すること，民間機関等との

学術情報の交換及び連携の推進に関すること，民間機関の技術者に対する技術教育及び研修に関する

こと等の業務を行っている（資料２－１－③－４)。 

 

資料２－１－③－４

 

（出典 H19学校要覧 p36,37）

 

（分析結果とその根拠理由）  

本校は，共同利用を目的としたマルチメディア情報教育センター，ものづくりセンター，材料・構

造物疲労試験センター，地域共同テクノセンターを設置しており，これらの活動内容は，準学士課程

及び専攻科課程の教育目標や具体的達成度目標の実現のために適切なものと判断される。 
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豊田工業高等専門学校 基準２ 

観点２－２－①： 教育課程全体を企画調整するための検討・運営体制及び教育課程を有効に展開

するための検討・運営体制が整備され，教育活動等に係る重要事項を審議するな

どの必要な活動を行っているか。 

（観点に係る状況）  

 本校の組織図について資料２－２－①－１に示す。 

 

資料２－２－①－１

 

（出典 H19学校要覧 p15）
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豊田工業高等専門学校 基準２ 

 総務会議は，校長，三主事，専攻科長，メディアコンプレックス長，テクノコンプレックス長，図

書館長，技術部長，各学科主任，事務部長及び各課長で構成し，教育課程全体の最終的な企画・調整

を行っている（資料２－２－①－２）。 

 

資料２－２－①－２

 

（出典 規則集）
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豊田工業高等専門学校 基準２ 

施設整備計画委員会は，校長，三主事，専攻科長，技術部長，各学科主任，事務部長，各課長，施

設係長，図書館長，メディアコンプレックス長，テクノコンプレックス長等で構成し，教育設備・環

境についての企画を行っている（資料２－２－①－３）。 

 

資料２－２－①－３

 

（出典 規則集）
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豊田工業高等専門学校 基準２ 

指導教員会議は，校長，教務主事，学生主事，寮務主事，専攻科長，教務主事補，学生主事補，寮

務主事補，寮監，専攻科長補佐，事務部及び専攻科を含む全クラスの指導教員が集まり，クラスの状

況や学生の動向に関する情報を交換する場となっている（資料２－２－①－４）。 

 

資料２－２－①－４

 

（出典 規則集）
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教務委員会は，教務主事を委員長とし，教務委員，教務主事補，専攻科長，専攻科長補佐（担当者

２名），学生課長，学生課長補佐，教務係長からなり，準学士課程，専攻科課程に関する学生の就学

指導，教育課程の編成及び授業，学生の成績，その他教務全般について審議している（資料２－２－

①－５）。 

 

資料２－２－①－５

 

（出典 規則集）
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教育改善推進室は，室長及び室員として一般学科３名，各専門学科１名で構成しており，教育改善

計画の立案・方策に関すること及び評価・検討について校長を補佐している（資料２－２－①－６）。 

 

資料２－２－①－６

 

（出典 規則集）
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専攻科企画・管理室は，専攻科長，専攻科長補佐（各科１名），専攻科担当の教務係員で構成し，

専攻科学生に対する修学指導，教育課程の編成及び授業，学生の成績，入試等について審議している

（資料２－２－①－７）。 

 

資料２－２－①－７

 

（出典 規則集）
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学生委員会は，学生主事，学生相談室長，各学科選出の学生主事補，学生課長，学生支援係長等で

構成し毎週開催している。ここでは，学生の不祥事に対する処置や防止策，各種学生関係行事等の検

討と実施，奨学金や授業料免除学生の選考等について協議している（資料２－２－①－８）。また，

学生会役員との連絡会を毎月一回行い，学生と教員との意思の疎通を図っている。 

 

資料２－２－①－８

 

（出典 規則集）
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寮務運営委員会は，寮務主事，寮務主事補（一般学科３名，専門学科各１名），寮監，学生支援係

長で構成している。委員会の内容として，寮生会役員（寮長，副寮長等）との打ち合わせを毎週行う

とともに，寮生会に対して連絡事項の伝達や寮生会からの要望等を聞いている。また，アセンブリ

とともに，一般学科と

各専門学科との懇談会（連絡会）を実施している（資料２－２－①－10）。 

 

資料２－２－①－９

（寮生集会）を毎月一回開催し，全寮生に対する指導を行っている（資料２－２－①－９）。 

 また，それぞれの学科では，学科会議において教育課程の企画・検討を行う

 

   （出典 H19学生便覧 p93～96 抜粋）
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資料２－２－①－10

                              H18.11.7

専門学科・英語科連絡会議 

              出席者  M: 清水 E: 伊藤   I:仲野 

                           C: 川西、忠先生   A: 大森、山田 

                 英語科一同（記録：高橋） 

 議題 

★報告事項（英語科より） 

１． BACE, ACE, TOEIC 等の成績について（神谷） 

COCET3300 を用いた語彙指導についての報告、過去 3 年間の TOEICIP・ACE の結果報告。

TOEICIP、ACE 共に年々平均スコアが上昇している。英語科を中心に実施している全学あげ

ての取り組みが成果を生みつつある。詳細は資料参照。 

  

2. 多読について（長岡） 

 多読の指導状況についての報告。詳細は資料参照。 

補足説明：初見の英文を講読の試験に組み込んでいて、正答率が７割程度である。多読指

導の前後では、初見の英語への抵抗が減っている。多読指導の成果が TOEIC の成績に現れ

ていると推察できる。 

  

3. プレゼン指導について（鈴木） 

 1 年英会話、４年科学技術英語、専攻科１年の総合英語というように自由作文からより高

度なプレゼン指導へと段階的に実施している。 

 後期は本科 1 年生には英検準 2 級の教材を用い基礎学力の向上を目指している。４年の

テキストは、プレゼント原稿の組み立て方に役立つ。専攻科では、４技能の基礎に立ち返

りつつ、最後はパワーポイントでの発表となる。 

  

4. その他（深田） 

 １年は、show and tell、２年の英語表現は１年の会話、文作と講読の発展形。後期には、

簡単なグラフとか、短い文章の口頭発表を実施。３年は、発表の形式、手順を意識した指

導をしている。 

 ACE の成績を見ると、文法・語彙が弱い。 

 多読指導を授業で実施している。多読は、その効果に個人差が大きい。また、１０万、

２０万、３０万語以上で顕著は効果が出ているようだ。なるべくたくさんの学生がその領

域に入っていくような指導に心がけている。 

  

★ 質疑応答 

＊COCET3300 は本科レベルと考えるべきか。A科では、専攻科でも使えるか。多読について

は、１～４年で語数の提示があるが、A の学生の達成度はどうか。（A 科の学生には、就職

試験対策として所見の英文に慣れてほしい）回答： 専攻科でも使える。成果については

提出予定。達成度については、Eが突出して高い。  

（出典 一般学科資料抜粋）
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（分析結果とその根拠理由）  

教育課程全体を企画・調整するための検討・運営体制として教務主事のもとに教務委員会，専攻科

長のもとに専攻科運営委員会を設置している。また教育課程を有効に展開するための検討・運営体制

として指導教員会議，教育改善推進室を設置している。さらに施設や設備面での検討を行う施設整備

検討委員会がある。加えて学生の厚生指導については，学生主事のもとに学生委員会，寮の運営に関

しては寮務主事のもとに寮務運営委員会を置いている。また，これらを統合する審議機関として総務

会議がある。 

以上のことから，教育課程全体を企画調整・展開するための組織を整備し，それらは有効に機能し

ていると判断される。 
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観点２－２－②： 一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が，機能的に行われているか。 

（観点に係る状況）  

各学科では，教員全員が出席する学科会議が定期的（毎週）に開催され，学科内部の授業，学生指

導等（いずれも専攻科を含む）教員間の連携に寄与している。 

学科間の教員の連携を密にするための運営組織として指導教員会議がある。この会議は，月に１回

専攻科を含む全クラスの指導教員が集まり各クラスの状況を把握し合い，情報を交換する場である。

その内容は，クラス運営，学習，学生指導に関すること等多岐に渡るが，他学科の教員と話し合う場

として極めて有効に機能している。また，一般学科教員と各専門学科教員との懇談会及び一般学科教

員の各学科会議への出席等，有意義な議論を行う機会が定期的に設けられている（資料２－２－②－

１）。特に一般科目の数学・物理や英語等の基礎科目を担当する教員との連携は重要である。 

 

資料２－２－②－１

 
（出典 一般学科資料抜粋）

 

教育・研究プロジェクト報告会は，経費を配分された教員がその教育あるいは研究内容について発

表を行う場である。この報告会では，他学科教員の様々な教授法や研究について議論を行うことがで

きるため，学科や科目間の情報の共有や交換をするための有意義な場となっている（資料２－２－②

－２）。 

なお，非常勤講師と担当教員との連携は，教務上の連絡を含めて適宜行っているが，具体的な実施

報告のようなものは残っていない。 
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資料２－２－②－２

 

（出典 総務会議（19.3.27）資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

学科会議，指導教員会議，一般・専門学科の懇談会，専門学科における学科会議への一般学科教員

の出席を通じて，また教育・研究プロジェクト報告会によって一般科目及び専門科目を担当する教員

間の連携は機能的に行われていると判断される。 

 - 51 -



豊田工業高等専門学校 基準２ 

観点２－２－③： 教育活動を円滑に実施するための支援体制が機能しているか。 

（観点に係る状況）  

教員組織では，準学士課程の１～５年生までは，指導教員が学生の教務上，生活上の指導を行って

いる。加えて，新入生や２年生の指導教員を支援する体制として副指導教員や専門学科からのアドバ

イザーが配置されている（資料２－２－③－１）。また，１～３年生まではホームルームがあり，学

習指導，生活指導や連絡等を行っている。４，５年生ではアカデミックガイダンスがあり，生活指導，

教務上の連絡・指導等を行っている。専攻科生についても，専攻科長補佐が科目履修，進路指導，学

生生活等について指導を行っている。 

また，オフィスアワーを設けており，一般学科と各専門学科の教員について，曜日と時間帯を表に

したものを各クラスルームに貼り，この表に基づいてオフィスアワーを設けている（資料２－２－③

－２)。そして，学生の訪問記録も取っている。 

 

資料２－２－③－１

（出典 総務会議（19.3.27）資料抜粋）

 

 
平成 19 年 4 月 5 日

オフィスアワーの実施について 

 
１M, 2M 指導教員

                 械工学科教員

 

 機械工学科では，平成 12 年度より始めたオフィスアワーを平成 19 年度も継

続して実施します．オフィスアワーとは，「学生が、教員室（研究室）を事前の

予約（アポイントメント）なしに訪ね，講義の質問，学生生活や進路などにつ

いて相談や助言をしてもらう学生のための時間」のことです． 

この時間帯には，先生方は原則として在室していますので，気軽に教員室を

訪ねてください．そして，みなさんが先生方と親しくなり，有意義な学生生活

を送ることができればと考えています． 

なお，レポートの提出や印鑑をもらったりする短時間の用事は，この時間以

外でも，先生方が在室している場合なら可能な限り対応します．しかし，オフ

ィスアワー以外の時間で重要な相談などに長い時間が必要な場合には，各先生

に対して個別に予約（アポイントメント）をとってください． 

下の表に，今学期のオフィスアワーの曜日，時間帯を示します．変更のある

場合は，各教員室前のホワイトボードに掲示しますので見てください． 

資料２－２－③－２
 
     学 科  教員名         曜日， 時間帯 
     一 般 高 橋 (火) 14:40～17:00，(木) 12:10～13:00 
        米 澤 (水) 12:10～13:00，(木) 14:40～17:00 

榎 本 (火) 15:30～17:00 
北 野 (木) 16:30～17:30 

     機 械 洞 口  (月),(木)  16:20～17:15 
        中 島  (月)  16:20～17:15 
         林  (火),(木)  16:20～17:15 
         兼 重  (月)  16:20～17:15 
        長谷川 (火),(木)  16:20～17:15 

  近 藤 (月)  16:20～17:15  
        清 水 (火)  16:20～17:15  
        若 澤 (月)  16:20～17:15 
        鬼 頭 (月)  16:20～17:15 
                小 谷 (水)  16:20～17:15 
   田 中 (木)  16:20～17:15 

 

（出典 機械工学科資料）
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課外活動の支援についても，全教員が何れかのクラブに顧問として所属し，支援に当たっている

（資料２－２－③－３）。 

一方，授業（試験を含む）等教育のための支援組織として学生課があり，教務係，学生支援係の事

務職員により，進路指導の資料収集や単位取得の指導等，修学並びにクラブ活動や生活指導支援を行

っている（資料２－２－③－４）。 

 

資料２－２－③－３

（出典 課外活動における安全対策の手引き

ｐ５，６）
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資料２－２－③－４

（出典 規則集抜粋）

 

（分析結果とその根拠理由）  

指導教員による教務上，生活上の指導に加えて，課外活動の支援，オフィスアワー等きめ細かな学

習指導，生活指導を行うとともに，学生課事務職員による修学，課外活動並びに生活指導支援を行っ

ている。 

以上のことから，学生の教育を支援するための支援体制は整備されており，機能していると判断さ

れる。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 ものづくりセンターの施設を利用し，夏季休業中に機械工学科以外の１～３年生にものづくりを体

験させるために「ものづくりセミナー」を実施している。これは，教育目標２にある「実験・実習で

培われる豊かな体験と基礎理論の深い理解との融合から生まれるエンジニアリング基盤」を身につけ

た実践的技術者を育成するための実技教育を支援している。 

 

（改善を要する点）  

該当なし 
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（３）基準２の自己評価の概要 

 準学士課程の５学科と専攻科課程の３専攻は，社会の変化と要請に基づき，ものづくりの基盤を支

える技術者として，人類の福祉に貢献できる人材を養成するという教育目的に沿った編成になってい

る。さらに，地域との共同研究や技術開発及び技術教育を行う地域共同テクノセンター，本校の教育

の柱の一つである情報処理教育のためのマルチメディア情報教育センター，ものづくりの中核施設で

あるものづくりセンターや材料構造物疲労試験センターを設置し，その活動内容は，本校の教育目的

を達成する上で適切なものとなっている。また，教育活動を有効に展開する上で，教育課程全体を企

画・調整するための各種委員会や会議を設けており，相互に有効に機能し活動している。また，一般

科目教員の専門学科における学科会議への参加や，一般科目と専門科目間の懇談会等により，教員間

の連携を図っている。さらに教育活動を円滑に実施するために，学生課の事務職員が教員と緊密な連

携をとりつつ，指導教員の業務・クラブ活動の支援を行っている。 

 

 



豊田工業高等専門学校 基準３ 
 

基準３ 教員及び教育支援者 

（１）観点ごとの分析 

観点３－１－①： 教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されている

か。 

（観点に係る状況）  

 本校には，資料１－１－①－２に示す教育目標１～５がある。それぞれの教育目標に対する一般学

科の科目及び教員の配置について，資料３－１－①－１に示す。また，具体的達成度目標のうち一般

科目の担う本科教養教育として，「人間として，技術者として必要な教養並びに工学基礎学力の習得，

外国語能力，情報リテラシーの修得，心身共に健全な人格形成のための教育を中心とする。さらに，

専門技術への導入教育，ものづくりへの関心を高めるための教育的工夫を行う。」という目標を掲げ

ている。この一般科目の具体的教育目標と科目及び教員の配置について，資料３―１－①―２に示す。 

本校の一般科目担当専任教員は 25 名である。国語３名，社会（倫理・歴史・経済学）３名，数学

６名，理科（物理・化学）５名，保健体育３名，英語５名であり，それぞれ専門を生かした授業科目

を担当している。非常勤は 30 名おり，専門や高等学校での教諭，講師の経験の有無等により当該授

業科目を担当する資質がある者を採用している。 

教員（非常勤を含む）の専門分野と担当分野との間の整合性について資料３－１－①－３に示す。 
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資料３－１－①－１

教育目標に対する一般科目の科目及び教員の配置 

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年

倫理社会Ａ（北野） 歴史ⅠＡ（中村・金子） 歴史ⅡＡ（中村） 法学Ａ（田口） 経済学Ａ（吉利）

倫理社会Ｂ（北野） 歴史ⅠＢ（中村・金子） 歴史ⅡＢ（中村） 法学Ｂ（田口・吉利） 経済学Ｂ（吉利）

地理Ａ（今枝） 哲学（村越・松井） 社会学特論Ⅰ（吉利）

地理Ｂ（今枝） 社会学特論Ⅱ（吉利）

基礎解析ⅠＡ（米澤・高村・金坂） 基礎解析ⅡＡ（金井・勝谷・高村） 基礎解析Ⅲ（米澤・金坂） 数学特論Ⅰ（勝谷・笠井）

基礎解析ⅠＢ（米澤・高村・金坂） 基礎解析ⅡＢ（金井・勝谷・高村） 基礎解析Ⅳ（柏谷・高村） 数学特論Ⅱ（勝谷・笠井）

線形数学ⅠＡ（柏谷・長谷川） 線形数学ⅡＡ（佐々木・内藤） 微分方程式（柏谷・高村） 物理特論Ⅰ（小山）

線形数学ⅠＢ（柏谷・長谷川） 線形数学ⅡＢ（佐々木・内藤） 論理・確率（米澤・金坂） 物理特論Ⅱ（松島）

物理ⅠＡ（大塚・小山） 物理ⅡＡ（大塚・榎本） 化学Ⅲ（三浦） 化学特論Ⅰ（三浦）

物理ⅠＢ（大塚・小山） 物理ⅡＢ（大塚・榎本） 化学特論Ⅱ（三浦）

化学ⅠＡ（三浦・今） 物理実験（大塚・榎本・小山）

化学ⅠＢ（三浦・今） 化学ⅡＡ（三浦・今）

化学ⅡＢ（三浦・今）

芸術Ⅰ（佐藤） 芸術Ⅱ（佐藤）

国語Ⅰ甲Ａ（加藤・山本） 国語ⅡＡ（加藤・伊藤一） 国語ⅢＡ（松浦） 日本語表現Ａ（阿部・児玉・井上） 文学特論Ⅰ（加藤）

国語Ⅰ甲Ｂ（加藤・山本） 国語ⅡＢ（加藤・伊藤一） 国語ⅢＢ（松浦・井上） 日本語表現Ｂ（阿部・児玉・井上） 文学特論Ⅱ（加藤）

国語Ⅰ乙Ａ（伊藤一） 英語講読ⅡＡ（長岡・高橋・阪上） 英語講読ⅢＡ（鈴木・本多） 英語講読ⅣＡ（長岡） 英語ⅠＡ（深田・長岡・高橋）

国語Ⅰ乙Ｂ（伊藤一） 英語講読ⅡＢ（長岡・阪上） 英語講読ⅢＢ（鈴木・本多） 英語講読ⅣＢ（長岡・深田・神谷） 英語ⅠＢ（深田・長岡・高橋）

英語講読ⅠＡ（深田・出嶋・中西） 英語表現Ａ（深田） 科学英語基礎ⅠＡ（神谷） 科学英語基礎ⅡＡ（鈴木・石川） 英語Ⅱ（神谷）

英語講読ⅠＢ（深田・出嶋・中西） 英語表現Ｂ（深田） 科学英語基礎ⅠＢ（神谷） 科学英語基礎ⅡＢ（鈴木・石川） ドイツ語Ⅰ（谷口）

ドイツ語Ⅱ（谷口）

英語文法・作文Ａ（高橋）

英語文法・作文Ｂ（高橋）

国語Ⅰ甲Ａ（加藤・山本） 国語ⅡＡ（加藤・伊藤一） 国語ⅢＡ（松浦） 日本語表現Ａ（阿部・児玉・井上） 経済学Ａ（吉利）

国語Ⅰ甲Ｂ（加藤・山本） 国語ⅡＢ（加藤・伊藤一） 国語ⅢＢ（松浦・井上） 日本語表現Ｂ（阿部・児玉・井上） 経済学Ｂ（吉利）

国語Ⅰ乙Ａ（伊藤一） 歴史ⅠＡ（中村・金子） 歴史ⅡＡ（中村） 法学Ａ（田口） 文学特論Ⅰ（加藤）

国語Ⅰ乙Ｂ（伊藤一） 歴史ⅠＢ（中村・金子） 歴史ⅡＢ（中村） 法学Ｂ（田口・吉利） 文学特論Ⅱ（加藤）

倫理社会Ａ（北野） 芸術Ⅱ（佐藤） 哲学（村越・松井） 保健体育ⅣＡ（小栗） 社会学特論Ⅰ（吉利）

倫理社会Ｂ（北野） 保健体育ⅡＡ（高津） 保健体育ⅢＡ（加藤貴） 保健体育ⅣＢ（小栗） 社会学特論Ⅱ（吉利）

地理Ａ（今枝） 保健体育ⅡＢ（高津） 保健体育ⅢＢ（加藤貴） 保健体育ⅤＡ（伊藤道・高津）

地理Ｂ（今枝） 保健体育ⅤＢ（伊藤道・高津）

芸術Ⅰ（佐藤）

保健体育ⅠＡ（伊藤道）

保健体育ⅠＢ（伊藤道）

⑤  世界の文化・歴史
の中で，技術が社会
に与える影響を考え，
自らの責任を自覚し
誇りを持つことのでき
る技術者の育成

学校教育目標・学科教育目標・科目・担当教員関連表（一般学科）

③  問題意識と考える
力を持ち，自ら学習す
ることによる創造力と
実践力を備えた技術
者の養成

④  科学的な分析に
基づく論理的な記述
力，明解な口頭発表
能力，十分な討議能
力及び国際的に通用
するコミュニケーション
能力の修得

学校教育目標

英語会話Ａ
　　（鈴木・Bodell・Ahern・Hislop）

英語会話Ｂ
　　（鈴木・Bodell・Ahern・Hislop）

②  実験・実習で培わ
れる豊かな体験と基
礎理論の深い理解と
の融合から生まれる
エンジニアリング基盤
の確立

①  社会の変化と要請
を的確に捉え，ものづ
く り を 多 面 的 に 認識
し，実現可能なシステ
ムを構築できる技術
者の養成

準学士課程（本科）　　　　科目名・担当教員名

（出典 一般学科資料）
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資料３－１－①－２

一般科目の具体的教育目標と科目及び教員の配置 

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年

国語Ⅰ甲Ａ（加藤・山本） 国語ⅡＡ（加藤・伊藤一） 国語ⅢＡ（松浦） 日本語表現Ａ（阿部・児玉・井上） 経済学Ａ（吉利）

国語Ⅰ甲Ｂ（加藤・山本） 国語ⅡＢ（加藤・伊藤一） 国語ⅢＢ（松浦・井上） 日本語表現Ｂ（阿部・児玉・井上） 経済学Ｂ（吉利）

国語Ⅰ乙Ａ（伊藤一） 歴史ⅠＡ（中村・金子） 歴史ⅡＡ（中村） 法学Ａ（田口） 文学特論Ⅰ（加藤）

国語Ⅰ乙Ｂ（伊藤一） 歴史ⅠＢ（中村・金子） 歴史ⅡＢ（中村） 法学Ｂ（田口・吉利） 文学特論Ⅱ（加藤）

倫理社会Ａ（北野） 芸術Ⅱ（佐藤） 哲学（村越・松井） 社会学特論Ⅰ（吉利）

倫理社会Ｂ（北野） 社会学特論Ⅱ（吉利）

地理Ａ（今枝）

地理Ｂ（今枝）

芸術Ⅰ（佐藤）

基礎解析ⅠＡ（米澤・高村・金坂） 基礎解析ⅡＡ（金井・勝谷・高村） 基礎解析Ⅲ（米澤・金坂） 数学特論Ⅰ（勝谷・笠井）

基礎解析ⅠＢ（米澤・高村・金坂） 基礎解析ⅡＢ（金井・勝谷・高村） 基礎解析Ⅳ（柏谷・高村） 数学特論Ⅱ（勝谷・笠井）

線形数学ⅠＡ（柏谷・長谷川） 線形数学ⅡＡ（佐々木・内藤） 微分方程式（柏谷・高村） 物理特論Ⅰ（小山）

線形数学ⅠＢ（柏谷・長谷川） 線形数学ⅡＢ（佐々木・内藤） 論理・確率（米澤・金坂） 物理特論Ⅱ（松島）

物理ⅠＡ（大塚・小山） 物理ⅡＡ（大塚・榎本） 化学Ⅲ（三浦） 化学特論Ⅰ（三浦）

物理ⅠＢ（大塚・小山） 物理ⅡＢ（大塚・榎本） 化学特論Ⅱ（三浦）

化学ⅠＡ（三浦・今） 物理実験（大塚・榎本・小山）

化学ⅠＢ（三浦・今） 化学ⅡＡ（三浦・今）

化学ⅡＢ（三浦・今）

英語講読ⅠＡ（深田・出嶋・中西） 英語講読ⅡＡ（長岡・高橋・阪上） 英語講読ⅢＡ（鈴木・本多） 英語講読ⅣＡ（長岡） 英語ⅠＡ（深田・長岡・高橋）

英語講読ⅠＢ（深田・出嶋・中西） 英語講読ⅡＢ（長岡・阪上） 英語講読ⅢＢ（鈴木・本多） 英語講読ⅣＢ（長岡・深田・神谷） 英語ⅠＢ（深田・長岡・高橋）

英語表現Ａ（深田） 科学英語基礎ⅠＡ（神谷） 科学英語基礎ⅡＡ（鈴木・石川） 英語Ⅱ（神谷）

英語表現Ｂ（深田） 科学英語基礎ⅠＢ（神谷） 科学英語基礎ⅡＢ（鈴木・石川） ドイツ語Ⅰ（谷口）

ドイツ語Ⅱ（谷口）

英語文法・作文Ａ（高橋）

英語文法・作文Ｂ（高橋）

保健体育ⅠＡ（伊藤道） 保健体育ⅡＡ（高津） 保健体育ⅢＡ（加藤貴） 保健体育ⅣＡ（小栗） 保健体育ⅤＡ（伊藤道・高津）

保健体育ⅠＢ（伊藤道） 保健体育ⅡＢ（高津） 保健体育ⅢＢ（加藤貴） 保健体育ⅣＢ（小栗） 保健体育ⅤＢ（伊藤道・高津）

学校教育目標・学科教育目標・科目・担当教員関連表（一般学科）

外　　国　　語

体　　　　　育

技術者として必要な外国語（英語）
運用能力の基礎を身につける。

将来にわたる健康保持・増進のため
に、スポーツを通して心身を鍛え、健
全な精神を養成する。

工学への応用に資することに配慮し
て数学の基本的内容を修得し、数学
的思考力を養う。

一般学科

英語会話Ａ
　　（鈴木・Bodell・Ahern・Hislop）

英語会話Ｂ
　　（鈴木・Bodell・Ahern・Hislop）

理　　科　　系

人文・社会系

準学士課程（本科）　　　　科目名・担当教員名

人格形成のための教育として位置づ
け、日本の伝統的なものごとの見
方・考え方や論理的思考を養う。社
会的な問題に対しても、多様な捉え
方があることを理解し、技術者として
社会に対して果たすべき責任を理解
する。

（出典 一般学科資料）

 

 - 58 -



豊田工業高等専門学校 基準３ 
 

資料３－１－①－３

教員（非常勤を含む）の専門分野と担当分野との間の整合性（一般学科） 

氏　　名 専 門 分 野

伊 藤 一 重 国 語 学 国語Ⅰ乙Ａ 国語Ⅰ乙Ｂ 国語ⅡＡ 国語ⅡＢ

松 浦 由 起 国 文 学 国語ⅢＡ 国語ⅢＢ 日本事情

加 藤 弓 枝 日 本 文 学 国語ⅡＡ 国語ⅡＢ 国語Ⅰ甲Ａ 国語Ⅰ甲Ｂ 文学特論Ⅰ 文学特論Ⅱ

吉 利 用 邦 理 論 経 済 学 経済学Ａ 経済学Ｂ 社会科学特論Ｉ 社会科学特論II 法学Ｂ

北 野 孝 志 哲 学 （ 現 象 学 ） 倫理・社会Ａ 倫理・社会Ｂ

中 村 敦 子 歴 史 歴史ⅠＡ 歴史ⅠＢ 歴史ⅡＡ 歴史ⅡＢ

金 井 康 雄 数 学 基 礎 論 基礎解析ⅡＡ 基礎解析ⅡＢ

柏 谷 賢 治 金 属 結 晶 物 理 学 解析学Ａ 解析学Ｂ 基礎解析Ⅳ 線形数学ⅠＡ 線形数学ⅠＢ 微分方程式

勝 谷 浩 明 数 理 論 理 学 基礎解析ⅡＡ 基礎解析ⅡＢ 数学特論Ⅰ 数学特論Ⅱ 統計学Ａ 統計学Ｂ

米 澤 佳 己 数 理 論 理 学 基礎解析ⅠＡ 基礎解析ⅠＢ 基礎解析Ⅲ 論理・確率

高 村 明 ニ ュ ー ト リ ノ 物 理 学 基礎解析ⅠＡ 基礎解析ⅠＢ 基礎解析ⅡＡ 基礎解析ⅡＢ 基礎解析Ⅳ 微分方程式

金 坂 尚 礼 複 素 解 析 学 基礎解析ⅠＡ 基礎解析ⅠＢ 基礎解析Ⅲ 論理・確率

大 塚 秀 昭 物 性 物 理 学 応用物理実験 物理ⅠＡ 物理ⅠＢ 物理ⅡＡ 物理ⅡＢ 物理実験

榎 本 貴 志 表 面 科 学 応用物理学Ａ 応用物理学Ｂ 応用物理実験 物理ⅡＡ 物理ⅡＢ 物理実験

小 山 暁 凝 縮 系 物 理 学 応用物理学Ａ 応用物理学Ｂ 応用物理実験 物理ⅠＡ 物理特論Ⅰ 物理実験

三 浦 大 和 有 機 化 学 化学ⅠＡ 化学ⅠＢ 化学ⅡＡ 化学ⅡＢ 化学Ⅲ 化学特論Ⅰ 化学特論Ⅱ

今 徳 義 有 機 化 学 化学ⅠＡ 化学ⅠＢ 化学ⅡＡ 化学ⅡＢ

伊 藤 道 郎 運 動 生 理 学 保健・体育ⅣＡ 保健・体育ⅣＢ 保健・体育ⅤＢ 保健・体育ＶＡ 保健・体育ⅠＡ 保健・体育ⅠＢ

高 津 浩 彰 ス ポ ー ツ 心 理 学 保健・体育ⅡＡ 保健・体育ⅡＢ 保健・体育ＶＡ 保健・体育ⅤＢ

加 藤 貴 英 運 動 生 理 学 保健・体育ⅤＢ 保健・体育ⅢＡ 保健・体育ⅢＢ

深 田 桃 代 英 語 教 育 英語ⅠＡ 英語ⅠＢ 英語講読ⅠＡ 英語講読ⅠＢ 英語講読ⅣＢ 英語表現Ａ 英語表現Ｂ

鈴 木 基 伸 英 語 教 育 英語会話Ａ 英語会話Ｂ 英語講読ⅢＡ 英語講読ⅢＢ 科学英語基礎ⅡＡ 科学英語基礎ⅡＢ

長 岡 美 晴 英 米 文 学 英語ⅠＡ 英語ⅠＢ 英語講読ⅡＡ 英語講読ⅡＢ 英語講読ⅣＡ 英語講読ⅣＢ

高 橋 薫 英 語 学 英語ⅠＡ 英語ⅠＢ 英語講読ⅡＡ 英語講読ⅡＢ 英語文法・作文Ａ 英語文法・作文Ｂ

神 谷 昌 明 英 語 学 英語Ⅱ 英語講読ⅣＢ 科学英語基礎ＩＡ 科学英語基礎ＩＢ

J.Ahern （ 非 常 勤 講 師 ） 英語会話Ａ 英語会話Ｂ

L.Hislop （ 非 常 勤 講 師 ） 英語会話Ａ 英語会話Ｂ

M.Bodell （ 非 常 勤 講 師 ） 英語会話Ａ 英語会話Ｂ

阿 部 倬 也 （ 非 常 勤 講 師 ） 日本語表現Ａ 日本語表現Ｂ

石 川 純 子 （ 非 常 勤 講 師 ） 科学英語基礎ⅡＡ 科学英語基礎ⅡＢ

石 原 千 代 枝 （ 非 常 勤 講 師 ） 日本語Ⅰ

井 上 和 歌 子 （ 非 常 勤 講 師 ） 日本語表現Ａ 日本語表現Ｂ 国語ⅢＢ

今 枝 和 之 （ 非 常 勤 講 師 ） 地理Ａ 地理Ｂ

小 栗 仁 也 （ 非 常 勤 講 師 ） 保健・体育ⅣＡ 保健・体育ⅣＢ

笠 井 剛 （ 非 常 勤 講 師 ） 解析学Ａ 解析学Ｂ 数学特論Ⅰ 数学特論Ⅱ

金 子 富 美 子 （ 非 常 勤 講 師 ） 歴史ⅠＡ 歴史ⅠＢ

児 玉 裕 子 （ 非 常 勤 講 師 ） 日本語表現Ａ 日本語表現Ｂ

齋 藤 清 美 （ 非 常 勤 講 師 ） 統計学Ａ 統計学Ｂ

佐 々 木 祐 （ 非 常 勤 講 師 ） 線形数学ⅡＢ

佐 藤 啓 美 （ 非 常 勤 講 師 ） 芸術Ⅰ 芸術Ⅱ

阪 上 辰 也 （ 非 常 勤 講 師 ） 英語講読ⅡＡ 英語講読ⅡＢ

田 口 昌 樹 （ 非 常 勤 講 師 ） 法学Ａ 法学Ｂ

谷 口 祐 美 子 （ 非 常 勤 講 師 ） ドイツ語Ｉ ドイツ語Ⅱ

出 嶋 真 由 美 （ 非 常 勤 講 師 ） 英語講読ⅠＡ 英語講読ⅠＢ

内 藤 裕 美 子 （ 非 常 勤 講 師 ） 線形数学ⅡＡ 線形数学ⅡＢ

中 西 美 佳 （ 非 常 勤 講 師 ） 英語講読ⅠＡ 英語講読ⅠＢ

西 健 次 郎 （ 非 常 勤 講 師 ） 統計学Ａ 統計学Ｂ

長 谷 川 進 （ 非 常 勤 講 師 ） 線形数学ⅠＡ 線形数学ⅠＢ

本 多 明 子 （ 非 常 勤 講 師 ） 英語講読ⅢＡ 英語講読ⅢＢ

松 井 貴 英 （ 非 常 勤 講 師 ） 哲学

松 島 武 男 （ 非 常 勤 講 師 ） 応用物理学Ａ 応用物理学Ｂ 物理特論Ⅱ

眞 野 道 子 （ 非 常 勤 講 師 ） 日本語Ⅱ

村 越 好 男 （ 非 常 勤 講 師 ） 哲学

山 田 保 誠 （ 非 常 勤 講 師 ） 近代物理学Ａ 近代物理学Ｂ

山 本 ゆ か り （ 非 常 勤 講 師 ） 国語Ⅰ甲Ａ 国語Ⅰ甲Ｂ

準学士課程（本科）担当科目

一　般　学　科

 

（出典 H19 学校要覧，シラバスから作成）

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校の教育目標に対する一般学科の科目及び教員の配置や本科教養教育の具体的達成度目標に対す

る科目及び教員の配置について示した資料より，本校の教育目標を達成するために必要な一般科目担

当教員は適切に配置されている。 
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豊田工業高等専門学校 基準３ 
 

観点３－１－②： 教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配置さ

れているか。 

（観点に係る状況）  

 本校では，具体的達成度目標のうち専門学科の教育として「教育目標並びに，自らの専門技術分野

についての基礎的知見を身に付け，経験に裏打ちされた実践的かつ創造的技術者(準学士(工学))を養

成する。社会への即応性を養い実践技術の現状を理解するため，各学科とも４学年に実施している校

外実習（インターンシップ）の内容の充実を図る。」という目標を掲げている。この目標の下に各専

門学科はさらに具体的な達成度目標を提示しているが，それぞれの教育目標に対する専門学科の科目

及び専門科目担当教員の配置を資料３－１－②－１～５に示す。 

本校の準学士課程は５学科から構成されている。専門科目担当教員は各学科 10～12 名，計 55 名で

ある。各専門学科における非常勤を含む教員の専門分野と担当する科目の間の整合性について資料３

－１－②－６～８に示す。 

 

資料３－１－②－１

教育目標に対する専門学科の科目及び専門科目担当教員の配置（機械工学科） 

□ 機械工作法ＩＡ（若澤） □ 工業力学Ｉ（長谷川） □ 工業力学ＩＩ（林） □ □ 設計製図ＩＶ（長谷川）

□ 機械工作法ＩＢ（林） □ 情報工学ＩＡ（林） □ 基礎製図ＩＩＡ（必修）（鬼頭） □ 卒業研究（必修）（全教員）

□ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ図学（小谷、田中） □ 情報工学ＩＢ（洞口） □ 基礎製図ＩＩＢ（必修）（兼重） □ 設計製図ⅠＢ（必修）（近藤） □ 工業材料（猿木）

□ 機械工作法ＩＩＡ（洞口） □ 材料学ＩＩ（清水） □ 校外実習（全教員） □ 材料力学ＩＩＩ（中島）

□ 機械工作法ＩＩＢ（洞口） □ 材料力学Ｉ（中島） □ 材料力学ＩＩＡ（中島） □ 塑性加工学（林）

□ ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ実習（鬼頭、田中） □ 機械運動学Ｂ（若澤） □ 材料力学ＩＩＢ（中島） □ 熱力学ＩＩ（鬼頭）

□ 材料学ＩＡ（清水） □ 基礎機械力学（若澤） □ 機械力学（若澤） □ 伝熱工学（奥出）

□ 材料学ＩＢ（清水） □ 設計法Ａ（小林） □ 熱力学ＩＡ（鬼頭） □ 流体力学Ａ（長谷川）

□ 設計法Ｂ（小林） □ 熱力学ＩＢ（鬼頭） □ 流体力学Ｂ（長谷川）

□ 機械運動学Ａ（林） □ 水力学Ａ（小谷） □ 制御工学Ａ（兼重）

□ 基礎電気電子回路Ａ（兼重） □ 水力学Ｂ（小谷） □ 制御工学Ｂ（兼重）

□ 基礎電気電子回路Ｂ（田中） □ 基礎電気磁気学Ａ（掛布） □ 計測工学（山口）

□ 基礎電気磁気学Ｂ（掛布） □ ｱｸﾁｭｴｰﾀ工学（山口）

□ 精密工学（吉村）

□ 内燃機関工学（鬼頭）

□ 情報技術（清水）

□ 機械創造実験（小谷、田中） □ 工業力学Ｉ（長谷川） □ 応用物理学Ａ（松島） □ 解析学Ａ（笠井） □ 統計学Ａ（西）

□ 基礎実習（清水、小谷） □ 情報工学ＩＡ（林） □ 応用物理学Ｂ（松島） □ 解析学Ｂ（笠井） □ 統計学Ｂ（西）

□ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ図学（小谷、田中） □ 情報工学ＩＢ（洞口） □ 応用物理実験（大塚、小山） □ 近代物理学Ａ（山田） □ 塑性加工学（林）

□ 基礎製図ＩＡ（小谷） □ 工業力学ＩＩ（林） □ 近代物理学Ｂ（山田） □ 情報技術（清水）

□ 基礎製図ＩＢ（田中） □ 機械運動学Ａ（林） □ □ 設計製図ＩＶ（長谷川）

□ ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ実習（鬼頭、田中） □ 機械運動学Ｂ（若澤） □
□ 情報工学ＩＩＡ（近藤） □ 設計製図ⅠＢ（必修）（近藤）

□ 情報工学ＩＩＢ（近藤） □ □ 制御工学Ａ（兼重）

□ □ 制御工学Ｂ（兼重）

□

□

□ 機械創造実験（小谷、田中） □ 基礎製図ＩＡ（小谷） □ 基礎製図ＩＩＡ（必修）（鬼頭） □ □ 設計製図ＩＶ（長谷川）

□ 基礎実習（清水、小谷） □ 基礎製図ＩＢ（田中） □ 基礎製図ＩＩＢ（必修）（兼重） □
□ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ図学（小谷、田中） □ ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ実習（鬼頭、田中） □ □ 設計製図ⅠＢ（必修）（近藤）

□ □ 卒業研究（必修）（全教員）

□ 応用物理実験（大塚、小山）

□

□ 校外実習（全教員）

□ 機械創造実験（小谷、田中） □ □ □
□ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ図学（小谷、田中）

□ □ 卒業研究（必修）（全教員）

□

□ 校外実習（学科全教員）

第５学年

工学実験ＩＢ（必修）（若澤、
　　中島、林、小谷、山口） 工学ゼミ（兼重、若澤、

　　　　　　　　　　　田中）

工学実験ＩＩ（近藤、洞口、
　　　　鬼頭、小林、山口）

工学演習（中島、長谷川、
　　　　　　　若澤、小谷）

工学実験ＩＩ（近藤、洞口、
　　　　鬼頭、小林、山口）

工学実験ＩＩ（近藤、洞口、
　　　　鬼頭、小林、山口）

設計製図ⅠＡ（必修）
　　　　　　　　（洞口、河合）

学校教育目標
第２学年

機械工学科

工学実験ＩＡ（必修）（若澤、
　　　長谷川、清水、小林）

設計製図ⅠＡ（必修）
　　　　　　　　　（洞口、河合）

機能性・安全性を追求する材
料・材料力学分野，エネルギー
の効率的利用を追求する熱・
流体力学分野，「ものづくり」の
手法を追求する工作・加工分
野，高精度化を追求する計測・
制御分野等の基礎を中心に機
械工学を体系的に修得させ，
問題解決能力の素養をつける

第１学年

準学士課程（本科）　　　　科目名・担当教員名

第３学年 第４学年

学校教育目標・学科教育目標・科目・担当教員関連表（機械工学科）

③  問題意識と考える力を持
ち，自ら学習することによる創
造力と実践力を備えた技術者
の養成

④  科学的な分析に基づく論理
的な記述力，明解な口頭発表
能力，十分な討議能力及び国
際的に通用するコミュニケー
ション能力の修得

⑤  世界の文化・歴史の中で，
技術が社会に与える影響を考
え，自らの責任を自覚し誇りを
持つことのできる技術者の育
成

社会の求める実践的技術者を
育成するため，「ものづくり」を
中心に据えた教育を行う

校外実習，工学ゼミおよび卒
業研究等を通じてコミュニケー
ションや発表のスキルをもつ技
術者の育成を目指す

「ものづくり」において環境を考
慮し，資源の無駄を無くす視点
を持つとともに，技術者として
の洞察力，協調性および社会
性を身につけさせる

②  実験・実習で培われる豊か
な体験と基礎理論の深い理解
との融合から生まれるエンジニ
アリング基盤の確立

①  社会の変化と要請を的確に捉
え，ものづくりを多面的に認識し，
実現可能なシステムを構築できる
技術者の養成

実験・実習に多くの時間を充当
し，「ものづくり」を通じて工学基
礎理論の理解を促進し，「もの
づくり」の精神を肌で感じる機
械技術者の育成を目指す

創造総合実習（必修）
　　　　　　　　　　（洞口、田中）

創造総合実習（必修）
　　　　　　　　　　（洞口、田中）

創造総合実習（必修）
　　　　　　　　　　（洞口、田中）

工学実験ＩＢ（必修）（若澤、
　　中島、林、小谷、山口）

工学実験ＩＡ（必修）（若澤、
　　　長谷川、清水、小林）

工学実験ＩＡ（必修）（若澤、
　長谷川、清水、小林）

工学実験ＩＢ（必修）（若澤、
　中島、林、小谷、山口）

設計製図ⅠＡ（必修）
　　　　　　　　（洞口、河合）

 

（出典 機械工学科資料）
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豊田工業高等専門学校 基準３ 
 

資料３－１－②－２

教育目標に対する専門学科の科目及び専門科目担当教員の配置（電気・電子システム工学科） 

□ コンピュータリテラシ（伊藤和・高木）□ マイクロコンピュータ工学A（杉浦） □ エネルギー変換工学ⅠA □ エネルギー変換工学Ⅱ（犬塚） □ コンピュータ工学A（泉）

□ 基礎工学ゼミ（E科全教員） □ マイクロコンピュータ工学B（大塚） 　(電気機器)　　　　　　　　（後田） □ ソフトウェア技術A（大野） □ コンピュータ工学B（土屋）

□ エネルギー変換工学ⅠB（後田） □ ソフトウェア技術B（大野） □ システム制御工学A(犬塚）

□ プログラミングA（吉岡） □ 基礎制御工学（犬塚） □ システム制御工学B(犬塚）

□ プログラミングB（吉岡） □ 校外実習（大野） □ ソフトウェアシステム（大野）

□ 電子工学ⅠA（杉浦） □ 先端技術論 □ ディジタル回路（斎藤努）

□ 電子工学ⅠB（杉浦） （東・泉・菅沼・中村・藤野） □ データ通信工学（吉岡）

□ 電子工学Ⅱ（杉浦） □ パワーエレクトロニクス（伊藤和）

□ 通信システム工学（沢田）

□ 電力システム工学A（高田）

□ 電力システム工学B（市川）

□ 半導体工学A(杉浦）

□ 半導体工学B(杉浦）

□ 卒業研究（E科全教員）

□ 基礎電気回路（小関） □ 電気回路A（小関） □ 応用物理実験（大塚・榎本） □ 解析学Ａ（応用解析A）（笠井） □ 統計学Ａ（応用数学A）（西）

□ 基礎電気工学（塚本） □ 電気回路B（小関） □ 応用物理学A（応用物理学ⅠA) □ 解析学Ｂ（応用解析B）（笠井） □ 統計学Ｂ（応用数学B）（西）

□ 創造電気実験（後田・小関・塚本） □ 電気基礎実験（大野・高木） 　　　　　　　　　　　　　　　　　（松島） □ 近代物理学A（応用物理学ⅡA） □ ＣＡＤ設計製図

□ 電気基礎数学A（西澤） □ 電気計測A（後田） □ 応用物理学B（応用物理学ⅠB） 　　　　　　　　　　　　　　　　　（山田） (電子機械設計製作)　　　（吉岡）

□ 電気基礎数学B（西澤） □ 電気計測B（後田） 　　　　　　　　　　　　　　　　　（松島） □ 近代物理学B（応用物理学ⅡB) □ 電気磁気学Ⅳ（塚本）

□ 電気数学A（西澤） □ 交流回路ⅠA（小関） 　　　　　　　　　　　　　　　　　（山田） □ 電気磁気学演習（吉岡）

□ 電気数学B（西澤） □ 交流回路ⅠB（小関） □ 過渡現象論（西澤） □ 電気電子回路演習（伊藤和）

□ 電気磁気学Ⅰ（塚本） □ 交流回路Ⅱ（後田）

□ 電気磁気学Ⅱ（塚本） □ 電気磁気学ⅢA（塚本）

□ 電気電子工学演習Ⅰ（伊藤） □ 電気磁気学ⅢB（塚本）

□ □ 電気電子工学演習Ⅱ（杉浦・高木）

□ 電気電子工学実験Ⅱ

　　　　　　　（斎藤努・高木・吉岡）

□ 電子回路A（斎藤努）

□ 電子回路B（斎藤努）

□ 創造電気実験（後田・小関・塚本） □ 電気基礎実験（大野・高木） □ 応用物理実験（大塚・榎本） □ 電気電子工学実験Ⅱ □ 卒業研究（E科全教員）

□ 　　　　　　　（斎藤努・高木・吉岡）

□ 校外実習(大野）

□ 電気英語基礎Ⅰ（西澤） □ □ 電気電子工学実験Ⅱ □ 卒業研究（E科全教員）

　　　　　　　（斎藤努・高木・吉岡） □ 電気技術英語Ⅱ（伊藤和）

□ 電気英語基礎Ⅱ（西澤） □ 電気英語表現Ⅰ

（電気技術英語Ⅰ）　　（吉岡）

□ 基礎工学ゼミ（E科全教員） □ 先端技術論

　（東・泉・菅沼・中村・藤野）

□ 校外実習(大野）

第１学年
学校教育目標

電気電子工学実験Ⅰ
　　　　　　　（小関・犬塚・後田）

電気電子工学実験Ⅰ
　　　　　　　（小関・犬塚・後田）

第３学年

電気電子工学実験Ⅰ
　　　　　　　（小関・犬塚・後田）

⑤  世界の文化・歴史の中で，技術
が社会に与える影響を考え，自らの
責任を自覚し誇りを持つことのでき
る技術者の育成

実験，研究の背景を意識し，実験
データを科学的に分析でき，簡単な
考察を加えることのできる技術者の
養成

得られた成果を短い報告書にまと
め，分かりやすい日本語で口頭発
表する能力の修得

社会における技術者の役割を意識
した技術者の養成

③  問題意識と考える力を持ち，自
ら学習することによる創造力と実践
力を備えた技術者の養成

④  科学的な分析に基づく論理的な
記述力，明解な口頭発表能力，十
分な討議能力及び国際的に通用す
るコミュニケーション能力の修得

学校教育目標・学科教育目標・科目・担当教員関連表（電気・電子システム工学科）

電気エネルギーの運用（発生，輸
送，変換）に関する原理，エレクトロ
ニクスの基礎，コンピュータによる情
報・通信（情報の保持・変換・伝達）
の概念を理解している技術者の養
成

現象の観察・体験を出発点として学
習することによる電気・電子回路お
よび電気磁気学等の基礎的内容の
修得

準学士課程（本科）　　　　科目名

第４学年 第５学年

②  実験・実習で培われる豊かな体
験と基礎理論の深い理解との融合
から生まれるエンジニアリング基盤
の確立

①  社会の変化と要請を的確に捉
え，ものづくりを多面的に認識し，実
現可能なシステムを構築できる技術
者の養成

電気・電子システム工学科
第２学年

（出典 電気・電子システム工学科資料）
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豊田工業高等専門学校 基準３ 
 

資料３－１－②－３

教育目標に対する専門学科の科目及び専門科目担当教員の配置（情報工学科） 

□ 情報工学概論A（竹下） □ ディジタル回路A（木村） □ コンピュータ工学A（仲野） □ マイクロコンピュータ工学A（仲野） □ コンピュータアーキテクチャA（仲野）

□ 情報工学概論B（竹下） □ ディジタル回路B（木村） □ コンピュータ工学B（仲野） □ マイクロコンピュータ工学B（仲野） □ コンピュータアーキテクチャB（仲野）

□ プログラミングI（木村） □ プログラミングIIA（稲垣） □ アルゴリズムとデータ構造論IA（江﨑） □ アルゴリズムとデータ構造論IIA（江﨑） □ ソフトウェア設計A（木村）

□ プログラミング演習I（木村） □ プログラミングIIB（稲垣） □ アルゴリズムとデータ構造論IB（江﨑） □ アルゴリズムとデータ構造論IIB（江﨑） □ ソフトウェア設計B（木村）

□ プログラミング演習IIA（稲垣） □ アルゴリズムとデータ構造論演習A □ 画像処理工学A（松田） □ 人工知能A（土屋）

□ プログラミング演習IIB（稲垣） 　　　　　　　　　　　　　　　　　（江崎・灘） □ 画像処理工学B（松田） □ 人工知能B（土屋）

□ アルゴリズムとデータ構造論演習B □ 計算機言語論A（岡部） □ システムプログラムA（岡部）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（江崎・灘） □ 計算機言語論B（岡部） □ システムプログラムB（岡部）

□ 校外実習（仲野） □ 卒業研究（全教員）

□ 情報工学基礎ゼミ（全教員） □ 工学実験IA □ 情報数学IA（岡部） □ 情報数学IIA（稲垣） □ システム工学A（野村）

（安藤、木村、稲垣、野村、灘） □ 情報数学IB（岡部） □ 情報数学IIB（稲垣） □ システム工学B（野村）

□ 工学実験IB □ 電気磁気学A（早坂） □ 創造工学実験A（早坂・野村・灘・平野） □ 情報理論A（竹下）

（安藤、木村、稲垣、野村、灘） □ 電気磁気学B（早坂） □ 創造工学実験B（早坂・野村・灘・平野） □ 情報理論B（竹下）

□ 工学実験IIA（木村・野村・平野） □ 解析学A（笠井） □ 数値解析A（岡部）

□ 工学実験IIB（木村・野村・平野） □ 解析学B（笠井） □ 数値解析B（岡部）

□ 応用物理学A（榎本） □ 近代物理学A（山田） □ 統計学A（齋藤）

□ 応用物理学B（榎本） □ 近代物理学B（山田） □ 統計学B（齋藤）

□ 応用物理実験（大塚・小山）

□ 情報工学基礎ゼミ（全教員） □ 回路理論IA⇒直流回路（安藤） □ 回路理論IIA（松田） □ 回路理論IIIA（安藤） □ 制御工学A（杉本）

□ 回路理論IB⇒交流回路（安藤） □ 回路理論IIB（安藤） □ 回路理論IIIB（安藤） □ 制御工学B（杉本）

□ 情報通信工学IA（竹下） □ 情報通信工学IIA（布目）

□ 情報通信工学IB（竹下） □ 情報通信工学IIB（小西）

□ 電子回路A（松田） □ 卒業研究（全教員）

□ 電子回路B（松田）

□ 校外実習（仲野）

□ コンピュータリテラシA（早坂） □ 工学実験IA □ 工学実験IIA（木村・野村・平野） □ 創造工学実験A（早坂・野村・灘・平野） □ 卒業研究（全教員）

□ コンピュータリテラシB（早坂） （安藤、木村、稲垣、野村、灘） □ 工学実験IIB（木村・野村・平野） □ 創造工学実験B（早坂・野村・灘・平野）

□ 工学実験IB

（安藤、木村、稲垣、野村、灘）

□ 情報工学基礎ゼミ（全教員） □ 校外実習（仲野）

情報工学科の教育目標
第２学年 第３学年

⑤  世界の文化・歴史の中で，技術
が社会に与える影響を考え，自らの
責任を自覚し誇りを持つことのでき
る技術者の育成

ロボット制御システムやネットワーク
システムなどに応用できる回路理
論，制御工学，情報通信工学など
の基礎知識を修得し，自ら学習でき
る実践的技術者を育成する

実験・研究などの結果を報告書にま
とめて日本語で口頭発表や質疑応
答ができる能力を修得させる

社会の要請を認識し，協調性を備え
た健全な技術者としての能力を修
得させる

③  問題意識と考える力を持ち，自
ら学習することによる創造力と実践
力を備えた技術者の養成

④  科学的な分析に基づく論理的な
記述力，明解な口頭発表能力，十
分な討議能力及び国際的に通用す
るコミュニケーション能力の修得

学校教育目標・学科教育目標・科目・担当教員関連表（情報工学科）

ハードウェアに関連するコンピュー
タシステムとソフトウェアに関連する
プログラミング言語やシステムプロ
グラムの知識を利用したものづくり
によるシステムを構築できるコン
ピュータ技術者を養成する

数理基礎・数理科学，電子回路，マ
イクロコンピュータ，プログラミング
の知識を融合した組み込みシステ
ムによる実体験から技術を修得さ
せる

準学士課程（本科）　　　　科目名・担当教員名

第４学年 第５学年

②  実験・実習で培われる豊かな体
験と基礎理論の深い理解との融合
から生まれるエンジニアリング基盤
の確立

①  社会の変化と要請を的確に捉
え，ものづくりを多面的に認識し，実
現可能なシステムを構築できる技術
者の養成

第１学年
学校教育目標

（出典 情報工学科資料）
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豊田工業高等専門学校 基準３ 
 

資料３－１－②－４

教育目標に対する専門学科の科目及び専門科目担当教員の配置（環境都市工学科） 

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年

設計製図Ⅰ(野田) コンピュータ製図(野田) 設計製図Ⅱ(成瀬)   河川工学(原田) 環境植生学(榊原，篠田) 

環境学基礎（野田） 基礎地質学（岡田） 環境都市工学演習ゼミⅠ 景観デザイン(塩見)

                   (学科全教員) 防災工学(小林)

校外実習(4C指導教員)       産業社会学(高田)

環境都市工学演習ゼミⅡ   

                   (学科全教員) 

卒業研究(学科全教員)   

環境都市工学概論ゼミ 測量学ⅠA(松本) 測量学ⅡA(河野) 都市計画(荻野) 社会システム計画(荻野)

　　　　　　 　　(学科全教員) 測量学ⅠB(松本) 測量学ⅡB(河野) 交通工学(野田) 交通計画（橋本）

計画数理A(荻野) 道路工学（藤田）

計画数理B(荻野) 建設管理計画A(足立)

建設管理計画B(足立)

水環境工学(松本) 都市環境(荻野)

応用水環境工学(山下)

　 環境アセスメント(野田)
　

工業基礎数学A(川西) 力学基礎A(伊東) 応用物理学A(小山) 統計学A(勝谷)

工業基礎数学B(川西) 力学基礎B(伊東) 応用物理学B(小山) 統計学B(勝谷)

建設材料学A(中嶋) 応用物理実験(榎本・大塚) 解析学Ａ(笠井)

建設材料学B(中嶋) 水理学ⅠA(山下) 解析学Ｂ(笠井)

水理学ⅠB(山下) 上下水道工学(山下)

構造力学ⅠA(川西) 構造力学ⅡA(忠)

構造力学ⅠB(川西) 構造力学演習Ⅱ(忠)

構造力学演習ⅠA(川西) 土質力学ⅡA(伊東)

構造力学演習ⅠB(川西) 土質力学ⅡB(伊東)

土質力学ⅠA(伊東) コンクリート構造学ⅡA(中嶋)

土質力学ⅠB(伊東) コンクリート構造学ⅡB(中嶋)

コンクリート構造学ⅠＡ(中嶋)

コンクリート構造学ⅠＢ(中嶋)
　

測量学実習Ⅰ(松本) 測量学実習Ⅱ(河野) 情報処理Ⅲ(原田) 数値解析(河野)

情報処理Ⅱ(原田) 建設材料実験実習(河野，小林) 環境計測実験(山下，松本) リモートセンシング(佐野)

　 　 水理学実験実習(原田)

土質力学実験実習Ⅱ(小林)

大気環境（伊東） 土壌環境(山下) 環境都市工学演習ゼミⅠ 環境都市工学演習ゼミⅡ

                 (学科全教員)                     (学科全教員)

環境都市工学概論ゼミ 水理学ⅡA(原田) 構造力学実験実習(忠)

　　　　　　　　(学科全教員) 水理学ⅡB(原田) 構造設計(忠)

水理学演習(原田) 地盤工学(伊東)

構造力学ⅡB(忠)

測量学ⅠA(松本) 測量学ⅡA(河野) 交通工学(野田) 社会システム計画(荻野)

測量学ⅠB(松本) 測量学ⅡB(河野) 計画数理A(荻野) 交通計画（橋本）

計画数理B(荻野) 道路工学（藤田）

校外実習(4C指導教員) 建設管理計画A(足立)

建設管理計画B(足立)

卒業研究(学科全教員)

水環境工学(松本) 都市環境(荻野)

応用水環境工学(山下)

環境アセスメント(野田)

　

科学技術表現法A(河野) 　環境都市工学演習ゼミⅠ 環境都市工学演習ゼミⅡ

科学技術表現法B(山下)                      (学科全教員)                    (学科全教員) 

情報処理Ⅰ(松本) 卒業研究(学科全教員)

　

環境都市工学概論ゼミ 校外実習(4C指導教員)

　　　　　　　　（学科全教員)

　 　

④  科学的な分析に基づ
く論理的な記述力，明解
な口頭発表能力，十分な
討議能力及び国際的に
通用するコミュニケーショ
ン能力の修得

９　社会人としての協調性を持
ち，リーダシップが発揮できる実
践的技術者の育成

⑤  世界の文化・歴史の
中で，技術が社会に与え
る影響を考え，自らの責
任を自覚し誇りを持つこ
とのできる技術者の育成

８　社会人としての倫理観をもっ
た実践的技術者の育成

②  実験・実習で培われ
る豊かな体験と基礎理
論の深い理解との融合
から生まれるエンジニア
リング基盤の確立

３　人間の生活を支えるより良い
道路，鉄道，上下水道等の社会
基盤施設の建設・維持管理に必
要な基礎知識の習得

７　測量，土質，構造，環境等の
実験実習を通して実践的技術者
に欠かせない計測技術やコン
ピュ－タによるデータ解析法を習
得

③  問題意識と考える力
を持ち，自ら学習するこ
とによる創造力と実践力
を備えた技術者の養成

２　地球規模での環境問題を認識
する．

４ 社会基盤施設の建設・維持管
理に必要な実践的技術を身に付
けた技術者の育成

５　社会のニ－ズに応えた社会基
盤整備を行うための調査，計画，
設計，建設，維持管理に関する基
礎的な知識や技術の習得

６　持続可能な循環型社会の構
築を目指した環境アセスメントや
リサイクル技術の習得

①  社会の変化と要請を
的確に捉え，ものづくりを
多面的に認識し，実現可
能なシステムを構築でき
る技術者の養成

１　人間が活動する社会と自然と
の関わりの中で，持続可能で快
適な人間の活動空間を創造する
技術を教育する．

５　社会のニ－ズに応えた社会基
盤整備を行うための調査，計画，
設計，建設，維持管理に関する基
礎的な知識や技術の習得

６　持続可能な循環型社会の構
築を目指した環境アセスメントや
リサイクル技術の習得

学校教育目標・学科教育目標・科目・担当教員関連表（環境都市工学科）

学校教育目標 環境都市工学科の教育目標
準学士課程（本科）　　　　科目名・担当教員名

（出典 環境都市工学科資料）
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豊田工業高等専門学校 基準３ 
 

資料３－１－②－５

教育目標に対する専門学科の科目及び専門科目担当教員の配置（建築学科） 

□ 建築設計製図IA（大森・武田） □ 建築設計製図IIA □ 建築設計製図IIIA（三島・前田） □ 建築設計製図IVA（竹下・横山） □ 建築設計製図V

□ 建築設計製図IB（前田・加藤悠） 　　　　　　（前田・加藤悠・築山） □ 建築設計製図IIIB（大森・鈴木章） □ 建築設計製図IVB（大森・生津） 　　　　　（大森・三島・加藤悠）

□ 建築設計製図IIB □ 建築学ｾﾞﾐﾅ-ﾙ（全教員） □ 卒業研究（全教員）

　　　　　　（三島・加藤悠・前田） □ 校外実習（全教員）

□ 建築CAD A（武田）

□ 建築CAD B（武田）

□ 建築設計製図IA（大森・武田） □ 建築設計製図IIA □ 建築設計製図IIIA（三島・前田） □ 建築設計製図IVA（竹下・横山） □ 建築構造設計Ａ（加藤）

□ 建築設計製図IB（前田・加藤悠） 　　　　　　（前田・加藤悠・築山） □ 建築設計製図IIIB（大森・鈴木章） □ 建築設計製図IVB（大森・生津） □ 建築構造設計B（加藤）

□ 創造デザイン（竹下・野田利） □ 建築設計製図IIB □ 建築構造力学IIA（山田） □ 建築構造力学IIIA（加藤） □ 建築構造各論（加藤）

□ 造形デザイン（前田・若野） 　　　　　　（三島・加藤悠・前田） □ 建築構造力学IIB（山田） □ 建築構造力学IIIB（加藤） □ 建築生産A（児玉）

□ 建築CAD A（武田） □ 空間デザイン（竹下・若野・加藤悠） □ 建築計画IIA（前田） □ 建築生産B（児玉）

□ 建築CAD B（武田） □ 建築計画IA（竹下） □ 建築計画IIB（前田） □ 建築心理（河木）

□ 空間デザイン □ 建築計画IB（竹下） □ 近代建築史（三島） □ 建築振動学A（今岡）

　　　　　　（竹下・若野・加藤悠） □ 日本建築史（三島） □ 建築環境工学II（鈴木） □ 建築振動学B（今岡）

□ 建築構造力学IA（今岡） □ 西洋建築史（三島） □ 都市計画A（大森） □ 特別講義（全教員）

□ 建築構造力学IB（今岡） □ 建築材料A（今岡） □ 都市計画B（大森） □ 建築設備II（鈴木）

□ 建築構法（田中） □ 建築材料B（新任） □ 鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ構造A（今岡） □ 建築法規A（山田）

□ 木質構造（田中） □ 建築構造ｾﾞﾐﾅ-ﾙ（加藤） □ 鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ構造B（今岡） □ 建築法規B（大森）

□ 建築環境工学IA（鈴木） □ 鉄骨構造A（加藤） □ 基礎構造（今岡）

□ 建築環境工学IB（鈴木） □ 鉄骨構造B（加藤） □ 統計学A（齋藤）

□ 建築環境実験（鈴木・武田） □ 統計学B（齋藤）

□ 建築構造実験（山田）

□ 建築材料実験（田中・平岩・新任）

□ 建築設備I（鈴木）

□ 解析学A（柏谷）

□ 解析学B（柏谷）

□ 建築設計製図IA（大森・武田） □ 建築設計製図IIA □ 建築設計製図IIIA（三島・前田） □ 建築設計製図IVA（竹下・横山） □ 建築設計製図V

□ 建築設計製図IB（前田・加藤悠） 　　　　　　（前田・加藤悠・築山） □ 建築設計製図IIIB（大森・鈴木章） □ 建築設計製図IVB（大森・生津） 　　　　　（大森・三島・加藤悠）

□ 創造デザイン（竹下・野田利） □ 建築設計製図IIB □ 空間デザイン（竹下・若野・加藤悠） □ 建築環境実験（鈴木・武田） □ 卒業研究（全教員）

□ 造形デザイン（前田・若野） 　　　　　　（三島・加藤悠・前田） □ 建築構造実験（山田）

□ 建築CAD A（武田） □ 建築材料実験（田中・平岩・新任）

□ 建築CAD B（武田） □ 校外実習（全教員）

□ 空間デザイン □ 建築学ｾﾞﾐﾅ-ﾙ（全教員）

　　　　　　（竹下・若野・加藤悠）

□ 建築設計製図IIIA（三島・前田） □ 建築設計製図IVA（竹下・横山） □ 建築設計製図V

□ 建築設計製図IIIB（大森・鈴木章） □ 建築設計製図IVB（大森・生津） 　　　　　（大森・三島・加藤悠）

□ 卒業研究（全教員）

□ 日本建築史（三島） □ 校外実習（全教員） □ 建築設計製図V

□ 西洋建築史（三島） □ 近代建築史（三島） 　　　　　（大森・三島・加藤悠）

建築学科
第２学年 第３学年

⑤  世界の文化・歴史の中で，技術
が社会に与える影響を考え，自らの
責任を自覚し誇りを持つことのでき
る技術者の育成

Ｃ　実務能力を備えた技術者をめざ
す

Ｄ　コミュニケーション能力が優れた
技術者をめざす

Ｅ　文化に通じ倫理観を持つ技術者
をめざす

③  問題意識と考える力を持ち，自
ら学習することによる創造力と実践
力を備えた技術者の養成

④  科学的な分析に基づく論理的な
記述力，明解な口頭発表能力，十
分な討議能力及び国際的に通用す
るコミュニケーション能力の修得

学校教育目標・学科教育目標・科目・担当教員関連表（建築学科）

Ａ　広い視野を備え問題解決能力を
持つ技術者をめざす

Ｂ　確かな基礎知識と応用能力を備
えた技術者をめざす
Ｃ　実務能力を備えた技術者をめざ
す

準学士課程（本科）　　　　科目名・担当教員名

第４学年 第５学年

②  実験・実習で培われる豊かな体
験と基礎理論の深い理解との融合
から生まれるエンジニアリング基盤
の確立

①  社会の変化と要請を的確に捉
え，ものづくりを多面的に認識し，実
現可能なシステムを構築できる技術
者の養成

第１学年
学校教育目標

（出典 建築学科資料）
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豊田工業高等専門学校 基準３ 
 

資料３－１－②－６

各専門学科における専門科目担当教員（非常勤を含む）の専門分野と担当する科目の間の整合性 

（機械工学科，電気・電子システム工学科） 

氏　　名 専 門 分 野

中 島 正 貴 材 料 力 学 材料力学Ⅰ 材料力学ⅡＡ 材料力学ⅡＢ 材料力学Ⅲ 工学演習 工学実験ⅠＢ

洞 口 巌 精 密 加 工 機械工作法ⅡＡ 機械工作法ⅡＢ 情報工学ⅠＢ 設計製図ⅠＡ 創造総合実習 工学実験Ⅱ

林 伸 和 塑 性 加 工 塑性加工学 機械運動学Ａ 機械工作法ⅠＢ 工学実験ⅠＢ 工業力学Ⅱ 情報工学ⅠＡ

兼 重 明 宏 シ ス テ ム 制 御 制御工学Ａ 制御工学Ｂ 基礎製図ⅡＢ 基礎電気電子回路Ａ 工学ゼミ

長 谷 川 茂 雄 流 体 工 学 流体力学Ａ 流体力学Ｂ 工学演習 工学実験ⅠＡ 工業力学Ｉ 設計製図Ⅳ

近 藤 尚 生 油 圧 制 御 工学実験Ⅱ 情報工学ⅡＡ 情報工学ⅡＢ 設計製図ⅠＢ

清 水 利 弘 材 料 力 学 材料学ⅠＡ 材料学ⅠＢ 材料学Ⅱ 基礎実習 工学実験ⅠＡ 情報技術

若 澤 靖 記 機 械 力 学 機械力学 基礎機械力学 機械運動学Ｂ 機械工作法ⅠＡ 工学実験ⅠＡ 工学実験ⅠＢ 工学演習

鬼 頭 俊 介 燃 焼 工 学 内燃機関工学 熱力学ⅠＡ 熱力学ⅠＢ 熱力学Ⅱ メカトロニクス実習 基礎製図ⅡＡ 工学実験Ⅱ

小 谷 明 熱 ・ 流 体 工 学 コンピュータ図学 基礎実習 基礎製図ⅠＡ 機械創造実験 工学演習 工学実験ⅠＢ 水力学Ａ 水力学Ｂ

田 中 淑 晴 精 密 工 学 コンピュータ図学 メカトロニクス実習 基礎製図ⅠＢ 機械創造実験 創造総合実習

校外実習 卒業研究

奥 出 宗 重 （非常勤講師） 伝熱工学

掛 布 英 辰 （非常勤講師） 基礎電気磁気学Ａ 基礎電気磁気学Ｂ

小 林 政 教 （非常勤講師） 工学実験ⅠＡ 工学実験Ⅱ 設計法Ａ 設計法Ｂ

猿 木 勝 司 （非常勤講師） 工業材料

田 中 正 史 （非常勤講師） 基礎電気電子回路Ｂ

山 口 健 二 （非常勤講師） アクチュエータ工学 計測工学 工学実験ⅠＢ 工学実験Ⅱ

吉 村 辰 浩 （非常勤講師） 精密工学

機械工学科

準学士課程（本科）担当科目

機 械 工 学 科 全 教 員

氏　　名 専 門 分 野

齋 藤 努 デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理 ディジタル回路 電気電子工学実験Ⅱ 電子回路Ａ 電子回路Ｂ

後 田 澄 夫 気 体 エ レ ク ト ロ ニ ク ス エネルギ変換工学ⅠＡ エネルギ変換工学ⅠＢ 交流回路Ⅱ 創造電気実験 電気計測Ａ 電気計測Ｂ 電気電子工学実験Ⅰ

小 関 修 ヒ ュ ー マ ン 情 報 処 理 基礎電気回路 交流回路IＡ 交流回路IＢ 電気回路Ａ 電気回路Ｂ 創造電気実験

西 澤 一 コンピュータ支援教育工学 過渡現象論 電気英語基礎Ⅰ 電気英語基礎Ⅱ 電気基礎数学Ａ 電気基礎数学Ｂ 電気数学Ａ 電気数学Ｂ

塚 本 武 彦 超 伝 導 工 学 基礎電気工学 電気磁気学Ⅰ 電気磁気学Ⅱ 電気磁気学ⅢＡ 電気磁気学ⅢＢ 電気磁気学Ⅳ 創造電気実験

杉 浦 藤 虎 固 体 電 子 工 学 マイクロコンピュータ工学Ａ 電気電子工学演習Ⅱ 電子工学ⅠＡ 電子工学ⅠＢ 電子工学Ⅱ 半導体工学Ａ 半導体工学Ｂ

吉 岡 貴 芳 コンピュータ支援教育工学 CＡD設計製図 データ通信工学 プログラミングＡ プログラミングＢ 電気英語表現I 電気磁気学演習

犬 塚 勝 美 計 測 制 御 エネルギ変換工学Ⅱ システム制御工学Ａ システム制御工学Ｂ マイクロコンピュータ工学Ｂ 基礎制御工学

大 野 亙 カ オ ス 現 象 ソフトウェアシステム ソフトウェア技術Ａ ソフトウェア技術Ｂ 校外実習 電気基礎実験

伊 藤 和 晃 運 動 制 御 コンピュータリテラシ パワーエレクトロニクス 電気技術英語II 電気電子回路演習 電気電子工学演習Ⅰ

高 木 宏 幸 磁 性 体 工 学 コンピュータリテラシ 電気基礎実験 電気電子工学演習Ⅱ

基礎工学ゼミ 卒業研究

東 博 純 （ 非 常 勤 講 師 ） 先端技術論 　

泉 順 （ 非 常 勤 講 師 ） コンピュータ工学Ａ 先端技術論

市 川 英 弘 （ 非 常 勤 講 師 ） 電力システム工学Ｂ 　

沢 田 克 敏 （ 非 常 勤 講 師 ） 通信システム工学 　

菅 沼 孫 之 （ 非 常 勤 講 師 ） 先端技術論 　

高 田 亨 （ 非 常 勤 講 師 ） 電力システム工学Ａ

土 屋 雅 稔 （ 非 常 勤 講 師 ） コンピュータ工学Ｂ

中 村 哲 也 （ 非 常 勤 講 師 ） 先端技術論 　

藤 野 誠 二 （ 非 常 勤 講 師 ） 先端技術論 　

電気・電子システム工学科

電 気 ・ 電 子 シ ス テ ム 工 学 科 全 教 員

準学士課程（本科）担当科目

（出典 H19 学校要覧，シラバスから作成）
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資料３－１－②－７

各専門学科における専門科目担当教員（非常勤を含む）の専門分野と担当する科目の間の整合性 

（情報工学科，環境都市工学科） 

氏　　名 専 門 分 野

システムプログラムＡ システムプログラムＢ 計算機言語論Ａ 計算機言語論Ｂ 情報数学IＡ 情報数学IＢ

数値解析Ａ 数値解析Ｂ

松 田 文 夫 知能化システム計測 制御 画像処理工学Ａ 画像処理工学Ｂ 回路理論IIＡ 電子回路Ａ 電子回路Ｂ

竹 下 鉄 夫 パ タ ー ン 認 識 情報工学概論 Ａ 情報工学概論 Ｂ 情報通信工学IＡ 情報通信工学IＢ 情報理論Ａ 情報理論Ｂ

コンピュータアーキテクチャＡ コンピュータアーキテクチャＢ コンピュータ工学Ａ コンピュータ工学Ｂ マイクロコンピュータ工学Ａ マイクロコンピュータ工学Ｂ

校外実習

プログラミングIIＡ プログラミングIIＢ プログラミング演習IIＡ プログラミング演習IIＢ 工学実験IＡ 工学実験IＢ

情報数学IIＡ 情報数学IIＢ

野 村 保 之 計 算 機 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン システム工学Ａ システム工学Ｂ 工学実験IＡ 工学実験IＢ 創造工学実験Ａ 創造工学実験Ｂ

回路理論IIＢ 回路理論IIIＡ 回路理論IIIＢ 交流回路 直流回路 工学実験IＡ

工学実験IＢ

早 坂 太 一 視 覚 認 知 コンピュータリテラシＡ コンピュータリテラシＢ 創造工学実験Ａ 創造工学実験Ｂ 電気磁気学Ａ 電気磁気学Ｂ

江 﨑 信 行 数 値 解 析
アルゴリズムとデータ
構造論IＡ

アルゴリズムとデータ
構造論IＢ

アルゴリズムとデータ
構造論IIＡ

アルゴリズムとデータ
構造論IIＢ

アルゴリズムとデータ
構造論演習Ａ

アルゴリズムとデータ
構造論演習Ｂ

ソフトウエア設計Ａ ソフトウエア設計Ｂ ディジタル回路Ａ ディジタル回路Ｂ プログラミングⅠ プログラミング演習Ⅰ

工学実験IＡ 工学実験IＢ 工学実験IIＡ 工学実験IIＢ

灘 篤 弘 教 育 工 学
アルゴリズムとデータ
構造論演習Ａ

アルゴリズムとデータ
構造論演習Ｂ

工学実験IＡ 工学実験IＢ 創造工学実験Ａ 創造工学実験Ｂ

平 野 学 情 報 セ キ ュ リ テ ィ 創造工学実験Ａ 創造工学実験Ｂ

情報工学基礎ゼミ 卒業研究

小 西 た つ 美 （ 非 常 勤 講 師 ） 情報通信工学ⅡＢ

杉 本 軍 司 （ 非 常 勤 講 師 ） 制御工学Ａ 制御工学Ｂ

土 屋 孝 文 （ 非 常 勤 講 師 ） 人工知能Ａ 人工知能Ｂ

布 目 敏 郎 （ 非 常 勤 講 師 ） 情報通信工学ⅡＡ

準学士課程（本科）担当科目

岡 部 直 木 画 像 処 理

仲 野 巧
組 み 込 み シ ス テ ム
LSI/FPGA 設 計

木 村 勉 福 祉 工 学

情報工学科

情 報 工 学 科 全 教 員

稲 垣 宏 教 育 工 学

安 藤 浩 哉
高 周 波 超 伝 導
エ レ ク ト ロ ニ ク ス

氏　　名 専 門 分 野

伊 東 孝 岩 盤 力 学 地盤工学 土質力学IＡ 土質力学IＢ 土質力学ⅡＡ 土質力学ⅡＢ 力学基礎Ａ 力学基礎Ｂ

荻 野 弘 交 通 工 学 計画数理Ａ 計画数理Ｂ 社会システム計画 都市環境 都市計画

中 嶋 清 実 コンクリート工学 コンクリート構造学IＡ コンクリート構造学IＢ コンクリート構造学ⅡＡ コンクリート構造学ⅡＢ 建設材料学Ａ 建設材料学Ｂ

野 田 宏 治 交 通 工 学 コンピュータ製図 環境アセスメント 交通工学 設計製図Ⅰ

忠 和 男 構 造 工 学 応用構造力学演習 構造設計 構造力学IIＡ 構造力学IIＢ 構造力学演習II 構造力学実験実習   

山 下 清 吾 環 境 水 文 学 水理学IＡ 水理学IＢ 応用水環境工学 科学技術表現法Ｂ 環境計測実験 上下水道工学 土壌環境

河 野 伊 知 郎 コンクリート工学 科学技術表現法Ａ 建設材料実験実習 数値解析 測量学ⅡＡ 測量学ⅡＢ 測量学実習Ⅱ

川 西 直 樹 構 造 工 学 工業基礎数学Ａ 工業基礎数学Ｂ 構造力学ⅠＡ 構造力学ⅠＢ 構造力学演習ⅠＡ 構造力学演習ⅠＢ

原 田 英 治 水 工 学 河川工学 情報処理Ⅱ 情報処理Ⅲ 水理学ⅡＡ 水理学ⅡＢ 水理学演習 水理学実験実習

小 林 睦 地 盤 工 学 建設材料実験実習 地球科学概論 土質力学実験実習 防災工学

松 本 嘉 孝 水 質 工 学 環境計測実験 環境生物学 情報処理Ⅰ 水環境工学 測量学IＡ 測量学IＢ 測量学実習I

環境都市工学演習ゼミI 環境都市工学演習ゼミⅡ 環境都市工学概論ゼミ 校外実習 卒業研究

足 立 新 治 （ 非 常 勤 講 師 ） 建設管理計画Ａ 建設管理計画Ｂ

尾 崎 哲 可 （ 非 常 勤 講 師 ） 設計製図Ⅲ

榊 原 靖 （ 非 常 勤 講 師 ） 環境植生学

佐 野 滋 樹 （ 非 常 勤 講 師 ） リモートセンシング

塩 見 弘 幸 （ 非 常 勤 講 師 ） 景観デザイン

篠 田 陽 作 （ 非 常 勤 講 師 ） 環境植生学

高 田 弘 子 （ 非 常 勤 講 師 ） 産業社会学

玉 山 豊 （ 非 常 勤 講 師 ） 設計製図Ⅲ

成 瀬 久 夫 （ 非 常 勤 講 師 ） 設計製図Ⅱ

橋 本 誠 二 （ 非 常 勤 講 師 ） 都市計画Ⅱ

藤 田 晃 弘 （ 非 常 勤 講 師 ） 交通工学Ⅱ

環 境 都 市 工 学 科 全 教 員

準学士課程（本科）担当科目

環境都市工学科

（出典 H19 学校要覧，シラバスから作成）
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資料３－１－②－８

各専門学科における専門科目担当教員（非常勤を含む）の専門分野と担当する科目の間の整合性 

（建築学科） 

氏　　名 専 門 分 野

今 岡 克 也 建 築 構 造 基礎構造 建築構造力学ⅠＡ 建築構造力学ⅠＢ 建築材料Ａ 建築振動学Ａ 建築振動学Ｂ 鉄筋コンクリート構造Ａ 鉄筋コンクリート構造Ｂ

加 藤 賢 治 建 築 構 造 建築構造ゼミナール 建築構造各論 建築構造設計Ａ 建築構造設計Ｂ 建築構造力学ⅢＡ 建築構造力学ⅢＢ 鉄骨構造Ａ 鉄骨構造Ｂ

三 島 雅 博 建 築 史 近代建築史 西洋建築史 日本建築史 建築設計製図ⅡＢ 建築設計製図ⅢＡ 建築設計製図Ⅴ

大 森 峰 輝 都 市 計 画 建築設計製図ⅣＢ 建築法規Ｂ 都市計画Ａ 都市計画Ｂ 建築設計製図ⅢＢ 建築設計製図ⅠＡ

山 田 耕 司 建 築 構 造 建築構造実験 建築構造力学ⅡＡ 建築構造力学ⅡＢ 建築法規Ａ

竹 下 純 治 建 築 計 画 建築計画ⅠＡ 建築計画ⅠＢ 建築設計製図ⅣＡ 創造デザイン 空間デザイン

鈴 木 健 次 建 築 環 境 工学 建築環境工学ⅠＡ 建築環境工学ⅠＢ 建築環境工学Ⅱ 建築環境実験 建築設備Ⅰ 建築設備Ⅱ

前 田 博 子 住 環 境 学 建築計画ⅡＡ 建築計画ⅡＢ 建築設計製図ⅠＢ 建築設計製図ⅡＡ 建築設計製図ⅢＡ 造形デザイン

武 田 紀 子 建 築 環 境 工学 建築ＣＡＤ　Ａ 建築ＣＡＤ　Ｂ 建築環境実験 建築設計製図ⅠＡ

加 藤 悠 介 建 築 計 画 建築設計製図ⅡＡ 空間デザイン

建築学ゼミナール 校外実習 卒業研究 特別講義

児 玉 和 彦 （非常勤講師） 建築生産Ａ 建築生産Ｂ

河 本 健 一 郎 （非常勤講師） 建築心理

鈴 木 章 夫 （非常勤講師） 建築設計製図ⅢＢ

田 中 清 人 （非常勤講師） 建築構法 建築材料実験 木質構造

築 山 忠 成 （非常勤講師） 建築設計製図ⅡＡ

生 津 康 広 （非常勤講師） 建築設計製図ⅣＢ

野 田 利 也 （非常勤講師） 創造デザイン

横 山 正 登 （非常勤講師） 建築設計製図ⅣＡ

若 野 昌 子 （非常勤講師） 空間デザイン 造形デザイン

準学士課程（本科）担当科目

建 築 学 科 全 教 員

建築学科

（出典 H19 学校要覧，シラバスから作成）

 

（分析結果とその根拠理由）  

 専門学科の教育目標に対する科目及び専門科目担当教員の配置や教員の専門分野と担当する科目の

間の整合性より，本校の専門科目担当教員は適切に配置されていると判断される。 
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豊田工業高等専門学校 基準３ 
 

観点３－１－③： 専攻科を設置している場合には，教育の目的を達成するために必要な専攻科の

授業科目担当教員が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況）  

 本校では，具体的達成度目標のうち専攻科の教育として，「専門分野の高度な技術能力に加え，よ

り広い工学基礎知識を身に付けるとともに，技術者倫理を備えた技術開発能力，あるいは将来研究開

発型の技術者を目指し得る能力を持つ者（学士(工学)）を育て，技術開発と研究開発に意欲のある学

生を養成している。加えて，国際的コミュニケーション能力向上のために TOEIC の全員受験を実施し

ている。また，長期インターンシップの導入を積極的に推進する。さらに，学生に専門分野ごとの教

育プログラム（日本技術者教育認定機構の認定審査の受審）を修了させる。」という目標を掲げてい

る。この目標の下に各専攻は，さらに具体的な達成度目標を提示しているが，それぞれの教育目標に

対する各専攻の科目及び専門科目担当教員の配置を資料３－１－③－１～３に示す。 

本校の専攻科は３専攻より構成されている。各専攻における非常勤を含む専門科目担当教員の専門

分野と担当科目の間の整合性について資料３－１－③－４～６に示す。 
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豊田工業高等専門学校 基準３ 
 

資料３－１－③－１

教育目標に対する各専攻の科目及び教員の配置（電子機械工学専攻） 

□ 特別研究（全教員） □ 生産工学（兼重）
□ 機能性材料学（清水） □ 材料加工プロセス（林）
□ 計測制御工学（伊藤） □ 機械設計工学（洞口）
□ 応用電子計測論（齋藤） □ パワーエレクトロニクス論（伊藤和）
□ 先端技術特論（竹下） □ 流れ学（長谷川、小谷）
□ 光電子デバイス（杉浦） □ 通信システム（大野）
□ 技術者倫理（松井、北野） □ 情報システム工学（吉岡）
□ 歴史学（中村） □ 知識工学（齋藤）
□ インターンシップ（中島、清水） □ 技術史（兼重、伊藤、荻野、今岡、大森、稲垣）

□ 機械振動学（若澤）
□ 材料強度学（中島）
□ 燃焼工学（鬼頭）
□ 油空圧システム工学（近藤）
□ 工業デザイン論（三島）
□ 環境保全（荻野）

□ 歴史学（中村） □ 油空圧システム工学（近藤）
□ 技術者倫理（松井、北野） □ 機械振動学（若澤）
□ インターンシップ（大野） □ 機械設計工学（洞口）
□ 応用電子計測論（斎藤） □ 材料加工プロセス（林）
□ 機能性材料学（清水） □ 情報システム工学（吉岡）
□ 計測制御工学（伊藤和） □ 生産工学（兼重）
□ 先端技術特論（竹下） □ 流れ学（長谷川、小谷）
□ 光電子デバイス（杉浦） □ 知識工学（斎藤努）
□ 特別研究（全教員） □ 通信システム（大野）

□ 燃焼工学（鬼頭）
□ パワーエレクトロニクス論（伊藤和）
□ 材料強度学（中島）
□ 工業デザイン論（三島）
□ 環境保全（荻野）
□ 技術史（林・伊藤・荻野・今岡・大森・稲垣）
□ 特別研究（全教員）

□ 解析力学（榎本） □ 応用解析学Ⅰ（高村）
□ 線形代数学（金井） □ 応用解析学Ⅱ（勝谷）
□ 離散数学（米澤） □ 信頼性工学(中島)
□ 量子力学（高村） □ 電子機械工学特別実験（全教員）
□ 生物化学（今） □ パターン情報処理（岡部）
□ 電子機械工学特別実験（全教員） □ 生体情報論（高津）
□ 電子回路論（大野） □ 統計熱力学（大塚）
□ 電磁気学（塚本）

□ 線形代数学（金井） □ 応用解析学Ⅰ（高村）
□ 離散数学（米澤） □ 応用解析学Ⅱ（勝谷）
□ 解析力学（榎本） □ 統計熱力学（大塚）
□ 生物化学（今） □ 信頼性工学(中島)
□ 量子力学（高村） □ 生体情報論（高津）
□ 電子回路論（大野） □ パターン情報処理（岡部）
□ 電磁気学（塚本） □ 電子機械工学特別実験（犬塚）
□ 電子機械工学特別実験（杉浦・伊藤）

□ 特別研究（全教員） □ 電子機械工学特別実験（全教員）
□ 電子機械工学特別実験（全教員） □ 特別研究（全教員）
□ インターンシップ（中島、清水）

□ 電子機械工学特別実験（杉浦・伊藤） □ 電子機械工学特別実験（犬塚）
□ 特別研究（全教員） □ 特別研究（全教員）
□ インターンシップ（大野）

□ 総合英語Ｉ（鈴木） □ 総合英語ＩＩ（高橋）
□ 技術英語（中島、近藤、清水） □ 電子機械工学特別実験（全教員）
□ 特別研究（全教員） □ 電気英語コミュニケーションⅡ（西澤）
□ 電子機械工学特別実験（全教員） □ 上級英語表現（神谷）
□ 電気英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝＩＩ（西澤） □ 特別研究）（全教員）
□ 日本の言葉と文化（松浦）

□ 日本の言葉と文化（松浦） □ 総合英語Ⅱ（高橋）
□ 総合英語Ⅰ（鈴木） □ 上級英語表現（神谷）
□ 技術英語（吉岡） □ 電気英語コミュニケーションⅡ（西澤）
□ 電気英語コミュニケーションⅠ（西澤） □ 電子機械工学特別実験（犬塚）
□ 電子機械工学特別実験（杉浦・伊藤） □ 特別研究（全教員）
□ 特別研究（全教員）

□ 技術者倫理（松井、北野） □ 技術史（兼重、伊藤、荻野、今岡、大森、稲垣）
□ 歴史学（中村） □ 工業デザイン論（三島）
□ 日本の言葉と文化（松浦） □ 生体情報論（高津）
□ インターンシップ（中島、清水） □ 健康科学特論（高津）
□ 先端技術特論（竹下）

□ 日本の言葉と文化（松浦） □ 技術史（林・伊藤・荻野・今岡・大森・稲垣）
□ 歴史学（中村） □ 健康科学特論（高津）
□ 技術者倫理（松井、北野） □ 工業デザイン論（三島）
□ 先端技術特論（竹下）
□ インターンシップ（大野）

技術の社会への影響ならびに技術者倫理
を学ぶことにより，社会における役割と責任
を理解する技術者の育成を目指す

③  問題意識と考える力を持ち，自ら学
習することによる創造力と実践力を備
えた技術者の養成

④  科学的な分析に基づく論理的な記
述力，明解な口頭発表能力，十分な討
議能力及び国際的に通用するコミュニ
ケーション能力の修得 整った章立てに従い，分かりやすい日本語

文で報告書を作成でき，聴衆に合わせた分
かりやすい日本語で口頭発表，質疑応答す
ることができ，TOEIC450点相当以上の英語
運用能力を持った技術者の養成

⑤  世界の文化・歴史の中で，技術が
社会に与える影響を考え，自らの責任
を自覚し誇りを持つことのできる技術者
の育成

社会における技術者の役割と責任を理解し
た技術者の養成

学校教育目標・学科教育目標・科目・担当教員関連表（電子機械工学専攻）

学校教育目標
専攻科電子機械工学専攻

の学習・教育目標
専攻科課程（専攻科）　　科目名

第１学年 第２学年

「材料と構造」，「運動と振動」，「エネルギー
と流れ」，「情報と計測・制御」，「設計と生
産・管理」および，「機械とシステム」の各分
野に基礎的な造詣を持つ技術者の育成を
目指す

システムの安定性を考慮した制御法，およ
び電子デバイスの利用・計測技術およびス
キルと安全意識を身に付けた技術者の養
成

①  社会の変化と要請を的確に捉え，
ものづくりを多面的に認識し，実現可能
なシステムを構築できる技術者の養成

機械工学の諸分野における問題に対して
適切な実験を計画し，結果を得ることのでき
る技術者の育成を目指す

②  実験・実習で培われる豊かな体験
と基礎理論の深い理解との融合から生
まれるエンジニアリング基盤の確立

本科で身に付けた自然科学分野に対する
理解力をさらに向上した上で，電気・電子回
路設計等の実践的知識を身に付けた技術
者の養成

本科で修得した基礎的な能力に加えて，よ
り深い教養と広い工学的知識を身につけた
技術者の育成を目指す

実験，研究の背景を自ら調査・整理し，技術
的な問題点を明確にした上で目的と方法を
設定し，計画的，継続的に研究できる基礎
的な研究能力を持つ技術者の養成

機械工学の分野における課題に対して得ら
れた成果を，外部に伝達できるコミュニケー
ション能力を持つ技術者の育成を目指す

 

（出典 機械工学科及び電気・電子システム工学科資料）
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豊田工業高等専門学校 基準３ 
 

資料３－１－③－２

教育目標に対する各専攻の科目及び教員の配置（建設工学専攻） 

学校教育目標・学科教育目標・科目・担当教員関連表（建設工学専攻）

第１学年 第２学年
技術者倫理(松井，北野) 環境保全(荻野)
歴史学(中村) 岩盤力学(伊東)
環境都市ＣＡＤ演習(野田) 情報システム工学(吉岡)
建築学ＣＡＤ演習(前田，竹下) 工業デザイン論(三島)
インターンシップ(忠) 健康科学特論(高津)
先端技術特論(竹下) 特別研究(2K)  (Ｃ科全教員)
特別研究(1K)  (Ｃ科全教員)

技術者倫理(松井，北野) 特別研究（全教員）
歴史学(中村) 技術史（兼重・伊藤・荻野・今岡・大森・稲垣）
特別研究（全教員） 情報システム工学（吉岡）
建築学ＣＡＤ演習（竹下・前田） 工業デザイン論（三島）
建築学設計演習（大森・三島） 健康科学特論（高津）
先端技術特論（竹下鉄） 環境保全（山下）
インターンシップ（大森）

解析力学(榎本) 応用解析学Ⅰ(高村)
線形代数学(金井) 応用解析学Ⅱ(勝谷)
離散数学(米澤) 都市空間論(大森)
量子力学(高村) 都市計画論(野田)
生物化学(今) 構造工学(川西)
統計熱力学(大塚) 社会システム計画論(荻野)
水工学(原田) 環境都市設計演習(忠・川西)
水文学(山下) 構造設計論(山田)
建築環境工学論(鈴木) 建築材料論(新任)
 ファシリティマネジメント(竹下) 計算力学(加藤)

居住地計画論(前田)
パターン情報処理(岡部)
信頼性工学(中島)
統計熱力学(大塚)

 生体情報論(高津)
構造工学実験(中嶋，忠) 地盤工学実験(伊東，小林)
環境工学計測実験(荻野，野田) 建築学計測実験(今岡，鈴木)
建築学ＣＡＤ演習(前田，竹下)

解析力学(榎本)   応用解析学Ⅰ(高村)  
線形代数学(金井)    応用解析学Ⅱ(勝谷) 
離散数学(米澤)   統計熱力学(大塚)   
量子力学(高村)  生体情報論(高津)
生物化学(今)  建築学計測実験（今岡・鈴木）
建築学設計演習（大森・三島） 都市空間論（大森）
建築学ＣＡＤ演習（竹下・前田） 居住地計画論（前田）
先端技術特論（竹下鉄） 建築デザイン史（三島）
建築技術英語演習（山田） 構造設計論（山田）
ファシリティマネジメント（竹下） 計算力学（加藤）
地域施設設計論（竹下） 建築材料論（新任）
建築環境工学論（鈴木） 国際技術表現演習（山下）
高機能コンクリート（中嶋） 都市計画論（野田）
環境工学計測実験（荻野・野田） 社会システム計画論（荻野）
構造工学実験（中嶋・忠） 構造工学（川西）
環境都市ＣＡＤ演習（野田） 岩盤力学（伊東）
水工学（原田） 地盤工学実験（伊東・小林）
水文学（山下） 環境都市設計演習(忠・川西)

パターン情報処理（岡部）
生体情報論(高津)
信頼性工学（中島）

特別研究(1K)  (Ｃ科全教員) 特別研究(2K)  (Ｃ科全教員)
建築学設計演習(大森，三島)
 高機能コンクリート(中嶋)
インターンシップ(忠）

建築学設計演習（大森・三島） 建築学計測実験（今岡・鈴木）
建築学ＣＡＤ演習（竹下・前田） 特別研究（Ａ科全教員）
先端技術特論（竹下）
インターンシップ（大森）
特別研究（Ａ科全教員）

日本の言葉と文化(松浦) 総合英語Ⅱ(高橋)
総合英語Ⅰ(鈴木) 上級英語表現(神谷)
技術英語(河野) 国際技術表現演習(山下)
建築技術英語演習(山田) 特別研究(2K)  (Ｃ科全教員)
国際技術表現（山下）
特別研究(1K)  (Ｃ科全教員)
日本の言葉と文化(松浦) 総合英語Ⅱ(高橋)    
総合英語Ⅰ(鈴木)   　 上級英語表現(神谷)  
技術英語(山田)  建築学計測実験（今岡・鈴木）
建築技術英語演習(山田)  工業デザイン論（三島）
国際技術表現（山下） 国際技術表現演習（山下）
建築学設計演習（大森・三島） 特別研究（Ａ科全教員）
建築学ＣＡＤ演習（竹下・前田）
特別研究（Ａ科全教員）

歴史学(中村) 工業デザイン論(三島)
日本の言葉と文化(松浦) 建築デザイン史(三島)
技術者倫理(松井，北野) 技術史（兼重・伊藤・荻野・今岡・大森・稲垣）
インターンシップ(忠) 生体情報論(高津)
先端技術特論(竹下) 健康科学特論(高津)

歴史学(中村)  建築デザイン史（三島）
日本の言葉と文化(松浦)    工業デザイン論（三島）
技術者倫理(松井，北野) 　 技術史（兼重・伊藤・荻野・今岡・大森・稲垣）
インターンシップ（大森） 健康科学特論(高津)
先端技術特論（竹下）

学校教育目標 専攻科建設工学専攻の教育目標
専攻科課程（専攻科）　　科目名・担当教員

①  社会の変化と要請を的確に捉
え，ものづくりを多面的に認識し，実
現可能なシステムを構築できる技術
者の養成

２  ＣＡＤを利用したデザイン技術や実験を通した計測技術
の習得

Ａ　広い視野を備え問題解決能力を持つ技術者をめざす

②  実験・実習で培われる豊かな体
験と基礎理論の深い理解との融合か
ら生まれるエンジニアリング基盤の
確立

１ 都市工学，建築学，計画学，環境工学等の学際的な知
識や実践的な技術の習得（一級土木施工管理技士，一級建
築士等に相当する知識・技術の習得）

２  ＣＡＤを利用したデザイン技術や実験を通した計測技術
の習得

Ｂ　確かな基礎知識と応用能力を備えた技術者をめざす

③  問題意識と考える力を持ち，自ら
学習することによる創造力と実践力
を備えた技術者の養成

３　高度な知識や最先端の技術を習得しようとする向上心や
探究心の育成

４．特別研究を通して民間との共同研究等へ学生を積極的
に参加させて研究開発能力の素養の確保

Ｃ　実務能力を備えた技術者をめざす

④  科学的な分析に基づく論理的な
記述力，明解な口頭発表能力，十分
な討議能力及び国際的に通用するコ
ミュニケーション能力の修得

６ 学会やシンポジウム等での口頭発表やコンペティション
へ応募できる能力を備えた技術者を育成

Ｄ　コミュニケーション能力が優れた技術者をめざす

⑤  世界の文化・歴史の中で，技術
が社会に与える影響を考え，自らの
責任を自覚し誇りを持つことのできる
技術者の育成

５ 社会に対する倫理観，技術者や研究者相互の協調性，
リ－ダ－シップ能力の習得

Ｅ　文化に通じ倫理観を持つ技術者をめざす

 

（出典 環境都市工学科及び建築学科資料）
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豊田工業高等専門学校 基準３ 
 

資料３－１－③－３

教育目標に対する各専攻の科目及び教員の配置（情報科学専攻） 

学校教育目標・学科教育目標・科目・担当教員関連表（情報科学専攻）

□ 論理回路設計（仲野） □ コンピュータアーキテクチャ応用（仲野）

□ センサ工学（松田） □ 応用情報システム（松田）

□ ソフトウェア工学（江﨑） □ コンパイラ（江﨑）

□ ディジタル信号処理（安藤） □ 情報ネットワーク論（竹下）

□ 先端技術特論（竹下） □ 人工知能応用（早坂）

□ インターンシップ（稲垣） □ 知識情報工学（早坂）

□ 特別研究（全教員） □ 特別研究（全教員）

□ 歴史学（中村） □ 数量経済分析（吉利）

□ 技術者倫理（松井・北野） □ 情報システム工学（吉岡）

□ 技術史（兼重・伊藤・荻野・今岡・大森・稲垣）

□ 環境保全（荻野）

□ 工業デザイン論（三島）

□ 解析力学（榎本） □ パターン情報処理（岡部）

□ 線形代数学（金井） □ 数値解析応用（江﨑）

□ 離散数学（米澤） □ 計算理論（米澤）

□ 量子力学（高村） □ 数理論理学（金井）

□ 生物化学（今） □ 言語理論（勝谷）

□ 信頼性工学（中島）

□ 応用解析学Ｉ（高村）

□ 応用解析学ＩＩ（勝谷）

□ 統計熱力学（大塚）

□ 情報科学実験（全教員） □ 情報科学実験（全教員）

□ 特別研究（全教員） □ 特別研究（全教員）

□ インターンシップ（稲垣）

□ 情報科学実験（全教員） □ 情報科学実験（全教員）

□ 特別研究（全教員） □ 特別研究（全教員）

□ 日本の言葉と文化（松浦） □ 総合英語ＩＩ（高橋）

□ 総合英語Ⅰ（鈴木） □ 上級英語表現（神谷）

□ 技術英語（松田）

□ コンピュータシステム（稲垣） □ 数量経済分析（吉利）

□ 先端技術特論（竹下） □ 技術史（兼重・伊藤・荻野・今岡・大森・稲垣）

□ インターンシップ（稲垣） □ 工業デザイン論（三島）

□ 日本の言葉と文化（松浦） □ 健康科学特論（高津）

□ 歴史学（中村）

□ 技術者倫理（松井・北野）⑤  世界の文化・歴史の中で，技術
が社会に与える影響を考え，自らの
責任を自覚し誇りを持つことのでき
る技術者の育成

倫理観をもって社会に与える影響を
正しく認識できる技術者としての能
力を修得させる

③  問題意識と考える力を持ち，自
ら学習することによる創造力と実践
力を備えた技術者の養成

与えられた問題を分析・モデル化
し，解決方法を立案し，その有効性
をコンピュータや測定装置を使って
確かめることができ，実験・実習で
培われた豊な体験と基礎理論の深
い理解との融合により，問題を的確
に把握し，問題解決手法を自ら立
案・推進でき，社会の多様なニーズ
に応えるコンピュータシステムを設
計・開発するためのデザイン能力を
有し，さまざまなデータに対して，コ
ンピュータを用いて実際に解析・処
理することができる技術者を育成す
る

④  科学的な分析に基づく論理的な
記述力，明解な口頭発表能力，十
分な討議能力及び国際的に通用す
るコミュニケーション能力の修得

英語によるコミュニケーション基礎
能力をもち，日本語を使った説得力
のある口頭発表や筋道を立てて報
告書を書くことができる技術者として
の能力を修得させる

①  社会の変化と要請を的確に捉
え，ものづくりを多面的に認識し，実
現可能なシステムを構築できる技術
者の養成

ハードウェアの基本動作を理論面
から解析できるとともに，ソフトウェ
ア的手法を利用してハードウェアを
設計でき，ソフトウェア開発におい
て，数理的理論に基づくスマートな
設計ができるとともに，ハードウェア
の基本動作を意識した設計が出
来，コンピュータネットワークの動作
を通信理論の観点から数理的に解
析できる高度な実践的技術者を養
成する

②  実験・実習で培われる豊かな体
験と基礎理論の深い理解との融合
から生まれるエンジニアリング基盤
の確立

現実の問題や未知の問題に対し
て，問題の本質を数理的に捉え，コ
ンピュータシステムを応用した問題
解決方法を多角的視野から検討す
ることができる能力を修得させる

学校教育目標 情報科学専攻の教育目標
専攻科課程(専攻科)　　科目名・担当教員

第１学年 第２学年

 

（出典 情報工学科資料）
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豊田工業高等専門学校 基準３ 
 

資料３－１－③－４

各専攻における非常勤講師を含む教員の専門分野と担当科目の間の整合性 

（電子機械工学専攻） 

氏　　名 専 門 分 野

中 島 正 貴 材 料 力 学 インターンシップ 技術英語 材料強度学 信頼性工学

洞 口 巌 精 密 加 工 機械設計工学

林 伸 和 塑 性 加 工 材料加工プロセス

兼 重 明 宏 シ ス テ ム 制 御 技術史 生産工学

長 谷 川 茂 雄 流 体 工 学 流れ学

近 藤 尚 生 油 圧 制 御 技術英語 油空圧システム工学

清 水 利 弘 材 料 力 学 インターンシップ 機能性材料学 技術英語

若 澤 靖 記 機 械 力 学 機械振動学

鬼 頭 俊 介 燃 焼 工 学 燃焼工学

小 谷 明 熱 ・ 流 体 工 学 流れ学

特別研究 電子機械工学特別実験

齋 藤 努 デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理 応用電子計測論 知識工学

西 澤 一 コンピュータ支援教育工学 電気英語コミュニケーションⅠ 電気英語コミュニケーションⅡ

塚 本 武 彦 超 伝 導 工 学 電磁気学

杉 浦 藤 虎 固 体 電 子 工 学 光電子デバイス

吉 岡 貴 芳 コンピュータ支援教育工学 技術英語 情報システム工学

犬 塚 勝 美 計 測 制 御 電子機械工学特別実験

大 野 亙 カ オ ス 現 象 インターンシップ 通信システム 電子回路論

伊 藤 和 晃 運 動 制 御 パワーエレクトロニクス論 技術史 計測制御工学

特別研究

大 塚 秀 昭 物 性 物 理 学 統計熱力学

松 浦 由 起 国 文 学 日本の言葉と文化

金 井 康 雄 数 学 基 礎 論 線形代数学

鈴 木 基 伸 英 語 教 育 総合英語I

高 橋 薫 英 語 学 総合英語Ⅱ

神 谷 昌 明 英 語 学 上級英語表現

勝 谷 浩 明 数 理 論 理 学 応用解析学Ⅱ

米 澤 佳 己 数 理 論 理 学 離散数学

高 津 浩 彰 ス ポ ー ツ 心 理 学 健康科学特論 生体情報論

高 村 明 ニ ュ ー ト リ ノ 物 理 学 応用解析学Ｉ 量子力学

北 野 孝 志 哲 学 （ 現 象 学 ） 技術者倫理

中 村 敦 子 歴 史 歴史学

今 徳 義 有 機 化 学 生物化学

榎 本 貴 志 表 面 科 学 解析力学

松 井 貴 英 （ 非 常 勤 講 師 ） 技術者倫理

専攻科課程（専攻科）担当科目

電子機械工学専攻

機 械 工 学 科 全 教 員

電 気 ・ 電 子 シ ス テ ム 工 学 科 全 教 員

 

（出典 H19 学校要覧，シラバスから作成）
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豊田工業高等専門学校 基準３ 
 

 

資料３－１－③－５

各専攻における非常勤講師を含む教員の専門分野と担当科目の間の整合性 

（建設工学専攻） 

氏　　名 専 門 分 野

伊 東 孝 岩 盤 力 学 岩盤力学 地盤工学実験

荻 野 弘 交 通 工 学 環境工学計測実験 技術史 環境保全 社会システム計画論

中 嶋 清 実 コ ン ク リ ー ト 工 学 構造工学実験 高機能コンクリート

野 田 宏 治 交 通 工 学 環境工学計測実験 環境都市ＣＡＤ演習 都市計画論

忠 和 男 構 造 工 学 インターンシップ 環境都市設計演習 構造工学実験

山 下 清 吾 環 境 水 文 学 国際技術表現 水文学

河 野 伊 知 郎 コ ン ク リ ー ト 工 学 技術英語

川 西 直 樹 構 造 工 学 環境都市設計演習 構造工学

原 田 英 治 水 工 学 水工学

小 林 睦 地 盤 工 学 地盤工学実験

特別研究

今 岡 克 也 建 築 構 造 技術史 建築学計測実験

加 藤 賢 治 建 築 構 造 計算力学

三 島 雅 博 建 築 史 建築デザイン史 建築学設計演習 工業デザイン論

大 森 峰 輝 都 市 計 画 インターンシップ 技術史 都市空間論 建築学設計演習

山 田 耕 司 建 築 構 造 技術英語 建築技術英語演習 構造設計論

竹 下 純 治 建 築 計 画 ファシリティマネジメント 建築学ＣＡＤ演習 地域施設設計論

鈴 木 健 次 建 築 環 境 工 学 建築学計測実験 建築環境工学論

前 田 博 子 住 環 境 学 居住地計画論 建築学ＣＡＤ演習

特別研究

新 任 教 員 建築材料論

大 塚 秀 昭 物 性 物 理 学 統計熱力学

松 浦 由 起 国 文 学 日本の言葉と文化

金 井 康 雄 数 学 基 礎 論 線形代数学

鈴 木 基 伸 英 語 教 育 総合英語I

高 橋 薫 英 語 学 総合英語Ⅱ

神 谷 昌 明 英 語 学 上級英語表現

勝 谷 浩 明 数 理 論 理 学 応用解析学Ⅱ

米 澤 佳 己 数 理 論 理 学 離散数学

高 津 浩 彰 ス ポ ー ツ 心 理 学 健康科学特論 生体情報論

高 村 明 ニュートリノ物理学 応用解析学Ｉ 量子力学

北 野 孝 志 哲 学 （ 現 象 学 ） 技術者倫理

中 村 敦 子 歴 史 歴史学

今 徳 義 有 機 化 学 生物化学

榎 本 貴 志 表 面 科 学 解析力学

松 井 貴 英 （ 非 常 勤 講 師 ） 技術者倫理

専攻科課程（専攻科）担当科目

環 境 都 市 工 学 科 全 教 員

建 築 学 科 全 教 員

建設工学専攻

 

（出典 H19学校要覧，シラバスから作成）
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資料３－１－③－６

各専攻における非常勤講師を含む教員の専門分野と担当科目の間の整合性 

（情報科学専攻） 

氏　　名 専 門 分 野

岡 部 直 木 画 像 処 理 パターン情報処理

松 田 文 夫 知 能 化 シ ス テ ム 計 測 制 御 センサ工学 応用情報システム 技術英語

竹 下 鉄 夫 パ タ ー ン 認 識 情報ネットワーク論 先端技術特論

仲 野 巧
組み込みシステムLSI/FPGA設

計
コンピュータアーキテクチャ応用 論理回路設計

稲 垣 宏 教 育 工 学 インターンシップ コンピュータシステム 技術史

安 藤 浩 哉 高周波超伝導エレクトロニクス ディジタル信号処理

早 坂 太 一 視 覚 認 知 人工知能応用 知識情報工学

江 﨑 信 行 数 値 解 析 コンパイラ ソフトウェア工学 数値解析応用

情報科学実験 特別研究

吉 利 用 邦 理 論 経 済 学 数量経済分析

大 塚 秀 昭 物 性 物 理 学 統計熱力学

松 浦 由 起 国 文 学 日本の言葉と文化

金 井 康 雄 数 学 基 礎 論 数理論理学 線形代数学

鈴 木 基 伸 英 語 教 育 総合英語I

高 橋 薫 英 語 学 総合英語Ⅱ

神 谷 昌 明 英 語 学 上級英語表現

勝 谷 浩 明 数 理 論 理 学 応用解析学Ⅱ 言語理論

米 澤 佳 己 数 理 論 理 学 計算理論 離散数学

高 津 浩 彰 ス ポ ー ツ 心 理 学 健康科学特論 生体情報論

高 村 明 ニ ュ ー ト リ ノ 物 理 学 応用解析学Ｉ 量子力学

北 野 孝 志 哲 学 （ 現 象 学 ） 技術者倫理

中 村 敦 子 歴 史 歴史学

今 徳 義 有 機 化 学 生物化学

榎 本 貴 志 表 面 科 学 解析力学

松 井 貴 英 （ 非 常 勤 講 師 ） 技術者倫理

情 報 工 学 科 全 教 員

専攻科課程（専攻科）担当科目

情報科学専攻

 

（出典 H19学校要覧，シラバスから作成）

 

（分析結果とその根拠理由）  

 専攻科の教育目標に対する各専攻の科目及び教員の配置や教員の専門分野と担当する科目の間の整

合性により，本校の専攻科の授業科目担当教員は適切に配置されていると判断される。 
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観点３－１－④： 学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置（例

えば，均衡ある年齢構成への配慮，教育経歴や実務経験への配慮等が考えられ

る。）が講じられているか。 

（観点に係る状況）  

本校教員の，学科別年齢構成,男女別・博士号取得者等について示したものを資料３－１－④－１

に示す。年齢構成については学科により状況が異なるが，教員全体では，年齢区分を 30～59 歳の 10

年ごとに区切ったとき概ね均衡ある年齢構成となっている。この均衡の取れた年齢構成を維持し広く

人材を求めるために公募制（資料３－１－④－２）を採用し，年齢制限，専門分野，担当科目等につ

いて，本校の教育目標に沿った人材を採用するように努めている。また本校教員の経歴について（資

料３－１－④－３），特に高専以外の勤務経験をまとめたものを資料３－１－④－４に示す。こうし

た多様な経歴を持った教員構成（とりわけ民間経験者 25 名）は，教育目標にある「ものづくりを多

面的に認識」したり，「技術が社会に与える影響を考える」上で，大きく寄与すると考えられる。ま

た「国際的に通用するコミュニケーション能力の習得」を目指して，英会話では外国人の非常勤講師

を採用している。 

さらに，本校では教員組織活性化のための措置として優秀教員評価制度を実施している。「教員顕

彰規則」により，教育活動，研究活動，学生指導，社会貢献，学校運営等に顕著な功績のあった者を

教員顕彰委員会で選考し決定している。顕彰は毎年行われ，顕彰結果は校内外に公表している。 
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資料 ３－１－④－１

 

 

人員配置状況（教育職員）（平成１９年４月１日）
※校長は除く

教員現員

定 定 定 定 定 のうち

員 男 女 員 男 女 員 男 女 員 男 女 男 女 員 男 女 号取得者

一般学科 13 11 2 11 8 1 1 2 1 0 0 0 0 0 25 21 4 14

機械工学科 4 4 0 6 4 0 0 2 0 1 1 0 0 0 11 11 0 8

（うち専攻科担当教員） (  ) (1) (  ) (  ) (1)

電気・電子システム工学科 5 5 0 5 4 0 0 1 0 1 0 0 1 0 11 11 0 10

（うち専攻科担当教員） (1) (  ) (  ) (  ) (1)

情報工学科 5 5 0 5 4 0 0 1 0 2 0 0 2 0 12 12 0 9

（うち専攻科担当教員） (1) (  ) (  ) (  ) (1)

環境都市工学科 5 4 0 4 5 0 0 0 0 2 2 0 0 0 11 11 0 9

（うち専攻科担当教員） (1) (  ) (  ) (  ) (1)

建築学科 4 4 0 5 3 0 0 0 1 2 1 1 0 0 11 8 2 6

（うち専攻科担当教員） (  ) (1) (  ) (  ) (1)

計 36 33 2 36 28 1 1 6 2 8 4 1 3 0 81 74 6 56

(単位：人）

講　師

現員

助教・助手 計

現員現員（助教）現員（助手）

教　授

現員

准教授

現員 博士

 

 

 

 

教員の年齢構成比（平成１９年４月１現在）

※校長は除く （年度末年齢）

　　～２９ ３０～３９ ４０～４９ ５０～５９ ６０～　　 計

一般学科 0 8 7 9 1 25

機械工学科 1 3 2 3 2 11

電気・電子システム工学科 1 2 5 1 2 11

情報工学科 0 3 4 4 1 12

環境都市工学科 0 5 1 4 1 11

建築学科 2 0 6 1 1 10

計 4 21 25 22 8 80  
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①専門学科（理系）

区  分 博士 修士 学士 計

教   授 22 0 0 22
准教授 15 4 0 19
講   師 2 3 0 5
助   教 3 2 0 5
助   手 0 3 0 3
合   計 42 12 0 54

②一般科目（理系）

区  分 博士 修士 学士 計

教   授 4 0 0 4
准教授 5 1 0 6
講   師 1 0 0 1
助   教 0 0 0 0
助   手 0 0 0 0
合   計 10 1 0 11

②一般科目（文系）

区  分 博士 修士 学士 計

教   授 0 8 1 9
准教授 2 1 0 3
講   師 2 0 0 2
助   教 0 0 0 0
助   手 0 0 0 0
合   計 4 9 1 14

教員の学位取得状況（平成１９年４月１日現在）

（准教授高専卒１名・・外数）

 理系　博士学位取得率：　５２／６５＝８０％

 文系　博士・修士学位取得率：　１３／１４＝９２．８％
 

 

（出典 庶務課資料）
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資料３－１－④－２

平成１９年 ４月１２日

関係機関の長 各 位 
豊田工業高等専門学校長               

末 松 良 一（公印省略）

教員の公募について 
 

拝啓 時下ますます御清祥のこととお喜び申し上げます。 
 さて、このたび本校では、下記の要領により教員を公募することになりました。 
つきましては、関係者へ御周知くださいますと共に、適任者の推薦についてよろしくお取り計らいく

ださいますようお願い申し上げます。 
敬具

記 
１．職名・人員  准教授または講師 １名 
２．所属学科  建築学科 
３．専門分野  建築材料・施工 
４．担当科目  建築材料、建築施工、建築材料実験、建築構造系科目など 
５．応募資格  次の（１）～（３）のすべてに該当する者 
（１）本校の教育および研究に強い意欲を持つとともに、学生指導に理解を持ち積極的に 

取り組める者 
（２）博士の学位を有する者、または平成１９年度内に博士の学位を取得できる者 
（３）着任時の年齢が３０歳から４０歳程度の者 

６．採用予定日  平成１９年１０月１日 
７．提出書類 
  （１）履歴書（市販用紙に研究歴、教育歴、学会、社会等における活動状況を本人自筆で記載、 

写真貼付、Ｅ－mail アドレスを記入） 
（２）研究業績一覧（学術論文、国際会議論文、口頭発表、受賞歴、特許等） 
（３）過去 5 年間の主要な論文の別刷り３編以内及び学位論文（修士論文でも可）の概要 
（４）着任後の教育と研究に関する抱負（2,000 字程度） 
（５）推薦書１通または人物を照会できる方２名の連絡先（氏名、所属、住所、電話、E-mail） 

８．応募期限  平成１９年７月２日（月） 必着 
９．選考方法  
（１）一次審査  書類審査 

 （２）二次審査  面接（面接の際の旅費は自己負担） 
          （書類審査合格者に対し、実施日時を連絡します。） 
10．提出書類送付先 

〒 471-8525 豊田市栄生町２－１ 
  豊田工業高等専門学校 庶務課 人事係  TEL : 0565-36-5903 

応募書類は、封書に「建築学科教員応募書類在中」と朱書きの上、簡易書留で 
郵送してください。なお、応募書類は返却いたしません。 

11．問合せ先 
 豊田工業高等専門学校 建築学科主任 今岡 克也 

TEL : 0565-36-5892（直通） E-mail: imaoka@toyota-ct.ac.jp 
12．その他 

応募者の個人情報は、豊田工業高等専門学校の教員を採用するという目的のためにのみ利用するも

のであり，第三者に提供または公表することはありません。  

（出典 庶務課資料）
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資料３－１－④－３

平成１９年　４月　１日現在
分
野 あり なし 他高専 大学 高校等 官公庁 民間 自営業 博士 修士 学士 その他
文 93468154 吉利　用邦 一般科目（経済） 教授 60 1 1 1
文 93470275 伊藤　一重 一般科目（国語） 教授 57 1 1 1
文 93470804 松浦　由起 一般科目（国語） 教授 56 1 1 1
文 93469164 深田　桃代 一般科目（英語） 教授 56 1 1 1
文 93470905 長岡　美晴 一般科目（英語） 教授 52 1 1 1
文 55011728 鈴木　基伸 一般科目（英語） 教授 52 1 1 1
文 93471511 髙橋　薫 一般科目（英語） 教授 50 1 1 1
文 93470376 神谷　昌明 一般科目（英語） 教授 49 1 1
文 93473935 伊藤　道郎 一般科目（保健体育） 教授 49 1 1 1
文 93474642 髙津　浩彰 一般科目（保健体育） 准教授 40 1 1
文 93478201 北野　孝志 一般科目（哲学） 准教授 39 1 1 1
文 93479110 中村　敦子 一般科目（歴史） 准教授 39 1 1 1 1
文 93479312 加藤　弓枝 一般科目（国語） 講師 33 1 1 1
文 93479918 加藤　貴英 一般科目（保健体育） 講師 32 1 1 1
理 93478504 柏谷　賢治 一般科目（数学） 教授 59 1 1 1 1
理 93478403 大塚　秀昭 一般科目（物理） 教授 57 1 1 1 1
理 93474541 金井　康雄 一般科目（数学） 教授 55 1 1 1
理 93471612 勝谷　浩明 一般科目（数学） 教授 46 1 1
理 93471006 米澤　佳己 一般科目（数学） 准教授 47 1 1
理 93475854 三浦　大和 一般科目（化学） 准教授 43 1 1 1
理 93477369 髙村　明 一般科目（数学） 准教授 40 1 1
理 93477773 今　徳義 一般科目（化学） 准教授 38 1 1 1
理 93477975 金坂　尚礼 一般科目（数学） 准教授 38 1 1
理 52050056 榎本　貴志 一般科目（物理） 准教授 37 1 1 1
理 93479615 小山　暁 一般科目（物理） 講師 34 1 1 1 1
理 52914904 洞口　巖 機械工学科 教授 61 1 1 1 1
理 93465326 中島　正貴 機械工学科 教授 58 1 1
理 51999715 林　伸和 機械工学科 教授 52 1 1 1 1
理 95411002 兼重　明宏 機械工学科 教授 43 1 1 1 1
理 93464316 長谷川　茂雄 機械工学科 准教授 61 1 1
理 93469770 近藤　尚生 機械工学科 准教授 55 1 1 1
理 93470501 清水　利弘 機械工学科 准教授 44 1 1
理 93476258 若澤　靖記 機械工学科 准教授 35 1 1
理 93474743 鬼頭　俊介 機械工学科 講師 39 1 1 1
理 93479716 小谷　明 機械工学科 講師 34 1 1 1
理 93480019 田中　淑晴 機械工学科 助教 29 1 1
理 93458232 後田　澄夫 電気・電子ｼｽﾃﾑ工学科 教授 60 1 1 1
理 93475046 小関　修 電気・電子ｼｽﾃﾑ工学科 教授 60 1 1 1
理 93474945 齋藤　努 電気・電子ｼｽﾃﾑ工学科 教授 54 1 1 1
理 93473127 西澤　一 電気・電子ｼｽﾃﾑ工学科 教授 49 1 1 1
理 1130562 塚本　武彦 電気・電子ｼｽﾃﾑ工学科 教授 46 1 1 1
理 93471107 杉浦　藤虎 電気・電子ｼｽﾃﾑ工学科 准教授 44 1 1
理 93474440 吉岡　貴芳 電気・電子ｼｽﾃﾑ工学科 准教授 42 1 1 1 1
理 93475147 犬塚　勝美 電気・電子ｼｽﾃﾑ工学科 准教授 40 1 1
理 93476864 大野　亙 電気・電子ｼｽﾃﾑ工学科 准教授 38 1 1 1
理 93477874 伊藤　和晃 電気・電子ｼｽﾃﾑ工学科 講師 32 1 1
理 93478302 髙木　宏幸 電気・電子ｼｽﾃﾑ工学科 助手 29 1 1
理 51980655 松田　文夫 情報工学科 教授 62 1 1 1 1
理 51988961 岡部　直木 情報工学科 教授 59 1 1
理 93468861 竹下　鉄夫 情報工学科 教授 58 1 1 1
理 93471713 仲野　巧 情報工学科 教授 50 1 1 1
理 93471814 稲垣　宏 情報工学科 教授 47 1 1 1
理 52579538 野村　保之 情報工学科 准教授 53 1 1 1 1
理 93471915 安藤　浩哉 情報工学科 准教授 43 1 1
理 1153763 早坂　太一 情報工学科 准教授 36 1 1 1
理 93476561 江﨑　信行 情報工学科 准教授 35 1 1
理 93472420 木村　勉 情報工学科 講師 42 1 1
理 93475248 灘　篤弘 情報工学科 助手 41 1 1
理 93478605 平野　学 情報工学科 助手 31 1 1 1
理 93455909 荻野　弘 環境都市工学科 教授 63 1 1 1
理 93456111 中嶋　清実 環境都市工学科 教授 59 1 1
理 93468053 野田　宏治 環境都市工学科 教授 52 1 1
理 93470400 伊東　孝 環境都市工学科 教授 46 1 1
理 93468558 忠　和男 環境都市工学科 准教授 54 1 1
理 93475450 山下　清吾 環境都市工学科 准教授 53 1 1 1 1 1
理 93474036 河野　伊知郎 環境都市工学科 准教授 39 1 1
理 93476157 川西　直樹 環境都市工学科 准教授 39 1 1 1
理 57435713 原田　英治 環境都市工学科 准教授 34 1 1 1
理 93478706 小林　睦 環境都市工学科 助教 34 1 1 1
理 93479009 松本　嘉孝 環境都市工学科 助教 31 1 1
理 93456010 加藤　賢治 建築学科 教授 60 1 1 1
理 93477167 大森　峰輝 建築学科 教授 50 1 1 1
理 52009031 今岡　克也 建築学科 教授 48 1 1 1 1
理 67465759 三島　雅博 建築学科 教授 48 1 1 1
理 52025239 竹下　純治 建築学科 准教授 46 1 1 1 1
理 93474238 鈴木　健次 建築学科 准教授 43 1 1 1
理 52036902 山田　耕司 建築学科 准教授 42 1 1 1 1
理 93474137 前田　博子 建築学科 講師 42 1 1
理 93480120 加藤　悠介 建築学科 助教 29 1 1
理 93478908 武田　紀子 建築学科 助教 29 1 1 1

51 29 4 23 9 3 25 0 3 56 22 1 1
80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80

63.8% 36.3% 5.0% 28.8% 11.3% 3.8% 31.3% 0.0% 3.8% 70.0% 27.5% 1.3% 1.3%

取　得　学　位
年齢現職種現係・講座漢字氏名個人番号

本　　校　　以　　外　　の　　経　　歴 海外
研究

多　様　な　背　景　を　持　つ　教　員　（　校　長　は　除　く　）

 
（出典 庶務課資料）
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資料３－１－④－４

教育職員の経歴の多様性（平成１９年４月１日現在）

あり なし 高専 大学
高校・専修
学校等

官公庁 民間企業 自営業

教授 28 7 2 10 8 2 13 0

准教授 15 14 1 10 1 1 7 0

講師 5 3 1 3 0 0 2 0

助教 2 3 0 0 0 0 2 0

助手 1 2 0 0 0 0 1 0

合計 51 29 4 23 9 3 25 0

延べ人数　　

本校以外での勤務経験 本校以外での勤務経験（内訳）

 

（出典 庶務課資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

年齢構成については学科によって若干の違いはあるものの，全体の状況としては概ね均衡ある構成

となっている。また教員の採用に当たっては公募制がとられ，教員の経歴についても他高専，大学，

高校，官公庁，民間企業，自営業等の経験者がおり，多様な経歴を持つ教員が確保されている。さら

に「教員顕彰制度」も設けられている。 

以上のことから，本校では，教員組織の活動を活性化するための適切な措置が講じられていると判

断される。 
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観点３－２－①： 教員の採用や昇格等に関する規定などが明確かつ適切に定められ，適切に運用

がなされているか。 

（観点に係る状況）  

教員の採用，昇任に関しては，豊田工業高等専門学校教員選考規則（資料３－２－①－１）があり，

それに基づき教員の採用，昇任及び非常勤講師の採用を行っている。 

常勤教員採用は学科主任が校長に申し出る。申し出に基づく募集要項には公募に必要な専門分野，

担当科目，応募資格（年齢，博士資格の有無等）を記載（資料３－１－④－２）し，提出書類として，

履歴書，教育・研究業績，主な著書・論文の概要，高専における教育・研究・学生指導に対する抱負

等を求める。これらを基に校長，三主事，専攻科長，当該学科主任・教授によって構成される教員選

考予備審査委員会（資料３－２－①－１）における書類審査を通じて，教育者としての適性等を審査

する。さらに教育上の能力を評価するため，面接，模擬授業あるいはプレゼンテーション等を行って

いる。この後，再度の教員選考予備審査委員会を経て教員候補適任者を人事に関する教授の会に推薦

し，その決議を経て校長が採用を決定する。 

昇任は学科主任が校長に申し出た後，教員昇任選考基準（資料３－２－①－２）に基づき教員選考

予備審査委員会（資料３－２－①－１）の審議を経て人事に関する教授の会の決議の上決定する。教

員選考予備審査委員会には，教員選考個人調書，著書・論文等一覧と概要（資料３－２－①－３）が

提出され，適格性等を審議する。教育上の能力については，昇任候補者として本校における教育経験

を有する者を推薦していることから，この間の学生による授業評価等により判断している。 

非常勤講師の採用においては，「非常勤講師の資格及び採用手続きについて」（資料３－２－①－

４）がある。非常勤講師の専門性や教育上の能力については，非常勤講師履歴書にある教育経験・実

務経験から判断している。一般科目非常勤講師は，ほとんどが高校や大学における教員あるいは教育

経験を有する者である。また企業や芸術上の実務経験を教育上の能力として認めている。一方，専門

科目担当の非常勤講師については，大学教員あるいは当該分野において優れた知識，経験，実績を持

つ企業技術者であることから，それらを専門性や教育上の能力として判断している。こうした選考の

後に，総務会議での承認を経て採用している。 
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資料３－２－①－１

 

豊田工業高等専門学校教員選考規則 

 

制  定  平成 14 年 ３月 １日

最終改正  平成 19 年 ４月 １日

 

（趣旨） 

第１条 豊田工業高等専門学校における教授，准教授，講師，助教及び助手（以下「教員」という。）

の任用に係る選考は，高等専門学校設置基準（昭和３６年文部省令第２３号）第１１条から第１４条

に規定する教員の資格並びに国立高等専門学校教員選考方針（昭和３７年３月３0 日文部大臣裁定）

に定めるもののほか，この規則の定めるところによる。 

（選考） 

第２条 教員の選考は，教員選考予備審査委員会（以下「委員会」 という。）の審査，並びに教授の

会の意向調査を経て校長が行う。 

第３条 教員の選考に当たつては，原則として公募により行うものとする。 

（委員会） 

第４条 校長は，教員選考の必要があると認めたとき又は一般学科若しくは専門学科（以下「学科等」

という。）の主任から申し出を受けその必要があると認めたときには，委員会を設置するものとす

る。 

２ 委員会は，教員選考方針及び公募方法等の審議並びに候補者の選考予備審査（以下「選考審査」と

いう。）を行い，その結果を校長へ報告するものとする。 

３ 委員会の構成は，次のとおりとする。 

一 校長 

二 教務主事，教授である学生主事及び寮務主事 

三 専攻科長 

四 当該教員選考に係る学科等の主任及び教授（一般学科においては，当該教員選考に係る教授４名

まで） 

４ 前項の規定にかかわらず，教授の退職等に伴う教員選考には，当該退職等予定者は構成員となるこ

とができない。 

５ 委員会に議長をおき，校長をもつて充てる。 

６ 議長は，委員会を招集する。ただし，議長に事故があるときは，議長があらかじめ指名する委員が

その職務を代行する。 

（第一次選考審査） 

第５条 委員会は，候補者から次の各号に掲げる書類を提出させ，書類による第一次選考審査を行う。

一 履歴書 

二 教育・実務業績調書 

三 研究業績調書 

四 著書・論文等の概要 

五 推薦書又はこれに準ずるもの 

六 その他委員会が必要と認めた書類 

２ 委員会は，前項の第一次選考審査に際し，校長が必要と認めるときは，校長が指名する当該教員選

考に係る学科等の准教授から意見を聴取することができる。 

 

（出典 規則集）
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 資料３－２－①－２

（出典 総務会議（H19.3.27）資料）
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資料３－２－①－３

 

                推  薦  書             

 

 

 

 

 

 

                       被推薦者 

                        現職名    氏    名 

 

 

 

 

 

 上記の者は，人物識見，研究業績，教授能力，学生指導能力等のいずれの面から考えましても 

 

（学 科 名・職 名）への（採用・昇任別）候補者として適格と考えられますので，連名の上， 

 

ここに推薦申し上げます。 

 

 格別の御配慮を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

 

 平成  年  月  日   

 （日付は教授の会開催日） 

 

                           推薦者 

                            教  授   氏    名  印 

                             （３名以上の教授の推薦） 

 

 

 

 

 

  末 松 良 一 校長  殿 
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第１号様式         推薦の経緯説明書 

 
 

 採用昇任の別   申請職名  
 

 学校名 

 

 豊田工業高等専門学校 
 

   氏    名  

 

  １  推薦の経緯 

  （１）研究上の評価 

       ・始めに学歴・職歴を略記 

       ・学位（博士・修士）論文の題目等を含む 

       ・研究分野（領域）及びその内容 

       ・学会等の評価 

       ・今後の研究上の期待性 

  （２）教授上・学生指導上の評価 

       ・学内各種委員会における活動状況及びその評価 

       ・学生の厚生補導上における状況及びその評価 

       ・課外活動上における指導状況及びその評価 

  （３）心身・人物上の評価及び採用・昇任職種への適格性 

 

  ２  その他特に記すべき事項 

       ・特許，賞罰等その他 

 

  ※ 上記の項目について，２枚程度にまとめること。 

 

                                         （ － ）  
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第２号様式 

 

教育・実務業績調書 
 
 

 採 用 ・ 昇 任 の 別              ○  ○  ※   学校名    豊田工業高等専門学校 

 ①  ふ り が な 

     氏     名 

                   男・女

 

 （昭和  年   月  日生    歳）

 

 現 住 所    

  豊田市栄生町２丁目１番地 

 

  栄生町宿舎○○号 

 採用又は昇任後の職名  ② 助教授         （○○学科） 

 現                職  ③  ○○学科講師 

 ④ 

 発令希望年月日

 

    平成  年  月  日 

 

 

 採用昇任後担当科目          

  ⑥ 

 

 最 終 学 歴     

 ○○○大学大学院○○研究科 

 ○○専攻博士課程前期課程修了 

 （昭和 年 月） 

 （指導教官名 ○○○○） 

 ⑤ 

 

 

 

 担 当 授 業 科 目 名           

 

 現 在 担 当 科 目          

  ⑦ 

 学位・称号

  ○○修士 

  （平成 年 月 日） 

  （取得大学  ○○○大学 ） 

 ⑨ 

 資格免許状

 

 ※ 

  教歴     年    月（   ．  ）

 

  職歴     年    月（   ．  ）

 ⑧ 

 

 

 

 教歴及び職歴の概要 

 昭和○○年○月～平成○年○月 

  ○○大学○○学部助手    （○年○月）

 平成○年○月～平成○○年３月 

  豊田工業高等専門学校○○学科講師 

                （○年○月）

 ⑩ 

 教歴及び職

 

 歴の年数 

  計      年    月（   ．  ）

 ⑪過去の選考等の状況   ※ 

 ⑫ 

 高等専門学校における 

 主事・主事補歴 

 

  平成○年４月～平成○年３月 寮務主事補  （○年） 

 ⑬ 

 

 

 

 上記以外の高等専門学 

 

 校における学生指導歴 

 

 等 

 

  平成元年４月～平成２年３月 紀要委員                                     （１年） 

 

  平成元年４月～平成４年３月, 平成５年４月～平成６年３月 レクリエーション委員（４年）

 

  平成６年４月～平成７年３月 教授法改善委員                               （１年） 

 

  平成８年４月～平成10年３月 指導教官                                      （２年） 

 

  平成９年４月～平成10年３月 国際交流委員                                 （１年） 

 

  平成５年４月～平成11年３月 ○○部副部長教官                          （６年） 

 

 

                                            （氏名       ） 

                          （２－１） 
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 氏  名    学校名    豊田工業高等専門学校 

 研  修  歴   平成 年 月 日～平成 年 月 日 高等専門学校情報処理教育担当者上級講習会 

 内地研究等   平成 年 月 日～平成 年 月 日  文部省内地研究員 

  （○○大学工学部：………に関する研究） 

 ⑭ 

 

 研修歴等 

 賞      罰   な し 

 ⑮ 

 教育・研究上の業績 

 

 （企業の各部門におけ 

 

   実践を含む。） 

 

 ⑯ 

 

 その他特記すべき事項 

 

  所属学会：○○学会，△△学会 

 

 

                                            （氏名       ） 

                          （２－２） 
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第３号様式 

研 究 業 績 調 書 
 
 

 学科名   申請職名   

 学校名 

 

 豊田工業高等専門学校 

 

 氏  名  

 整理 

 

 番号 

 

 発表年月 

 

  発 表 課 題 名             

 

    発表学会誌名等 

 単著・共

 

 著の別 

 使用 

 の有 

 無 

 

  備     考 

 西暦記入 

 

2002年1月 

2002年11月 

 

  次のように分類して作成の 

 こと。 

 

 （理工系の場合） 

 （１）学術論文等 

 （２）国際会議等 

      開催場所も記入 

 （３）紀要等 

 （４）著書等 

 （５）口頭発表・学会講演等 

 

 

 （人文社会系の場合） 

 （１）学術論文等 

 （２）紀要等 

 （３）著書等 

 （４）口頭発表・学会講演等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※  

 

                                         （ － ）  
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第４号様式 

 

                 著書・論文等の概要       
 
 

 学科名   申請職名   

 学校名 

 

 豊田工業高等専門学校 

 

 氏  名  

 整理 

 

 番号 

 

   発表年月 

 

   発 表 課 題 名             

 

    発表学会誌名等 

 

    備                考 

 ※     

   概  要（ 500～1,000字以内） 

 

 

 

 

共著の場合，最後に，次の文書を記入する。 

本稿において，氏名 は，                           を担当した。 
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資料３－２－①－４

 

平成  年  月  日 

校 長  殿 

学科主任        ○印 

 

非常勤講師の委嘱手続きについて（依頼） 

  このことについて、下記の者を当学科の非常勤講師として委嘱されたく、同人の履歴書を添付の 

うえ依頼します。 

記 

職名・氏名  

所属先住所  

現 住 所  

委 嘱 期 間 平成  年  月  日～平成  年  月  日まで 

講師の資格 （下記の該当する番号を記入すること） 

依頼先宛名  

従 事 内 容 担当科目(      ）週  回  時間（計  時間） 

補充の理由 □前任者（      ）氏の後任 □その他（   ） 

 

１ 非常勤講師の資格者は、次の各号の一に該当し、教育上の能力のある者。 

  一 博士の学位を有する者。 

  二 修士の学位を有する者。 

  三 大学において教授・助教授又は専任の講師の経歴のある者。 

  四 高等専門学校において教授・助教授又は講師の経歴のある者。 

  五 学士の学位を有する者で，大学又は高等専門学校において１年以上助手の経歴のある者。 

  六 準学士の称号を有する者で，高等専門学校において４年以上助手の経歴のある者。 

  七 高等学校において教諭の経歴のある者。 

  八 学士の学位を有する者にあっては５年以上，準学士の称号を有する者にあっては８年以上， 

学校，研究所，試験所，調査所等において教育若しくは研究又は工場その他の事業所において 

技術に関する業務に従事した者。 

  九 前各号に準ずると校長が認める者 

 
 

（出典 庶務課資料）
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（分析結果とその根拠理由）  

 本校では教員の採用・昇任に関しては，「教員選考規則及び教員の選考昇任基準」が，また非常勤

講師の採用に当たっては「非常勤講師採用基準」が定められている。これらの規定に基づいて，教員

の採用や昇格等が決定されている。これらの人材の教育上の能力については，教育実績，専門性，実

務経験等を考慮して判断している。 

以上のことから，本校の，教員の採用や昇格等に関する規定等は明確かつ適切に定められ，適切に

運用がなされていると判断される。 

 

 

観点３－２－②： 教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制が整備され，

実際に評価が行われているか。また，その結果把握された事項に対して適切な取

組がなされているか。 

（観点に係る状況）  

本校では，平成 15 年度から非常勤講師の担当科目を含む全科目（全クラス）について，学生によ

る授業評価アンケートを実施している。アンケートは前学期・後学期終了時に行い，それぞれについ

て「教員の自己評価・授業改善の方策」を校長に提出している。また，教員は「職務上の活動に関す

る自己申告書」を年度ごとに提出している。その中に「教育等の活動」がある。授業等の担当，FD

活動について自己評価し，申告している。加えて平成 18 年度後学期より，教員相互による公開授業

（資料３－２－②－１）や保護者の授業参観（資料３－２－②－２）を実施し，教育の質を高める努

力をしている。さらに教育改善推進室の主催で，教員の教育活動に関する資質向上に関する研修会や

講演会を実施している。 
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資料３－２－②－１

 

平成１８年度 授業聴講記録 

 

 

聴講

  

所属

 

教員名  学科  

 

授業 平聴講日  成    年    月    日 （   ） 第    限   

授 クラ業 名  ス  

担当 聴講 約 教員名  時間   分 

 

特によかったところ 

 

 

 

 

 

 

 

気がついたこと 感想など 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 記入はそれぞれ３点以内でお願いします。 

＊ クラスは１M、２E… のようにご記入ください。 

（出典 教育改善推進室資料）
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資料３－２－②－２

保護者への授業参観案内（機械工学科の例） 

（出典 学生課資料）
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（分析結果とその根拠理由）  

 学生による授業評価アンケートは実施から数年経過し，図書館及び学生課において学生にも公表

され定着している。教員は評価に対する対策を講じている。教育活動の自己評価も平成 16 年度から

実施している。 

以上のことから，本校では，教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制

は整備され，機能していると判断される。 

 

 

観点３－３－①： 学校において編成された教育課程を展開するに必要な事務職員，技術職員等の

教育支援者が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況）  

本校における事務職員及び技術職員，それぞれ「事務組織及び事務分掌規程」（資料３－３－①－

１）及び「技術部組織規程」（資料３－３－①－２）に基づいて組織されている。学生への教育支援

活動は，学生課教務係，学生支援係及び庶務課図書係並びに技術部が教務主事，学生主事及び図書館

長との連携を図りながら行っている。これらの事務分掌は本校事務分掌規程（資料３－３－①－１）

に定めるとおりである。 

例えば，学生課教務係には専任３名，非常勤１名，教育改善推進室に非常勤１名の職員がいる。教

務係では，カリキュラム編成，時間割編成，教務委員会等，教務関係の仕事を担当している。技術部

職員は，２グループに分かれ，技術長を含め 12 名の職員が教育支援に当たっている。一般学科での，

物理，化学等の実験，専門学科での実習，実験等の支援を行っている。加えて NHK ロボットコンテス

トやデザインコンペティション等への学生の参加を支援するとともに，科学研究費補助金への申請に

ついても積極的に行っている（資料３－３－①－３）。 

 

                                  資料３－３－①－１

 

豊田工業高等専門学校事務組織及び事務分掌規程 

 

制  定  平成10年４月１日 

最終改正  平成18年９月１日 

 第１章 総則 

（目的） 

第１条 この規程は，独立行政法人国立高等専門学校機構の組織に関する規則第５条第６項及び豊田工業高等 

専門学校学則第１０条の規定に基づき，豊田工業高等専門学校の事 務組織及びその所掌事務の範囲に関し 

必要な事項を定めるものとする。 

 第２章 事務組織 

（課長補佐等） 

第２条 学生課に課長補佐を置く。 

２ 課長補佐は，事務職員をもって充て，技術専門員及び技術専門職員は，技術職員をもつて充てる。 

３ 課長補佐は，上司の命を受け，課の所掌事務のうち高度の専門的知識又は経験を必要とする特定の分野の 

事務を直接処理する。 

（係） 
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第３条 庶務課，会計課及び学生課にそれぞれ次の係を置く。 

 庶務課 庶務係，人事係，研究協力係，情報企画係，図書係 

 会計課 総務係，経理係，用度係，施設係 

 学生課 教務係，入学試験係，学生支援係 

（係長，係等） 

第４条 係に係長を置き，必要に応じて主任を置くことができる。 

２ 係長及び主任は，事務職員又は技術職員をもつて充てる。 

３ 係長は，上司の命を受け，所属職員を指揮して，それぞれ担当の事務を処理する。 

４ 主任は，上司の命を受け，係の事務を処理する。 

５ 係員は，上司の命を受け，係の事務に従事する。 

 第３章 所掌事務  

（庶務課） 

第５条 庶務係においては，次の事務を行う。 

 一 庶務課内の総括及び連絡調整に関すること。 

 二 式典に関すること。 

 三 学則その他諸規程の制定及び改廃に関すること。 

 四 内地研究員に関すること。 

 五 職員の海外派遣及び外国人研究員の受け入れ等国際交流に関すること。 

 六 学術団体等の連絡に関すること。 

 七 自己点検・評価に関すること。 

 八 情報公開に関すること。 

 九 校長の秘書に関すること。 

 十 渉外に関すること。 

 十一 郵便物・公文書類の接受，発送及び校内における書類等の配送・回収に関すること。 

 十二 公印（会計機関及び学生課各種証明用の公印を除く。）の管守に関すること。 

 十三 郵便切手類の受け払いに関すること。 

 十四 要覧等刊行物の編集及び配布に関すること。 

 十五 所掌事務に関する調査，統計及び報告に関すること。 

 十六 非常勤講師の対応及び控室の管理に関すること（教務係の所掌に属するものを除く。）。 

 十七 各学科の物品供用簿・物品使用簿に関すること。 

 十八 その他，他の課及び庶務課事務で他の係の所掌に属さない事務に関すること。 

第６条 人事係においては，次の事務を行う。 

 一 教職員の任免，給与に関すること。 

 二 教職員の服務，労働時間及び休暇に関すること。 

 三 教職員の研修に関すること。 

 四 教職員の叙位，叙勲，栄典及び賞罰に関すること。 

 五 教職員の安全衛生に関すること。 

 六 教職員の出張に関すること。 

 七 教職員の災害補償に関すること。 

 八 退職手当に関すること。 

 九 教員の資格審査に関すること。 

 十 共済組合に関すること（出納事務を除く。） 

 十一 教職員の勤務成績の認定に関すること。 
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 十二 人事記録の作成及び保管に関すること。 

 十三 教職員の団体に関すること。 

 十四 名誉教授の称号に関すること。 

 十五 所掌事務に関する調査，統計及び報告に関すること。 

 十六 その他人事に関すること。 

第７条 研究協力係においては，次の事務を行う。 

 一 地域交流フォーラム及びセミナーの企画・実施に関すること。 

 二 地域連携ネットワークに関すること。 

 三 東海地区高専連携ネットワークに関すること。 

 四 技術情報の提供及び技術相談に係る事務に関すること。 

 五 産学連携等研究費（民間等との共同研究）の受入れに関すること。 

 六 研究助成金の応募申請に関すること。 

 七 科学研究費等の申請及び報告に関すること。 

 八 工業所有権の普及に関すること。 

 九 公開講座等の企画・実施に関すること。 

 十 地域の学習需要の調査及び分析に関すること。 

 十一 所掌事務に関する調査，統計及び報告に関すること。 

 十二 その他産学官民交流に関すること。 

第８条 情報企画係においては，次の事務を行う。 

 一 事務処理に係る電子計算機の利用に関する総括及び連絡調整に関すること。 

 二 事務情報化に係る諸規則に関すること。 

 三 事務情報化に係る企画及び研修に関すること。 

 四 事務情報化に係るシステムの開発及び運用に関すること。 

 五 事務情報化に係るセキュリティ対策に関すること。 

 六 事務情報化に係るネットワークに関すること。 

 七 所掌事務に関する調査，統計及び報告に関すること。 

 八 その他事務情報化の推進に関すること。 

第９条 図書係においては，次の事務を行う。 

 一 図書館資料の収集及び情報提供に関すること。 

 二 図書館資料の選択，受入及び更新に関すること。 

 三 図書館資料の整理及び保管に関すること。 

 四 図書目録の作成及び整備に関すること。 

 五 図書館資料の閲覧，貸出及び利用の案内に関すること。 

 六 図書館における参考奉仕（検索指導，読書相談等）に関すること。 

 七 図書館資料の相互利用（相互貸借，文献複写等）に関すること。 

 八 図書館資料の製本及び修理に関すること。 

 九 図書館資料の契約及び管理に関すること。 

 十 所掌事務に関する調査，統計及び報告に関すること。 

 十一 研究紀要の編集及び学術文献の交換に関すること。 

 十二 その他図書館資料の整理及び運用に関すること。 

（会計課） 

第１０条 総務係においては，次の事務を行う。 

 一 会計課内の総括及び連絡調整に関すること。 
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 二 会計の諸規程に関すること。 

 三 予算及び決算に関すること。 

 四 資産管理の総括事務に関すること。 

 五 物品管理の総括事務に関すること。 

 六 会計の監査に関すること。 

 七 会計機関の公印の管守に関すること。 

 八 契約及び支出の確認に関すること。 

 九 奨学寄附金，産学連携等研究費（庶務課の所掌に属するものを除く。）の受入れに関すること。 

 十 一般競争，指名競争参加者の資格審査に関すること。 

 十一 所掌事務に関する調査，統計及び報告に関すること。 

 十二 その他会計課事務で他の係の所掌に属さない事務に関すること。 

第１１条 経理係においては，次の事務を行う。 

 一 収入及び支出の月次決算及び年度末の決算に関すること。 

 二 現金，預金，貯金及びその他有価証券の出納に関すること。 

 三 小切手の保管及び振出交付に関すること。 

 四 資産の保管に関すること。 

 五 給与等の支給に関すること。 

 六 所得税等の徴収に関すること。 

 七 債権の管理に関すること。 

 八 預入れ，支払い及び計算証明に関すること。 

 九 科学研究費，委任経理金，産学連携等研究費の支出に関すること。 

 十 共済組合経費の出納に関すること。 

 十一 退職手当支給に関すること。 

 十二 所掌事務に関する調査，統計及び報告に関すること。 

 十三 教員別の旅費使用状況に関すること。 

 十四 その他経理に関すること。 

第１２条 用度係においては，次の事務を行う。 

 一 物品の管理に関すること。 

 二 物品の取得及び役務の契約に関すること。 

 三 寄附物品の受入れに関すること。 

 四 物品管理の計算証明に関すること。 

 五 不用物品の処分に関すること。 

 六 科学研究費，委任経理金，産学連携等研究費に係る契約に関すること。 

 七 所掌事務に関する調査，統計及び報告に関すること。 

 八 校内の警備，取締及び清掃，整備に関すること。 

 九 本校が所有する自動車の配車，整備に関すること。 

 十 教員別の予算使用状況（旅費を除く。）に関すること。 

 十一 その他用度に関すること。 

第１３条 施設係においては，次の事務を行う。 

 一 不動産の管理及び処分に関すること。 

 二 土地，建物の借入に関すること。 

 三 施設整備費及び営繕関係費の要求に関すること。 

 四 営繕工事の企画，設計及び施行に関すること。 
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 五 営繕工事の入札及び請負契約事務に関すること。 

 六 施設の立地計画，環境整備及び保全に関すること。 

 七 教職員の安全管理に関すること。 

 八 防火管理に関すること。 

 九 職員宿舎に関すること。 

 十 建物，電気，ガス，水道，電話，暖房施設等の維持保全に関すること。 

 十一 所掌事務に関する調査，統計及び報告に関すること。 

 十二 その他施設に関すること。 

（学生課） 

第１４条 課長補佐は，課長を補佐するとともに，次の事務を行う。 

 一 JABEEに関すること。（学生課の所掌に属するものに限る。） 

 二 教育改善に関すること。 

 三 教育課程の編成及び授業に係る専門的事項に関すること。 

 四 国際交流，外国人留学生の修学指導に関すること。 

 五 学生課諸規則の改廃に関すること。 

 六 学生のインターンシップ及び施設見学に関すること。 

 七 TAに関すること。 

 八 ＳＣＳ事業の運営及び実施に関すること。 

 九 ロボットコンテスト及びプログラミングコンテスト並びにデザインコンペテｨションに関すること。 

 十 教員顕彰に関すること。 

 十一 その他学生課内に係る事務のうち，重要な企画及び調査等に関すること。 

第１５条 教務係においては，次の事務を行う。 

 一 学生課内の総括及び連絡調整に関すること。 

 二 学生の修学指導に関すること。 

 三 教育課程の編成及び授業に関すること。 

 四 試験に関すること。 

 五 転入学・再入学・転科に関すること。 

 六 学生の学業成績の整理及び記録に関すること。 

 七 学生の学籍に関すること。 

 八 学位申請に関すること。 

 九 研究生，聴講生，科目等履修生に関すること。 

 十 学生の海外留学に関すること。 

 十一 教科用図書に関すること。 

 十二 教室等学生課所掌施設の貸与及び管理に関すること。 

 十三 教室，教具，教材の整備に関すること。 

 十四 学生の出席簿に関すること。 

 十五 証明書用の学生課内の公印の管守に関すること。 

 十六 非常勤講師の休講等教務に関すること。 

 十七 新入生オリエンテーションに関すること。 

 十八 大学編入学に関すること。 

 十九 所掌事務に係る諸証明に関すること。 

 二十 所掌事務に関する調査，統計及び報告に関すること。 

 二十一 その他学生課事務で課長補佐・他の係の所掌に属さない事務に関すること。 
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第１６条 入学試験係においては，次の事務を行う。 

 一 入学者の選抜に関すること。 

 二 学生募集及び学校見学会等に関すること。 

 三 所掌事務に関する調査，統計及び報告に関すること。 

 四 その他入学試験に関すること。 

第１７条 学生支援係においては，次の事務を行う。 

 一 学生の課外活動に関すること。 

 二 学生及び学生団体の指導監督に関すること。 

 三 学生の課外活動施設，厚生施設の管理運営及び事業に関すること。 

 四 学生に対する奨学金，経済援助に関すること。 

 五 入学料，授業料等の免除，徴収猶予に関すること。 

 六 学生に対する職業指導及び就職斡旋に関すること。 

 七 スキー教育，交通安全教育，合宿研修に関すること。 

 八 学生の保健管理及び保健施設の管理運営に関すること。 

 九 日本スポーツ振興センター及び学生災害に関すること。 

 十 学生相談に関すること。 

 十一 学生の表彰及び懲戒に関すること。 

 十二 豊田高専広報に関すること。 

 十三 学生の自動車，二輪車及び自転車の校内駐車に関すること。 

 十四 学生旅客運賃割引証等に関すること。 

 十五 学寮の管理運営に関すること。 

 十六 食堂の管理運営に関すること。 

 十七 寮生の保健衛生及び栄養管理に関すること。 

 十八 学生の入退寮に関すること。 

 十九 学寮の宿日直に関すること。 

 二十 所掌事務に係る諸証明に関すること。 

 二十一 寮生の郵便物等に関すること。 

 二十二 寮生の訓育指導に関すること。 

 二十三 所掌事務に係る諸証明に関すること。 

 二十四 所掌事務に関する調査，統計及び報告に関すること。 

 二十五 その他学生の厚生補導及び学寮に関すること。 

   

（出典 規則集）
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資料３-３-①－２

 

豊田工業高等専門学校技術部組織規程 

 

制  定  平成 14 年４月１日 

最終改正  平成 18 年４月１日 

（趣旨） 

第１条 この規程は，豊田工業高等専門学校学則第 11 条の規定に基づき，豊田工業高等専門 

学校（以下「本校」という。）技術部の組織及び運営等に関し，必要な事項を定める。 

（設置） 

第２条 本校における高度技術専門教育を推進し技術教育支援体制を強化するため，技術部 

を置く。 

２ すべての教員は，技術職員より等しく教育（及び研究）支援を受けることができる。 

３ 教員は，技術職員（施設系を除く「以下同じ」。）の資質の向上に努力しなければなら 

ない。 

（業務） 

第３条 技術部は，次の各号に掲げる業務を行う。 

一 各学科における技術教育の支援に関すること。 

二 専攻科における技術教育の支援に関すること。 

三 マルチメディア情報教育センター，材料・構造物疲労試験センター，地域共同テクノ 

センター，ものづくりセンター（以下「共同利用施設」という）における技術教育の支 

援に関すること。 

四 技術職員の養成に関すること。 

五 技術教育の研究・開発に関すること。 

六 産学官共同の技術開発・研究支援に関すること。 

七 公開講座等への技術支援に関すること。 

八 技術の継承・保存に関すること。 

九 全校的技術支援に関すること。 

十 その他技術部長が必要と認めた業務。 

（技術グループ） 

第３条 技術部に前条の業務を円滑に遂行するため，第１技術グループ及び第２技術グルー 

プを置く。 

２ 各技術グループの業務及び構成員は，別に定める。 

（組織） 

第５条 技術部に次の職員を置く。 

一 技術部長 

二 技術長 

三 技術グループ長 

四 技術職員 
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２ 技術部長は，本校の教授の中から校長が任命する。 

３ 技術長，技術グループ長は，技術職員の中から校長が任命する。 

４ 技術部長は，校長の命を受けて，技術部の業務を統括する。 

５ 技術長は，上司の命を受けて，各技術グループを統括するとともに，所属する技術グル 

ープの業務を行う。 

６ 技術グループ長は，技術長を補佐し，技術グループを統括するとともに，技術グループ 

の業務を行う。 

７ 技術職員は，上司の命を受けて，技術グループの業務を行う。 

（運営委員会） 

第６条 技術部の円滑な運営を図るため，技術部運営委員会（以下「委員会」という。）を 

置く。 

２ 委員会に関する事項は，別に定める。 

（雑則） 

第７条 この規程に定めるもののほか，技術部に関する必要な事項は，別に定める。 

 

（出典 規則集）

 

資料３-３-①－３

所　　属 職 氏　　名 所　　属 職 氏　　名 部 専門分野

技　術　部
技術専門員
技術長

河合光久 機械 教授 山口健二 自然科学 工学Ⅰ
初心者のための安全・安心で各種工作機械を活用でき
る
学習システムの構築

第一技術グループ
技術専門職員
グループ長

林　 秀樹 自然科学 工学Ⅰ 低学年用基礎加工マニュアル作成

第一技術グループ 技術専門職員 宮川金三 機械 教授 洞口　巌 自然科学 工学Ⅰ 介護者の負担を軽減するために使われる機器製作

第一技術グループ 技術専門職員 小林　正
建築
建築

教授
教授

今岡克也
三島雅博

自然科学 工学Ⅲ 学生のための教育支援用管理システムの構築

第一技術グループ 技術専門職員 後野昭次 機械 教授 山口健二 自然科学 工学Ⅰ
はめあい寸法公差の設計基準の製作とはめあい体験
学習システムの構築に関する研究

第一技術グループ 技術専門職員 北畠正巳 環境 教授 荻野　弘 自然科学 工学Ⅴ
実験室に適した安全標識の立案と設置効果に関する
調査研究

第一技術グループ 技術職員 中根秀治 自然科学 工学Ⅱ 三角停止板用にＬＥＤを用いた表示装置の製作

第二技術グループ
技術専門職員
グループ長

杉藤哲正 電気・電子 教授 後田澄夫 自然科学 工学Ⅱ
低学年における創造力育成を目指した多面的実験
教材の開発

第二技術グループ 技術専門職員 渡辺正人 電気・電子 教授 後田澄夫 自然科学 工学Ⅱ
電気・情報系学生の対するイメージトレーニングによる
実践的創造性向上の研究

第二技術グループ 技術専門職員 佐々木宣孝 自然科学 工学Ⅱ
ブレッドボードに直結できるものづくり教育用教材の
開発に関する研究

第二技術グループ 技術職員 加藤慶尚 情報 教授 竹下鉄夫 自然科学 工学Ⅱ
高速電力線通信を利用した貸し出し電気機器管理
装置の試作

第二技術グループ 技術職員 田邊　渉 機械 教授 中島正貴 自然科学 物理学
低学年物理実験における連続性に着目した学生の関心
向上への新たな取り組み

平成19年度科学研究費補助金（奨励研究）申請一覧　　　　　技術部

申　　　　請　　　　者 推薦者・指導者 審査希望部門
研　　究　　課　　題

（出典 技術部資料）
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（分析結果とその根拠理由）  

 教育支援のため事務職員及び技術職員を配置し，資料３－３－①－１に示すような事務分掌に基

づく支援を組織的に行っている。特に技術職員は実験・実習の直接的な教育支援を行っている。こ

れは教育目標にある「実験・実習に培われる豊かな体験」に大きく寄与している。 

 以上のことから，本校では，教育課程を展開するに必要な事務職員，技術職員等の教育支援者は

適切に配置されていると判断される。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・ 教員の授業評価において，各学期に全科目について学生のアンケートを実施し，それに対して

教員は改善策を校長に提出し，次回より改善策に沿って講義を実施するようにしている。また，

教員相互による公開授業，保護者による授業参観も実施し，教育改善に努めている。 

・ 技術職員が NHK ロボットコンテストやデザインコンペティション等への学生の参加支援や科学

研究費補助金への申請に積極的に取り組んでいる。 

 

（改善を要する点）  

 該当無し 

 

（３）基準３の自己評価の概要 

本校における教育の目的を達成するための，一般科目担当教員の配置，専門科目担当教員の配置及

び専攻科科目担当教員の配置は，それぞれ研究・教育実績，実務経験に基づく専門性を生かして，適

正に行われている。 

教員の活動を活性化する措置として，公募制による専門性や年齢構成への配慮，教員顕彰制度と顕

彰者の校内外への公表等を行っている。本校は多様な経歴を持った教員で構成されており，こうした

ことは教育目標達成に向けて大きく寄与すると考えられる。 

教員の採用については，広く有能な人材を確保するため公募制を採用し，厳正な選考に当たってい

る。昇格についても，学内の規定に従って，適正に行われている。 

教員の教育活動に関する評価は，年２回の学生による授業評価アンケート，年度ごとの教員自身に

よる「職務上の活動に関する自己申告書」により行われている。教員同士による授業参観，保護者の

授業参観も行われ，教育の質を高める努力がなされている。 

教育課程を展開するのに必要な事務職員，技術職員については，それぞれの事務分掌に従って，適

正に配置されており，効果的な教育支援を行っている。 

以上のことから，本校における教員の教育活動に対する活性化への措置，定期的な評価を可能とす

る体制及びそれを支援する職員の配置が適切に行われており，機能していると考えられる。 
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基準４ 学生の受入 

（１）観点ごとの分析 

観点４－１－①： 教育の目的に沿って，求める学生像や入学者選抜（例えば，準学士課程入学者

選抜，編入学生選抜，留学生選抜，専攻科入学者選抜等が考えられる。）の基本

方針などが記載された入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）が明確に定

められ，学校の教職員に周知されているか。また，将来の学生を含め社会に公表

されているか。 

（観点に係る状況）  

本校の入学者選抜には以下の三つがあり，準学士課程１年次入学生，準学士課程４年次編入学生，

専攻科入学生に対してアドミッションポリシーを定めている（資料４－１－①－１）。 

これらは，平成19年度入学生向けの学生募集要項や本校のホームページの中で，入試情報として本

校教職員及び社会一般に公開している（資料４－１－①－２）。 

 

 

資料４－１－①－１ 

【本科のアドミッションポリシー】 

本校においては、一般教育、専門教育を十分理解できる能力、特に、数学と理科に優れた

能力を持つ生徒を受け入れます。推薦選抜では、これに加え、ものづくりに興味を抱く生

徒、並びに、生徒会、スポーツ、ボランティア等の活動や海外生活などの経験を通して育

まれたリーダーシップ等、さまざまな能力を有している多様な生徒を受け入れます。 

 

【編入学試験のアドミッションポリシー】 

本校本科の第４学年への編入学に際しては、本校の第３学年までの一般教育、専門教育な

どの教育課程を修了したと同等の能力を持つ者であることを確認し、かつ、本校の教育目

標を理解し、入学後、それに向かって鋭意努力する意志を持った優れた学生を受け入れま

す。 

 

【専攻科のアドミッションポリシー】 

専攻科においては以下の学生を受け入れます。 

 1. 自然科学や工学の基礎を身につけており、先端的技術を学ぶ意欲のある人 

 2. 自主性と創造性を発揮し、さまざまな問題を解決する意欲のある人 

 3. 国際的コミュニケーション能力の基礎を身につけている人 

 

（出典 学生募集要項） 
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資料４－１－①－２

 

（出典 入試情報・アドミッションポリシー(Webページ)）

 

また，毎年本校の全教員が県下のほぼすべての中学校を訪問し，教育方針を中学校の進路指導関係

者に説明するとともに，本校の教務関係者が県下の各地域で学校説明会（資料４－１－①－３）を開

催して中学生やその保護者に説明している。年度毎に「中学生のみなさんへ」（簡易版：PR パンフ

レット）を約７万部作成し，愛知県下の公立中学校３年生に配付している（資料４－１－①－４）。 

本校の教職員（非常勤を含む）へのアドミッションポリシーの周知に関しては，平成 18 年 12 月に

アンケート調査を行っており，その結果（資料４－１－①－５）によれば，76％の教職員が「知って

いる」あるいは「概ね知っている」と回答しており，教職員への周知はなされている。 

一方，専攻科へ進学する潜在的な学生である準学士課程の学生に対する「アドミッション・ポリシ

ーの周知アンケート」（平成 18 年 12 月及び平成 19 年５月）の結果（資料４－１－①－６，７）に

よれば，平成 18 年 12 月のアンケートでは，アドミッション・ポリシーについて，657 名（68％）の

学生（本科）が「知らない」と回答している。３分の２の学生が認知していないことは問題であると

考え，改めて平成 19 年度の指導教員会議等で教育目標の認知も含め周知することを確認し，平成 19

年５月に改めてアンケートを実施したところ，66％の学生が「知っている」もしくは「概ね知ってい

る」と回答した。こうしたことから，アドミッション・ポリシーに関して，一応の周知が図られたも

のと考えられる。 
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資料４－１－①－３

 

（出典 平成 18 年度学校説明会開催日程）
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資料４－１－①－４

 

中学生向けパンフレット（簡易版）「中学生のみなさんへ」配布先一覧 

 

愛知県下 公立中学校  413 校 （全県下）（PR パンフレット 3 学年全生徒分送付）（70,660 部）

愛知県下 国立中学校    3 校 （全県下）（PR パンフレット 10 部送付）             （30 部）

愛知県下 私立中学校   21 校 （全県下）（      〃      ）           （210 部）

静岡県下 中学校  162 校 （静岡市以西）（      〃      ）          （1620 部）

岐阜県下 中学校 13 校（多治見市・土岐市）（PR パンフレット 3 学年全生徒分送付）(1830 部) 

岐阜県下 中学校      40 校 （東濃地方中心） （PR パンフレット 10 部送付）      （400 部）

三重県下 中学校      16 校 （桑名市付近）  （      〃      ）     （160 部）

長野県下 中学校      49 校 （飯田・木曽地方）（      〃      ）    （490 部）

        計  ７１７校  （75,400 部） 

（出典 平成 18 年 6 月 16 日付原義書）

 

資料４－１－①－５

アドミッション・ポリシーに関する周知アンケート（平成 18 年 12 月） 

 

（出典 認証評価ワーキンググループ会議（平成 19 年 1 月 12 日）資料）
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資料４－１－①－６

アドミッション・ポリシーに関する周知アンケート（平成 18 年 12 月） 

 

準学士課程現員 1,070 名中 966 名回答 

（出典 認証評価ワーキンググループ会議（平成 19 年 1 月 12 日）資料）
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資料４－１－①－７

アドミッション・ポリシーに関する周知アンケート（平成 19 年 5 月） 

アドミッションポリシーの認知度（学生全体）

概ね知っている

41%

知らない

33%

無回答

1% 知っている

25%

知っている

概ね知っている

知らない

無回答

 

 

全学生現員 1,190 名中 1,069 名回答 

（出典 学生アンケート集計結果（H19.5.23））
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（分析結果とその根拠理由）  

アドミッション・ポリシーは，準学士課程入学者選抜，編入学生選抜及び専攻科入学者選抜に対し

て本校の教育の目的に沿って明確に定められており，それが学生募集要項，Webページ等で公開され

ていることから，将来の学生を含めた社会一般に公表されていると考えられる。 

また，アンケート結果から教職員への周知や準学士課程学生への専攻科アドミッション・ポリシー

の周知もされていると判断される。 

 

 

観点４－２－①： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿って適切な学生の受入方法

が採用されており，実際の入学者選抜が適切に実施されているか。 

（観点に係る状況）  

準学士課程入学者選抜では定員の約 30％を「推薦による選抜」で，残りの約 70％を「学力検査に

よる選抜」で入学させている。特に「推薦による選抜」では「一般教育，専門教育を十分理解できる

能力，特に，数学と理科に優れた能力を持つ生徒，ものづくりに興味を抱く生徒，並びに，生徒会，

スポーツ，ボランティア等の活動や海外生活等の経験を通して育まれたリーダーシップ等，さまざま

な能力を有している多様な生徒」を受け入れるというアドミッションポリシーに従い，３名の教員に

よる面接試験を行い，調査書に記載された推薦理由や内申点等を考慮して選抜している。面接試験で

は，「志望理由」「中学校生活」「ものづくりへの興味」及び「自己ＰＲ（リーダーシップ）」等に

ついて質問している。 

また，学力検査による選抜においては，「一般教育，専門教育を十分理解できる能力，特に，数学

と理科に優れた能力を持つ生徒」を受け入れるというアドミッションポリシーに従い，内申点と学力

検査の総合判定によって選抜を行っている。なお「特に，数学と理科に優れた能力をもつ生徒」を受

け入れるというアドミッション・ポリシーに従い，各選抜においては「数学」と「理科」の内申点に

重みを付して評価している。 

準学士課程入学者選抜では，平成 19 年度入学生向けの学生募集要項及び本校のホームページの入

試情報（資料４－２－①－１）により選抜方法を開示しており，その詳細に関しては，本校の各教員

による県下の中学校への訪問（資料１－２－②－８）及び本校の教務関係者による県下の各地域での

説明会（資料４－１－①－３）の開催を通して説明している。 
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資料４－２－①－１

準学士課程入学者選抜方法 

平成 19 年度 学生募集要項 

推薦による入学者の選抜（推薦選抜） 

1. 出願資格 

推薦入学を志願できる者は，学業・人物とも優秀で，次の各条件に校長の推薦を得た者とし 

ます。 

(1) 平成 19 年 3 月に中学校卒業見込みの者 

(2) 当該学科を志望する動機・理由等が明確・適切である者 

(3) 第 3 学年の成績が学年の上位 15%以内の者又は課外活動，生徒会活動，ボランティア活動，

海外生活経験等に優れた実績を有する者 

 

学力検査による入学者の選抜（学力検査選抜） 

1. 出願資格 

学力検査を志願できる者は次のいずれかに該当する者とします。 

(1) 中学校を卒業した者 

(2) 平成 19 年 3 月に中学校卒業見込みの者 

(3) 中学校卒業と同等以上の学力があると認められた者（学校教育法施行規則第 63 条各号の 

一に該当する者） 

 

学力検査 

ア. 学力検査は筆答試験とし，出題する教科は，理科，英語，数学，国語及び社会の５教科と 

します。 

イ. 検査日時 平成 19 年２月 18 日(日) 

教科 時間 場所 

理科 9 時 30 分 ～ 10 時 20 分

英語 10 時 40 分 ～ 11 時 30 分

数学 11 時 50 分 ～ 12 時 40 分

国語 13 時 30 分 ～ 14 時 20 分

社会 14 時 40 分 ～ 15 時 30 分

豊田工業高等専門学校 

（豊田市栄生町 2 丁目 1 番地） 

（出典 平成19年度学生募集要項(Webページ)）

 

工業高校あるいは普通高校等から準学士課程４学年へ入学を希望する学生に対する編入学者選抜で

は，高等学校を卒業した者もしくは卒業見込みの者を主として対象とし，学力検査，調査書及び面接

の結果を総合した選抜を行っている。 

筆記試験で行われる学力検査の科目（範囲）は「本校の第３学年までの一般教育，専門教育等の教

育課程を修了したと同等の能力を持つ者」を受け入れるというアドミッションポリシーに従い，全５

学科ともに，国語（国語総合・国語表現Ｉ），数学（数学Ⅰ・数学Ⅱ），英語（英文読解）を実施す
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る。この他に建築学科を除く４学科では，専門科目（各学科の専門分野における基礎的事項とその応

用）及び物理（物理Ｉ・物理Ⅱ）について，どちらかを受験時に選択する。建築学科では，専門科目

のみを受験する。また，TOEIC（IP 含む）400 点以上の者は英語科目の学力検査を免除する。面接に

おいては，「本校の教育目標を理解し，入学後，それに向かって鋭意努力する意志を持った優れた学

生」を受け入れるというアドミッションポリシーに沿った事項を確認している。ここでも，平成 19

年度入学生向けの学生募集要項及び本校のホームページの入試情報（資料４－２－①－２）にて選抜

方法を開示している。 

 

資料４－２－①－２

準学士課程編入学者選抜方法 

平成 20 年度 編入学生募集要項 

出願資格 

次の各号のいずれかに該当する者とします。 

(1) 高等学校を卒業した者又は平成２０年３月卒業見込みの者 

(2) 高等学校卒業程度認定試験に合格した者 

(3) 外国において，学校教育における１２年の課程を修了した者又は平成２０年３月修了 

見込みの者 

 

選抜方法 

入学者の選抜は，学力検査，調査書及び面接の結果を総合して行います。 

(1) 学力検査科目及び範囲（学力検査は筆答試験とします。） 

学 検 出 備 科  査科目 題範囲 考 

国 国   語 語総合及び国語表現Ⅰ 

数 数   学 学Ｉ・数学 II 

英
英 T

の
 語 

文読解（辞書持込不可） OEIC（ＩＰ含む）400 点以上

者は学力検査免除 

①
機

の
専門科目 

械工作，機械設計について

基礎的事項及びその応用 

機

②
物

及

受

械工学科 

物 理 
理Ｉ（運動とエネルギー）

び物理Ⅱ（力と運動） 

験時に①又は②を選択 

国 国   語 語総合及び国語表現Ⅰ 

数 数   学 学Ｉ・数学 II 

英
英 T

の
 語 

文読解（辞書持込不可） OEIC（ＩＰ含む）400 点以上

者は学力検査免除 

①

電

回

及

専門科目 

気基礎（電気と磁気，電気

路）についての基礎的事項

びその応用 

電

シ

工

② 物

受

気・電子

ステム 

学科 

物 理 理Ｉ（運動とエネルギー）

験時に①又は②を選択 
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及び物理Ⅱ（力と運動） 

国 国   語 語総合及び国語表現Ⅰ 

数 数   学 学Ｉ・数学 II 

英
英 T

の
 語 

文読解（辞書持込不可） OEIC（ＩＰ含む）400 点以上

者は学力検査免除 

①

電

グ

（

－

の

専門科目 

子情報技術，プログラミン

技術，ハードウェア技術

論理回路，プログラミング

言語はＣ言語－）について

基礎的事項及びその応用 

 

情

②
物

及

受

報工学科 

物 理 
理Ｉ（運動とエネルギー）

び物理Ⅱ（力と運動） 

験時に①又は②を選択 

国 国   語 語総合及び国語表現Ⅰ 

数 数   学 学Ｉ・数学 II 

英
英 T

の
 語 

文読解（辞書持込不可） OEIC（ＩＰ含む）400 点以上

者は学力検査免除 

①
土

て
専門科目 

木基礎力学及び測量につい

の基礎的事項及びその応用 

環

工

②
物

及

受

境都市 

学科 

物 理 
理Ｉ（運動とエネルギー）

び物理Ⅱ（力と運動） 

験時に①又は②を選択 

国 国   語 語総合及び国語表現Ⅰ 

数 数   学 学Ｉ・数学 II 

英
英 T

の
 語 

文読解（辞書持込不可） OEIC（ＩＰ含む）400 点以上

者は学力検査免除 建

専

建

建

項

 

築学科 

門科目 

築計画，建築構造設計及び

築構造についての基礎的事

及びその応用 

（出典 平成 20 年度編入学生募集要項(Web ページ)）

 

専攻科入学者選抜は，高等専門学校を卒業した者と卒業見込みの者を主として，他に募集要項（資

料４－２－①－３）に記された同等の資格を有する者を対象に，推薦，学力試験による選抜（前期，

後期）及び社会人特別選抜によって行われている。 

学力試験による選抜（前期，後期）の試験科目は「自然科学や工学の基礎を身につけている」学生

を受け入れるというアドミッションポリシーに従い，その確認のために数学（100 点）と専門科目

（200 点）について実施している。また「国際的なコミュニケーション能力の基礎を身につけてい

る」かどうかの確認のため英語試験を行なうが，TOEIC（IP 含む）400 点以上の者については学力検

査を免除している。 

推薦による選抜は，高等専門学校の学校長が成績・人物ともに優れていると認めて推薦する卒業見

込みの者が対象となり，調査書及び面接の結果を総合した選抜を行う。 
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社会人特別選抜は高等専門学校または同等以上の教育課程を卒業した者で，社会人としての経験を

１年以上有する者が対象となり，書類審査，専門に関する論述試験，面接の結果を総合した選抜を行

う。 

上記すべての選抜試験において面接が行なわれており，「自主性と創造性を発揮し，様々な問題を

解決する意欲」及び「先端的技術を学ぶ意欲」をもつ学生を受け入れるというアドミッションポリシ

ーに従い，それらを確認するための事項について質問している。 

 

資料４－２－①－３

専攻科課程入学者選抜方法 

平成 20 年度 専攻科学生募集要項 

1. 選抜方法 

(1) 推薦による選抜 

(2) 学力試験【前期】【後期】による選抜 

(3) 社会人特別選抜 

 

2. 推薦による選抜 

(1) 出願資格 

平成２０年３月に高等専門学校を卒業見込みの者で，学校長が成績・人物ともに優れている 

と認めて推薦する者とします。 

(3) 選抜の方法 

書類審査，面接及び健康診断の結果を総合して行います。 

 

3. 学力試験【前期】による選抜 

(1) 出願資格 

次の各号のいずれかに該当する者とします。 

 高等専門学校を卒業した者又は平成２０年３月卒業見込みの者 

 短期大学を卒業した者又は平成２０年３月卒業見込みの者 

 専修学校の専門課程を修了した者又は平成２０年３月修了見込みの者のうち学校教育法 

第８２条の１０の規定により大学に編入学することができるもの 

 外国において，学校教育における１４年の課程を修了した者又は平成２０年３月修了見 

込みの者 

 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該 

外国の学校教育における１４年の課程を修了した者 

 本校の専攻科が，高等専門学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者 （志願 

しようとする場合は，「個別の入学資格審査」を行うので，学生課教務係へお問い合わせ 

ください。） 

 

(3) 選抜の方法 

学力試験，面接（専門科目に関する口頭試問を含む。），健康診断の結果及び出身学校長か 
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らの調査書の内容を総合して行います。 

(4) 選抜検査の試験科目、日時及び場所 

A. 学力試験科目 

一般科目 英語，数学（微分・積分，微分方程式，線形代数） 

※ TOEIC テスト 400 点以上を得ている者は，学力試験「英語」を免除します。TOEIC テスト 

（国際コミュニケーション英語能力テスト，または，ＩＰテスト）を受験し，400 点以上を得 

ている者は，出願時に公式認定証（写）または，ＩＰテストにおける「個人成績表」の（写） 

を提出し，受験時に公式認定書等を持参してください。但し，不携帯の者は，「英語」科目が 

免除されません。 

専門科目 

専 出 攻 名  題 科 目 

電

電

機

 

こ

子機械工学専攻 

気・電子系：電気磁気学，電気回路，電子工学，制御工学 

 械 系：工業力学，熱力学，水力学，材料力学，機械工作法 

のうちから２科目を受験時に選択。 

建

建

土

リ

 

こ

た

は

設工学専攻 

 築 系：構造力学，建築環境工学，建築計画，建築史・意匠 

木・環境系：構造力学，環境工学，水理学，土質力学，計画学，コンク

ート及びコンクリート構造学 

のうちから２科目を受験時に選択。 

だし，二つの系列から１科目ずつ選択する場合，同一の科目名での受験

認めません。 

情

ア

ャ

 

こ

報科学専攻 

ルゴリズムとデータ構造論，情報通信工学，コンピュータアーキテクチ

，画像処理工学 

のうちから２科目を受験時に選択 

 

４ 学力試験【後期】による選抜 

（同上） 

 

５ 社会人特別選抜 

(1) 出願資格 

次の各号のいずれかに該当する者で，社会人としての経験を１年以上有する者とします。 

 高等専門学校を卒業した者 

 短期大学を卒業した者 

 専修学校の専門課程を修了した者のうち学校教育法第８２条の１０の規定により大学に 

編入学することができるもの 

 外国において，学校教育における１４年の課程を修了した者 

 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該 
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外国の学校教育における１４年の課程を修了した者 

 その他高等専門学校の専攻科において，高等専門学校を卒業した者と同等以上の学力が 

あると認めた者 

(3) 選抜の方法 

書類審査，専門に関する論述試験，面接及び健康診断の結果を総合して行います。 

 

（出典 平成 20 年度専攻科学生募集要項(Web ページ)）

 

（分析結果とその根拠理由）  

準学士課程入学者選抜，準学士課程編入学者選抜，専攻科入学者選抜について，いずれもアドミッ

ション・ポリシーに沿って適切な入学者選抜方法が採用・実施されていると判断される。 

 

 

観点４－２－②： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿った学生の受入が実際に行

われているかどうかを検証しており，その結果を入学者選抜の改善に役立ててい

るか。 

（観点に係る状況）  

選抜結果を 終的に審議する組織として入学試験委員会があり（資料４－２－②－１），各入学者

選抜は，すべて入学試験委員会の議を経て， 終的に学校長が決める形式を採る。 

 

資料４－２－②－１

豊田工業高等専門学校入学試験委員会規程  

 

制  定 平成 16 年４月 １日 

終改正 平成 17 年２月 22 日 

-------------------------------------------------------------------------------- 

 （設置）  

第１条 豊田工業高等専門学校教員組織規程第 80 条第２項の規定に基づき，入学試験委 

 員会（以下「委員会」）に関し，この規程を定める。  

 （目的） 

第２条 委員会は，入学試験に関する次の各号に掲げる事項を審議する。 

 一 入学者の選抜に関すること。 

 二 その他入学試験に関すること。 

(以下省略) 

（出典 規則集抜粋）

 

平成 16 年度第５回入学試験委員会（資料４－２－②－２）にて，アドミッションポリシーに沿っ

た入学試験選抜方法の改善に関する検討がなされ，各会議の役割とフローの明確化が議論された。 
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資料４－２－②－２

 

（出典 平成 16 年度第 5 回入学試験委員会資料(6)）

 

それに沿う形で，平成 16 年度第７回入学試験委員会（資料４－２－②－３）にて，入学試験成績

と入学後の学業成績との相関関係についての考察から，選抜方法の改善に向けての検討が始められた。 
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資料４－２－②－３

入学試験成績と入学後の学業成績との相関関係についての報告 

議題 2．入試選抜方法の検討 

安藤教務主事補より資料（2）に基づき入試成績と学業成績の相関関係について説明があり，選

抜方法については，現在種々検討中であることが付け加えられた。 

（出典 平成 16 年度第 7 回入学試験委員会議事要旨抜粋）

 

平成 17 年度の入学試験委員会（資料４－２－②－４，５）においても，前年度に行われた準学士

課程の入学試験結果についての分析結果を報告している。このように，入学者選抜方法の改善につい

て検討している。こうした改善の一例（直接「アドミッションポリシーに沿った入学者選抜の改善」

ということにはならないが）を挙げる。本校では，平成 14 年度入学試験まで，学力検査による選抜

において，内申点の上位８名の者は，当日の成績によらず入学を認めていた（資料４－２－②－６）。

中学校における成績評価法の相対評価から絶対評価への移行に伴い，内申点の信頼性が問題となり，

本校入学者の追跡調査によって内申点による入学者の成績不振が明らかにされ，この制度は廃止され

た。これは，現在のアドミッションポリシーの中にもある「数学と理科に優れた能力をもつ生徒」を

受け入れるというポリシーが，中学校側の内申点と本校での修学状況とで必ずしも一致しなくなり，

制度が改善された例である。アドミッションポリシーそのものは，平成 16 年度から検討に入ってお

り，この例はそれ以前の改善ではあるが，観点４－２－①に示す考え方は昭和 62 年度より継承され

てきており，アドミッションポリシーに沿った改善とみなすことのできる変更である。 

 

資料４－２－②－４

準学士課程入学試験の分析結果報告(1) 

議題 1．平成 17 年度入試まとめ（平成 17 年度入学者） 

安藤教務主事補より，資料（1）に基づき説明があった。 

（出典 平成 17 年度 第 2 回入学試験委員会議事要旨抜粋）

 

資料４－２－②－５

準学士課程入学試験の分析結果報告(2) 

議題 3．平成 17 年度入学試験まとめ（追加資料） 

安藤教務主事補より，資料（3）に基づき説明があった。 

また，前回配布の「入学試験まとめ」の修正分 P3 及び P7～9 が差し替えられた。 

（出典 平成 17 年度 第 3 回入学試験委員会議事要旨抜粋）
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資料４－２－②－６

 

（出典 入学試験委員会(13.6.19)資料（５））

 

（分析結果とその根拠理由）  

平成17年度初めに制定されたアドミッション・ポリシーに沿った入学者選抜が実際に行われている

かを検証し，その結果を改善に役立てる組織及びプロセスが存在しているとともに，改善が行われて

いると判断される。 
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観点４－３－①： 実入学者数が，入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況になっていな

いか。また，その場合には，これを改善するための取組が行われるなど，入学定

員と実入学者数との関係の適正化が図られているか。 

（観点に係る状況）  

平成15年度から平成19年度までの準学士課程における各学科の実入学者数を資料４－３－①－１に

示す。すべての学科において定員40名をわずかに超えている。これは，高専の入試時期が愛知県内の

公立高校の入学試験よりも早いため，入学辞退者を見込んで合格者を選抜しているためである。入学

定員数から超過した割合は10％以下であり，大幅に超えているという状況ではない。 

 

資料４－３－①－１

準学士課程における各学科の実入学者数 

 平 平 平 平成15年度 成16年度 成17年度 成18年度 平成19年度

機 4 4 4 4 4械工学科 4 2 4 3 5 

電 4 4 4 4 4気電子システム工学科 3 2 3 3 3 

情 4 4 4 4 4報工学科 3 3 2 2 2 

環 4 4 4 4 4境都市工学科 4 2 3 4 2 

建 4 4 4 4 4築学科 2 4 2 2 3 

（出典 平成19年度学校要覧p.43）

 

平成15年度から平成19年度までの，準学士課程における各学科の実編入学者数を資料４－３－①－

２に示す。編入学生の定員は若干名であり，過去５年間の実編入学者数は， 大でも各学科の入学定

員（40名）の５％未満であることから多いという状況は認められない。 

 

資料４－３－①－２

準学士課程における各学科の実編入学者数 

 平 平 平 平成15年度 成16年度 成17年度 成18年度 平成19年度

機 0 0 0 0 1械工学科    

電 2 0 1 1 0気電子システム工学科    

情 1 1 1 0 0報工学科    

環 0 0 0 0 0境都市工学科    

建 1 0 0 1 1築学科    

（出典 平成15年度～19年度 第１回教官会議（教員会議）資料）

 

平成 15 年度から平成 19 年度までの専攻科における各専攻の実入学者数を資料４－３－①－３に示

す。定員は，電子機械工学専攻及び建設工学専攻において８名，情報科学専攻において４名である。

すべての専攻において，年度により定員を下回る状況も認められるが，その人数は１～２名程度であ

る。定員を超過している年度については，電子機械工学専攻において７名（平成 18 年度・平成 19 年

度），建設工学専攻において７名（平成 19 年度），情報科学専攻において７名（平成 17 年度）とな
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っている。 

また，全体として実入学者数が定員 20 名を下回ったことはない。この定員を超えた入学者数につ

いては絶対数が多くないので教育に支障をきたすことはなく，現在の入学者数であれば問題ないと考

える。 

 

資料４－３－①－３

専攻科における各専攻の実入学者数 

 平 平 平 平成15年度 成16年度 成17年度 成18年度 平成19年度

電 8 8 6 1 1子機械工学専攻    5 5 

建 1 7 1 1 1設工学専攻 2  0 3 5 

情 3 8 1 5 8報科学専攻   1   

計 2 2 2 3 3 3 3 7 3 8 

（出典 平成15年度～19年度 第１回教官会議（教員会議）資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

準学士課程については，実入学者数が入学定員を大幅に超える，または大幅に下回る状況にはなっ

ておらず，入学定員と実入学者数との関係は適正である。同様に，準学士課程編入学生についても入

学定員は各学科共に若干名であることから，学科毎に実入学者数のばらつきがあるが，入学定員と実

入学者数との関係は適正である。 

専攻科については，専攻毎に実入学者数のばらつきがあるが，全入学者数が入学定員を大きく超え

る状況が続いている。しかしながら，絶対数が少ないため，教育に支障をきたすことはないと考えら

れる。 

以上のことから，本校では，準学士課程ならびに専攻科課程ともに入学定員と実入学者数との関係

は適性であると判断できる。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

該当なし 

 

（改善を要する点）  

該当なし 

 

（３）基準４の自己評価の概要 

準学士課程入学生，準学士課程編入学生，専攻科入学生に対してアドミッション・ポリシーが明確

に定められており，学生募集要項やWebページ，教員による中学校訪問，学校説明会等により，将来

入学する学生を含む社会への公表がなされている。また，アンケート調査結果より，教職員へのアド

ミッションポリシーの周知及び潜在的な専攻科学生である準学士課程学生への周知は，広く行なわれ

ていると判断される。 
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いずれの入学生に対してもアドミッション・ポリシーに沿った入学者選抜が行われている。また，

アドミッション・ポリシーに沿った入学者選抜が実際に行われているかを検証し，その結果を改善に

役立てる取り組みもなされている。 

準学士課程に対する実入学者数については，過去５年間について，定員を下回ることはなく，10%

程度の超過に収まっている。また，若干名が準学士課程４年次に編入学しているが，その数は減少傾

向にある。専攻科については，入学定員を実入学者数が大きく上回っているが，絶対数が大きくない

ことから，教育への支障はないと考えられる。 



豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

基準５ 教育内容及び方法 

（１）観点ごとの分析 

＜準学士課程＞ 

観点５－１－①： 教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配置（例えば，一般科目

及び専門科目のバランス，必修科目，選択科目等の配当等が考えられる。）され，

教育課程が体系的に編成されているか。また，授業の内容が，全体として教育課

程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものになっている

か。 

（観点に係る状況）  

 本校では，教育目標に基づき高等専門学校の特色でもある５年一貫教育の長所を生かした科目編成

を目指している。具体的には，一般科目と専門科目の配分を学年進行に伴い“くさび型”に設定し，

高学年になるにしたがい専門科目の割合を増している。また，実験実習の重視という観点より，低学

年から科目を導入し，講義との関連付けを図っている。各学科におけるこうした取り組みを「教育目

標―科目関連表」（資料５－１－①－１～６）に示す。資料により，教育の目的に照らして，授業科

目が適切に配置され，教育課程が体系的に編成されていることがわかる。 
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資料５－１－①－１

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年

倫理社会Ａ（北野） 歴史ⅠＡ（中村・金子） 歴史ⅡＡ（中村） 法学Ａ（田口） 経済学Ａ（吉利）

倫理社会Ｂ（北野） 歴史ⅠＢ（中村・金子） 歴史ⅡＢ（中村） 法学Ｂ（田口・吉利） 経済学Ｂ（吉利）

地理Ａ（今枝） 哲学（村越・松井） 社会学特論Ⅰ（吉利）

地理Ｂ（今枝） 社会学特論Ⅱ（吉利）

基礎解析ⅠＡ（米澤・高村・金坂） 基礎解析ⅡＡ（金井・勝谷・高村） 基礎解析Ⅲ（米澤・金坂） 数学特論Ⅰ（勝谷・笠井）

基礎解析ⅠＢ（米澤・高村・金坂） 基礎解析ⅡＢ（金井・勝谷・高村） 基礎解析Ⅳ（柏谷・高村） 数学特論Ⅱ（勝谷・笠井）

線形数学ⅠＡ（柏谷・長谷川） 線形数学ⅡＡ（佐々木・内藤） 微分方程式（柏谷・高村） 物理特論Ⅰ（小山）

線形数学ⅠＢ（柏谷・長谷川） 線形数学ⅡＢ（佐々木・内藤） 論理・確率（米澤・金坂） 物理特論Ⅱ（松島）

物理ⅠＡ（大塚・小山） 物理ⅡＡ（大塚・榎本） 化学Ⅲ（三浦） 化学特論Ⅰ（三浦）

物理ⅠＢ（大塚・小山） 物理ⅡＢ（大塚・榎本） 化学特論Ⅱ（三浦）

化学ⅠＡ（三浦・今） 物理実験（大塚・榎本・小山）

化学ⅠＢ（三浦・今） 化学ⅡＡ（三浦・今）

化学ⅡＢ（三浦・今）

芸術Ⅰ（佐藤） 芸術Ⅱ（佐藤）

国語Ⅰ甲Ａ（加藤・山本） 国語ⅡＡ（加藤・伊藤一） 国語ⅢＡ（松浦） 日本語表現Ａ（阿部・児玉・井上） 文学特論Ⅰ（加藤）

国語Ⅰ甲Ｂ（加藤・山本） 国語ⅡＢ（加藤・伊藤一） 国語ⅢＢ（松浦・井上） 日本語表現Ｂ（阿部・児玉・井上） 文学特論Ⅱ（加藤）

国語Ⅰ乙Ａ（伊藤一） 英語講読ⅡＡ（長岡・高橋・阪上） 英語講読ⅢＡ（鈴木・本多） 英語講読ⅣＡ（長岡） 英語ⅠＡ（深田・長岡・高橋）

国語Ⅰ乙Ｂ（伊藤一） 英語講読ⅡＢ（長岡・阪上） 英語講読ⅢＢ（鈴木・本多） 英語講読ⅣＢ（長岡・深田・神谷） 英語ⅠＢ（深田・長岡・高橋）

英語講読ⅠＡ（深田・出嶋・中西） 英語表現Ａ（深田） 科学英語基礎ⅠＡ（神谷） 科学英語基礎ⅡＡ（鈴木・石川） 英語Ⅱ（神谷）

英語講読ⅠＢ（深田・出嶋・中西） 英語表現Ｂ（深田） 科学英語基礎ⅠＢ（神谷） 科学英語基礎ⅡＢ（鈴木・石川） ドイツ語Ⅰ（谷口）

ドイツ語Ⅱ（谷口）

英語文法・作文Ａ（高橋）

英語文法・作文Ｂ（高橋）

国語Ⅰ甲Ａ（加藤・山本） 国語ⅡＡ（加藤・伊藤一） 国語ⅢＡ（松浦） 日本語表現Ａ（阿部・児玉・井上） 経済学Ａ（吉利）

国語Ⅰ甲Ｂ（加藤・山本） 国語ⅡＢ（加藤・伊藤一） 国語ⅢＢ（松浦・井上） 日本語表現Ｂ（阿部・児玉・井上） 経済学Ｂ（吉利）

国語Ⅰ乙Ａ（伊藤一） 歴史ⅠＡ（中村・金子） 歴史ⅡＡ（中村） 法学Ａ（田口） 文学特論Ⅰ（加藤）

国語Ⅰ乙Ｂ（伊藤一） 歴史ⅠＢ（中村・金子） 歴史ⅡＢ（中村） 法学Ｂ（田口・吉利） 文学特論Ⅱ（加藤）

倫理社会Ａ（北野） 芸術Ⅱ（佐藤） 哲学（村越・松井） 保健体育ⅣＡ（小栗） 社会学特論Ⅰ（吉利）

倫理社会Ｂ（北野） 保健体育ⅡＡ（高津） 保健体育ⅢＡ（加藤貴） 保健体育ⅣＢ（小栗） 社会学特論Ⅱ（吉利）

地理Ａ（今枝） 保健体育ⅡＢ（高津） 保健体育ⅢＢ（加藤貴） 保健体育ⅤＡ（伊藤道・高津）

地理Ｂ（今枝） 保健体育ⅤＢ（伊藤道・高津）

芸術Ⅰ（佐藤）

保健体育ⅠＡ（伊藤道）

保健体育ⅠＢ（伊藤道）

⑤  世界の文化・歴史
の中で，技術が社会
に与える影響を考え，
自らの責任を自覚し
誇りを持つことのでき
る技術者の育成

学校教育目標・学科教育目標・科目・担当教員関連表（一般学科）

③  問題意識と考える
力を持ち，自ら学習す
ることによる創造力と
実践力を備えた技術
者の養成

④  科学的な分析に
基づく論理的な記述
力，明解な口頭発表
能力，十分な討議能
力及び国際的に通用
するコミュニケーション
能力の修得

学校教育目標

英語会話Ａ
　　（鈴木・Bodell・Ahern・Hislop）

英語会話Ｂ
　　（鈴木・Bodell・Ahern・Hislop）

②  実験・実習で培わ
れる豊かな体験と基
礎理論の深い理解と
の融合から生まれる
エンジニアリング基盤
の確立

①  社会の変化と要請
を的確に捉え，ものづ
く り を 多 面 的 に 認識
し，実現可能なシステ
ムを構築できる技術
者の養成

準学士課程（本科）　　　　科目名・担当教員名

（出典 一般学科資料）
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資料５－１－①－２

□ 機械工作法ＩＡ（若澤） □ 工業力学Ｉ（長谷川） □ 工業力学ＩＩ（林） □ □ 設計製図ＩＶ（長谷川）

□ 機械工作法ＩＢ（林） □ 情報工学ＩＡ（林） □ 基礎製図ＩＩＡ（必修）（鬼頭） □ 卒業研究（必修）（全教員）

□ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ図学（小谷、田中） □ 情報工学ＩＢ（洞口） □ 基礎製図ＩＩＢ（必修）（兼重） □ 設計製図ⅠＢ（必修）（近藤） □ 工業材料（猿木）

□ 機械工作法ＩＩＡ（洞口） □ 材料学ＩＩ（清水） □ 校外実習（全教員） □ 材料力学ＩＩＩ（中島）

□ 機械工作法ＩＩＢ（洞口） □ 材料力学Ｉ（中島） □ 材料力学ＩＩＡ（中島） □ 塑性加工学（林）

□ ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ実習（鬼頭、田中） □ 機械運動学Ｂ（若澤） □ 材料力学ＩＩＢ（中島） □ 熱力学ＩＩ（鬼頭）

□ 材料学ＩＡ（清水） □ 基礎機械力学（若澤） □ 機械力学（若澤） □ 伝熱工学（奥出）

□ 材料学ＩＢ（清水） □ 設計法Ａ（小林） □ 熱力学ＩＡ（鬼頭） □ 流体力学Ａ（長谷川）

□ 設計法Ｂ（小林） □ 熱力学ＩＢ（鬼頭） □ 流体力学Ｂ（長谷川）

□ 機械運動学Ａ（林） □ 水力学Ａ（小谷） □ 制御工学Ａ（兼重）

□ 基礎電気電子回路Ａ（兼重） □ 水力学Ｂ（小谷） □ 制御工学Ｂ（兼重）

□ 基礎電気電子回路Ｂ（田中） □ 基礎電気磁気学Ａ（掛布） □ 計測工学（山口）

□ 基礎電気磁気学Ｂ（掛布） □ ｱｸﾁｭｴｰﾀ工学（山口）

□ 精密工学（吉村）

□ 内燃機関工学（鬼頭）

□ 情報技術（清水）

□ 機械創造実験（小谷、田中） □ 工業力学Ｉ（長谷川） □ 応用物理学Ａ（松島） □ 解析学Ａ（笠井） □ 統計学Ａ（西）

□ 基礎実習（清水、小谷） □ 情報工学ＩＡ（林） □ 応用物理学Ｂ（松島） □ 解析学Ｂ（笠井） □ 統計学Ｂ（西）

□ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ図学（小谷、田中） □ 情報工学ＩＢ（洞口） □ 応用物理実験（大塚、小山） □ 近代物理学Ａ（山田） □ 塑性加工学（林）

□ 基礎製図ＩＡ（小谷） □ 工業力学ＩＩ（林） □ 近代物理学Ｂ（山田） □ 情報技術（清水）

□ 基礎製図ＩＢ（田中） □ 機械運動学Ａ（林） □ □ 設計製図ＩＶ（長谷川）

□ ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ実習（鬼頭、田中） □ 機械運動学Ｂ（若澤） □
□ 情報工学ＩＩＡ（近藤） □ 設計製図ⅠＢ（必修）（近藤）

□ 情報工学ＩＩＢ（近藤） □ □ 制御工学Ａ（兼重）

□ □ 制御工学Ｂ（兼重）

□

□

□ 機械創造実験（小谷、田中） □ 基礎製図ＩＡ（小谷） □ 基礎製図ＩＩＡ（必修）（鬼頭） □ □ 設計製図ＩＶ（長谷川）

□ 基礎実習（清水、小谷） □ 基礎製図ＩＢ（田中） □ 基礎製図ＩＩＢ（必修）（兼重） □
□ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ図学（小谷、田中） □ ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ実習（鬼頭、田中） □ □ 設計製図ⅠＢ（必修）（近藤）

□ □ 卒業研究（必修）（全教員）

□ 応用物理実験（大塚、小山）

□

□ 校外実習（全教員）

□ 機械創造実験（小谷、田中） □ □ □
□ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ図学（小谷、田中）

□ □ 卒業研究（必修）（全教員）

□

□ 校外実習（学科全教員）

第５学年

工学実験ＩＢ（必修）（若澤、
　　中島、林、小谷、山口） 工学ゼミ（兼重、若澤、

　　　　　　　　　　　田中）

工学実験ＩＩ（近藤、洞口、
　　　　鬼頭、小林、山口）

工学演習（中島、長谷川、
　　　　　　　若澤、小谷）

工学実験ＩＩ（近藤、洞口、
　　　　鬼頭、小林、山口）

工学実験ＩＩ（近藤、洞口、
　　　　鬼頭、小林、山口）

設計製図ⅠＡ（必修）
　　　　　　　　（洞口、河合）

学校教育目標
第２学年

機械工学科

工学実験ＩＡ（必修）（若澤、
　　　長谷川、清水、小林）

設計製図ⅠＡ（必修）
　　　　　　　　　（洞口、河合）

機能性・安全性を追求する材
料・材料力学分野，エネルギー
の効率的利用を追求する熱・
流体力学分野，「ものづくり」の
手法を追求する工作・加工分
野，高精度化を追求する計測・
制御分野等の基礎を中心に機
械工学を体系的に修得させ，
問題解決能力の素養をつける

第１学年

準学士課程（本科）　　　　科目名・担当教員名

第３学年 第４学年

学校教育目標・学科教育目標・科目・担当教員関連表（機械工学科）

③  問題意識と考える力を持
ち，自ら学習することによる創
造力と実践力を備えた技術者
の養成

④  科学的な分析に基づく論理
的な記述力，明解な口頭発表
能力，十分な討議能力及び国
際的に通用するコミュニケー
ション能力の修得

⑤  世界の文化・歴史の中で，
技術が社会に与える影響を考
え，自らの責任を自覚し誇りを
持つことのできる技術者の育
成

社会の求める実践的技術者を
育成するため，「ものづくり」を
中心に据えた教育を行う

校外実習，工学ゼミおよび卒
業研究等を通じてコミュニケー
ションや発表のスキルをもつ技
術者の育成を目指す

「ものづくり」において環境を考
慮し，資源の無駄を無くす視点
を持つとともに，技術者として
の洞察力，協調性および社会
性を身につけさせる

②  実験・実習で培われる豊か
な体験と基礎理論の深い理解
との融合から生まれるエンジニ
アリング基盤の確立

①  社会の変化と要請を的確に捉
え，ものづくりを多面的に認識し，
実現可能なシステムを構築できる
技術者の養成

実験・実習に多くの時間を充当
し，「ものづくり」を通じて工学基
礎理論の理解を促進し，「もの
づくり」の精神を肌で感じる機
械技術者の育成を目指す

創造総合実習（必修）
　　　　　　　　　　（洞口、田中）

創造総合実習（必修）
　　　　　　　　　　（洞口、田中）

創造総合実習（必修）
　　　　　　　　　　（洞口、田中）

工学実験ＩＢ（必修）（若澤、
　　中島、林、小谷、山口）

工学実験ＩＡ（必修）（若澤、
　　　長谷川、清水、小林）

工学実験ＩＡ（必修）（若澤、
　長谷川、清水、小林）

工学実験ＩＢ（必修）（若澤、
　中島、林、小谷、山口）

設計製図ⅠＡ（必修）
　　　　　　　　（洞口、河合）

（出典 機械工学科資料）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－１－①－３

□ コンピュータリテラシ（伊藤和・高木）□ マイクロコンピュータ工学A（杉浦） □ エネルギー変換工学ⅠA □ エネルギー変換工学Ⅱ（犬塚） □ コンピュータ工学A（泉）

□ 基礎工学ゼミ（E科全教員） □ マイクロコンピュータ工学B（大塚） 　(電気機器)　　　　　　　　（後田） □ ソフトウェア技術A（大野） □ コンピュータ工学B（土屋）

□ エネルギー変換工学ⅠB（後田） □ ソフトウェア技術B（大野） □ システム制御工学A(犬塚）

□ プログラミングA（吉岡） □ 基礎制御工学（犬塚） □ システム制御工学B(犬塚）

□ プログラミングB（吉岡） □ 校外実習（大野） □ ソフトウェアシステム（大野）

□ 電子工学ⅠA（杉浦） □ 先端技術論 □ ディジタル回路（斎藤努）

□ 電子工学ⅠB（杉浦） （東・泉・菅沼・中村・藤野） □ データ通信工学（吉岡）

□ 電子工学Ⅱ（杉浦） □ パワーエレクトロニクス（伊藤和）

□ 通信システム工学（沢田）

□ 電力システム工学A（高田）

□ 電力システム工学B（市川）

□ 半導体工学A(杉浦）

□ 半導体工学B(杉浦）

□ 卒業研究（E科全教員）

□ 基礎電気回路（小関） □ 電気回路A（小関） □ 応用物理実験（大塚・榎本） □ 解析学Ａ（応用解析A）（笠井） □ 統計学Ａ（応用数学A）（西）

□ 基礎電気工学（塚本） □ 電気回路B（小関） □ 応用物理学A（応用物理学ⅠA) □ 解析学Ｂ（応用解析B）（笠井） □ 統計学Ｂ（応用数学B）（西）

□ 創造電気実験（後田・小関・塚本） □ 電気基礎実験（大野・高木） 　　　　　　　　　　　　　　　　　（松島） □ 近代物理学A（応用物理学ⅡA） □ ＣＡＤ設計製図

□ 電気基礎数学A（西澤） □ 電気計測A（後田） □ 応用物理学B（応用物理学ⅠB） 　　　　　　　　　　　　　　　　　（山田） (電子機械設計製作)　　　（吉岡）

□ 電気基礎数学B（西澤） □ 電気計測B（後田） 　　　　　　　　　　　　　　　　　（松島） □ 近代物理学B（応用物理学ⅡB) □ 電気磁気学Ⅳ（塚本）

□ 電気数学A（西澤） □ 交流回路ⅠA（小関） 　　　　　　　　　　　　　　　　　（山田） □ 電気磁気学演習（吉岡）

□ 電気数学B（西澤） □ 交流回路ⅠB（小関） □ 過渡現象論（西澤） □ 電気電子回路演習（伊藤和）

□ 電気磁気学Ⅰ（塚本） □ 交流回路Ⅱ（後田）

□ 電気磁気学Ⅱ（塚本） □ 電気磁気学ⅢA（塚本）

□ 電気電子工学演習Ⅰ（伊藤） □ 電気磁気学ⅢB（塚本）

□ □ 電気電子工学演習Ⅱ（杉浦・高木）

□ 電気電子工学実験Ⅱ

　　　　　　　（斎藤努・高木・吉岡）

□ 電子回路A（斎藤努）

□ 電子回路B（斎藤努）

□ 創造電気実験（後田・小関・塚本） □ 電気基礎実験（大野・高木） □ 応用物理実験（大塚・榎本） □ 電気電子工学実験Ⅱ □ 卒業研究（E科全教員）

□ 　　　　　　　（斎藤努・高木・吉岡）

□ 校外実習(大野）

□ 電気英語基礎Ⅰ（西澤） □ □ 電気電子工学実験Ⅱ □ 卒業研究（E科全教員）

　　　　　　　（斎藤努・高木・吉岡） □ 電気技術英語Ⅱ（伊藤和）

□ 電気英語基礎Ⅱ（西澤） □ 電気英語表現Ⅰ

（電気技術英語Ⅰ）　　（吉岡）

□ 基礎工学ゼミ（E科全教員） □ 先端技術論

　（東・泉・菅沼・中村・藤野）

□ 校外実習(大野）

第１学年
学校教育目標

電気電子工学実験Ⅰ
　　　　　　　（小関・犬塚・後田）

電気電子工学実験Ⅰ
　　　　　　　（小関・犬塚・後田）

第３学年

電気電子工学実験Ⅰ
　　　　　　　（小関・犬塚・後田）

⑤  世界の文化・歴史の中で，技術
が社会に与える影響を考え，自らの
責任を自覚し誇りを持つことのでき
る技術者の育成

実験，研究の背景を意識し，実験
データを科学的に分析でき，簡単な
考察を加えることのできる技術者の
養成

得られた成果を短い報告書にまと
め，分かりやすい日本語で口頭発
表する能力の修得

社会における技術者の役割を意識
した技術者の養成

③  問題意識と考える力を持ち，自
ら学習することによる創造力と実践
力を備えた技術者の養成

④  科学的な分析に基づく論理的な
記述力，明解な口頭発表能力，十
分な討議能力及び国際的に通用す
るコミュニケーション能力の修得

学校教育目標・学科教育目標・科目・担当教員関連表（電気・電子システム工学科）

電気エネルギーの運用（発生，輸
送，変換）に関する原理，エレクトロ
ニクスの基礎，コンピュータによる情
報・通信（情報の保持・変換・伝達）
の概念を理解している技術者の養
成

現象の観察・体験を出発点として学
習することによる電気・電子回路お
よび電気磁気学等の基礎的内容の
修得

準学士課程（本科）　　　　科目名

第４学年 第５学年

②  実験・実習で培われる豊かな体
験と基礎理論の深い理解との融合
から生まれるエンジニアリング基盤
の確立

①  社会の変化と要請を的確に捉
え，ものづくりを多面的に認識し，実
現可能なシステムを構築できる技術
者の養成

電気・電子システム工学科
第２学年

（出典 電気・電子システム工学科資料）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－１－①－４

□ 情報工学概論A（竹下） □ ディジタル回路A（木村） □ コンピュータ工学A（仲野） □ マイクロコンピュータ工学A（仲野） □ コンピュータアーキテクチャA（仲野）

□ 情報工学概論B（竹下） □ ディジタル回路B（木村） □ コンピュータ工学B（仲野） □ マイクロコンピュータ工学B（仲野） □ コンピュータアーキテクチャB（仲野）

□ プログラミングI（木村） □ プログラミングIIA（稲垣） □ アルゴリズムとデータ構造論IA（江﨑） □ アルゴリズムとデータ構造論IIA（江﨑） □ ソフトウェア設計A（木村）

□ プログラミング演習I（木村） □ プログラミングIIB（稲垣） □ アルゴリズムとデータ構造論IB（江﨑） □ アルゴリズムとデータ構造論IIB（江﨑） □ ソフトウェア設計B（木村）

□ プログラミング演習IIA（稲垣） □ アルゴリズムとデータ構造論演習A □ 画像処理工学A（松田） □ 人工知能A（土屋）

□ プログラミング演習IIB（稲垣） 　　　　　　　　　　　　　　　　　（江崎・灘） □ 画像処理工学B（松田） □ 人工知能B（土屋）

□ アルゴリズムとデータ構造論演習B □ 計算機言語論A（岡部） □ システムプログラムA（岡部）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（江崎・灘） □ 計算機言語論B（岡部） □ システムプログラムB（岡部）

□ 校外実習（仲野） □ 卒業研究（全教員）

□ 情報工学基礎ゼミ（全教員） □ 工学実験IA □ 情報数学IA（岡部） □ 情報数学IIA（稲垣） □ システム工学A（野村）

（安藤、木村、稲垣、野村、灘） □ 情報数学IB（岡部） □ 情報数学IIB（稲垣） □ システム工学B（野村）

□ 工学実験IB □ 電気磁気学A（早坂） □ 創造工学実験A（早坂・野村・灘・平野） □ 情報理論A（竹下）

（安藤、木村、稲垣、野村、灘） □ 電気磁気学B（早坂） □ 創造工学実験B（早坂・野村・灘・平野） □ 情報理論B（竹下）

□ 工学実験IIA（木村・野村・平野） □ 解析学A（笠井） □ 数値解析A（岡部）

□ 工学実験IIB（木村・野村・平野） □ 解析学B（笠井） □ 数値解析B（岡部）

□ 応用物理学A（榎本） □ 近代物理学A（山田） □ 統計学A（齋藤）

□ 応用物理学B（榎本） □ 近代物理学B（山田） □ 統計学B（齋藤）

□ 応用物理実験（大塚・小山）

□ 情報工学基礎ゼミ（全教員） □ 回路理論IA⇒直流回路（安藤） □ 回路理論IIA（松田） □ 回路理論IIIA（安藤） □ 制御工学A（杉本）

□ 回路理論IB⇒交流回路（安藤） □ 回路理論IIB（安藤） □ 回路理論IIIB（安藤） □ 制御工学B（杉本）

□ 情報通信工学IA（竹下） □ 情報通信工学IIA（布目）

□ 情報通信工学IB（竹下） □ 情報通信工学IIB（小西）

□ 電子回路A（松田） □ 卒業研究（全教員）

□ 電子回路B（松田）

□ 校外実習（仲野）

□ コンピュータリテラシA（早坂） □ 工学実験IA □ 工学実験IIA（木村・野村・平野） □ 創造工学実験A（早坂・野村・灘・平野） □ 卒業研究（全教員）

□ コンピュータリテラシB（早坂） （安藤、木村、稲垣、野村、灘） □ 工学実験IIB（木村・野村・平野） □ 創造工学実験B（早坂・野村・灘・平野）

□ 工学実験IB

（安藤、木村、稲垣、野村、灘）

□ 情報工学基礎ゼミ（全教員） □ 校外実習（仲野）

情報工学科の教育目標
第２学年 第３学年

⑤  世界の文化・歴史の中で，技術
が社会に与える影響を考え，自らの
責任を自覚し誇りを持つことのでき
る技術者の育成

ロボット制御システムやネットワーク
システムなどに応用できる回路理
論，制御工学，情報通信工学など
の基礎知識を修得し，自ら学習でき
る実践的技術者を育成する

実験・研究などの結果を報告書にま
とめて日本語で口頭発表や質疑応
答ができる能力を修得させる

社会の要請を認識し，協調性を備え
た健全な技術者としての能力を修
得させる

③  問題意識と考える力を持ち，自
ら学習することによる創造力と実践
力を備えた技術者の養成

④  科学的な分析に基づく論理的な
記述力，明解な口頭発表能力，十
分な討議能力及び国際的に通用す
るコミュニケーション能力の修得

学校教育目標・学科教育目標・科目・担当教員関連表（情報工学科）

ハードウェアに関連するコンピュー
タシステムとソフトウェアに関連する
プログラミング言語やシステムプロ
グラムの知識を利用したものづくり
によるシステムを構築できるコン
ピュータ技術者を養成する

数理基礎・数理科学，電子回路，マ
イクロコンピュータ，プログラミング
の知識を融合した組み込みシステ
ムによる実体験から技術を修得さ
せる

準学士課程（本科）　　　　科目名・担当教員名

第４学年 第５学年

②  実験・実習で培われる豊かな体
験と基礎理論の深い理解との融合
から生まれるエンジニアリング基盤
の確立

①  社会の変化と要請を的確に捉
え，ものづくりを多面的に認識し，実
現可能なシステムを構築できる技術
者の養成

第１学年
学校教育目標

（出典 情報工学科資料）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－１－①－５

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年

設計製図Ⅰ(野田) コンピュータ製図(野田) 設計製図Ⅱ(成瀬)   河川工学(原田) 環境植生学(榊原，篠田) 

環境学基礎（野田） 基礎地質学（岡田） 環境都市工学演習ゼミⅠ 景観デザイン(塩見)

                   (学科全教員) 防災工学(小林)

校外実習(4C指導教員)       産業社会学(高田)

環境都市工学演習ゼミⅡ   

                   (学科全教員) 

卒業研究(学科全教員)   

環境都市工学概論ゼミ 測量学ⅠA(松本) 測量学ⅡA(河野) 都市計画(荻野) 社会システム計画(荻野)

　　　　　　 　　(学科全教員) 測量学ⅠB(松本) 測量学ⅡB(河野) 交通工学(野田) 交通計画（橋本）

計画数理A(荻野) 道路工学（藤田）

計画数理B(荻野) 建設管理計画A(足立)

建設管理計画B(足立)

水環境工学(松本) 都市環境(荻野)

応用水環境工学(山下)

　 環境アセスメント(野田)
　

工業基礎数学A(川西) 力学基礎A(伊東) 応用物理学A(小山) 統計学A(勝谷)

工業基礎数学B(川西) 力学基礎B(伊東) 応用物理学B(小山) 統計学B(勝谷)

建設材料学A(中嶋) 応用物理実験(榎本・大塚) 解析学Ａ(笠井)

建設材料学B(中嶋) 水理学ⅠA(山下) 解析学Ｂ(笠井)

水理学ⅠB(山下) 上下水道工学(山下)

構造力学ⅠA(川西) 構造力学ⅡA(忠)

構造力学ⅠB(川西) 構造力学演習Ⅱ(忠)

構造力学演習ⅠA(川西) 土質力学ⅡA(伊東)

構造力学演習ⅠB(川西) 土質力学ⅡB(伊東)

土質力学ⅠA(伊東) コンクリート構造学ⅡA(中嶋)

土質力学ⅠB(伊東) コンクリート構造学ⅡB(中嶋)

コンクリート構造学ⅠＡ(中嶋)

コンクリート構造学ⅠＢ(中嶋)
　

測量学実習Ⅰ(松本) 測量学実習Ⅱ(河野) 情報処理Ⅲ(原田) 数値解析(河野)

情報処理Ⅱ(原田) 建設材料実験実習(河野，小林) 環境計測実験(山下，松本) リモートセンシング(佐野)

　 　 水理学実験実習(原田)

土質力学実験実習Ⅱ(小林)

大気環境（伊東） 土壌環境(山下) 環境都市工学演習ゼミⅠ 環境都市工学演習ゼミⅡ

                 (学科全教員)                     (学科全教員)

環境都市工学概論ゼミ 水理学ⅡA(原田) 構造力学実験実習(忠)

　　　　　　　　(学科全教員) 水理学ⅡB(原田) 構造設計(忠)

水理学演習(原田) 地盤工学(伊東)

構造力学ⅡB(忠)

測量学ⅠA(松本) 測量学ⅡA(河野) 交通工学(野田) 社会システム計画(荻野)

測量学ⅠB(松本) 測量学ⅡB(河野) 計画数理A(荻野) 交通計画（橋本）

計画数理B(荻野) 道路工学（藤田）

校外実習(4C指導教員) 建設管理計画A(足立)

建設管理計画B(足立)

卒業研究(学科全教員)

水環境工学(松本) 都市環境(荻野)

応用水環境工学(山下)

環境アセスメント(野田)

　

科学技術表現法A(河野) 　環境都市工学演習ゼミⅠ 環境都市工学演習ゼミⅡ

科学技術表現法B(山下)                      (学科全教員)                    (学科全教員) 

情報処理Ⅰ(松本) 卒業研究(学科全教員)

　

環境都市工学概論ゼミ 校外実習(4C指導教員)

　　　　　　　　（学科全教員)

　 　

④  科学的な分析に基づ
く論理的な記述力，明解
な口頭発表能力，十分な
討議能力及び国際的に
通用するコミュニケーショ
ン能力の修得

９　社会人としての協調性を持
ち，リーダシップが発揮できる実
践的技術者の育成

⑤  世界の文化・歴史の
中で，技術が社会に与え
る影響を考え，自らの責
任を自覚し誇りを持つこ
とのできる技術者の育成

８　社会人としての倫理観をもっ
た実践的技術者の育成

②  実験・実習で培われ
る豊かな体験と基礎理
論の深い理解との融合
から生まれるエンジニア
リング基盤の確立

３　人間の生活を支えるより良い
道路，鉄道，上下水道等の社会
基盤施設の建設・維持管理に必
要な基礎知識の習得

７　測量，土質，構造，環境等の
実験実習を通して実践的技術者
に欠かせない計測技術やコン
ピュ－タによるデータ解析法を習
得

③  問題意識と考える力
を持ち，自ら学習するこ
とによる創造力と実践力
を備えた技術者の養成

２　地球規模での環境問題を認識
する．

４ 社会基盤施設の建設・維持管
理に必要な実践的技術を身に付
けた技術者の育成

５　社会のニ－ズに応えた社会基
盤整備を行うための調査，計画，
設計，建設，維持管理に関する基
礎的な知識や技術の習得

６　持続可能な循環型社会の構
築を目指した環境アセスメントや
リサイクル技術の習得

①  社会の変化と要請を
的確に捉え，ものづくりを
多面的に認識し，実現可
能なシステムを構築でき
る技術者の養成

１　人間が活動する社会と自然と
の関わりの中で，持続可能で快
適な人間の活動空間を創造する
技術を教育する．

５　社会のニ－ズに応えた社会基
盤整備を行うための調査，計画，
設計，建設，維持管理に関する基
礎的な知識や技術の習得

６　持続可能な循環型社会の構
築を目指した環境アセスメントや
リサイクル技術の習得

学校教育目標・学科教育目標・科目・担当教員関連表（環境都市工学科）

学校教育目標 環境都市工学科の教育目標
準学士課程（本科）　　　　科目名・担当教員名

（出典 環境都市工学科資料）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－１－①－６

□ 建築設計製図IA（大森・武田） □ 建築設計製図IIA □ 建築設計製図IIIA（三島・前田） □ 建築設計製図IVA（竹下・横山） □ 建築設計製図V

□ 建築設計製図IB（前田・加藤悠） 　　　　　　（前田・加藤悠・築山） □ 建築設計製図IIIB（大森・鈴木章） □ 建築設計製図IVB（大森・生津） 　　　　　（大森・三島・加藤悠）

□ 建築設計製図IIB □ 建築学ｾﾞﾐﾅ-ﾙ（全教員） □ 卒業研究（全教員）

　　　　　　（三島・加藤悠・前田） □ 校外実習（全教員）

□ 建築CAD A（武田）

□ 建築CAD B（武田）

□ 建築設計製図IA（大森・武田） □ 建築設計製図IIA □ 建築設計製図IIIA（三島・前田） □ 建築設計製図IVA（竹下・横山） □ 建築構造設計Ａ（加藤）

□ 建築設計製図IB（前田・加藤悠） 　　　　　　（前田・加藤悠・築山） □ 建築設計製図IIIB（大森・鈴木章） □ 建築設計製図IVB（大森・生津） □ 建築構造設計B（加藤）

□ 創造デザイン（竹下・野田利） □ 建築設計製図IIB □ 建築構造力学IIA（山田） □ 建築構造力学IIIA（加藤） □ 建築構造各論（加藤）

□ 造形デザイン（前田・若野） 　　　　　　（三島・加藤悠・前田） □ 建築構造力学IIB（山田） □ 建築構造力学IIIB（加藤） □ 建築生産A（児玉）

□ 建築CAD A（武田） □ 空間デザイン（竹下・若野・加藤悠） □ 建築計画IIA（前田） □ 建築生産B（児玉）

□ 建築CAD B（武田） □ 建築計画IA（竹下） □ 建築計画IIB（前田） □ 建築心理（河木）

□ 空間デザイン □ 建築計画IB（竹下） □ 近代建築史（三島） □ 建築振動学A（今岡）

　　　　　　（竹下・若野・加藤悠） □ 日本建築史（三島） □ 建築環境工学II（鈴木） □ 建築振動学B（今岡）

□ 建築構造力学IA（今岡） □ 西洋建築史（三島） □ 都市計画A（大森） □ 特別講義（全教員）

□ 建築構造力学IB（今岡） □ 建築材料A（今岡） □ 都市計画B（大森） □ 建築設備II（鈴木）

□ 建築構法（田中） □ 建築材料B（新任） □ 鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ構造A（今岡） □ 建築法規A（山田）

□ 木質構造（田中） □ 建築構造ｾﾞﾐﾅ-ﾙ（加藤） □ 鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ構造B（今岡） □ 建築法規B（大森）

□ 建築環境工学IA（鈴木） □ 鉄骨構造A（加藤） □ 基礎構造（今岡）

□ 建築環境工学IB（鈴木） □ 鉄骨構造B（加藤） □ 統計学A（齋藤）

□ 建築環境実験（鈴木・武田） □ 統計学B（齋藤）

□ 建築構造実験（山田）

□ 建築材料実験（田中・平岩・新任）

□ 建築設備I（鈴木）

□ 解析学A（柏谷）

□ 解析学B（柏谷）

□ 建築設計製図IA（大森・武田） □ 建築設計製図IIA □ 建築設計製図IIIA（三島・前田） □ 建築設計製図IVA（竹下・横山） □ 建築設計製図V

□ 建築設計製図IB（前田・加藤悠） 　　　　　　（前田・加藤悠・築山） □ 建築設計製図IIIB（大森・鈴木章） □ 建築設計製図IVB（大森・生津） 　　　　　（大森・三島・加藤悠）

□ 創造デザイン（竹下・野田利） □ 建築設計製図IIB □ 空間デザイン（竹下・若野・加藤悠） □ 建築環境実験（鈴木・武田） □ 卒業研究（全教員）

□ 造形デザイン（前田・若野） 　　　　　　（三島・加藤悠・前田） □ 建築構造実験（山田）

□ 建築CAD A（武田） □ 建築材料実験（田中・平岩・新任）

□ 建築CAD B（武田） □ 校外実習（全教員）

□ 空間デザイン □ 建築学ｾﾞﾐﾅ-ﾙ（全教員）

　　　　　　（竹下・若野・加藤悠）

□ 建築設計製図IIIA（三島・前田） □ 建築設計製図IVA（竹下・横山） □ 建築設計製図V

□ 建築設計製図IIIB（大森・鈴木章） □ 建築設計製図IVB（大森・生津） 　　　　　（大森・三島・加藤悠）

□ 卒業研究（全教員）

□ 日本建築史（三島） □ 校外実習（全教員） □ 建築設計製図V

□ 西洋建築史（三島） □ 近代建築史（三島） 　　　　　（大森・三島・加藤悠）

建築学科
第２学年 第３学年

⑤  世界の文化・歴史の中で，技術
が社会に与える影響を考え，自らの
責任を自覚し誇りを持つことのでき
る技術者の育成

Ｃ　実務能力を備えた技術者をめざ
す

Ｄ　コミュニケーション能力が優れた
技術者をめざす

Ｅ　文化に通じ倫理観を持つ技術者
をめざす

③  問題意識と考える力を持ち，自
ら学習することによる創造力と実践
力を備えた技術者の養成

④  科学的な分析に基づく論理的な
記述力，明解な口頭発表能力，十
分な討議能力及び国際的に通用す
るコミュニケーション能力の修得

学校教育目標・学科教育目標・科目・担当教員関連表（建築学科）

Ａ　広い視野を備え問題解決能力を
持つ技術者をめざす

Ｂ　確かな基礎知識と応用能力を備
えた技術者をめざす
Ｃ　実務能力を備えた技術者をめざ
す

準学士課程（本科）　　　　科目名・担当教員名

第４学年 第５学年

②  実験・実習で培われる豊かな体
験と基礎理論の深い理解との融合
から生まれるエンジニアリング基盤
の確立

①  社会の変化と要請を的確に捉
え，ものづくりを多面的に認識し，実
現可能なシステムを構築できる技術
者の養成

第１学年
学校教育目標

（出典 建築学科資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校の教育目標と各学科の具体的達成度目標に対して，それに到達するための段階的な修得が可能

となるよう授業科目を配置している。低学年では一般科目を中心に，高学年になるにつれて専門科目

が多くなるよう“くさび形”の科目配置を行うとともに，実験・実習科目は１年次より導入し，創造

力や実践力を養成するよう努めている。 

以上のことから，本校の準学士課程では，教育の目的に照らして，授業科目が適切に配置され，教

育課程の体系性が十分に確保されていると判断される。また，授業内容も教育課程の編成の趣旨にし

たがって，教育目標を達成するために適切であると考えられる。 
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

観点５－１－②： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程

の編成（例えば，他学科の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，イン

ターンシップによる単位認定，補充教育の実施，専攻科教育との連携等が考えら

れる。）に配慮しているか。 

（観点に係る状況）  

 本校では，全科目に対する授業評価アンケートや各学科の JABEE 教育プログラムにおける「学生と

の懇談」を通じて，学生のニーズをくみ上げる努力をしている（資料５－１－②－１）。 

平成 14 年度及び 18 年度において卒業生や就職先に対してアンケート調査を行い，その結果を本校

の教育に対する自己点検の資料としている（資料５－１－②－２，３）。 

自己点検や外部評価の結果は教育改善推進室で検討し，教務委員会を通じて教育の改善に反映して

いる（資料５－１－②－４）。また，授業評価アンケートや卒業生へのアンケートの結果をもとに授

業内容や評価法を検討している（資料５－１－②－５）。さらに，規定を設けて「他学年及び他学科

における科目修得」（資料５－１－②－６），「校外実習（インターンシップ）の単位認定」（資料

５－１－②－７）を実施している。インターンシップについては，４年次の夏季休暇中に，新たな学

習意欲の喚起ならびに学生自身の職業適性等を考えさせるために全学科において実施している。 

また，２年次までの「転学科」を認めるとともに（資料５－１－②－８），本校退学者の再入学に

ついても規定している（資料５－１－②－９）。 

３年次に編入する外国人留学生に対しては，日本語の運用能力等を見ながら特別な時間割を設定し，

配慮をしている。（資料５－１－②－10）。 
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－１－②－１

学生との懇談（機械工学科の例） 

機械工学プログラムにおける，学生との懇談会議事録 
日時：平成１９年１月３０日（火）１６：２０～ 
場所：情報教室（５） 
参加者：３M，４M，５M，１D，２D の各学年の学生１名ずつ 
および教員（清水利弘，小谷 明） 
 
前半：学習の手引きの配布および説明 
 
後半：質疑応答 
（Ⅰ）本校の機械工学プログラムにおける学生からの質問 
１． 入学年度によって複数のプログラムが存在しているが，留年した場合はどうなるの

か？ 
→ 基本的には入学した年度のものとなる．しかし，他学年で異なるプログラム

となっているので注意が必要である． 
２． プログラムの修了は卒業するために必要なのか？ 

→ 必要である． 
３． 学生便覧の p.15 の 1 年生の場合，材料力学 4 年で 4 単位あるのはなぜか？ 

→ 1 年生から大学単位が始まる．つまり 1 単位であったものが 2 単位となる．

学生便覧で＊印があるものは大学単位であり，自宅学習が必要となる．すな

わち，予習・復習が不可欠であることとなる．専攻科では既にこのようにな

っており，自宅学習の時間を考慮し，座学の講義は 1 日 2 コマまでとなって

いる．  
４． JABEE の認定期間は 1 年ごとではなく，次の審査で落ちた場合，卒業しても認定され

ないのか． 
→ 次の審査で落ちることはないであろう．もしも，次の審査で落ちた場合は認

定されないこととなる．しかし，卒業はできる． 
５． JABEE の効果はあるのか？ 

→ 直接的にはあまりないが，プログラム自体は良いものである．企業の立場か

らでは，いまのところはまだ大きなメリットはない．しかし，進学の場合で

は，大学によってはメリットがある場合もある． 
 
（Ⅱ）本校の学生便覧における学生からの意見 
１． 学生便覧でよく見るところは，教育計画実施予定表であり，その他，必要な講義の単

位数や TOEIC 等の課題研究の単位等を調べる際に活用している．  
２． 分かりにくいところは特にないが，教育計画実施予定表における休日を色付け・網掛

するなどして見やすくしてほしい． 
 
（Ⅲ）本校のシラバスにおける学生からの意見 
１． シラバスでよく見るところは，各授業の評価方法や，達成度目標であり，その他，選

択科目を選定する際に活用している．   

（出典 機械工学科資料）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－１－②－２

卒業生による本科卒業直後の自己評価（１～５の５段階評価） 
 

学  力 
 

 

 

 

 

 

 

注 発表Ｊ：発表・討議能力（日本語），発表Ｅ：発表・討議能力（英語） 

文章Ｊ：技術文章力（日本語），文章Ｅ：技術文章力（英語） 

実験実習：実験・実習を通した技術力 

 

能  力 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 教育改善推進室資料）

 
数

学 

物

理 

化

学

国

語

社

会

英

語

専門

基礎

実験

・ 

実習

専門 

応用 

卒

研 

1996 年卒 2.9  2.7  2.2 2.6 2.4 1.9 3.4 3.4 3.2  3.0  

2001 年卒 3.2  3.1  2.4 2.2 2.1 2.0 3.5 3.6 3.3  3.3  

2006 年卒 2.9  2.6  2.0 2.5 2.4 2.1 3.4 3.4 3.2  3.3  

 

多

面

的

考

察

力 

自

主

学

習

力 

創 

造 

力 

実

践

力 

倫 

理 

観 

分

析

力

解

決

力

発 

表 

Ｊ 

発

表

Ｅ

文

章

Ｊ 

文

章

Ｅ 

実 

験 

実 

習 

専

門

基

礎

能

力 

1996

年卒 
3.5  2.9 3.2  3.4  3.3 3.4 3.4 2.8 1.3 2.7 1.4  3.3  3.2 

2001

年卒 
3.0  2.9 3.3  3.3  2.8 3.1 3.3 2.5 1.4 2.4 1.4  3.3  3.4 

2006

年卒 
3.4  3.0 3.2  3.3  3.1 3.3 3.3 3.1 1.5 2.9 1.5  3.3  3.4 
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－１－②－３

 
就職先企業による本校卒業生の評価（１～５の５段階評価） 

 

専門能力 

多面

的考

察力 

自

力 

一

般

教

養 

専

力

発

表

Ｊ

主

学

習

創

造

力 

実

践

力 

倫

理

観 

分

析

力 

解

決

力

門

基

礎

能

専

門

応

用

能

力

実

験

実

習

発

表

Ｅ

文

章

Ｊ 

文

章

Ｅ 

3.6  3.8  3.7  4.0  3.6  3.7 3.7 3.4 3.9 3.4 3.7 3.2 2.5 3.2  2.5  

注 発表Ｊ：発表・討議能力（日本語），発表Ｅ：発表・討議能力（英語） 

文章Ｊ：技術文章力（日本語），文章Ｅ：技術文章力（英語） 

実験実習：実験・実習を通した技術力 

 

勤務態度 

仕事への

取り組み

挨拶や言

づかい（

儀） 

仕事への

解力の早

コミュニ

ーション

協調性 

主体

性  

葉

礼
理

さ

ケ

や
責任

感 

4.5  4.2  4.3  4.2  1  4. 4.3 

 

（出典 教育改善推進室資料）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－１－②－４
 

豊田工業高等専門学校の教育点検システム

 

 

（出典 平成 17 年 10 月 28 日総務会議資料）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－１－②－５

 

（出典 学生課資料）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－１－②－６
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

 

 

（出典 平成 19 年度学生便覧 p55～57）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－１－②－７

 

 

（出典 H19 年度学生便覧 p64，65）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－１－②－８

 

（出展 規則集）

 

資料５－１－②－９

 

（出典 平成 19 年度学生便覧 p68）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

 

資料５－１－②－10

 

 

（出典 2007 教務関係規程・申合せ事項等外国人留学生の教育課程 p10，11）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

（分析結果とその根拠理由）  

本校では，全科目に対する授業評価アンケートや卒業生ならびに就職先企業にむけたアンケートを

実施しており，学生のニーズや社会の動向を汲み上げるよう努めている。アンケート等の結果は，教

育改善推進室，外部評価委員会，自己点検・評価委員会等で検討を行い教育改善に反映している。 

以上のことから，本校の準学士課程では，学生のニーズ，社会からの要請等に対応して，教育課程

の編成に十分配慮していると判断される。 

 

 

観点５－２－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，

情報機器の活用，基礎学力不足の学生に対する配慮等が考えられる。） 

（観点に係る状況）  

 各学科の授業科目を教育目標に沿って分類した表（資料５－１－①－１～６）からもわかるように，

“くさび型”の科目編成と実験，実習の重視という観点から，低学年より実技科目を導入している。

また，各学科とも専門導入科目として専門的知識をあまり必要としないで，専門に対する好奇心を持

たせるような実技・実習的な科目を配置している。実験，実習，演習等の科目は学習した理論を実際

に体験させることを目指すもので，本校では学科による多少のばらつきはあるが，専門科目単位数の

28～36％程度がそうした科目に充てられている。こうしたことから授業形態のバランスに対する配慮

がなされていると考えられる。 

それぞれの教育に応じた学習指導法の工夫の一例として，チームティーチングを実施している一般

科目の「英会話」（第１学年）は，１つのクラスを３グループに分け，３名の外国人講師と１名の常

勤教員の計４名の教員で担当している（資料５－２－①－１）。また「物理実験」では教員と技術職

員が１クラスを複数の班に分割し，異なるテーマの実験を並行して行っている（資料５－２－①－

２）。各専門学科の実験・実習や情報系科目は，各学科とも複数教員や複数の技術職員がサポートす

る体制を敷いている（資料５－２－①－３）。フィールド型授業の例としては，環境都市工学科の

「測量学実習」（資料５－２－①－４）や「環境計測実験」（資料５－２－①－５），建築学科の

「建築環境工学」（資料５－２－①－６）が挙げられる。 

さらに，各教室にある情報端末を用いた PC プロジェクターの使用は通常の講義科目に対しても広

範囲になされている。学力不振の学生に対する補習等も，本校では再試験がないことから，必要に応

じて行っている（資料５－２－①－７）。 
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－２－①－１

シラバス「英会話」 

 

（出典 機械工学科シラバス p23）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－２－①－２

シラバス「物理実験」 

 

（出典 電気・電子システム工学科シラバス p38）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－２－①－３

技術部職員支援担当科目等 

豊田高専技術部

1 2 3 4 昼 5 6 7 8 1 2 3 4 昼 5 6 7 8 1 2 3 4 昼 5 6 7 8 1 2 3 4 昼 5 6 7 8 1 2 3 4 昼 5 6 7 8

　

＊： は支援担当科目を示す。 は時間帯固定を示す。 は時間帯移動可を示す。

表中の「準備」は、実験実習準備・片付け・打合せ・整理を意味する。

準備
物理
実験
２E

英語会
話

１年

英語会
話

１年

物理
実験
２Ｉ

物理
実験
2Ｃ

物理
実験
2A

準備
田
邊

準備
物理
実験
2M

準備

コンピュータ

リテラシＢ
１Ｉ

授業
立上
待機

授業
立上
待機

準
備

情報処理

ⅠＢ

１Ａ

授業
立上
待機

準
備

準
備

授業
立上
待機

演習室PC保守・管理
準
備

準
備

授業
立上
待機

授業
立上
待機

準
備

準
備

準備
工学実験Ⅰ

２I
準
備

加
藤

準
備

授業
立上
待機

準
備

準
備

授業
立上
待機

コンピュータ
図学
１Ｍ

卒業
研究
５I

卒業
研究
５I

卒業研究
５I

コンピュータ

リテラシ

１Ｉ

準備
電気電子工学実験

３E
準
備

佐
々
木

準備
創造工学

実験
４I

準
備 準備

工学実験Ⅱ
３I

準
備

準備
電気電子工学実験

３E
準
備

渡
辺

準備
電気電子工学

実験Ⅱ
４E

準
備

卒業
研究
５E

卒業
研究
５E

卒業研究
５E

レポート
受付補助

杉
藤

準備
電気基礎実験

２E

卒業
研究
５E

卒業
研究
５E

準備
創造電
気実験

１E

準
備

卒業研究
５E

準備
創造総合

実習
３M

準
備

工学実験ⅠＢ
４M

環境計
測実験

４Ｃ

中
根

準備
基礎実習

１M
準
備

準備
ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ

実習
２M

準
備

測量学
実習
２Ｃ

準
備 準備 準備

準備
工学実験ⅠＢ

４M
レポート

受付補助

北
畠

準備
コンピュータ

製図
２C

建設材料
実験実習

３Ｃ

準
備

準備

準備
ﾚﾎﾟｰﾄ
受　付
補　助

準備
創造総合

実習
３M

建築工学実験
４A

準
備

準備

後
野

準備
CAD

設計製図
５E

基礎実習
１M

準備 準備
ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ

実習
２M

準備
工学実験ⅠＢ

４M
レポート

受付補助

小
林

準備 準備 準備
建築
CAD
２A

情報処理
ⅠＢ
１Ａ

準備

準備
ﾚﾎﾟｰﾄ
受　付
補　助

準備
創造総合

実習
３M

準備
工学実験ⅠＢ

４M
レポート

受付補助

宮
川

準備
CAD

設計製図
５E

基礎実習
１M

準備 準備
ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ

実習
２M

準備
ﾚﾎﾟｰﾄ
受　付
補　助

準備
創造総合

実習
３M

準備
工学実験ⅠＢ

４M
レポート

受付補助

林 準備
CAD

設計製図
５E

基礎実習
１M

準備 準備
ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ

実習
２M

準備
ﾚﾎﾟｰﾄ
受　付
補　助

準備
創造総合

実習
３M

　9:00 　13:00 　　16:10

河
合

準備
CAD

設計製図
５E

基礎実習
１M

準備 準備
ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ

実習
２M

　　16:10 　9:00 　13:00 　　16:10　13:00 　　16:10 　9:00 　13:00　9:00 　13:00 　　16:10 　9:00

平成１8年度後学期支援担当科目および付帯業務一覧表
(　業 務 依 頼 書 （１）　に よ る 業 務 ）

月 火 水 木 金

 

豊田高専技術部

1 2 3 4 昼 5 6 7 8 1 2 3 4 昼 5 6 7 8 1 2 3 4 昼 5 6 7 8 1 2 3 4 昼 5 6 7 8 1 2 3 4 昼 5 6 7 8

＊： は支援担当科目を示す。 は時間帯固定を示す。 は時間帯移動可を示す。 は卒業研究製作指導を示す。

表中の「実験・実習準備」は、準備・片付けを意味する。

実習
準備

実習
準備

準備
５Ｃ

創造総合
実習
３M

実習
準備

実習
準備

実習
準備

電気基礎実験
２E

準
備

実験
準備

創造電
気実験

１E

準
備

準
備

準備
５Ｃ

構造力学
実験実習

５C

準備
2Ｃ

測量学
実習Ⅱ

２Ｃ

準備
３Ｃ

測量学
実習Ⅱ

３Ｃ

卒業
研究
５Ｍ

卒業
研究
５Ｍ

卒業
研究
５Ｍ

卒業研究
５Ｍ

(　業 務 依 頼 書 （１）　に よ る 業 務 ）
平成１9年度前学期支援担当科目および付帯業務一覧表

卒業
研究
５E

卒業
研究
５E

卒業研究
５E

ﾚﾎﾟｰﾄ
受　付
補　助

ﾚﾎﾟｰﾄ
受　付
補　助

ﾚﾎﾟｰﾄ
受　付
補　助

卒業
研究
５Ｍ

卒業研究
５Ｍ

レポート
受付補助

レポート
受付補助卒業研究

５Ｍ

準備
建築学

計測実験
２Ｋ

準備

工学実験ⅠA
４M

準
備

工学実
験Ⅱ
５M

工学実
験Ⅱ
５M

実験
準備

起動
補助
待機

起動
補助
待機

起動
補助
待機

準
備

創造総合
実習
３M

ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ
実習
２M

ﾚﾎﾟｰﾄ
受　付
補　助

建築学計測実験
２Ｋ

工学実
験Ⅱ
５M

レポート
受付補助

準
備

工学実験ⅠA
４M

工学実
験Ⅱ
５M

レポート
受付補助

工学実験ⅠA
４M

創造工学
実験　B

４I

実験
準備

基礎ゼミ
１Ｉ

準
備

準
備

ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ
実習
２M

建設材料
実験実習

３C

物理実験準備
応用物
理実験

３Ｍ

物理
実験
準備

準
備

準
備

準備

ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ
実習
２M

実習準備
準
備

卒業研究
５Ｍ

始
業
準
備

応用物
理実験

３Ｃ

英語
会話
LL

物理実験準備

加
藤

田
邊

ｺﾝﾋﾟｭｰ
ﾀﾘﾃﾗｼ

１E

起動
補助
待機

佐
々
木

始
業
準
備

基礎実習
１M

北
畠

杉
藤

基礎実習
１M

渡
辺

河
合

準　備

宮
川

実習準備

実習準備

実習準備

建設材料実験
４Ａ

準　備
建築CAD A

2A

準
備

小
林

後
野

林

実験
準備

準
備

準備
３Ｃ

コンピュータ
製図
２Ｃ

準
備

中
根

創造総合
実習
３M

準
備

水理学
実験実習

５C

実習準備

準備
２Ｃ

実習準備

実習準備

情報
工学
ⅡA

月 火

実習準備

実習準備
ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ

実習
２M

準
備

準
備

基礎実習
１M

準
備

　9:00

準
備

機械創
造実験

１M

卒業研究
５E

実験
準備

工学実験Ⅰ
２I

準
備

起動
補助
待機

実験
準備

コンピュータ
リテラシ

１Ｉ

卒業研究
５Ｉ

起動
補助
待機

物理
実験
３Ａ

始
業
準
備

物理
実験
３Ｅ

情報処理Ⅰ
１Ｃ

起動
補助
待機

金
　　16:10 　9:00 　　16:10

水 木
　9:00 　13:00 　　16:10 　9:00　13:00

始
業
準
備

始
業
準
備

電気基礎
実験準備

起動
補助
待機

起動
補助
待機

工学実験ⅡB
３I

創造総合
実習
３M

卒業
研究
５E

卒業
研究
５E

　13:00

基礎実習
１M

基礎実習
１M

電子工学
実験　Ⅱ

４E

創造総合
実習
３M

　13:00 　　16:10　13:00 　　16:10 　9:00

工学実
験Ⅱ
５M

レポート
受付補助

土質力学
実験実習

　５Ｃ

ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ
実習
２M

工学実験ⅠA
４M

準
備

準
備

準
備

工学実験ⅠA
４M

準
備

応用物
理実験

３Ｉ

電気電子
工学実験

３E

卒業
研究
５Ｉ

卒業
研究
５Ｉ

ネットワーク管理
データバックアップ

コンピュータ
リテラシ

１Ｉ

物理実験準備
物理
実験
準備

（出典 技術部運営委員会（H19.6.13）資料）
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資料５－２－①－４

環境都市工学科の「測量学実習」シラバス 

 

（出典 環境都市工学科シラバス p116）
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資料５－２－①－５

環境都市工学科の「環境計測実験」シラバス 

 

（出典 環境都市工学科シラバス p143）
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資料５－２－①－６

建築学科の「建築環境工学」シラバス） 

 

（出典 建築学科シラバス p133）
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資料５－２－①－７

 

（出典 環境都市工学科資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校では，一般科目と専門科目の配分を“くさび型”に設定し，学年進行とともに専門科目の割合

が増加するよう配慮している。また，実験・実習の重視という観点から，低学年よりそれらの科目を

導入し，学科の特性によって多少の違いはあるが専門科目単位数の約 28～36％程度がそうした科目

に充てられている。こうしたことから授業形態のバランスに対する配慮がなされていると考えられる。

学習指導法の工夫として，実験・実習では少人数教育やフィールド型の授業が行われており，通常の

授業においても必要に応じ情報機器を使用している。さらに学力不振者に対する補習も必要に応じて

広く実施されている。 

以上のことから，本校における授業形態のバランスは適切であり，学習指導法に対する工夫もなさ

れていると判断される。 
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観点５－２－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って，適切なシラバスが作成され，活用されている

か。 

（観点に係る状況）  

 本校のシラバスは，「来年度のシラバスの作成について」におけるガイドラインに基づいて当該科

目担当教員が作成し，電子ファイルと印刷物の形で教務委員に提出している。このとき，授業内容等

の変更があれば，記述内容変更報告書を添付する。シラバスには科目名，担当教員，本校教育目標，

JABEE 教育目標，プログラム教育目標，教科書，評価法，科目概要，授業内容，達成度目標及び特記

事項の各欄があり，学生から見て，授業の進行，成績の評価法，教育目標との関連等がただちに理解

できるように構成されており，年度初めに全学生に配付するとともに，学生課教務係によって Web 上

で３月末日までに公開し，自由に閲覧できるようにしている。 

 本校のシラバスは，平成６年度より作成されており，その間内容がより使いやすいものへと改良さ

れている。こうしたシラバスの活用状況に関する教員（非常勤を含む）及び学生のアンケート調査結

果（平成 18 年 12 月）について以下に述べる（資料５－２－②－１～２）。教員（回答数 105）の活

用状況では，「授業の最初に説明（回答数 105）」，「成績評価基準の確認（回答数 88）」，「進度

の確認（回答数 86）」が最も多い活用状況である。一方，学生のシラバス活用状況では，活用度の

多い順に「成績評価基準の確認（31％）」，「授業の最初に説明（29％）」及び「達成度の確認

（24％）」となっている。 

 こうしたアンケート結果からも，教員や学生が授業や評価法の確認を通してシラバスを実際に有効

に活用していることが明らかである。 

 

資料５－２－②－１

教員のシラバス活用状況 

シラバスの活用状況

無回答, 3
単位の互換, 2 その他, 4

おりに触れ, 23

基準の確認, 88 進度の確認, 86

最初の授業, 105

最初の授業

進度の確認

基準の確認

おりに触れ

単位の互換

その他

無回答

 

 

（出典 庶務課資料）
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資料５－２－②－２

準学士課程（本科）の学生のシラバス活用状況 

シラバスの活用状況（本科生）
その他

2%授業内容の確認

7%

授業の最初に説明

29%

達成度の確認

24%

成績評価基準の

確認

31%

進度の確認

7%

授業の最初に説明

進度の確認

成績評価基準の確認

達成度の確認

授業内容の確認

その他

 
（出典 庶務課資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

 シラバスには科目名，教育目標との関連，科目の概要から始まって，成績評価方法，授業内容，達

成度目標等を記述しており，教員や学生の利用の便に供されている。シラバスの利用に関するアンケ

ートから，教員が授業の最初にシラバスを用いて「授業内容」や「成績評価法」等を説明しており，

学生も「成績評価基準」や「達成度」の確認にシラバスを用いていることがわかる。 

以上のことから，本校では教育課程の編成の趣旨に沿って適切なシラバスが作成され，活用されて

いると判断される。 

 

 

観点５－２－③： 創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行わ

れているか。 

（観点に係る状況）  

全ての学科で実験・実習・ゼミ等を通じて創造性を育む授業を実施している。これらの科目は，創

造力や，探究心を育み，同時に問題解決能力や，工学的センスを養うことを目的としており，各学科

の専門に沿ったテーマで行っている。授業における各テーマの最後では，グループまたは個人がテー

マに関して成果発表を行い，プレゼンテーション能力の育成も目的の１つになっている（資料５－２

－③－１～７）。 

インターンシップについては，各学科とも４年次の「校外実習」として，単位化している。時期，

期間は，夏休み中に２週間（実質 10 日間）以上で，会社や役所，工場や工事現場等で実習を行い，

毎日実習日誌を実習指導者に提出し，チェックを受けることになっている。実習終了後には，報告書

を指導教員に提出し，校外実習報告会において実習内容を発表している（資料５－２－③－８～９）。 
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資料５－２－③－１

 

（出典 機械工学科シラバス p102 抜粋）
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資料５－２－③－２

 

（出典 電気・電子システム工学科シラバス p106 抜粋）
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資料５－２－③－３

 

（出典 建築学科シラバス p105 抜粋）
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資料５－２－③－４

 

（出典 情報工学科シラバス p105 抜粋）
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資料５－２－③－５

 

（出典 環境都市工学科シラバス p107 抜粋）
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資料５－２－③－６

 

（出典 電気・電子システム工学科シラバス p152 抜粋）
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資料５－２－③－７

 

（出典 機械工学科シラバス p131 抜粋）
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資料５－２－③－８

 

（出典 機械工学科資料）
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資料５－２－③－９

日時：平成１８年１０月３日（火）　９：００～

場所：インキュベーションセミナー室（図書館１階）

発表時間：８分（発表６分、質疑応答２分）

司会：高橋　明裕、田上　尚希

番号 氏　名 開始時間 実習先 実習テーマ

1 秋田　哲也 9:10 松下エコシステムズ㈱ ものづくり実習

2 浅岡　望 9:18 東レ㈱名古屋事業場 工務系機械エンジニアの役割を実設備の見学と実習で体得する

3 石川　隆司 9:26 東和精機㈱ 専用機の部品加工

4 石濵　久司 9:34 オーエスジー㈱大池工場 加工実習

5 伊藤　健太 9:42 出光興産㈱愛知製油所 ＷＷＰ配水管のΔＰ測定

7 伊藤　由喜 9:50 ㈱森精機製作所 機械設計

〃 ソニーEMCS㈱美濃加茂テック ＤＩ製造－細かなことに注目を、企業では何をやるのか？

8 伊藤　祐輔 10:06 津田工業㈱豊川工場 工場技術員業務

9 小川　将史 10:14 リンナイ㈱大口工場 ガス器具メーカーの安全への取り組みを学ぶ

10 小澤　正宜 10:22 日本ガイシ㈱ 乾燥要素試験

司会：秋田　哲也、浅岡　望

番号 氏　名 開始時間 実習先 実習テーマ

12 加藤　健太 10:40 日東工業㈱ 製品評価試験の補助

14 木戸間　由訓 10:48 豊橋技術科学大学 機械加工による自動車、宇宙、航空機用ナノ結晶材料の開発

15 木林　大輔 10:56 森永製菓㈱中京工場 菓子製造工程の実習及び見学

16 小島　悠貴 11:04 豊橋技術科学大学 炭素のＣＯ２との反応評価

〃 ネットワーク通信を用いたエージェント間の連携

17 近藤　利彦 11:20 アイシン精機㈱ ＡＩＢＯの駆動モータのベンチマーキング

18 後藤　敏文 11:28 村田機械㈱京都本社 工作物の製作

19 坂田　敦伺 11:36 東芝産業機器製造㈱ 電動機としての剛性解析によるデータベース化

20 佐藤　仁幸 11:44 マルヤス工業㈱岡崎工場 エンジンマウント強度評価

22 杉野　聡 11:52 小島プレス工業㈱総合研究所 スパッタ塗装用乾燥機に必要な因子の確認

23 高崎　陽介 12:00 ㈱豊橋造船 造船業について

司会：加藤　健太、木戸間　由訓

番号 氏　名 開始時間 実習先 実習テーマ

24 高橋　明裕 13:00 東芝産業機器製造㈱ コイル挿入機の開発

25 田上　尚希 13:08 ソニーEMCS㈱幸田テック 生産設備設計の基礎

28 谷川　千明 13:16 カゴメ㈱小坂井工場 製品の品質管理

29 戸軽　堅倫 13:24 ㈱ジェイピーシー ＣＡＤによる設計・製図

33 長坂　泰治 13:32 ﾄﾖﾀﾃｸﾆｶﾙﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ㈱ ３Ｄ－ＣＡＤによる設計実習

34 野月　俊典 13:40 ㈱竹中工務店名古屋支店 設備設計業務に関する実務体験

37 判家　良光 13:48 ㈱アーレスティ豊橋工場 アルミダイカスト工場における生産技術

39 細川　高廣 13:56 富士機械製造㈱ 基板製作

40 松下　洋也 14:04 デンソーテクノ㈱ 製品の強度解析

44 山村　一也 14:12 ソニーEMCS㈱美濃加茂テック レンズ評価

平成１８年度　機械工学科　校外実習報告会

 

（出典 機械工学科資料）

 

 - 158 -



豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校では，全学科において創造性を育む授業を実施している。これらの科目では創造力や探究心を

育み，問題解決能力を養い，工学的センスを高めることを目的としている。また「校外実習（インタ

ーンシップ）」については創立以来の歴史があり，４年次の夏休みを利用して企業等で２週間以上の

実習を行い，企業体験を通して社会性を身に付けている。 

以上のことから，本校では創造性を育むことを目的とした教育方法の工夫が行われ，インターンシ

ップの活用もなされていると判断される。 

 

 

観点５－３－①： 成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され，学生に

周知されているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，進級認

定，卒業認定が適切に実施されているか。 

（観点に係る状況）  

本校における成績評価，単位認定規定や進級・卒業認定規定は，「授業科目の履修，単位の修得，

進級及び卒業等の認定に関する規程」（資料５－３－①－１），「試験及び学業成績評価規程」（資

料５－３－①－２），「進級判定，卒業判定及び修了判定に関する規則」（資料５－３－①－３）と

して定めている。これらは全学生に配付している学生便覧に掲載するとともに，新入学生に対しては

教務ガイダンスで説明している。また，ホームページから閲覧できるようになっている（資料５－３

－①－４）。さらに１～３年次においてはホームルームの時間に，４～５年生はアカデミックガイダ

ンスの時間に，必要に応じて説明を行っている。 

 これらの成績評価等の規定に関する認知度を調査したアンケート（平成 18 年 12 月）では，「知っ

ている（32％）」及び「概ね知っている（51％）」という結果が得られている（資料５－３－①－５ 

）。 

 一方，これらの規定の運用は，以下のとおりである。まず，シラバスにおいて当該科目の成績評価

方法と基準を明示しており，最初の授業において担当教員より授業内容の説明とともに成績評価に関

する事項の説明が行われている。各科目の成績評価に用いた試験問題，解答，答案（試験ごとに C 評

価に該当するものと最高点のコピー），レポート，課題等は，成績評価の一覧や分布とともに教育改

善推進室に保存している（資料５－３－①－６：成績資料につき，訪問時公開）。試験の答案は学生

に返却しているが，特に学年末の成績については答案返却日を設けて，学生が採点を確認できる機会

を与えている。採点への疑義等成績に関する学生からの意見や申し立ての機会について，そうした申

し出を行うことができることの周知に関するアンケート結果を資料５－３－①－７に示す。 

 本校では正当な理由により当該科目を受験できない学生に対する追試験は，別の期日を設けて実施

しているが，成績不振者に対する再試験は行っていない。また本校では，「課題研究による単位修得

の認定について」定めている。課題研究には「甲」と「乙」があり，前者は語学や技能の第三者認定

で，TOEIC，実用数学技能検定，デジタル技術検定等がこれにあたる（資料５－３－①－８）。一方，

後者は「NHK ロボットコンテスト」，「デザインコンテスト」ならびに「特別校外実習」等がこれに

あたり，教員の指導のもとに学科が適当と認める課題の研究に従事し，一定の成果をあげた学生に単

位の修得を認めている（資料５－３－①－９）。修得を認定された単位は，合格した日付に在籍する

学年の単位として，進級単位に加算するが，課題研究による修得単位数は５学年を通じて合計 12 単

位を超えないことを定めている（資料５－３－①－10）。卒業及び進級の判定は，それぞれ年度末の
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教員全員参加による卒業判定会議及び進級判定会議において，認定基準に従って行っている。 

 

資料５－３－①－１

  

（出典 平成 19 年度学生便覧 p42～45 抜粋）
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資料５－３－①－２

 

（出典 平成 19 年度学生便覧 p52～53）
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資料５－３－①－３

 

（出典 平成 19 年度学生便覧 p52）
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資料５－３－①－４

（出典：ホームページ）

 

資料５－３－①－５

成績評価等の規定の認知度（本科生）

知っている

32%

無回答

1%知らない

16%

概ね知っている

51%

知っている

概ね知っている

知らない

無回答

 

（出典 学生アンケート結果）
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資料５－３－①－７

意見申立の機会に対する認知度（本科生）

知らない

11%

無回答

0%

知っている

89%

知っている

知らない

無回答

 

（出典 学生アンケート結果）
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資料５－３－①－８

 
（出典 平成 19 年度学生便覧 p61）

 

資料５－３－①－９

 

（出典 平成 19 学生便覧 p62）

 

 - 165 -



豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－３－①－10

 

（出典 平成 19 年度学生便覧 ｐ58～62 抜粋）

 

（分析結果とその根拠理由）  

成績評価・単位規定及び進級・卒業の判定に関する規定を定め，学生便覧及びホームページ上で閲

覧できるようにし，学生への周知を図っている。アンケート調査によれば，規定に対する学生の認知

度は高い。また，科目ごとの成績評価法や認定基準をシラバスに明記することで，成績評価の透明性

を確保している。試験問題，解答及び答案等は教育改善推進室に保存され（コピー），答案そのもの

は学生に返却している。特に学年末においては返却日を設け，学生が採点結果を確認できる機会を与

えている。採点への疑義等成績に関する意見申し立ての機会については，指導教員や科目担当教員に

申し出ることにより，誤りがある場合には変更が可能である。また本校では５年間に 12 単位まで

「課題研究による単位修得」を認めており，資格の取得と合わせて広く利用されている。卒業及び進

級の判定は認定基準にしたがって，年度末に全教員参加のもとに判定会議として行っている。 

以上のことから，本校では，成績評価・単位認定及び卒業・進級認定の規定が組織として策定され，

それに基づいて成績評価・単位認定及び卒業・進級判定が適切に行われていると判断される。 
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観点５－４－①： 教育課程の編成において，特別活動の実施など人間の素養の涵養がなされるよ

う配慮されているか。 

（観点に係る状況）  

 本校における特別活動は，ホームルームとして毎週水曜日７時限目に１～３年生までは各学年 30

単位時間，計 90 単位時間実施している。この他４～５年生においては，アカデミックガイダンスを

毎週同じ水曜日７時限目に HR と同じ形式で行っている。本校ではリーダーシップや協調性，社会性

を育むために，上記の学級活動だけでなく，学校行事及び学生会主催の行事を行っている。１，２年

次には見学旅行（資料５－４－①－１），さらに２年次年度末にはスキー教育（資料５－４－①－

２）を行い，学生間の人間関係の形成，行事への自主的な参加の姿勢を育成している。３年次には鈴

鹿サーキットにおいて交通安全教育合宿研修を実施し，安全運転教育に努めている（資料５－４－①

－３）。４年次では２泊３日程度の研修旅行（海外での研修を含む。）を行い，学生の見聞を広めて

いる（資料５－４－①－４）。さらに，年２回学年ごとに，禁煙指導，薬物，性教育等の問題につい

て外部より講師を招き講演会を開催している（資料５－４－①－５）。 

本校では，低学年（１，２年生 456 名）の約 80％（362 名）が寮生であり，集団生活を経験してお

り，寮での共同生活は人間形成に大きなプラスとなっている。また，高学年（３～５年生）の中から

選出された寮生は，班長・指導寮生として低学年の生活指導を行っている（資料５－４－①－６）。

班長・指導寮生には，寮指導学生研修会を年２回実施している（資料５－４－①－７）。 

このような様々な取り組みによって，本校では「リーダーシップ」や「協調性」「社会性」といっ

た学生の人間としての素養が育まれるよう努めている。 
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資料５－４－①－１

 

（出典 総務会議（H19.3.27）資料）
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資料５－４－①－２

 

（出典 総務会議（H19.1.31）資料抜粋）
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資料５－４－①－３

 

（出典 総務会議（H19.1.31）資料抜粋）
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資料５－４－①－４

 

（出典 総務会議（H16.11.30）資料抜粋）
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資料５－４－①－５

（出典 教員会議（H18.4.3）資料）
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資料５－４－①－６

（出典 2007 年度学寮のしおり p１）

 

 

 - 173 -



豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－４－①－７

（出典 総務会議（H19.2.20）資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

本校では設置基準に定められている特別活動の時間が 90 単位時間以上になるよう，１～３年次で

は週１時間ホームルームを，４～５年次にはアカデミックガイダンスを実施している。こうした日常

の学級活動や様々な学校行事を通じて，「リーダーシップ」や「協調性」「社会性」といった人間と

しての素養が育まれるよう努めている。また寮生活の人間形成に及ぼす影響も大きい。 

以上のことから，本校では教育課程の編成において，特別活動の実施等人間の素養の涵養がなされ

るよう配慮している。 
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観点５－４－②： 教育の目的に照らして，生活指導面や課外活動等において，人間の素養の涵養

が図られるよう配慮されているか。 

（観点に係る状況）  

学生に対する生活指導は，学生主事，主事補，指導教員が中心となって行っている。指導教員は，

学生の学校生活に目を配り，必要に応じて指導，助言している。学生からの生活相談に対しては，教

員，看護士，カウンセラーが，学生相談室やオフィスアワーにおいて対応しており，学生の安全や健

康に配慮しつつ，学校生活を通じて学生の社会性を養うよう指導を行っている。学生の集団における

リーダーシップや協調性を育むことを目的に，課外活動への自主的な参加を奨励するとともに，教員

全員が顧問及び支援教員としてクラブ活動への積極的な支援を行っている（資料５－４－②－１～

２）。 

また，学生会の自主的な活動を通して，学生の社会性や主体性の育成を図っている。年間の学生会

主催行事として，あいさつ運動，新入生歓迎球技大会，体育祭，こうよう祭（文化祭）等を行ってい

る。また，社会性の涵養を目指して，年３回の学内外の環境美化活動等も行っている（資料５－４－

②－３）。 

学寮においては，規則正しい生活をさせることにより学生の責任感，自立心の向上を図っている。

朝の体操から夜の学習時間帯，就寝までの日常生活を通して，自立的な生活習慣を身に付けさせるよ

う配慮している（資料５－４－②－４）。学寮運営を円滑にし，他高専との交流を図る目的から他高

専の寮訪問も実施している（資料５－４－②－５）。 
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資料５－４－②－１

 

（出典 課外活動における安全対策等の手引き抜粋）
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資料５－４－②－２

（出典 課外活動における安全対策等の手引き抜粋）
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資料５－４－②－３

 
（出典 総務会議（H19.6.5）資料抜粋）
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資料５－４－②－４

 
（出展 学寮のしおり ｐ３）
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資料５－４－②－５

 

（出典 総務会議（H19.1.9）資料） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

本校では学生主事グループと指導教員が中心となって学生の生活指導を行っている。また，学生か

らの生活相談に関しては，学生相談室やオフィスアワーで対応している。学生の集団生活におけるリ

ーダーシップや協調性を育むことを目的に課外活動への参加を奨励するとともに，全教員がクラブの

顧問として活動を支援している。球技大会，体育祭，こうよう祭（文化祭）等が学生会主催の行事と

して自主的に行われており，寮生会も寮祭やその他のイベントを主体的に企画・実施している。 

以上のことから，本校では，教育の目的に照らして生活指導や課外活動において，人間の素養の涵

養が図られるよう配慮していると判断される。 
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＜専攻科課程＞ 

観点５－５－①： 準学士課程の教育との連携を考慮した教育課程となっているか。 

（観点に係る状況）  

本校の専攻科課程は，電子機械工学専攻，建設工学専攻，情報科学専攻の３専攻で構成されている。

専攻科課程の授業科目の配置は教育目標に沿って，高度な実践的技術者として備えるべき内容の水準

を定め，技術者として必要な教養ならびに工学，外国語能力，情報リテラシーの習得，心身共に健全

な人格形成のための教育を中心とした教育内容をバランス良く配置している。準学士課程と専攻科課

程の科目系統図を資料５－５－①－１～５に示す。専攻科の教育は準学士課程の基礎の上に立ち，積

み重ねを意識した構成となっている。特に，語学，数学，人文社会系の科目についても連続性を考慮

しつつ，より高いレベルの教育を行っている。専門科目については，より深く専門性を養いつつ，２

つの専門学科の組み合わされた専攻では，特別実験や相互に受講を認める科目において，他分野の専

門の科目も学ぶことが可能である。また，他専攻の科目も２年間で３科目６単位まで受講できるよう

になっている。 
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資料５－５－①－１

科目系統図（電子機械工学専攻・機械工学分野） 

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第１学年 第２学年

機械工作法ＩＡ 工業力学Ｉ 工業力学ＩＩ 設計製図ⅠＡ 設計製図ＩＶ 特別研究 生産工学

機械工作法ＩＢ 情報工学ＩＡ 基礎製図ＩＩＡ 設計製図ⅠＢ 卒業研究 機能性材料学 材料加工プロセス

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ図学 情報工学ＩＢ 基礎製図ＩＩＢ 校外実習 工業材料 計測制御工学 機械設計工学

倫理社会Ａ 機械工作法ＩＩＡ 材料学ＩＩ 材料力学ＩＩＡ 材料力学ＩＩＩ 応用電子計測論 ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ論

倫理社会Ｂ 機械工作法ＩＩＢ 材料力学Ｉ 材料力学ＩＩＢ 塑性加工学 先端技術特論 流れ学

地理Ａ ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ実習 機械運動学Ｂ 機械力学 熱力学ＩＩ 光電子デバイス 通信システム

地理Ｂ 材料学ＩＡ 基礎機械力学 熱力学ＩＡ 伝熱工学 技術者倫理 情報システム工学

材料学ＩＢ 設計法Ａ 熱力学ＩＢ 流体力学Ａ 歴史学 知識工学

歴史ＩＡ 設計法Ｂ 水力学Ａ 流体力学Ｂ インターンシップ 技術史

歴史ＩＢ 材料学ＩＩ 水力学Ｂ 制御工学Ａ 機械振動学

機械運動学Ａ 基礎電気磁気学Ａ 制御工学Ｂ 材料強度学

基礎電気電子回路Ａ 基礎電気磁気学Ｂ 計測工学 燃焼工学

基礎電気電子回路Ｂ 法学Ａ ｱｸﾁｭｴｰﾀ工学 油空圧システム工学

歴史ＩＩＡ 法学Ｂ 精密工学 工業デザイン論

歴史ＩＩＢ 内燃機関工学 環境保全

情報技術 数量経済学

経済学Ａ 言語理論

経済学Ｂ 健康科学特論

機械創造実験 工業力学Ｉ 応用物理学Ａ 解析学Ａ 統計学Ａ 解析力学 応用解析学Ｉ

基礎実習 情報工学ＩＡ 応用物理学Ｂ 解析学Ｂ 統計学Ｂ 線形代数学 応用解析学ＩＩ

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ図学 情報工学ＩＢ 応用物理実験 近代物理学Ａ 塑性加工学 離散数学 信頼性工学

基礎解析ＩＡ 基礎製図ＩＡ 工業力学ＩＩ 近代物理学Ｂ 情報技術 量子力学 電子機械工学特別実験

基礎解析ＩＢ 基礎製図ＩＢ 機械運動学Ａ 設計製図ⅠＡ 設計製図ＩＶ 生物化学 パターン情報処理

線形数学ＩＡ ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ実習 機械運動学Ｂ 設計製図ⅠＢ 工学実験ＩＩ 電子機械工学特別実験 生体情報論

線形数学ＩＢ 基礎解析ＩＩＡ 情報工学ＩＩＡ 工学実験ＩＡ 制御工学Ａ 電子回路論 計算理論

物理ＩＡ 基礎解析ＩＩＢ 情報工学ＩＩＢ 工学実験ＩＢ 制御工学Ｂ 電磁気学 数理論理学

物理ＩＢ 線形数学ＩＩＡ 創造総合実習 工学演習 言語理論

化学ＩＡ 線形数学ＩＩＢ 基礎解析ＩＩＩ 数学特論Ｉ 数量経済分析

化学ＩＢ 物理ＩＩＡ 基礎解析ＩＶ 数学特論ＩＩ 統計熱力学

物理ＩＩＢ 微分方程式 物理特論Ｉ

物理実験 論理・確率 物理特論ＩＩ

化学ＩＩＡ 化学ＩＩＩ 化学特論Ｉ

化学ＩＩＢ 化学特論ＩＩ

化学ＩＩＢ

機械創造実験 芸術ＩＩ 基礎製図ＩＩＡ 設計製図ⅠＡ 設計製図ＩＶ 特別研究 電子機械工学特別実験

芸術Ｉ 基礎製図ＩＩＢ 設計製図ⅠＢ 工学実験ＩＩ 電子機械工学特別実験

創造総合実習 工学実験ＩＡ 卒業研究 インターンシップ

工学実験ＩＢ

校外実習

機械創造実験 国語ＩＩＡ 創造総合実習 工学実験ＩＡ 工学実験ＩＩ 総合英語Ｉ 総合英語ＩＩ

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ図学 国語ＩＩＢ 国語ＩＩＩＡ 工学実験ＩＢ 卒業研究 技術英語 電子機械工学特別実験

国語Ｉ甲Ａ 英語購読ＩＩＡ 国語ＩＩＩＢ 日本語表現Ａ 工学ゼミ 特別研究 電気英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝＩＩ

国語Ｉ甲Ｂ 英語購読ＩＩＢ 英語購読ＩＩＩＡ 日本語表現Ｂ 英語ＩＡ 電子機械工学特別実験 上級英語表現

国語Ｉ乙Ａ 英語表現Ａ 英語購読ＩＩＩＢ 英語購読ＩＶＡ 英語ＩＢ 電気英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝＩ

国語Ｉ乙Ｂ 英語表現Ｂ 科学英語基礎ＩＡ 英語購読ＩＶＢ 英語ＩＩ 日本の言葉と文化

英語購読ＩＡ 科学英語基礎ＩＢ 科学英語基礎ＩＩＡ ドイツ語Ｉ

英語購読ＩＢ 科学英語基礎ＩＩＢ ドイツ語ＩＩ

英語会話Ａ

英語会話Ｂ

英語文法・文作Ａ

英語文法・文作Ｂ

国語Ｉ甲Ａ 国語ＩＩＡ 国語ＩＩＩＡ 校外実習 経済学Ａ 技術者倫理 上級英語表現

国語Ｉ甲Ｂ 国語ＩＩＢ 国語ＩＩＩＢ 日本語表現Ａ 経済学Ｂ 歴史学 技術史

国語Ｉ乙Ａ 歴史ＩＡ 歴史ＩＩＡ 日本語表現Ｂ 文学特論Ｉ 日本の言葉と文化 工業デザイン論

国語Ｉ乙Ｂ 歴史ＩＢ 歴史ＩＩＢ 法学Ａ 文学特論ＩＩ 健康科学特論

倫理社会Ａ 芸術ＩＩ 哲学 法学Ｂ 社会学特論Ｉ 数量経済学

倫理社会Ｂ 保健体育ＩＩＡ 保健体育ＩＩＩＡ 保健体育ＩＶＡ 社会学特論ＩＩ

地理Ａ 保健体育ＩＩＢ 保健体育ＩＩＩＢ 保健体育ＩＶＢ 保健体育ＶＡ

地理Ｂ 保健体育ＶＢ

芸術Ｉ

保健体育ＩＡ

保健体育ＩＢ

技術の社会への影響なら
びに技術者倫理を学ぶこ
とにより，社会における役
割と責任を理解する技術
者の育成を目指す

③  問題意識と考える力を
持ち，自ら学習することに
よる創造力と実践力を備
えた技術者の養成

④  科学的な分析に基づく
論理的な記述力，明解な
口頭発表能力，十分な討
議能力及び国際的に通用
するコミュニケーション能
力の修得

⑤  世界の文化・歴史の中
で，技術が社会に与える
影響を考え，自らの責任を
自覚し誇りを持つことので
きる技術者の育成

社会の求める実践的技術
者を育成するため，「もの
づくり」を中心に据えた教
育を行う

校外実習，工学ゼミおよび
卒業研究等を通じてコミュ
ニケーションや発表のスキ
ルをもつ技術者の育成を
目指す

「ものづくり」において環境
を考慮し，資源の無駄を無
くす視点を持つとともに，
技術者としての洞察力，協
調性および社会性を身に
つけさせる

学校教育目標 機械工学科

本科で修得した基礎的な
能力に加えて，より深い教
養と広い工学的知識を身
につけた技術者の育成を
目指す

機械工学の分野における
課題に対して得られた成
果を，外部に伝達できるコ
ミュニケーション能力を持
つ技術者の育成を目指す

学校教育目標・学科教育目標・科目関連表(電子機械工学専攻：機械工学分野）

機能性・安全性を追求する
材料・材料力学分野，エネ
ルギーの効率的利用を追
求する熱・流体力学分野，
「ものづくり」の手法を追求
する工作・加工分野，高精
度化を追求する計測・制御
分野等の基礎を中心に機
械工学を体系的に修得さ
せ，問題解決能力の素養
をつける

専攻科課程（専攻科）　科目名

②  実験・実習で培われる
豊かな体験と基礎理論の
深い理解との融合から生
まれるエンジニアリング基
盤の確立

①  社会の変化と要請を的
確に捉え，ものづくりを多
面的に認識し，実現可能
なシステムを構築できる技
術者の養成

準学士課程（本科）　　　　科目名

実験・実習に多くの時間を
充当し，「ものづくり」を通じ
て工学基礎理論の理解を
促進し，「ものづくり」の精
神を肌で感じる機械技術
者の育成を目指す

専攻科電子機械工学専
攻・機械工学分野の学習・
教育目標

「材料と構造」，「運動と振
動」，「エネルギーと流
れ」，「情報と計測・制御」，
「設計と生産・管理」およ
び，「機械とシステム」の各
分野に基礎的な造詣を持
つ技術者の育成を目指す

機械工学の諸分野におけ
る問題に対して適切な実
験を計画し，結果を得るこ
とのできる技術者の育成を
目指す

 

（出典 機械工学科資料）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－５－①－２

科目系統図（電子機械工学専攻・電気電子工学分野） 

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第１学年 第２学年

倫理社会Ａ 歴史ⅠＡ 歴史ⅡＡ 法学Ａ 経済学Ａ 歴史学 油空圧システム工学

倫理社会Ｂ 歴史ⅠＢ 歴史ⅡＢ 法学Ｂ 経済学Ｂ 技術者倫理 機械振動学

地理Ａ マイクロコンピュータ工学A 哲学 エネルギー変換工学Ⅱ 社会科学特論Ⅰ インターンシップ 機械設計工学

地理Ｂ マイクロコンピュータ工学B エネルギー変換工学ⅠA ソフトウェア技術A 社会科学特論Ⅱ 応用電子計測論 材料加工プロセス

コンピュータリテラシ 　(電気機器)　　　　 ソフトウェア技術B コンピュータ工学A 機能性材料学 情報システム工学

基礎工学ゼミ エネルギー変換工学ⅠB 基礎制御工学 コンピュータ工学B 計測制御工学 生産工学

プログラミングA 校外実習 システム制御工学A 先端技術特論 流れ学

プログラミングB 先端技術論 システム制御工学B 光電子デバイス 知識工学

電子工学ⅠA 電子工学Ⅱ ソフトウェアシステム 特別研究 通信システム

電子工学ⅠB ディジタル回路 燃焼工学

データ通信工学 パワーエレクトロニクス論

パワーエレクトロニクス 材料強度学

通信システム工学 工業デザイン論

電力システム工学A 環境保全

電力システム工学B 技術史

半導体工学A 特別研究

半導体工学B

卒業研究

基礎解析ⅠＡ 基礎解析ⅡＡ 基礎解析Ⅲ 数学特論Ⅰ 統計学Ａ（応用数学A） 線形代数学 応用解析学Ⅰ

基礎解析ⅠＢ 基礎解析ⅡＢ 基礎解析Ⅳ 数学特論Ⅱ 統計学Ｂ（応用数学B） 離散数学 応用解析学Ⅱ

線形数学ⅠＡ 線形数学ⅡＡ 微分方程式 物理特論Ⅰ ＣＡＤ設計製図 解析力学 統計熱力学

線形数学ⅠＢ 線形数学ⅡＢ 論理・確率 物理特論Ⅱ (電子機械設計製作)　　 生物化学 信頼性工学

物理ⅠＡ 物理ⅡＡ 化学Ⅲ 化学特論Ⅰ 電気磁気学Ⅳ 量子力学 生体情報論

物理ⅠＢ 物理ⅡＢ 応用物理実験 化学特論Ⅱ 電気磁気学演習 電子回路論 パターン情報処理

化学ⅠＡ 物理実験 応用物理学A 解析学Ａ（応用解析A） 電気電子回路演習 電磁気学 電子機械工学特別実験

化学ⅠＢ 化学ⅡＡ （応用物理学ⅠA) 解析学Ｂ（応用解析B） 電子機械工学特別実験

基礎電気回路 化学ⅡＢ 応用物理学B 近代物理学A

基礎電気工学 電気回路A （応用物理学ⅠB） （応用物理学ⅡA）

創造電気実験 電気回路B 交流回路ⅠA 近代物理学B

電気基礎数学A 電気基礎実験 交流回路ⅠB （応用物理学ⅡB)

電気基礎数学B 電気計測A 電気磁気学Ⅰ 過渡現象論

電気計測B 電気磁気学Ⅱ 交流回路Ⅱ

電気数学A 電気電子工学演習Ⅰ 電気磁気学ⅢA

電気数学B 電気電子工学実験Ⅰ 電気磁気学ⅢB

電気電子工学演習Ⅱ

電気電子工学実験Ⅱ

電子回路A

電子回路B

芸術Ⅰ 芸術Ⅱ 応用物理実験 数学特論Ⅰ 卒業研究 電子機械工学特別実験 電子機械工学特別実験

創造電気実験 物理実験 電気電子工学実験Ⅰ 数学特論Ⅱ 特別研究 特別研究

電気基礎実験 電気電子工学実験Ⅱ インターンシップ

校外実習

国語Ⅰ甲Ａ 国語ⅡＡ 国語ⅢＡ 日本語表現Ａ 英語ⅠＡ 日本の言葉と文化 総合英語Ⅱ

国語Ⅰ甲Ｂ 国語ⅡＢ 国語ⅢＢ 日本語表現Ｂ 英語ⅠＢ 総合英語Ⅰ 上級英語表現

国語Ⅰ乙Ａ 英語講読ⅡＡ 英語講読ⅢＡ 英語講読ⅣＡ 英語Ⅱ 技術英語 電気英語

国語Ⅰ乙Ｂ 英語講読ⅡＢ 英語講読ⅢＢ 英語講読ⅣＢ ドイツ語Ⅰ 電気英語 　　コミュニケーションⅡ

英語講読ⅠＡ 英語表現Ａ 科学英語基礎ⅠＡ 科学英語基礎ⅡＡ ドイツ語Ⅱ 　　コミュニケーションⅠ 電子機械工学特別実験

英語講読ⅠＢ 英語表現Ｂ 科学英語基礎ⅠＢ 科学英語基礎ⅡＢ 文学特論Ⅰ 電子機械工学特別実験 特別研究

英語会話Ａ 電気英語基礎Ⅰ 電気電子工学実験Ⅰ 電気電子工学実験Ⅱ 文学特論Ⅱ 特別研究

英語会話Ｂ 電気英語基礎Ⅱ 電気英語表現Ⅰ 卒業研究

英語文法・作文Ａ （電気技術英語Ⅰ）　 電気技術英語Ⅱ

英語文法・作文Ｂ

国語Ⅰ甲Ａ 国語ⅡＡ 国語ⅢＡ 日本語表現Ａ 経済学Ａ 日本の言葉と文化 技術史

国語Ⅰ甲Ｂ 国語ⅡＢ 国語ⅢＢ 日本語表現Ｂ 経済学Ｂ 歴史学 健康科学特論

国語Ⅰ乙Ａ 歴史ⅠＡ 歴史ⅡＡ 法学Ａ 文学特論Ⅰ 技術者倫理 工業デザイン論

国語Ⅰ乙Ｂ 歴史ⅠＢ 歴史ⅡＢ 法学Ｂ 文学特論Ⅱ 先端技術特論

倫理社会Ａ 芸術Ⅱ 哲学 保健体育ⅣＡ 社会科学特論Ⅰ インターンシップ

倫理社会Ｂ 保健体育ⅡＡ 保健体育ⅢＡ 保健体育ⅣＢ 社会科学特論Ⅱ

地理Ａ 保健体育ⅡＢ 保健体育ⅢＢ 先端技術論 保健体育ⅤＡ

地理Ｂ 校外実習 保健体育ⅤＢ

芸術Ⅰ

保健体育ⅠＡ

保健体育ⅠＢ

基礎工学ゼミ

電気・電子システム工学科学校教育目標

⑤  世界の文化・歴史の中で，
技術が社会に与える影響を考
え，自らの責任を自覚し誇りを
持つことのできる技術者の育
成

実験，研究の背景を意識し，
実験データを科学的に分析で
き，簡単な考察を加えること
のできる技術者の養成

得られた成果を短い報告書
にまとめ，分かりやすい日本
語で口頭発表する能力の修
得

社会における技術者の役割
を意識した技術者の養成

③  問題意識と考える力を持
ち，自ら学習することによる創
造力と実践力を備えた技術者
の養成

④  科学的な分析に基づく論
理的な記述力，明解な口頭発
表能力，十分な討議能力及び
国際的に通用するコミュニケー
ション能力の修得

社会における技術者
の役割と責任を理解し
た技術者の養成

学校教育目標・学科教育目標・科目関連表（電子機械工学専攻：電気電子工学分野）

電気エネルギーの運用（発
生，輸送，変換）に関する原
理，エレクトロニクスの基礎，
コンピュータによる情報・通信
（情報の保持・変換・伝達）の
概念を理解している技術者の
養成

現象の観察・体験を出発点と
して学習することによる電気・
電子回路および電気磁気学
等の基礎的内容の修得

準学士課程　　　　科目名

②  実験・実習で培われる豊か
な体験と基礎理論の深い理解
との融合から生まれるエンジニ
アリング基盤の確立

①  社会の変化と要請を的確
に捉え，ものづくりを多面的に
認識し，実現可能なシステムを
構築できる技術者の養成

システムの安定性を
考慮した制御法，およ
び電子デバイスの利
用・計測技術およびス
キルと安全意識を身
に付けた技術者の養
成

本科で身に付けた自
然科学分野に対する
理解力をさらに向上し
た上で，電気・電子回
路設計等の実践的知
識を身に付けた技術
者の養成

実験，研究の背景を
自ら調査・整理し，技
術的な問題点を明確
にした上で目的と方法
を設定し，計画的，継
続的に研究できる基
礎的な研究能力を持
つ技術者の養成

整った章立てに従い，
分かりやすい日本語
文で報告書を作成で
き，聴衆に合わせた分
かりやすい日本語で
口頭発表，質疑応答
することができ，
TOEIC450点相当以上
の英語運用能力を
持った技術者の養成

電子機械工学専攻
電気電子工学分野

専攻科課程　科目名

 

（電気・電子システム工学科資料）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－５－①－３

科目系統図（建設工学専攻・環境都市工学分野） 
学校教育目標・学科教育目標・科目・担当教員関連表（建設工学専攻：環境都市工学分野）

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第１学年 第２学年

倫理社会Ａ 歴史ⅠＡ 歴史ⅡＡ 法学Ａ 経済学Ａ 技術者倫理

倫理社会Ｂ 歴史ⅠＢ 歴史ⅡＢ 法学Ｂ 経済学Ｂ 歴史学

地理Ａ 健康科学特論

地理Ｂ

設計製図Ⅰ コンピュータ製図 設計製図Ⅱ 河川工学 環境植生学 環境都市ＣＡＤ演習 環境保全

環境学基礎 基礎地質学 環境都市工学演習ゼミⅠ 景観デザイン 建築学ＣＡＤ演習 岩盤力学

校外実習 防災工学 インターンシップ 情報システム工学

産業社会学 先端技術特論 工業デザイン論

環境都市工学演習ゼミⅡ 特別研究 特別研究

卒業研究

環境都市工学概論ゼミ 測量学ⅠA 測量学ⅡA 都市計画 社会システム計画

測量学ⅠB 測量学ⅡB 交通工学 交通計画

計画数理A 道路工学

計画数理B 建設管理計画A

建設管理計画B

水環境工学 都市環境

応用水環境工学

環境アセスメント

基礎解析ⅠＡ 基礎解析ⅡＡ 基礎解析Ⅲ 数学特論Ⅰ 解析力学 応用解析学Ⅰ

基礎解析ⅠＢ 基礎解析ⅡＢ 基礎解析Ⅳ 数学特論Ⅱ 線形代数学 応用解析学Ⅱ

線形数学ⅠＡ 線形数学ⅡＡ 微分方程式 物理特論Ⅰ 離散数学

線形数学ⅠＢ 線形数学ⅡＢ 論理・確率 物理特論Ⅱ 量子力学

物理ⅠＡ 物理ⅡＡ 化学Ⅲ 化学特論Ⅰ 生物化学

物理ⅠＢ 物理ⅡＢ 化学特論Ⅱ 統計熱力学

化学ⅠＡ 物理実験化学ⅡＡ 生体情報論  

化学ⅠＢ 化学ⅡＢ

工業基礎数学A 力学基礎A 応用物理学A 統計学A 地域施設設計論 都市空間論

工業基礎数学B 力学基礎B 応用物理学B 統計学B 水工学 都市計画論

建設材料学A 応用物理実験 解析学Ａ 水文学 構造工学

建設材料学B 水理学ⅠA 解析学Ｂ 建築環境工学論 社会システム計画論

水理学ⅠB 上下水道工学  ファシリティマネジメント 環境都市設計演習

構造力学ⅠA 構造力学ⅡA 構造設計論

構造力学ⅠB 構造力学演習Ⅱ 建築材料論

構造力学演習ⅠA 土質力学ⅡA 計算力学

構造力学演習ⅠB 土質力学ⅡB 居住地計画論

土質力学ⅠA コンクリート構造学ⅡA パターン情報処理

土質力学ⅠB コンクリート構造学ⅡB 信頼性工学

コンクリート構造学ⅠA

コンクリート構造学ⅠB

測量学実習Ⅰ 測量学実習Ⅱ 情報処理Ⅲ 数値解析 構造工学実験 地盤工学実験

情報処理Ⅱ 建設材料実験実習 環境計測実験 リモートセンシング 環境工学計測実験 建築学計測実験

水理学実験実習 建築学ＣＡＤ演習

土質力学実験実習Ⅱ   

  一般教育 芸術Ⅰ 芸術Ⅱ   一般教育

大気環境 土壌環境 環境都市工学演習ゼミⅠ 環境都市工学演習ゼミⅡ 特別研究 特別研究

建築学設計演習

環境都市工学概論ゼミ 水理学ⅡA 構造力学実験実習  高機能コンクリート

水理学ⅡB 構造設計

水理学演習 地盤工学

構造力学ⅡB

応用構造力学演習

測量学ⅠA 測量学ⅡA 交通工学 社会システム計画 インターンシップ

測量学ⅠB 測量学ⅡB 計画数理A 交通計画

計画数理B 道路工学

校外実習 建設管理計画A

建設管理計画B

卒業研究

水環境工学 都市環境

応用水環境工学

環境アセスメント

国語Ⅰ甲Ａ 国語ⅡＡ 国語ⅢＡ 日本語表現Ａ 英語ⅠＡ 日本の言葉と文化 総合英語Ⅱ

国語Ⅰ甲Ｂ 国語ⅡＢ 国語ⅢＢ 日本語表現Ｂ 英語ⅠＢ 総合英語Ⅰ 上級英語表現

国語Ⅰ乙Ａ 英語講読ⅡＡ 英語講読ⅢＡ 英語講読ⅣＡ 英語Ⅱ

国語Ⅰ乙Ｂ 英語講読ⅡＢ 英語講読ⅢＢ 英語講読ⅣＢ ドイツ語Ⅰ

英語講読ⅠＡ 英語表現Ａ 科学英語基礎ⅠＡ 科学英語基礎ⅡＡ ドイツ語Ⅱ

英語講読ⅠＢ 英語表現Ｂ 科学英語基礎ⅠＢ 科学英語基礎ⅡＢ

英語会話Ａ

英語会話Ｂ

英語文法・作文Ａ

英語文法・作文Ｂ

科学技術表現法A 環境都市工学演習ゼミⅠ 環境都市工学演習ゼミⅡ 技術英語 国際技術表現演習

科学技術表現法B 卒業研究 建築技術英語演習 特別研究

情報処理Ⅰ 特別研究

国語Ⅰ甲Ａ 国語ⅡＡ 国語ⅢＡ 日本語表現Ａ 経済学Ａ 歴史学

国語Ⅰ甲Ｂ 国語ⅡＢ 国語ⅢＢ 日本語表現Ｂ 経済学Ｂ 日本の言葉と文化

国語Ⅰ乙Ａ 歴史ⅠＡ 歴史ⅡＡ 法学Ａ 文学特論Ⅰ 技術者倫理

国語Ⅰ乙Ｂ 歴史ⅠＢ 歴史ⅡＢ 法学Ｂ 文学特論Ⅱ 生体情報論

倫理社会Ａ 芸術Ⅱ 哲学 保健体育ⅣＡ 社会学特論Ⅰ 健康科学特論

倫理社会Ｂ 保健体育ⅡＡ 保健体育ⅢＡ 保健体育ⅣＢ 社会学特論Ⅱ

地理Ａ 保健体育ⅡＢ 保健体育ⅢＢ 保健体育ⅤＡ

地理Ｂ 保健体育ⅤＢ

芸術Ⅰ

保健体育ⅠＡ

保健体育ⅠＢ

環境都市工学概論ゼミ 校外実習 インターンシップ 工業デザイン論

先端技術特論 建築デザイン史

 技術史

  一般教育⑤  世界の文化・歴史の
中で，技術が社会に与え
る影響を考え，自らの責
任を自覚し誇りを持つこ
とのできる技術者の育成

  一般教育

８　社会人としての倫理観を
もった実践的技術者の育成

５ 社会に対する倫理観，技
術者や研究者相互の協調
性，リ－ダ－シップ能力の習
得

４．特別研究を通して民間と
の共同研究等へ学生を積極
的に参加させて研究開発能
力の素養の確保

  一般教育

２  ＣＡＤを利用したデザイン
技術や実験を通した計測技

術の習得

  一般教育

１ 都市工学，建築学，計画
学，環境工学等の学際的な
知識や実践的な技術の習得
（一級土木施工管理技士，一
級建築士等に相当する知識・
技術の習得）

２  ＣＡＤを利用したデザイン
技術や実験を通した計測技
術の習得

３　高度な知識や最先端の技
術を習得しようとする向上心
や探究心の育成

２　地球規模での環境問題を
認識する．

４ 社会基盤施設の建設・維持
管理に必要な実践的技術を身
に付けた技術者の育成

環境都市工学科の教育目標

  一般教育

１　人間が活動する社会と自
然との関わりの中で，持続可
能で快適な人間の活動空間を
創造する技術を教育する．

５　社会のニ－ズに応えた社
会基盤整備を行うための調
査，計画，設計，建設，維持管
理に関する基礎的な知識や技
術の習得

６　持続可能な循環型社会の
構築を目指した環境アセスメ
ントやリサイクル技術の習得

  一般教育

３　人間の生活を支えるより良
い道路，鉄道，上下水道等の
社会基盤施設の建設・維持管
理に必要な基礎知識の習得

７　測量，土質，構造，環境等
の実験実習を通して実践的技
術者に欠かせない計測技術
やコンピュ－タによるデータ解
析法を習得

５　社会のニ－ズに応えた社
会基盤整備を行うための調
査，計画，設計，建設，維持管
理に関する基礎的な知識や技
術の習得

６　持続可能な循環型社会の
構築を目指した環境アセスメ
ントやリサイクル技術の習得

６ 学会やシンポジウム等で
の口頭発表やコンペティショ
ンへ応募できる能力を備えた
技術者を育成

  一般教育  一般教育

９　社会人としての協調性を持
ち，リーダシップが発揮できる
実践的技術者の育成

学校教育目標
本科　　　　科目名・担当教員名

④  科学的な分析に基づ
く論理的な記述力，明解
な口頭発表能力，十分な
討議能力及び国際的に
通用するコミュニケーショ

ン能力の修得

専攻科建設工学専攻・環境
都市工学分野の教育目標

専攻科課程（専攻科）　　科目名・担当教員

③  問題意識と考える力
を持ち，自ら学習するこ
とによる創造力と実践力
を備えた技術者の養成

①  社会の変化と要請を
的確に捉え，ものづくりを
多面的に認識し，実現可
能なシステムを構築でき

る技術者の養成

②  実験・実習で培われ
る豊かな体験と基礎理
論の深い理解との融合
から生まれるエンジニア

リング基盤の確立

 

（出典 環境都市工学科）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－５－①－４

科目系統図（建設工学専攻・建築学分野） 

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第１学年 第２学年

建築設計製図IA 建築設計製図IIA 建築設計製図IIIA 建築設計製図IVA 建築設計製図V 特別研究 特別研究

建築設計製図IB 建築設計製図IIB 建築設計製図IIIB 建築設計製図IVB 卒業研究 建築学ＣＡＤ演習 技術史

倫理社会Ａ 建築CAD A 法学Ａ 建築学ｾﾞﾐﾅ-ﾙ 経済学Ａ 建築学設計演習 情報システム工学

倫理社会Ｂ 建築CAD B 法学Ｂ 校外実習 経済学Ｂ 先端技術特論 工業デザイン論

地理Ａ 歴史ⅡＡ インターンシップ 健康科学特論

地理Ｂ 歴史ⅡＢ 環境保全

技術者倫理

歴史学

建築設計製図IA 建築設計製図IIA 建築設計製図IIIA 建築設計製図IVA 建築構造設計Ａ 建築学設計演習 建築学計測実験

建築設計製図IB 建築設計製図IIB 建築設計製図IIIB 建築設計製図IVB 建築構造設計B 建築学ＣＡＤ演習 都市空間論

創造デザイン 建築CAD A 建築構造力学IIA 建築構造力学IIIA 建築構造各論 先端技術特論 居住地計画論

造形デザイン 建築CAD B 建築構造力学IIB 建築構造力学IIIB 建築生産A 建築技術英語演習 建築デザイン史

基礎解析ⅠＡ 空間デザイン 空間デザイン 建築計画IIA 建築生産B ファシリティマネジメント 構造設計論

基礎解析ⅠＢ 建築構造力学IA 建築計画IA 建築計画IIB 建築心理 地域施設設計論 計算力学

線形数学ⅠＡ 建築構造力学IB 建築計画IB 近代建築史 建築振動学A 建築環境工学論 建築材料論

線形数学ⅠＢ 建築構法 日本建築史 建築環境工学II 建築振動学B 高機能コンクリート 国際技術表現演習

物理ⅠＡ 木質構造 西洋建築史 都市計画A 特別講義 環境工学計測実験 都市計画論

物理ⅠＢ 基礎解析ⅡＡ 建築材料A 都市計画B 建築設備II 構造工学実験 社会システム計画論

化学ⅠＡ 基礎解析ⅡＢ 建築材料B 鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ構造A 建築法規A 環境都市ＣＡＤ演習 構造工学

化学ⅠＢ 線形数学ⅡＡ 建築構造ｾﾞﾐﾅ-ﾙ 鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ構造B 建築法規B 水工学 岩盤力学

線形数学ⅡＢ 建築環境工学IA 鉄骨構造A 基礎構造 水文学 地盤工学実験

物理ⅡＡ 建築環境工学IB 鉄骨構造B 統計学A 信頼性工学 環境都市設計演習

物理ⅡＢ 基礎解析Ⅲ 建築環境実験 統計学B 解析力学 パターン情報処理

物理実験化学ⅡＡ 基礎解析Ⅳ 建築構造実験 線形代数学   生体情報論

化学ⅡＢ 微分方程式 建築材料実験 離散数学 応用解析学Ⅰ

論理・確率 建築設備 量子力学 応用解析学Ⅱ

化学Ⅲ 解析学A 生物化学

解析学B

数学特論Ⅰ

数学特論Ⅱ

物理特論Ⅰ

物理特論Ⅱ

化学特論Ⅰ

化学特論Ⅱ

建築設計製図IA 建築設計製図IIA 建築設計製図IIIA 建築設計製図IVA 建築設計製図V 建築学設計演習 建築学計測実験

建築設計製図IB 建築設計製図IIB 建築設計製図IIIB 建築設計製図IVB 卒業研究 建築学ＣＡＤ演習 特別研究

創造デザイン 建築CAD A 空間デザイン 建築環境実験 先端技術特論

造形デザイン 建築CAD B 建築構造実験 インターンシップ

芸術Ⅰ 空間デザイン 建築材料実験 特別研究

芸術Ⅱ 校外実習

建築学ｾﾞﾐﾅ-ﾙ

国語Ⅰ甲Ａ 国語ⅡＡ 建築設計製図IIIA 建築設計製図IVA 建築設計製図V 建築学設計演習 建築学計測実験

国語Ⅰ甲Ｂ 国語ⅡＢ 建築設計製図IIIB 建築設計製図IVB 卒業研究 建築学ＣＡＤ演習 工業デザイン論

国語Ⅰ乙Ａ 英語講読ⅡＡ 国語ⅢＡ 日本語表現Ａ 英語ⅠＡ 特別研究 特別研究

国語Ⅰ乙Ｂ 英語講読ⅡＢ 国語ⅢＢ 日本語表現Ｂ 英語ⅠＢ 日本の言葉と文化 国際技術表現演習

英語講読ⅠＡ 英語表現Ａ 英語講読ⅢＡ 英語講読ⅣＡ 英語Ⅱ 総合英語Ⅰ 　 総合英語Ⅱ 

英語講読ⅠＢ 英語表現Ｂ 英語講読ⅢＢ 英語講読ⅣＢ ドイツ語Ⅰ 技術英語 上級英語表現

英語会話Ａ 科学英語基礎ⅠＡ 科学英語基礎ⅡＡ ドイツ語Ⅱ

英語会話Ｂ 科学英語基礎ⅠＢ 科学英語基礎ⅡＢ

英語文法・作文Ａ

英語文法・作文Ｂ

国語Ⅰ甲Ａ 国語ⅡＡ 日本建築史 校外実習 建築設計製図V インターンシップ 建築デザイン史

国語Ⅰ甲Ｂ 国語ⅡＢ 西洋建築史 近代建築史 経済学Ａ 先端技術特論 工業デザイン論

国語Ⅰ乙Ａ 歴史ⅠＡ 国語ⅢＡ 日本語表現Ａ 経済学Ｂ 歴史学 技術史

国語Ⅰ乙Ｂ 歴史ⅠＢ 国語ⅢＢ 日本語表現Ｂ 文学特論Ⅰ 日本の言葉と文化 健康科学特論

倫理社会Ａ 芸術Ⅱ 歴史ⅡＡ 法学Ａ 文学特論Ⅱ 技術者倫理

倫理社会Ｂ 保健体育ⅡＡ 歴史ⅡＢ 法学Ｂ 社会学特論Ⅰ

地理Ａ 保健体育ⅡＢ 哲学 保健体育ⅣＡ 社会学特論Ⅱ

地理Ｂ 保健体育ⅢＡ 保健体育ⅣＢ 保健体育ⅤＡ

芸術Ⅰ 保健体育ⅢＢ 保健体育ⅤＢ

保健体育ⅠＡ

保健体育ⅠＢ

Ｂ　確かな基礎知識と応用能
力を備えた技術者をめざす
Ｃ　実務能力を備えた技術者
をめざす

Ａ　広い視野を備え問題解決
能力を持つ技術者をめざす

Ｃ　実務能力を備えた技術者
をめざす

Ｄ　コミュニケーション能力が優
れた技術者をめざす

Ｅ　文化に通じ倫理観を持つ技
術者をめざす

学校教育目標・学科教育目標・科目・担当教員関連表（建設工学専攻：建築学分野）

Ａ　広い視野を備え問題解決
能力を持つ技術者をめざす

Ｂ　確かな基礎知識と応用能
力を備えた技術者をめざす
Ｃ　実務能力を備えた技術者
をめざす

準学士課程（本科）　　　科目名

②  実験・実習で培われる豊か
な体験と基礎理論の深い理解
との融合から生まれるエンジニ
アリング基盤の確立

①  社会の変化と要請を的確
に捉え，ものづくりを多面的に
認識し，実現可能なシステムを
構築できる技術者の養成

学校教育目標
専攻科課程（専攻科）　　科目名

建築学科

⑤  世界の文化・歴史の中で，
技術が社会に与える影響を考
え，自らの責任を自覚し誇りを
持つことのできる技術者の育
成

Ｃ　実務能力を備えた技術者
をめざす

Ｄ　コミュニケーション能力が優
れた技術者をめざす

Ｅ　文化に通じ倫理観を持つ技
術者をめざす

③  問題意識と考える力を持
ち，自ら学習することによる創
造力と実践力を備えた技術者
の養成

④  科学的な分析に基づく論
理的な記述力，明解な口頭発
表能力，十分な討議能力及び
国際的に通用するコミュニケー
ション能力の修得

建築学科

 

（出典 建築学科資料）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－５－①－５

科目系統図（情報科学専攻） 

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第１学年 第２学年

情報工学概論A ディジタル回路A コンピュータ工学A マイクロ コンピュータ 論理回路設計 コンピュータ

情報工学概論B ディジタル回路B コンピュータ工学B コンピュータ工学A アーキテクチャA センサ工学 アーキテクチャ応用

プログラミングI プログラミングIIA アルゴリズムと マイクロ コンピュータ ソフトウェア工学 応用情報システム

プログラミング演習I プログラミングIIB 　　データ構造論IA コンピュータ工学B アーキテクチャB ディジタル信号処理 コンパイラ

倫理社会Ａ プログラミング演習IIA アルゴリズムと アルゴリズムと ソフトウェア設計A 先端技術特論 情報ネットワーク論

倫理社会Ｂ プログラミング演習IIB 　　データ構造論IB 　　データ構造論IIA ソフトウェア設計B インターンシップ 人工知能応用

地理Ａ 歴史ⅠＡ アルゴリズムと アルゴリズムと 人工知能A 特別研究 知識情報工学

地理Ｂ 歴史ⅠＢ データ構造論演習A 　　データ構造論IIB 人工知能B 歴史学 特別研究

アルゴリズムと 画像処理工学A システムプログラムA 技術者倫理 数量経済分析

データ構造論演習B 画像処理工学B システムプログラムB 情報システム工学

歴史ⅡＡ 計算機言語論A 卒業研究 技術史

歴史ⅡＢ 計算機言語論B 経済学Ａ 環境保全

哲学 校外実習 経済学Ｂ 工業デザイン論

法学Ａ 社会科学特論Ⅰ

法学Ｂ 社会科学特論Ⅱ

情報工学基礎ゼミ 工学実験IA 情報数学IA 情報数学IIA システム工学A 線形代数学 パターン情報処理

基礎解析ⅠＡ 工学実験IB 情報数学IB 情報数学IIB システム工学B 離散数学 数値解析応用

基礎解析ⅠＢ 基礎解析ⅡＡ 電気磁気学A 創造工学実験A 情報理論A 解析力学 計算理論

線形数学ⅠＡ 基礎解析ⅡＢ 電気磁気学B 創造工学実験B 情報理論B 生物化学 数理論理学

線形数学ⅠＢ 線形数学ⅡＡ 工学実験IIA 解析学A 数値解析A 量子力学 言語理論

物理ⅠＡ 線形数学ⅡＢ 工学実験IIB 解析学B 数値解析B 信頼性工学

物理ⅠＢ 物理ⅡＡ 応用物理学A 近代物理学A 統計学A 応用解析学Ｉ

化学ⅠＡ 物理ⅡＢ 応用物理学B 近代物理学B 統計学B 応用解析学ＩＩ

化学ⅠＢ 物理実験 応用物理実験 数学特論Ⅰ 統計熱力学

化学ⅡＡ 基礎解析Ⅲ 数学特論Ⅱ

化学ⅡＢ 基礎解析Ⅳ 物理特論Ⅰ

微分方程式 物理特論Ⅱ

論理・確率 化学特論Ⅰ

化学Ⅲ 化学特論Ⅱ

応用物理実験

情報工学基礎ゼミ 回路理論IA⇒直流回路 回路理論IIA 回路理論IIIA 制御工学A 情報科学実験 情報科学実験

芸術Ⅰ 回路理論IB⇒交流回路 回路理論IIB 回路理論IIIB 制御工学B 特別研究 特別研究

芸術Ⅱ 応用物理実験 情報通信工学IA 情報通信工学IIA インターンシップ

物理実験 情報通信工学IB 情報通信工学IIB

電子回路A 卒業研究

電子回路B

校外実習

数学特論Ⅰ

数学特論Ⅱ

コンピュータリテラシA 工学実験IA 工学実験IIA 創造工学実験A 卒業研究 情報科学実験 情報科学実験

コンピュータリテラシB 工学実験IB 工学実験IIB 創造工学実験B 英語ⅠＡ 特別研究 特別研究

国語Ⅰ甲Ａ 国語ⅡＡ 国語ⅢＡ 日本語表現Ａ 英語ⅠＢ 日本の言葉と文化 総合英語ＩＩ

国語Ⅰ甲Ｂ 国語ⅡＢ 国語ⅢＢ 日本語表現Ｂ 英語Ⅱ 総合英語Ⅰ 上級英語表現

国語Ⅰ乙Ａ 英語講読ⅡＡ 英語講読ⅢＡ 英語講読ⅣＡ ドイツ語Ⅰ

国語Ⅰ乙Ｂ 英語講読ⅡＢ 英語講読ⅢＢ 英語講読ⅣＢ ドイツ語Ⅱ

英語講読ⅠＡ 英語表現Ａ 科学英語基礎ⅠＡ 科学英語基礎ⅡＡ 文学特論Ⅰ

英語講読ⅠＢ 英語表現Ｂ 科学英語基礎ⅠＢ 科学英語基礎ⅡＢ 文学特論Ⅱ

英語会話Ａ

英語会話Ｂ

英語文法・作文Ａ

英語文法・作文Ｂ

情報工学基礎ゼミ 国語ⅡＡ 国語ⅢＡ 校外実習 経済学Ａ コンピュータシステム 数量経済分析

国語Ⅰ甲Ａ 国語ⅡＢ 国語ⅢＢ 日本語表現Ａ 経済学Ｂ 先端技術特論 技術史

国語Ⅰ甲Ｂ 歴史ⅠＡ 歴史ⅡＡ 日本語表現Ｂ 文学特論Ⅰ インターンシップ 工業デザイン論

国語Ⅰ乙Ａ 歴史ⅠＢ 歴史ⅡＢ 法学Ａ 文学特論Ⅱ 日本の言葉と文化 健康科学特論

国語Ⅰ乙Ｂ 芸術Ⅱ 哲学 法学Ｂ 社会科学特論Ⅰ 歴史学

倫理社会Ａ 保健体育ⅡＡ 保健体育ⅢＡ 保健体育ⅣＡ 社会科学特論Ⅱ 技術者倫理

倫理社会Ｂ 保健体育ⅡＢ 保健体育ⅢＢ 保健体育ⅣＢ 保健体育ⅤＡ

地理Ａ 保健体育ⅤＢ

地理Ｂ

芸術Ⅰ

保健体育ⅠＡ

保健体育ⅠＢ

基礎工学ゼミ

倫理観をもって社会に与える
影響を正しく認識できる技術者
としての能力を修得させる

与えられた問題を分析・モデル
化し，解決方法を立案し，その
有効性をコンピュータや測定
装置を使って確かめることがで
き，実験・実習で培われた豊な
体験と基礎理論の深い理解と
の融合により，問題を的確に
把握し，問題解決手法を自ら
立案・推進でき，社会の多様な
ニーズに応えるコンピュータシ
ステムを設計・開発するための
デザイン能力を有し，さまざま
なデータに対して，コンピュー
タを用いて実際に解析・処理す
ることができる技術者を育成す
る

英語によるコミュニケーション
基礎能力をもち，日本語を使っ
た説得力のある口頭発表や筋
道を立てて報告書を書くことが
できる技術者としての能力を修
得させる

ハードウェアの基本動作を理
論面から解析できるとともに，
ソフトウェア的手法を利用して
ハードウェアを設計でき，ソフト
ウェア開発において，数理的
理論に基づくスマートな設計が
できるとともに，ハードウェアの
基本動作を意識した設計が出
来，コンピュータネットワークの
動作を通信理論の観点から数
理的に解析できる高度な実践
的技術者を養成する

現実の問題や未知の問題に
対して，問題の本質を数理的
に捉え，コンピュータシステム
を応用した問題解決方法を多
角的視野から検討することが
できる能力を修得させる

情報科学専攻の教育目標
専攻科課程(専攻科)　　科目名

情報工学科の教育目標

⑤  世界の文化・歴史の中で，
技術が社会に与える影響を考
え，自らの責任を自覚し誇りを
持つことのできる技術者の育
成

ロボット制御システムやネット
ワークシステムなどに応用でき
る回路理論，制御工学，情報
通信工学などの基礎知識を修
得し，自ら学習できる実践的技
術者を育成する

実験・研究などの結果を報告
書にまとめて日本語で口頭発
表や質疑応答ができる能力を
修得させる

社会の要請を認識し，協調性
を備えた健全な技術者として
の能力を修得させる

③  問題意識と考える力を持
ち，自ら学習することによる創
造力と実践力を備えた技術者
の養成

④  科学的な分析に基づく論
理的な記述力，明解な口頭発
表能力，十分な討議能力及び
国際的に通用するコミュニケー
ション能力の修得

学校教育目標・学科教育目標・科目・担当教員関連表（情報科学専攻）

ハードウェアに関連するコン
ピュータシステムとソフトウェア
に関連するプログラミング言語
やシステムプログラムの知識
を利用したものづくりによるシ
ステムを構築できるコンピュー
タ技術者を養成する

数理基礎・数理科学，電子回
路，マイクロコンピュータ，プロ
グラミングの知識を融合した組
み込みシステムによる実体験
から技術を修得させる

準学士課程（本科）　科目名

②  実験・実習で培われる豊か
な体験と基礎理論の深い理解
との融合から生まれるエンジニ
アリング基盤の確立

①  社会の変化と要請を的確
に捉え，ものづくりを多面的に
認識し，実現可能なシステムを
構築できる技術者の養成

学校教育目標

 

（出典 情報工学科資料）
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（分析結果とその根拠理由）  

本校では５学科の準学士課程を，高度な専門知識・技術の修得を目的に，専攻科課程において３専

攻に再編している。専攻科の教育課程に関しては，準学士課程との継続性や一貫性を重視し，それぞ

れの教育の連携に配慮している。こうしたことは科目系統図より明らかであり，専攻科課程は準学士

課程との連携を考慮した教育課程となっていると判断される。 

 

 

観点５－５－②： 教育の目的に照らして，授業科目が適切に配置（例えば，必修科目，選択科目

等の配当等が考えられる。）され，教育課程が体系的に編成されているか。また，

授業の内容が，全体として教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成す

るために適切なものになっているか。 

（観点に係る状況）  

専攻科の教育は，準学士課程との継続性や一貫性に留意しつつ，より深い専門性を養うとともに，

技術に対する倫理観や国際的視野を有する技術者の育成を目指している。カリキュラムは，一般科目，

専門関連科目及び専門科目から構成されており，授業形態は，講義，演習・特別研究，実験，実習に

分かれている。「総合英語」「技術者倫理」「解析力学」及び「特別研究」は全専攻とも「必修」と

なっており，さらに専攻に応じて必修科目が付け加えられている。科目の多くは選択となっているが，

JABEE の分野別要件によって，指定された科目群の中から必要単位数を修得することが求められてお

り，同時にそれが専攻科修了要件となっている。学年における科目の配当，配置，必修・選択の区別

等についてはシラバスに明記されている（資料５－５－②－１～６）。 

次に，学校の教育目標に沿った科目配置の体系性については，資料５－５－②－７～９のとおり，

授業科目が，適切に配置され，教育課程の構成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切な

ものとなっているといえる。 
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資料５－５－②－１

専 攻 科 教 育 課 程（各専攻共通） 

前学期 後学期 前学期 後学期

総合英語Ⅰ 講義 ２ ２

総合英語Ⅱ 講義 ２ ２

技術者倫理 講義 ２ ２

技術英語 講義 ２ ２

上級英語表現 講義 ２ ２

歴史学 講義 ２ ２

日本の言葉と文化 講義 ２ ２

１４ １０単位以上

必修 解析力学 講義 ２ ２

線形代数学 講義 ２ ２

離散数学 講義 ２ ２

応用解析学Ⅰ 講義 ２ ２

応用解析学Ⅱ 講義 ２ ２

統計熱力学 講義 ２ ２

量子力学 講義 ２ ２

生物化学 講義 ２ ２

生体情報論 講義 ２ ２

健康科学特論 講義 ２ ２

２０ １２単位以上

３４

専
門
関
連
科
目

選
択

小計 １０

１４

小計 １０ ４

授業科目名 
授業
形態

単位
数

学年別配当

備考１年次

選
択

２年次

一般科目及び専門関連科目（各専攻共通）

専攻科のカリキュラムは，一般科目，専門関連科目及び専門科目から構成されています．

授業科目の単位と時間数について

１０

一
般
科
目

必
修

合計 ２０

授業形態は，講義，演習・研究，実験・実習に分かれます．  

（出典 専攻科シラバス p１）
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資料５－５－②－２

専 攻 科 教 育 課 程 

前学期 後学期 前学期 後学期

特別研究 研究 １２ ２ ２ ４ ４

電子機械工学特別実験 実験 ６ ２ １ １ ２

生産工学 講義 ２ ２

機能性材料学 講義 ２ ２

機械振動学 講義 ２ ２

計測制御工学 講義 ２ ２

電子回路論　 講義 ２ ２

応用電子計測論 講義 ２ ２

材料加工プロセス 講義 ２ ２

材料強度学 講義 ２ ２

燃焼工学 講義 ２ ２

流れ学　＊ 講義 ２ ２

機械設計工学 講義 ２ ２

油空圧システム工学 講義 ２ ２

電磁気学 講義 ２ ２

パワーエレクトロニクス論 講義 ２ ２

光電子デバイス 講義 ２ ２

知識工学 講義 ２ ２

通信システム 講義 ２ ２

電気英語コミュニケーションⅠ 演習 １

電気英語コミュニケーションⅡ 演習 １

５４

１８

７２

＊　平成19年度は開講されない

各専攻共通（専門科目）

前学期 後学期 前学期 後学期

先端技術特論 講義 ２

信頼性工学 講義 ２ ２

環境保全 講義 ２ ２

情報システム工学 講義 ２ ２

パターン情報処理 講義 ２ ２

工業デザイン論 講義 ２ ２

技術史 講義 ２ ２

インターンシップ 実習 ４

１８小計 ６ １２

備考１年次 ２年次

専
門
科
目

選
択

２

４

修了単位（一般科目，専門関連科目を含む） ６２単位以上

授業科目名 
授業
形態

単位
数

学年別配当

各専攻共通（専門科目）小計 ６ １２

専門科目合計 ２６ ４６

専
門
科
目

必
修

選
択

１０単位以上

１

１

小計 ２０ ３４
各専攻共通専門科目
を含め３６単位以上

電子機械工学専攻（学位申請専攻区分：機械工学）（専門科目）

授業科目名 
授業
形態

単位
数

学年別配当

備考１年次 ２年次

 

（出典 専攻科シラバス p２）
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資料５－５－②－３

専 攻 科 教 育 課 程 

前学期 後学期 前学期 後学期

特別研究 研究 １２ ２ ２ ４ ４

電子機械工学特別実験 実験 ６ ２ １ １ ２

電気英語コミュニケーションⅠ 演習 １

電気英語コミュニケーションⅡ 演習 １

生産工学 講義 ２ ２

機械振動学 講義 ２ ２

機能性材料学 講義 ２ ２

計測制御工学 講義 ２ ２

電子回路論　 講義 ２ ２

応用電子計測論 講義 ２ ２

電磁気学 講義 ２ ２

パワーエレクトロニクス論 講義 ２ ２

光電子デバイス 講義 ２ ２

知識工学 講義 ２ ２

通信システム 講義 ２ ２

材料加工プロセス 講義 ２ ２

材料強度学 講義 ２ ２

燃焼工学 講義 ２ ２

流れ学　＊ 講義 ２ ２

機械設計工学 講義 ２ ２

油空圧システム工学 講義 ２ ２

５４

１８

７２

＊　平成19年度は開講されない

前学期 後学期 前学期 後学期

先端技術特論 講義 ２

信頼性工学 講義 ２ ２

環境保全 講義 ２ ２

情報システム工学 講義 ２ ２

パターン情報処理 講義 ２ ２

工業デザイン論 講義 ２ ２

技術史 講義 ２ ２

インターンシップ 実習 ４

１８小計 ６ １２

専
門
科
目

選
択

２

４

修了単位（一般科目，専門関連科目を含む） ６２単位以上

各専攻共通（専門科目）

授業科目名 
授業
形態

単位
数

学年別配当

備考１年次 ２年次

１２単位以上

小計 ２０ ３４
各専攻共通専門科目
を含め３６単位以上

６ １２

専門科目合計 ２６ ４６

専
門
科
目

必
修 １

１

選
択

電子機械工学専攻（学位申請専攻区分：電気電子工学）（専門科目）

各専攻共通（専門科目）小計

授業科目名 
授業
形態

単位
数

学年別配当

備考１年次 ２年次

 

（出典 専攻科シラバス p53）

 

 - 190 -



豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－５－②－４

専 攻 科 教 育 課 程 

前学期 後学期 前学期 後学期

必修 特別研究 研究 １２ ２ ２ ４ ４

高機能コンクリート 講義 ２ ２ 　

都市空間論 講義 ２ 　 ２

地域施設設計論 講義 ２ ２ 　

都市計画論 講義 ２ ２

構造工学 講義 ２ 　 ２

水工学 講義 ２ ２

水文学 講義 ２ ２ 　

岩盤力学 講義 ２ ２

社会システム計画論 講義 ２ ２

環境都市ＣＡＤ演習 演習 ２ ２

環境都市設計演習 演習 ２ ２

構造工学実験 実験 ２ ２

地盤工学実験 実験 ２ ２

国際技術表現 講義 ２ ２

環境工学計測実験 実験 ２ ２ 　

構造設計論 講義 ２ 　 ２

建築材料論 講義 ２ ２

建築環境工学論 講義 ２ ２

計算力学 講義 ２ 　 ２

居住地計画論 講義 ２ 　 ２

建築デザイン史 講義 ２ ２

ﾌｧｼﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 講義 ２ ２

建築学ＣＡＤ演習 演習 ２ ２

建築学設計演習 演習 ２ ２

建築学計測実験 実験 ２ ２

建築技術英語演習 演習 ２

６４

１８

８２

各専攻共通（専門科目）

前学期 後学期 前学期 後学期

先端技術特論 講義 ２

信頼性工学 講義 ２ ２

環境保全 講義 ２ ２

情報システム工学 講義 ２ ２

パターン情報処理 講義 ２ ２

工業デザイン論 講義 ２ ２

技術史 講義 ２ ２

インターンシップ 実習 ４

１８

１４単位以上

建設工学専攻（学位申請専攻区分：土木工学）（専門科目）　　　　(平成19年度入学生用）

授業科目名 
授業
形態

単位
数

学年別配当

備考

選
択

１年次 ２年次

専
門
科
目

小計

各専攻共通（専門科目）小計

専門科目合計

２

３０ ３４
各専攻共通専門科目
を含め３６単位以上

６ １２

３６ ４６

修了単位（一般科目，専門関連科目を含む） ６２単位以上

授業科目名 
授業
形態

単位
数

学年別配当

小計 ６ １２

備考１年次 ２年次

専
門
科
目

選
択

２

４

 

（出典 専攻科シラバス p104）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－５－②－５

専 攻 科 教 育 課 程 

前学期 後学期 前学期 後学期

特別研究 研究 １２ ２ ２ ４ ４

建築学計測実験 実験 ２ ２

建築技術英語演習 演習 ２

都市空間論 講義 ２ 　 ２

都市計画論 講義 ２ ２

地域施設設計論 講義 ２ ２ 　

高機能コンクリート 講義 ２ ２ 　

構造設計論 講義 ２ 　 ２

建築材料論 講義 ２ ２

建築環境工学論 講義 ２ ２

計算力学 講義 ２ 　 ２

居住地計画論 講義 ２ 　 ２

建築デザイン史 講義 ２ ２

ﾌｧｼﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 講義 ２ ２

建築学ＣＡＤ演習 演習 ２ ２

建築学設計演習 演習 ２ ２

構造工学実験 実験 ２ ２

構造工学 講義 ２ 　 ２

水工学 講義 ２ ２

水文学 講義 ２ ２ 　

地盤工学実験 実験 ２ ２

岩盤力学 講義 ２ ２

社会システム計画論 講義 ２ ２

環境都市ＣＡＤ演習 演習 ２ ２

環境都市設計演習 演習 ２ ２

環境工学計測実験 実験 ２ ２ 　

国際技術表現 講義 ２ ２

６４

１８

８２

前学期 後学期 前学期 後学期

先端技術特論 講義 ２

信頼性工学 講義 ２ ２

環境保全 講義 ２ ２

情報システム工学 講義 ２ ２

パターン情報処理 講義 ２ ２

工業デザイン論 講義 ２ ２

技術史 講義 ２ ２

インターンシップ 実習 ４

１８小計 ６ １２

備考１年次 ２年次

専
門
科
目

選
択

２

４

修了単位（一般科目，専門関連科目を含む） ６２単位以上

授業科目名 
授業
形態

単位
数

学年別配当

各専攻共通（専門科目）

３４
各専攻共通専門科目
を含め３６単位以上

各専攻共通（専門科目）小計 ６ １２

専門科目合計 ３６ ４６

２年次

選
択

授業科目名 
授業
形態

単位
数

学年別配当

建設工学専攻（学位申請専攻区分：建築学）（専門科目）

専
門
科
目

必
修

２

備考１年次

１２単位以上

小計 ３０

 

（出典 専攻科シラバス p161）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－５－②－６

専 攻 科 教 育 課 程 

前学期 後学期 前学期 後学期

特別研究 研究 １２ ３ ３ ３ ３

情報科学実験 実験 ６ ２ ２ ２

コンピュータシステム 講義 ２ ２

ディジタル信号処理 講義 ２ ２

ソフトウェア工学 講義 ２ ２

人工知能応用 講義 ２ ２

センサ工学 講義 ２ ２

コンピュータアーキテクチャ応用 講義 ２ ２

論理回路設計 講義 ２ ２

コンパイラ 講義 ２ ２

情報ネットワーク論 講義 ２ ２

応用情報システム 講義 ２ ２

知識情報工学 講義 ２ ２

数値解析応用 講義 ２ ２

計算理論 講義 ２ ２

数理論理学 講義 ２ ２

言語理論 講義 ２ ２

数量経済分析 講義 ２ ２

５０

１８

６８

前学期 後学期 前学期 後学期

先端技術特論 講義 ２

信頼性工学 講義 ２ ２

環境保全 講義 ２ ２

情報システム工学 講義 ２ ２

パターン情報処理 講義 ２ ２

工業デザイン論 講義 ２ ２

技術史 講義 ２ ２

インターンシップ 実習 ４

１８小計 ６ １２

備考１年次 ２年次

専
門
科
目

選
択

２

４

修了単位（一般科目，専門関連科目を含む） ６２単位以上

授業科目名 
授業
形態

単位
数

学年別配当

１２

専門科目合計 ２６ ４２

専
門
科
目

必
修

選
択

１０単位以上

小計 ２０ ３０
各専攻共通専門科目
を含め３６単位以上

各専攻共通（専門科目）小計 ６

情報科学専攻（学位申請専攻区分：情報工学）（専門科目）

各専攻共通（専門科目）

授業科目名 
授業
形態

単位
数

学年別配当

備考１年次 ２年次

 

（出典 専攻科シラバス p223）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－５－②－７

電子機械工学専攻の科目系統図 

□ 特別研究（全教員） □ 生産工学（兼重）
□ 機能性材料学（清水） □ 材料加工プロセス（林）
□ 計測制御工学（伊藤） □ 機械設計工学（洞口）
□ 応用電子計測論（齋藤） □ パワーエレクトロニクス論（伊藤和）
□ 先端技術特論（竹下） □ 流れ学（長谷川、小谷）
□ 光電子デバイス（杉浦） □ 通信システム（大野）
□ 技術者倫理（松井、北野） □ 情報システム工学（吉岡）
□ 歴史学（中村） □ 知識工学（齋藤）
□ インターンシップ（中島、清水） □ 技術史（兼重、伊藤、荻野、今岡、大森、稲垣）

□ 機械振動学（若澤）
□ 材料強度学（中島）
□ 燃焼工学（鬼頭）
□ 油空圧システム工学（近藤）
□ 工業デザイン論（三島）
□ 環境保全（荻野）

□ 歴史学（中村） □ 油空圧システム工学（近藤）
□ 技術者倫理（松井、北野） □ 機械振動学（若澤）
□ インターンシップ（大野） □ 機械設計工学（洞口）
□ 応用電子計測論（斎藤） □ 材料加工プロセス（林）
□ 機能性材料学（清水） □ 情報システム工学（吉岡）
□ 計測制御工学（伊藤和） □ 生産工学（兼重）
□ 先端技術特論（竹下） □ 流れ学（長谷川、小谷）
□ 光電子デバイス（杉浦） □ 知識工学（斎藤努）
□ 特別研究（全教員） □ 通信システム（大野）

□ 燃焼工学（鬼頭）
□ パワーエレクトロニクス論（伊藤和）
□ 材料強度学（中島）
□ 工業デザイン論（三島）
□ 環境保全（荻野）
□ 技術史（林・伊藤・荻野・今岡・大森・稲垣）
□ 特別研究（全教員）

□ 解析力学（榎本） □ 応用解析学Ⅰ（高村）
□ 線形代数学（金井） □ 応用解析学Ⅱ（勝谷）
□ 離散数学（米澤） □ 信頼性工学(中島)
□ 量子力学（高村） □ 電子機械工学特別実験（全教員）
□ 生物化学（今） □ パターン情報処理（岡部）
□ 電子機械工学特別実験（全教員） □ 生体情報論（高津）
□ 電子回路論（大野） □ 統計熱力学（大塚）
□ 電磁気学（塚本）

□ 線形代数学（金井） □ 応用解析学Ⅰ（高村）
□ 離散数学（米澤） □ 応用解析学Ⅱ（勝谷）
□ 解析力学（榎本） □ 統計熱力学（大塚）
□ 生物化学（今） □ 信頼性工学(中島)
□ 量子力学（高村） □ 生体情報論（高津）
□ 電子回路論（大野） □ パターン情報処理（岡部）
□ 電磁気学（塚本） □ 電子機械工学特別実験（犬塚）
□ 電子機械工学特別実験（杉浦・伊藤）

□ 特別研究（全教員） □ 電子機械工学特別実験（全教員）
□ 電子機械工学特別実験（全教員） □ 特別研究（全教員）
□ インターンシップ（中島、清水）

□ 電子機械工学特別実験（杉浦・伊藤） □ 電子機械工学特別実験（犬塚）
□ 特別研究（全教員） □ 特別研究（全教員）
□ インターンシップ（大野）

□ 総合英語Ｉ（鈴木） □ 総合英語ＩＩ（高橋）
□ 技術英語（中島、近藤、清水） □ 電子機械工学特別実験（全教員）
□ 特別研究（全教員） □ 電気英語コミュニケーションⅡ（西澤）
□ 電子機械工学特別実験（全教員） □ 上級英語表現（神谷）
□ 電気英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝＩＩ（西澤） □ 特別研究）（全教員）
□ 日本の言葉と文化（松浦）

□ 日本の言葉と文化（松浦） □ 総合英語Ⅱ（高橋）
□ 総合英語Ⅰ（鈴木） □ 上級英語表現（神谷）
□ 技術英語（吉岡） □ 電気英語コミュニケーションⅡ（西澤）
□ 電気英語コミュニケーションⅠ（西澤） □ 電子機械工学特別実験（犬塚）
□ 電子機械工学特別実験（杉浦・伊藤） □ 特別研究（全教員）
□ 特別研究（全教員）

□ 技術者倫理（松井、北野） □ 技術史（兼重、伊藤、荻野、今岡、大森、稲垣）
□ 歴史学（中村） □ 工業デザイン論（三島）
□ 日本の言葉と文化（松浦） □ 生体情報論（高津）
□ インターンシップ（中島、清水） □ 健康科学特論（高津）
□ 先端技術特論（竹下）

□ 日本の言葉と文化（松浦） □ 技術史（林・伊藤・荻野・今岡・大森・稲垣）
□ 歴史学（中村） □ 健康科学特論（高津）
□ 技術者倫理（松井、北野） □ 工業デザイン論（三島）
□ 先端技術特論（竹下）
□ インターンシップ（大野）

技術の社会への影響ならびに技術者倫理
を学ぶことにより，社会における役割と責任
を理解する技術者の育成を目指す

③  問題意識と考える力を持ち，自ら学
習することによる創造力と実践力を備
えた技術者の養成

④  科学的な分析に基づく論理的な記
述力，明解な口頭発表能力，十分な討
議能力及び国際的に通用するコミュニ
ケーション能力の修得 整った章立てに従い，分かりやすい日本語

文で報告書を作成でき，聴衆に合わせた分
かりやすい日本語で口頭発表，質疑応答す
ることができ，TOEIC450点相当以上の英語
運用能力を持った技術者の養成

⑤  世界の文化・歴史の中で，技術が
社会に与える影響を考え，自らの責任
を自覚し誇りを持つことのできる技術者
の育成

社会における技術者の役割と責任を理解し
た技術者の養成

学校教育目標・学科教育目標・科目・担当教員関連表（電子機械工学専攻）

学校教育目標
専攻科電子機械工学専攻

の学習・教育目標
専攻科課程（専攻科）　　科目名

第１学年 第２学年

「材料と構造」，「運動と振動」，「エネルギー
と流れ」，「情報と計測・制御」，「設計と生
産・管理」および，「機械とシステム」の各分
野に基礎的な造詣を持つ技術者の育成を
目指す

システムの安定性を考慮した制御法，およ
び電子デバイスの利用・計測技術およびス
キルと安全意識を身に付けた技術者の養
成

①  社会の変化と要請を的確に捉え，
ものづくりを多面的に認識し，実現可能
なシステムを構築できる技術者の養成

機械工学の諸分野における問題に対して
適切な実験を計画し，結果を得ることのでき
る技術者の育成を目指す

②  実験・実習で培われる豊かな体験
と基礎理論の深い理解との融合から生
まれるエンジニアリング基盤の確立

本科で身に付けた自然科学分野に対する
理解力をさらに向上した上で，電気・電子回
路設計等の実践的知識を身に付けた技術
者の養成

本科で修得した基礎的な能力に加えて，よ
り深い教養と広い工学的知識を身につけた
技術者の育成を目指す

実験，研究の背景を自ら調査・整理し，技術
的な問題点を明確にした上で目的と方法を
設定し，計画的，継続的に研究できる基礎
的な研究能力を持つ技術者の養成

機械工学の分野における課題に対して得ら
れた成果を，外部に伝達できるコミュニケー
ション能力を持つ技術者の育成を目指す

（出典 機械工学科及び電気電子システム工学科資料）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－５－②－８

建設工学専攻の科目系統図 

学校教育目標・学科教育目標・科目・担当教員関連表（建設工学専攻）

第１学年 第２学年
技術者倫理(松井，北野) 環境保全(荻野)
歴史学(中村) 岩盤力学(伊東)
環境都市ＣＡＤ演習(野田) 情報システム工学(吉岡)
建築学ＣＡＤ演習(前田，竹下) 工業デザイン論(三島)
インターンシップ(忠) 健康科学特論(高津)
先端技術特論(竹下) 特別研究(2K)  (Ｃ科全教員)
特別研究(1K)  (Ｃ科全教員)

技術者倫理(松井，北野) 特別研究（全教員）
歴史学(中村) 技術史（兼重・伊藤・荻野・今岡・大森・稲垣）
特別研究（全教員） 情報システム工学（吉岡）
建築学ＣＡＤ演習（竹下・前田） 工業デザイン論（三島）
建築学設計演習（大森・三島） 健康科学特論（高津）
先端技術特論（竹下鉄） 環境保全（山下）
インターンシップ（大森）

解析力学(榎本) 応用解析学Ⅰ(高村)
線形代数学(金井) 応用解析学Ⅱ(勝谷)
離散数学(米澤) 都市空間論(大森)
量子力学(高村) 都市計画論(野田)
生物化学(今) 構造工学(川西)
統計熱力学(大塚) 社会システム計画論(荻野)
水工学(原田) 環境都市設計演習(忠・川西)
水文学(山下) 構造設計論(山田)
建築環境工学論(鈴木) 建築材料論(新任)
 ファシリティマネジメント(竹下) 計算力学(加藤)

居住地計画論(前田)
パターン情報処理(岡部)
信頼性工学(中島)
統計熱力学(大塚)

 生体情報論(高津)
構造工学実験(中嶋，忠) 地盤工学実験(伊東，小林)
環境工学計測実験(荻野，野田) 建築学計測実験(今岡，鈴木)
建築学ＣＡＤ演習(前田，竹下)

解析力学(榎本)   応用解析学Ⅰ(高村)  
線形代数学(金井)    応用解析学Ⅱ(勝谷) 
離散数学(米澤)   統計熱力学(大塚)   
量子力学(高村)  生体情報論(高津)
生物化学(今)  建築学計測実験（今岡・鈴木）
建築学設計演習（大森・三島） 都市空間論（大森）
建築学ＣＡＤ演習（竹下・前田） 居住地計画論（前田）
先端技術特論（竹下鉄） 建築デザイン史（三島）
建築技術英語演習（山田） 構造設計論（山田）
ファシリティマネジメント（竹下） 計算力学（加藤）
地域施設設計論（竹下） 建築材料論（新任）
建築環境工学論（鈴木） 国際技術表現演習（山下）
高機能コンクリート（中嶋） 都市計画論（野田）
環境工学計測実験（荻野・野田） 社会システム計画論（荻野）
構造工学実験（中嶋・忠） 構造工学（川西）
環境都市ＣＡＤ演習（野田） 岩盤力学（伊東）
水工学（原田） 地盤工学実験（伊東・小林）
水文学（山下） 環境都市設計演習(忠・川西)

パターン情報処理（岡部）
生体情報論(高津)
信頼性工学（中島）

特別研究(1K)  (Ｃ科全教員) 特別研究(2K)  (Ｃ科全教員)
建築学設計演習(大森，三島)
 高機能コンクリート(中嶋)
インターンシップ(忠）

建築学設計演習（大森・三島） 建築学計測実験（今岡・鈴木）
建築学ＣＡＤ演習（竹下・前田） 特別研究（Ａ科全教員）
先端技術特論（竹下）
インターンシップ（大森）
特別研究（Ａ科全教員）

日本の言葉と文化(松浦) 総合英語Ⅱ(高橋)
総合英語Ⅰ(鈴木) 上級英語表現(神谷)
技術英語(河野) 国際技術表現演習(山下)
建築技術英語演習(山田) 特別研究(2K)  (Ｃ科全教員)
国際技術表現（山下）
特別研究(1K)  (Ｃ科全教員)
日本の言葉と文化(松浦) 総合英語Ⅱ(高橋)    
総合英語Ⅰ(鈴木)   　 上級英語表現(神谷)  
技術英語(山田)  建築学計測実験（今岡・鈴木）
建築技術英語演習(山田)  工業デザイン論（三島）
国際技術表現（山下） 国際技術表現演習（山下）
建築学設計演習（大森・三島） 特別研究（Ａ科全教員）
建築学ＣＡＤ演習（竹下・前田）
特別研究（Ａ科全教員）

歴史学(中村) 工業デザイン論(三島)
日本の言葉と文化(松浦) 建築デザイン史(三島)
技術者倫理(松井，北野) 技術史（兼重・伊藤・荻野・今岡・大森・稲垣）
インターンシップ(忠) 生体情報論(高津)
先端技術特論(竹下) 健康科学特論(高津)

歴史学(中村)  建築デザイン史（三島）
日本の言葉と文化(松浦)    工業デザイン論（三島）
技術者倫理(松井，北野) 　 技術史（兼重・伊藤・荻野・今岡・大森・稲垣）
インターンシップ（大森） 健康科学特論(高津)
先端技術特論（竹下）

学校教育目標 専攻科建設工学専攻の教育目標
専攻科課程（専攻科）　　科目名・担当教員

①  社会の変化と要請を的確に捉
え，ものづくりを多面的に認識し，実
現可能なシステムを構築できる技術
者の養成

２  ＣＡＤを利用したデザイン技術や実験を通した計測技術
の習得

Ａ　広い視野を備え問題解決能力を持つ技術者をめざす

②  実験・実習で培われる豊かな体
験と基礎理論の深い理解との融合か
ら生まれるエンジニアリング基盤の
確立

１ 都市工学，建築学，計画学，環境工学等の学際的な知
識や実践的な技術の習得（一級土木施工管理技士，一級建
築士等に相当する知識・技術の習得）

２  ＣＡＤを利用したデザイン技術や実験を通した計測技術
の習得

Ｂ　確かな基礎知識と応用能力を備えた技術者をめざす

③  問題意識と考える力を持ち，自ら
学習することによる創造力と実践力
を備えた技術者の養成

３　高度な知識や最先端の技術を習得しようとする向上心や
探究心の育成

４．特別研究を通して民間との共同研究等へ学生を積極的
に参加させて研究開発能力の素養の確保

Ｃ　実務能力を備えた技術者をめざす

④  科学的な分析に基づく論理的な
記述力，明解な口頭発表能力，十分
な討議能力及び国際的に通用するコ
ミュニケーション能力の修得

６ 学会やシンポジウム等での口頭発表やコンペティション
へ応募できる能力を備えた技術者を育成

Ｄ　コミュニケーション能力が優れた技術者をめざす

⑤  世界の文化・歴史の中で，技術
が社会に与える影響を考え，自らの
責任を自覚し誇りを持つことのできる
技術者の育成

５ 社会に対する倫理観，技術者や研究者相互の協調性，
リ－ダ－シップ能力の習得

Ｅ　文化に通じ倫理観を持つ技術者をめざす

 

（出典 環境都市工学科及び建築学科資料）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－５－②－９

情報科学専攻の科目系統図 

学校教育目標・学科教育目標・科目・担当教員関連表（情報科学専攻）

□ 論理回路設計（仲野） □ コンピュータアーキテクチャ応用（仲野）

□ センサ工学（松田） □ 応用情報システム（松田）

□ ソフトウェア工学（江﨑） □ コンパイラ（江﨑）

□ ディジタル信号処理（安藤） □ 情報ネットワーク論（竹下）

□ 先端技術特論（竹下） □ 人工知能応用（早坂）

□ インターンシップ（稲垣） □ 知識情報工学（早坂）

□ 特別研究（全教員） □ 特別研究（全教員）

□ 歴史学（中村） □ 数量経済分析（吉利）

□ 技術者倫理（松井・北野） □ 情報システム工学（吉岡）

□ 技術史（兼重・伊藤・荻野・今岡・大森・稲垣）

□ 環境保全（荻野）

□ 工業デザイン論（三島）

□ 解析力学（榎本） □ パターン情報処理（岡部）

□ 線形代数学（金井） □ 数値解析応用（江﨑）

□ 離散数学（米澤） □ 計算理論（米澤）

□ 量子力学（高村） □ 数理論理学（金井）

□ 生物化学（今） □ 言語理論（勝谷）

□ 信頼性工学（中島）

□ 応用解析学Ｉ（高村）

□ 応用解析学ＩＩ（勝谷）

□ 統計熱力学（大塚）

□ 情報科学実験（全教員） □ 情報科学実験（全教員）

□ 特別研究（全教員） □ 特別研究（全教員）

□ インターンシップ（稲垣）

□ 情報科学実験（全教員） □ 情報科学実験（全教員）

□ 特別研究（全教員） □ 特別研究（全教員）

□ 日本の言葉と文化（松浦） □ 総合英語ＩＩ（高橋）

□ 総合英語Ⅰ（鈴木） □ 上級英語表現（神谷）

□ 技術英語（松田）

□ コンピュータシステム（稲垣） □ 数量経済分析（吉利）

□ 先端技術特論（竹下） □ 技術史（兼重・伊藤・荻野・今岡・大森・稲垣）

□ インターンシップ（稲垣） □ 工業デザイン論（三島）

□ 日本の言葉と文化（松浦） □ 健康科学特論（高津）

□ 歴史学（中村）

□ 技術者倫理（松井・北野）⑤  世界の文化・歴史の中で，技術
が社会に与える影響を考え，自らの
責任を自覚し誇りを持つことのでき
る技術者の育成

倫理観をもって社会に与える影響を
正しく認識できる技術者としての能
力を修得させる

③  問題意識と考える力を持ち，自
ら学習することによる創造力と実践
力を備えた技術者の養成

与えられた問題を分析・モデル化
し，解決方法を立案し，その有効性
をコンピュータや測定装置を使って
確かめることができ，実験・実習で
培われた豊な体験と基礎理論の深
い理解との融合により，問題を的確
に把握し，問題解決手法を自ら立
案・推進でき，社会の多様なニーズ
に応えるコンピュータシステムを設
計・開発するためのデザイン能力を
有し，さまざまなデータに対して，コ
ンピュータを用いて実際に解析・処
理することができる技術者を育成す
る

④  科学的な分析に基づく論理的な
記述力，明解な口頭発表能力，十
分な討議能力及び国際的に通用す
るコミュニケーション能力の修得

英語によるコミュニケーション基礎
能力をもち，日本語を使った説得力
のある口頭発表や筋道を立てて報
告書を書くことができる技術者として
の能力を修得させる

①  社会の変化と要請を的確に捉
え，ものづくりを多面的に認識し，実
現可能なシステムを構築できる技術
者の養成

ハードウェアの基本動作を理論面
から解析できるとともに，ソフトウェ
ア的手法を利用してハードウェアを
設計でき，ソフトウェア開発におい
て，数理的理論に基づくスマートな
設計ができるとともに，ハードウェア
の基本動作を意識した設計が出
来，コンピュータネットワークの動作
を通信理論の観点から数理的に解
析できる高度な実践的技術者を養
成する

②  実験・実習で培われる豊かな体
験と基礎理論の深い理解との融合
から生まれるエンジニアリング基盤
の確立

現実の問題や未知の問題に対し
て，問題の本質を数理的に捉え，コ
ンピュータシステムを応用した問題
解決方法を多角的視野から検討す
ることができる能力を修得させる

学校教育目標 情報科学専攻の教育目標
専攻科課程(専攻科)　　科目名・担当教員

第１学年 第２学年

 

（出典 情報工学科資料）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

（分析結果とその根拠理由）  

専攻科の教育はより深い専門性を養うとともに，倫理観や国際的視野を有する技術者の育成を目指

すものである。カリキュラムは一般科目，専門関連科目及び専門科目からなり，各専攻とも「総合英

語」「技術者倫理」「解析力学」及び「特別研究」が必修とされており，さらに専攻に応じて必修科

目が加えられている。こうした科目の学年における配当や必修・選択の区別等に関してはシラバスに

明記されている。また，学校の教育目標に沿った体系性については，それぞれの目標に対して授業科

目を適切に配置し，体系性を確保している。さらに授業内容はシラバスに明示されている。 

以上のことから，教育の目的に対して授業科目が配置されているとともに，その体系性が確保され

ており，授業内容も妥当なものと判断される。 

 

 

観点５－５－③： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程

の編成（例えば，他専攻の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，イン

ターンシップによる単位認定，補充教育の実施等が考えられる。）に配慮してい

るか。 

（観点に係る状況）  

学生のニーズに対応して，他専攻で開講されている科目の修得（３科目６単位以内）や放送大学な

らびに他の大学等で開講されている科目の修得も認めている（資料５－５－③－１）。 

一方，企業体験を目的としたインターンシップにおける単位認定（４単位）も認めており（資料５

－５－③－２），受け入れ先企業の確保や時期等に問題があるものの，過去３年間で４例の実績があ

る。さらに，専攻科特別研究において教員が企業との共同研究に学生を参画させ，学生の意識向上を

図っている（資料５－５－③－３）。 

 

資料５－５－③－１

豊田工業高等専門学校専攻科の単位の修得に関する規程（抜粋） 

 

（修了に必要な単位の特例） 

第１条 校長は，教育上有益と認めるときは，学生が行う大学における学修を，本校における授業 

科目の履修とみなし単位の修得を認定することができる。 

２ 前項により認定することができる単位数は，一般科目の選択科目にあっては４単位を超えない 

ものとし，専門関連科目及び専門科目の選択科目にあっては一般科目と合わせて 16 単位を超え 

ないものとする。 

（出典 専攻科学習の手引き p９）
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資料５－５－③－２

 

（出典 専攻科シラバス p25）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－５－③－３

共同研究

1 バルブコッター形状の画像表示に関する研究 松田文夫（Ｉ科） 広瀬テクノロジー（株） 卒業研究 特別研究

2 木造住宅の簡易耐震診断用の水平起振システムの開発 今岡克也（Ａ科） （株）サンエス － －

3 水平起震実験を用いた木造２階建住宅の耐震補強効果に関する研究 今岡克也（Ａ科） （株）サカエ － －

4 リモートレーザの応用開発 洞口　巌（Ｍ科） （株）協豊製作所 卒業研究 特別研究

5 電磁シールド工法の確立 洞口　巌（Ｍ科） （株）協豊製作所 卒業研究 －

6 振動実験による木造２階建住宅の耐震性能に関する研究 今岡克也（Ａ科） 東海ＥＣ（株） － －

7 微粒珪砂混入路盤材の保水力向上粒度の研究 伊東　孝（Ｃ科） ヤハギ道路（株） － 特別研究

8 微粒珪砂を無機質系固化材で，固定した場合の保水力及び飛散の研究 中嶋清実（Ｃ科） ヤハギ道路（株） 卒業研究 特別研究

9 新潟県中越地震での木造住宅の被害率と地盤の振動特性に関する研究 今岡克也（Ａ科） 長岡技科大 － 特別研究

10 アンカー式補強土壁の降雨時および地震時における安定性評価法の開発 小林　睦（Ｃ科） 豊橋技科大 卒業研究 －

11 車両を利用した小型ラジオアンテナ（ＦＭ用）の開発 後田　澄夫 小島プレス工業（株） 卒業研究 －

12 ISM工法の低強度固化体の物性確認試験の評価・助言 中嶋清実（Ｃ科） ISM工法研究会 卒業研究 －

13 通過交通に関する交通実態分析 荻野　弘（Ｃ科） （財）豊田都市交通研究所 卒業研究 特別研究

１７年度から継続

Ｃ＋＋言語によるＩＣ設計への取り組み 仲野　巧（Ｉ科） デンソーテクノ（株） － 特別研究

砕石粉を利用した高性能コンクリートの開発 中嶋清実（Ｃ科） 中央砕石（株） 卒業研究 特別研究

受託研究

1 名古屋高速道路都心環状線における交通円滑化に関する研究 荻野　弘（Ｃ科） （財）名古屋高速道路協会 － 特別研究

2 高セキュリティ機能を有する次世代ＯＳ環境の開発 平野　学（Ｉ科） 文部科学省 － －

3 平成18年度｢サブテラヘルツ帯ＵＷＢ通信技術に関する研究」 安藤　浩哉（Ｉ科） 総務省 － －

備考

卒業研究・特別研究との関係

備考

研究題目 研究者名等

共同研究と卒業研究・特別研究の関係（平成１８年度の例）

相手先

研究題目 研究者名等 相手先

 

 共同研究等に関係する卒業研究・特別研究のテーマ（例） 

・三角測量距離計測センサを用いた三次元形状計測システムによる立体部品の傷検出法の動作確認 

  ・地区内通過交通の実態と住民意識に与える影響に関する研究 

  ・アイマークレコーダによる名古屋高速都心環状線の資格分析 

 

（出典 庶務課作成資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校では，他専攻で開講されている科目の単位修得を可能としており，また，他の大学等での科目

の修得も最大 16 単位の範囲で認めている。インターンシップの単位認定も行っており，学生のニー

ズや学術の動向，社会の要請に応じた教育課程の編成に配慮している。 
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

観点５－６－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，

情報機器の活用等が考えられる。） 

（観点に係る状況）  

各専攻科の授業科目を教育目標に沿って分類した系統図（資料５－５－②－７～９）に示すように，

各専攻とも教育目標達成のために講義，演習，実験及び実習を配置し，専攻により若干の幅はあるが

22～24 単位が実験及び実習となっている。授業形態として講義を主としながらも，実験・実習及び

演習といった実技科目を適宜配置して教育効果を高めている。 

専攻科では，共通科目を除き少人数で講義や演習，実験・実習を受講しており，対話・討論型の授

業となっている。また，建設工学専攻の「環境工学計測実験」（資料５－６－①－１）のように学内

のみならず広く学外に出て実測や調査を行っているフィールド型授業もある。特にコミュニケーショ

ンスキルの向上をねらって「電気英語コミュニケーション」（資料５－６－①－２）及び「国際技術

表現演習」（資料５－６－①－３）は対話・討論型で授業を行っておりその成果も上がっている。 

 当然のことながら学生は１年次から各研究室に配属されており，最新のパソコンが各自に与えられ，

インターネットはもちろん，課題等もコンピュータを介して出題され，提出を行っている。また，各

専攻共通の「先端技術特論」は SCS を用いて行われている。 
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－６－①－１

 

（出典 専攻科シラバス p191）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－６－①－２

 

（出典 専攻科シラバス p85）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－６－①－３

 

（出典 専攻科シラバス p140）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

（分析結果とその根拠理由）  

専攻科における授業形態は，講義形式を主としているものの，実験・実習が 22～24 単位程度配置

されており，こうした実技科目を配置することで，教育効果を高めている。また，定員が少ないこと

から，少人数教育が行われ，対話・討論型授業も実施している。パソコンを通じた課題の出題や提出

も行われている。こしたことから，本校では教育目標に照らして，授業形態のバランスがとれており，

教育内容に応じた授業法の工夫がなされていると判断される。 

 

 

観点５－６－②： 創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行わ

れているか。 

（観点に係る状況）  

専攻科では少人数，対話・討論型授業を基本に学生が自ら考え，創造する教育に努めている。電子

機械工学専攻における「電子機械工学特別実験」では，前期において市販のキットカーの分解・組み

立て，実験・計測，後期には二足歩行ロボットを利用した運動制御アルゴリズムの開発を行い，もの

づくりと同時にシステム的思考の養成を図っている（資料５－６－②－１）。建設工学専攻の「建築

学 CAD 演習」においては，３次元 CAD の操作技術のみならず，作図，プレゼンテーション技術の習得

と学生どうしの意見交換や質疑を通じて高度な表現技術の修得を目指している（資料５－６－②－

２）。また，情報科学専攻の「情報科学実験」では，ロボット制御から JAVA プログラミングに至る

広い範囲のテーマについて実験・演習を実施し，テーマ毎に発表会を行い，実験目的から結果の考察

に至るプロセスのプレゼンテーション技術のスキルアップも図っている（資料５－６－②－３）。 

インターンシップについては，専攻科１年次に，関係企業等の協力を得て，夏期休暇中を中心に４

週間以上の長期実習を行い，社会の一員としての自覚と責任を体得することを目的としている。また，

実習後の報告書の提出と実習報告会における口頭発表が求められる（資料５－６－②－４）。 
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－６－②－１

 

（出典 専攻科シラバス p33）

 

 - 205 -



豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－６－②－２

 

（出典 専攻科シラバス p185）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－６－②－３

 

（出典 専攻科シラバス p237）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－６－②－４

インターンシップ（校外実習）報告書（例） 

 

 

平成 16 年度専攻科情報科学専攻発表会 
 

日  時：平成 17 年 2 月 9 日（水）13:00～15:30 

会  場：情報基礎実験室 

 

インターンシップの部 発表時間 8 分／1 人（発表時間：5 分 質疑応答：3 分） 

1.日本通信機（株）高周波部品の S パラメータ測定 

神道一恵（安藤浩哉） 

2.日本通信機（株）LNA の製作，整合回路設計，ミキサーの変換効率測定 

柳 智子（安藤浩哉） 
 

（出典 情報科学専攻資料抜粋）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

（分析結果とその根拠理由）  

 専攻科においては，創造性を育む教育として各専攻とも実験や演習が行われており，実技やプレゼ

ンテーションを授業に組み込む等，教育方法に対する工夫がなされている。また，夏期休暇中を中心

とした４週間以上にわたる長期インターンシップも実施されており，学生が社会の一員としての自覚

や責任といった意識を高めることに寄与している。 

 以上のことから専攻科では創造性を育む教育が行われており，インターンシップの活用もなされて

いると判断される。 

 

 

観点５－６－③： 教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習，

教育方法や内容，達成目標と評価方法の明示など内容が適切に整備され，活用さ

れているか。 

（観点に係る状況）  

 準学士課程のシラバスに関しては観点５－２－②に記述されている。専攻科のシラバスにおいても

科目名以下，評価法，達成度目標等が明示され，学生から見て，授業の進行や成績の評価法，教育目

標との関連性がただちに理解できるよう工夫されている。また，シラバスは冊子を配布するだけでな

く，Web 上でも閲覧できるようになっている。専攻科課程の学生のシラバスの活用状況については，

平成 18 年 12 月のアンケート調査（61 人中 58 人回答）によれば，活用状況が多い順に「授業の最初

に説明（回答数 53）」「成績評価基準の確認（回答数 42）」及び「達成度の確認（回答数 35）」と

なっている（資料５－６－③－１）。これにより専攻科では「授業の最初に授業内容や達成度」が説

明され，学生は「成績評価基準」や「達成度」の確認をしていることがわかる。さらに専攻科学生は

「学修単位」について，事前・事後の予習・復習の必要性に関しても説明を受けている。この点に関

する平成 18 年 12 月のアンケート調査によれば，回答数 58 人中 51 人が「学修単位」に関する説明を

受けたと回答している（資料５－６－③－２）。こうしたアンケートからもシラバスが適切に編成さ

れ，実際に活用されていることが明らかである。 
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－６－③－１

シラバスの活用状況（専攻科生）

その他, 3授業内容の確認,

25
授業の最初に説

明, 53

達成度の確認, 35 成績評価基準の

確認, 42

進度の確認, 16

授業の最初に説明

進度の確認

成績評価基準の確認

達成度の確認

授業内容の確認

その他

 

（出典 学生アンケート集計結果）

 

資料５－６－③－２

学修単位の説明の有無（専攻科生）

受けた, 51

無回答, 6受けていない, 1 受けた

受けていない

無回答

 

（出典 学生アンケート集計結果）

 

（分析結果とその根拠理由）  

専攻科向けシラバスにおいても科目名以下，評価法，授業内容，達成度目標等が明示され，教員や

学生に利用されている。シラバスに関するアンケートより，教員が授業の最初にシラバスを用いて授

業内容や成績評価法等を説明しており，学生も「成績評価基準」や「達成度」の確認にシラバスを用

いていることがわかる。さらに「学修単位」についても，事前・事後の学習の必要性に関して説明を

受けている。 

以上のことから，本校専攻科では，教育課程の編成の趣旨に沿ってシラバスが作成され，活用され

ていることがわかる。 
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

観点５－７－①： 専攻科で修学するにふさわしい研究指導（例えば，技術職員などの教育的機能

の活用，複数教員指導体制や研究テーマ決定に対する指導などが考えられる。）

が行われているか。 

（観点に係る状況）  

専攻科特別研究の指導は，教員当りの学生数が少なく，研究の指導，論文の作成では主査・副査２

名の指導教員を配置し，特に副査の１名は専門分野の共通する教員を充てることによりきめ細かい指

導を行っている。学生は研究上の指導教員より，研究に関わる専門的事項だけでなく，専門分野に必

要な基礎学力，論文の作成を通じての図表の表現方法，成果発表におけるプレゼンテーションの技術

等を学ぶことができる。加えて実験機器や試験片の製作等に技術職員のサポートを受けている（資料

５－７－①－１）。日常的な研究では学生全員が研究日誌をつけており，指導教員が定期的に確認し

ている（資料５－７－①－２）。専攻科２年の始めに中間発表会（資料５－７－①－３）を開催し，

また，２月には研究発表会（資料５－７－①－４）を各専攻で行っている。このように専攻科学生の

研究に対する支援体制は整備されており，研究成果は学会発表の形で公表されている（資料５－７－

①－５）。 
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－７－①－１

 

（出典 技術部資料）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－７－①－２

 

（出典 電子機械工学専攻科資料）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－７－①－３

 

（出典 電子機械工学専攻科資料）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－７－①－４

（出典 電子機械工学専攻科資料）
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

資料５－７－①－５

研究成果は学会発表（電子機械工学専攻の例） 

（出典 専攻科パンフレット p4）

 

（分析結果とその根拠理由）  

特別研究の指導は，学生数が少ないためきめ細かい指導が行われている。学生は指導教員より研究

上の事項だけでなく，図表の表現方法やプレゼンテーション等の技術も学んでいる。技術職員による

実験機器や試験片の製作等の支援を受けており，中間発表，研究発表会及び学会発表等を通じて研究

成果は公表されている。 

以上のことから，専攻科学生に対して修学するにふさわしい研究指導が行われていると判断される。 
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豊田工業高等専門学校 基準５ 
 

観点５－８－①： 成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され，学生に周知さ

れているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，修了認定が適

切に実施されているか。 

（観点に係る状況）  

専攻科における成績評価・単位認定及び修了認定に関する規定は，「豊田工業高等専門学校専攻科の

単位の修得に関する規定」（資料５－８－①－１）及び「豊田工業高等専門学校進級判定，卒業判定

及び修了判定に関する規則」（資料５－８－①－２）に定められ，これらは学生便覧にも掲載されて

おり，入学オリエンテーションで説明されている。専攻科学生に対する成績評価等の規定に関する認

知度を調査したアンケート（平成 18 年 12 月）では，回答数 44 人中「知っている（62％）」及び

「概ね知っている（38％）」となっている（資料５－８－①－３）。これにより専攻科の学生は，成

績評価等の規定について認知していると考えられる。また，これら規定の運用については，シラバス

において当該科目の成績の評価方法や達成度目標が明示されており，最初の授業において担当教員よ

り説明が行われている。各科目の成績評価に用いた試験，解答，答案（コピー）等は成績一覧ととも

に教育改善推進室に保存されている（資料５－８－①－４：成績資料につき，訪問時公開）。試験の

答案等は学生に返却され，採点の不備等の成績に関する学生からの意見申し立ての機会を与えている

（資料５－８－①－５）。さらに学修単位に関しても，観点５－６－③で見たように認知されている。

修了認定についても年度末の教員全員参加による判定会議において，認定基準に基づいて適切な判定

がなされている。 
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資料５－８－①－１

 

（出典 H19 学生便覧 p45）

 

資料５－８－①－２

 

 （出典 H19 学生便覧 p52）
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資料５－８－①－３

成績評価等の規定の認知度（専攻科生）

知っている

62%

無回答

0%

知らない

0%
概ね知っている

38%

知っている

概ね知っている

知らない

無回答

 

（出典 学生アンケート結果）

 

資料５－８－①－５

意見申立の機会に対する認知度（専攻科生）

知らない, 5 無回答, 0

知っている, 53

知っている

知らない

無回答

 

（出典 学生アンケート結果）

 

（分析結果とその根拠理由）  

 専攻科においても成績評価・単位認定及び修了の判定に関する規定を定め，学生便覧やホームペー

ジ上で閲覧に供することで学生への周知を図っている。アンケート調査によれば，こうした規定に関

する専攻科学生の認知度は高い。またシラバスに各科目の成績評価法や達成度目標を明記し，成績評

価の透明性を確保している。試験の答案等は学生に返却され，コピーが教育改善推進室に保存されて

いる。また採点の不備等の成績に関する意見申し立ての機会を学生に与えている。修了の判定は年度
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末の教員全員参加の判定会議において，適切に実施されている。 

以上のことから，本校では，専攻科に関する成績評価・単位認定及び修了認定の規定が組織として

策定され，学生にも周知されているとともに，この規定に従って修了判定が適切に行われている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

＜準学士課程＞ 

・インターンシップ（５－２－③） 

・学年末に答案返却日を設け，学生が採点結果を確認できる機会を与えている点 

・課題研究の成果が「平成 18 年度ディジタル技術検定」における文部科学大臣賞の受賞に現れて

いる。 

 

＜専攻科課程＞ 

・特別研究における民間企業等との共同研究 

 

（改善を要する点）  

特になし 

 

（３）基準５の自己評価の概要 

＜準学士課程＞ 

 本校の教育課程は，教育目標に沿って内容の体系性を確保しつつ，授業科目の適切な配置や学年間

の関連を考慮したものとなっている。授業内容も全体として教育課程の編成の趣旨に沿っている。シ

ラバスには各科目の教育目標，授業内容，達成度目標，成績の評価方法が明示されており，アンケー

ト調査によればシラバスは有効に活用されている。また，全科目に対する授業評価アンケートを毎学

期実施しており，授業の改善に供されている。 

各学科の科目編成は，教育目標を達成できるように講義，演習，実験・実習といった授業形態が適

切に組み合わされた編成となっている。創造性を育む教育方法として各学科とも実験・実習系科目を

低学年から配置している。 

インターンシップについては，夏季休業中に２週間程度の期間で実施している。実習終了後には報

告書の提出と報告会でのプレゼンテーションを行っている。 

成績評価ならびに進級・卒業判定については規定を定めており，学生便覧や Web ページ上で見るこ

とが可能である。これらはオリエンテーションや HR 等で学生に対して説明されており，アンケート

結果からも周知が確認されている。単位認定ならびに進級・卒業判定に関しては規定により，全教員

参加の判定会議において適切に実施されている。また，人間の素養の涵養を図るために１～３年次に

は HR を，４～５年次にはアカデミックガイダンスを実施している。クラスには様々な役職があり，

クラスの運営を支えるとともに自主性を養っている。こうした学級活動だけでなく，見学旅行，スキ

ー教育，鈴鹿サーキットでの特別交通安全講習会等の学校行事や学生会主催行事を通じて学生の人間

性の向上に努めている。さらに全教員がクラブの顧問として登録されており，課外活動への参加を通

じて学生の人間としての素養が涵養されるよう配慮している。 
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＜専攻科課程＞ 

専攻科の教育課程は準学士課程との連携を考慮した構成となっており，各専門分野について深く学

ぶとともに，技術に対する倫理観や国際的視野を身につけられるよう配慮している。カリキュラムは

一般科目，専門関連科目及び専門科目からなっており，授業形態は，講義，演習，研究，実験・実習

に分かれている。とくに，語学，倫理，数学等の一般科目についても準学士課程からの継続性に配慮

している。 

各科目の学年における配置や必修・選択の区別についてはシラバスに明記され，教育目標に沿った

体系性を確保している。また，長期インターンシップも実施されており，企業体験や学生の社会性を

養うことに寄与している。シラバスには各科目の教育目標，授業内容，達成度目標，成績評価方法を

明示しており，活用されている。また「学修単位」についてもシラバスに明記しており，事前・事後

の学習の必要性について説明を教員から受けている。 

特別研究の指導では，学生数が少ないことからきめ細かい指導がなされており，専門分野だけでな

く，図表の表現方法や成果発表におけるプレゼンテーションの技法等も学んでいる。また，研究にお

いては実験器具や試験片の製作において技術職員の支援も受けている。研究成果は，中間発表及び最

後の研究発表，また学会発表を通じて公表している。 

専攻科における成績評価・単位認定及び修了認定に関する規定は，学生便覧にも掲載されており，

専攻科の学生への周知も行っている。アンケート結果によれば成績評価等の規定に関する認知度は極

めて高い。さらに，これらの規定に基づいて全教員参加の修了判定会議において認定基準に基づく適

切な判定を行っている。 
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基準６ 教育の成果 

（１）観点ごとの分析 

観点６－１－①： 高等専門学校として，その目的に沿った形で，課程に応じて，学生が卒業（修

了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等について，その達成状

況を把握・評価するための適切な取組が行われているか。 

（観点に係る状況）  

学生が卒業（修了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等は，教育目標及び各学科

の具体的達成度目標として明示している（資料６－１－①－１）。また，個々の科目と教育目標との

関連もシラバスに示しており，学生は科目の修得を通じて，教育目標の達成を把握できるようになっ

ている。加えて，豊田高専では，学科ごとに JABEE を受審しており，JABEE 教育プログラムごとに学

習教育目標を定めている（資料６－１－①－２）。 

 

資料６－１－①－１

具体的達成度目標 
 
本科教養教育 

人間として，技術者として必要な教養並びに工学基礎学力の修得，外国語能力，情報リテラ

シーの修得，心身共に健全な人格形成のための教育を中心とする。さらに，専門技術への導入

教育，ものづくりへの関心を高めるための教育的工夫を行う。 
人文・社会系：人格形成のための教育として位置づけ，日本の伝統的なものごとの見方・

考え方や論理的思考を養う。社会的な問題に対しても，多様な捉え方があ

ることを理解し，技術者として社会に対して果たすべき責任を理解する。 
理   数   系：工学への応用に資することに配慮して，数学の基本的内容を修得し，数学

的思考力を養う。 
外   国   語：技術者として必要な外国語（英語）運用能力の基礎を身につける。 
体    育：将来にわたる健康保持・増進のために，スポ－ツを通して心身を鍛え，健

全な精神を養成する。 
 
 
本科専門教育 

本科にあっては，教育目標並びに自らの専門技術分野についての基礎的知見を身に付け，経

験に裏打ちされた実践的かつ創造的技術者(準学士(工学))を養成する。社会への即応性を養い実

践技術の現状を理解するため，各学科とも４学年に実施している校外実習（インターンシップ）

の内容の充実を図る。 

a) 機械工学科 

技術者教育に求められる社会的要請に対して，環境を考慮し，資源の無駄を無くし，エネル

ギーや作業の効率化を念頭に置いた「ものづくり」を中心に据えた教育を行う。具体的には，

機能性・安全性を追求する材料・材料力学分野，エネルギーの効率的利用を追求する熱・流体

力学分野，「ものづくり」の手法を追求する工作・加工分野，高精度化を追求する計測・制御分

野等の基礎分野を中心に機械工学を体系的に修得させる。また，少人数教育である実験・実習

に多くの時間を充当し，「ものづくり」のプロセスを通じて工学基礎理論の理解を助け，「もの

づくり」の精神を肌で感じさせて，洞察力，実践力，問題解決能力の素養を身につけた機械技

術者の育成をする。 
社会の求める実践的技術者を育成するため，校外実習，工学ゼミおよび卒業研究においてコ

ミュニケーションや発表のスキルを養うとともに，協調性や社会性を身に付けさせる。 

b) 電気・電子システム工学科 

社会における技術者の役割を意識し，現象の観察・体験を出発点として学習することにより，

電気・電子回路，電気磁気学の基礎的内容を修得し，電気エネルギーの運用（発生，輸送，変

換）に関する原理，エレクトロニクスの基礎，コンピュータによる情報・通信（情報の保持・

変換・伝達）の概念を理解している技術者を養成する。  
（出典 平成19年度学生便覧）
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資料６－１－①－２

各学科のJABEE教育目標ホームページ 

 

（出典 各学科のJABEE教育目標ホームページ）

（http://www.toyota-ct.ac.jp/www/educational_program.html）

 

達成状況の把握については，卒業（修了）時に行われる達成度アンケートによって，学校の教育目

標に対する学生の達成度を自己評価として把握できるよう努めている（資料６－１－①－３）。加え

て卒業（修了）生については，全教員参加のもとで判定会議を行い，単位の修得状況や卒業（修了）

要件への達成状況を審議し，卒業（修了）認定を適切に行っている（資料６－１－①－４）。一方，

各学年における達成状況の把握については，前学期成績は 11 月に，後学期成績を３月に開示し，前

者については，成績状況に基づいて学生への指導を行い，後学期については，全教員参加による進級

判定会議において単位の修得状況や進級要件の達成状況を審議している（資料６－１－①－４）。こ

れらの日程は，学生便覧に掲載の「教育計画実施予定表」により学生に周知している（資料６－１－

①－５）。 
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資料６－１－①－３

実施年月 H19.2 

 
（出典 庶務課資料）
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（出典 庶務課作成資料）

 

資料６－１－①－４

 

豊田工業高等専門学校進級判定，卒業判定及び修了判定に関する規則 

 

制  定  昭和46年４月１日 

最終改正  平成16年４月１日 

 

第１条 進級判定会議，卒業判定会議及び修了判定会議は，校長が主宰し，全数員をもつて 

構成する。ただし，必要ある場合には非常勤講師に出席を求めることができる。 

第２条 進級判定，卒業判定及び修了判定は，判定会議の結論を尊重して校長が行う。 

第３条 原級留置となつた者への注意の方法は，その都度審議する。 

第４条 引き続き同一学年に在籍できる年数は2年（休学による原級留置と認められた年度を 

除く。）を，また総在籍年数は本学科においては10年，専攻科においては４年を限度とす 

る。 

（出典 規則集）
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資料６－１－①－５

 
（出典 平成19年度学生便覧抜粋 p168）
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（分析結果とその根拠理由）  

本校では，学生が卒業（修了）時に身につけるべき学力や人材像について教育目標や各学科の具体

的達成度目標として明示されており，学生は個々の科目と教育目標との関連をシラバスで把握できる

ようになっている。さらに，卒業（修了）時の達成度アンケートによって学校の教育目標に対する達

成度の自己評価が把握できるようになっている。各学年の達成度評価については，全教員参加の下に

卒業（修了）・進級判定会議が実施されており，単位の修得状況や卒業（修了）・進級要件への達成

状況が把握・評価されるとともに審議が行われ，卒業（修了）・進級の認定がなされている。 

以上のことから，本校では教育目標に沿った学力や人材像についてその達成状況を把握・評価する

ための取り組みが行われていると判断される。 

 

 

観点６－１－②： 各学年や卒業（修了）時などにおいて学生が身に付ける学力や資質・能力につ

いて，単位修得状況，進級の状況，卒業（修了）時の状況，資格取得の状況等から，あるいは卒業研

究，卒業制作などの内容・水準から判断して，教育の成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

本校の平成 12 年度からの留学による休学や病気・自己都合による休学などを除いた学力不振によ

る準学士課程の留年者数の推移を資料６－１－②―１に示す。留年者数は平成 15 年度より増加して

いる。これは高等専門学校の独立行政法人化や JABEE 受審に向けて質の保障を最重要課題としてとら

え，これまで安易になりがちであった再修得制度（単位を修得できなかった学生に単位修得の機会を

与える制度）を廃止し，単位修得のための最低点を一律 60 点とした年度からである。この制度の導

入後，学力不振による留年者数は 70 名強出たが，学生がより真剣になっていること，教員の更なる

授業の工夫により徐々に減少する傾向にあると思われる。 

 

資料６－１－②―１

過去５年間の学力不振による留年者・退学者総数 

 

 14 年度 15 年度 16 年度 17 年度 18 年度 

留年者 30 77 73 76 47 

退学者 14 5 16 11 8 

注： 

退学者は,連続留年した人数,平成15年度は特赦により連続留年しても放校にならなかった

(実際に連続留年した学生は11名)。 

（出典 指導等申し合わせ事項資料より作成）

 

次に過去５年間における学年毎の留年者の推移を資料６－１－②―２に示す。他の学年と比べて３

年生の留年が際だって多い。これは修得できなかった単位を再試験によって回復できないため，累積

未修得単位がある閾値を超えた段階で留年するという傾向の表れである。 
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資料６－１－②―２

 

過去５年間の学力不振による学年毎留年者数 
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人
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第３学年 第４学年

第５学年 専攻科

 

（出典 学生課資料より作成）

 

一方，修得できなかった単位を補うためには，「課題研究による単位修得の認定」（資料６－１－

②―３）を認めており，例えば英検や TOEIC などの資格を取得することに対して広範囲な単位認定を

行っている（資料６－１－②―４）。 
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資料６－１－②―３

 

 

 

（出典 平成19年度学生便覧 p58～59）
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資料６－１－②―４

 

英検やTOEICなどの資格を取得することに対して広範囲な単位認定 

別表１－１ 課題研究甲（平成 18 年度以降の入学者に適用） 

学   科 名   称 級（種別） 単位数 認定の条件および注意事項 

準２級 １ 第１～３学年の合格者 

２級 ２ 第１～３学年の合格者 

準１級 ４  
実用数学技能検定 

１級 ６  

準２級 ２ 第１～３学年の合格者 

２級 ４  

準１級 ６  
実用英語技能検定 

１級 ８  

４級 １ 第１～３学年の合格者 

３級 ２  

２級 ４  
工業英語能力検定 

１級 ６  

Ⅰ 
(400～449 点)

１  

Ⅱ 
(450～499 点)

２  

Ⅲ 
(500～569 点)

３  

Ⅳ 
(570～649 点)

４  

Ⅴ 
(650～729 点)

５  

ＴＯＥＩＣ（注 1） 

   Ⅵ 
(730 点以上) 

６  

４級 １  

３級 ２  

２級 ６  
ドイツ語技能検定 

１級 ８  

５級 １  

４級 ２  

３級 ４  

２級 ６  

準１級 ７  

実用フランス語技能検定 

１級 ８  

４級 ２  

３級 ４  

２級 ６  
スペイン語技能検定 

１級 ８  

２級 １ 第１～３学年の合格者 

準１級 ２  日本漢字能力検定 

１級 ３  

７級 １  

６級 ２  

５級 ３  

４級 ４  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
一 般 学 科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本漢字能力検定 

外国人留学生のみ適用 

３級 ５   

 

（出典 平成19年度学生便覧 p59～60 抜粋）

 

学生による資格取得の状況について資料６－１－②―５に示す。多くの学生が資格の取得を行って

いるが，これは未修得単位の補填といった側面ばかりではなく，資格そのものが社会に出てから有用

であるといった点もあると考えられる。 
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豊田工業高等専門学校 基準６ 
 

資料６－１－②―５

 

資格取得の状況 

資　　　格 級 16年度 17年度 18年度
準２級 19 16 33
２級 7 18 14

準１級 0 1 0
４級 136 74 31
３級 13 11 8
２級 0 1 0
４級 0 2 0
３級 0 7 2
２級 0 1 0
５級 0 0 4
４級 0 1 0
３級 2 1 0

スペイン語技能検定 ４級 1 0 1
日本漢字能力検定 ２級 8 6 4

６級 0 1 0
４級 1 0 0
４級 1 0 0
３級 3 0 0

準２級 119 127 161
２級 41 72 103

準１級 7 3 1
３級 59 56 39
２級 75 47 58

画像情報技能検定ＣＧ部門 ２級 17 3 9
電気主任技術者 ３種 4 6 3
基本情報技術者 7 6 16
ソフトウェア開発技術者 3 0 2
ＣＡＤ利用技術者 ２級 9 18 12
技術士補 2 1 0
情報処理技術者 ２種 1 0 0

３級 16 8 9
２級 1 3 4

宅地建物取引主任者 0 1 0
機械設計技術者試験 ３級 0 0 3
電気工事士 ２種 0 0 1

実用フランス語技能検定

福祉住環境コーディネーター検定

留学生日本語漢字能力検定

ドイツ語技能検定

実用数学技能検定

ディジタル技術検定

実用英語技能検定

工業英語能力検定

ドイツ語技能検定

 

 

（出典 学生課資料より作成）

 

 一方，こうした制度の下で学生が身につける学力や資質・能力について再試験のある学校との単純

な比較はできないが，資料６－１－②―６に高専レベルの各種コンペティション等の過去３年間の実

績を示す。主に建築学科の結果であるが，優秀な成績を収めている。また機械工学科及び電気・電子

システム工学科による NHK ロボットコンテストの参加の実績では，平成 16 年度にロボコン大賞及び

特別賞，平成 18 年度は特別賞を受賞している。さらに実用数学検定について過去３年間の結果を見

ると準２級及び２級とも合格数が増加してきていることが分かる（資料６－１－②―５）。 
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豊田工業高等専門学校 基準６ 
 

資料６－１－②―６

各種コンペティション，ロボットコンテストの実績 

各種コンペティション 

地域 秀交流シンポジウムセッション 優 賞 

構造

グラ

臣賞

高専

デザインコンペティション  

ンプリ，文部科学大

，アイデア賞，石川

校長賞 

木造

セッシ
佳作

住宅デザインコンペティション

ョン 
２点 

平成
全国

コンペ

複合

セッシ
佳作

１６年度 
高専デザイン

ティション  

住居デザインコンペティション

ョン 
２点 

構造
最優

臣賞
デザイン部門 

秀賞，文部科学大

 

環境
最優

賞，会
デザイン部門 

秀賞，兵庫県知事

場審査賞 
平成

全国

コンペ

プロ
最優

賞，優

１７年度 
高専デザイン

ティション  

ポーザル部門 
秀賞，明石市市長

秀賞 

全国

コンペ
プロ 会場

高専デザイン

ティション 
ポーザル部門 審査賞，佳作２点 

平成 崎

デザ

2006

 グラ

１８年度 岡 コミュニティー

インリーグ

 

ンプリ 

 

ロボットコンテスト（全国大会） 

 

 

（出典 教員会議報告資料より作成）

平成１６年度 ロボコン大賞，特別賞（電気事業連合会） 

平成１８年度 特別賞（マブチモーター） 

 

TOEIC の結果について 400 点以上の人数を資料６－１－②―７に示す。各ランクの人数は微増であ

るが，全体の人数は明らかに増えている。こうしたことから，ただちに数学や英語に関する基礎学力

が向上しているとは言えないものの，再修得制度がないという制度的状況に対して学生たちが順応し

つつあり，年次進行で状況が改善されつつあることが示唆される。 
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豊田工業高等専門学校 基準６ 
 

資料６－１－②―７

ＴＯＥＩＣ（準学士課程） 

 

 成 16 年度 平 平平 成 17 年度 成 18 年度 

400-449 4 435 名 2 名 4 名 

450-499 1 329 名 6 名 0 名 

500- 3 2 59 名 5 名 4 名 

計 103 1名 83 名 28 名 

（出典 進級判定会議資料より作成）

 

 専攻科についてみると，学力不振による留年者は過去３年間で計５名（平成 16 年度２名，平成 17

年度２名，平成 18 年度１名）であり，数は少ないとはいえゼロではない。専攻科学生の身につける

べき学力，資質・能力についてみることは，比較すべき対象がないことから困難であるが，専攻科１

年生の TOEIC-IP 試験の結果（資料６－１－②―８）では，過去３年間の平均点は上昇してきており，

修了時に期待される 450 点に近づきつつある。また，専攻科を修了するまでに学会などで公表された

論文数について資料６－１－②―９に示す。概ね 1.5～２本の講演論文を公表しており，専攻科課程

が大学学部相当レベルであることを考慮すれば良好な状況と考えられる。 

 

資料６－１－②―８

TOEIC-IP平均点の推移（専攻科１年生） 

 

 成 16 年度 平 平平 成 17 年度 成 18 年度 

平均点 3 4379 81 24 

（出典 教育改善推進室）

 

資料６－１－②―９

専攻科発表論文数 

 

年度 16年度 17年度 18年度 

論 文 数 45 37 45  

修了生数 21人 22人 29人  

平均本数 2.14 1.68 1.55  

（出典 専攻科特別研究概要集より作成）
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豊田工業高等専門学校 基準６ 
 

（分析結果とその根拠理由）  

本校では，単位未修得科目の再修得制度（再試験制度）を廃止したために，一般的な学力不振に起

因する留年生が極めて多い。こうした制度の下で外部資格の取得に対して広範囲に単位認定を行って

いることから，本校での資格取得の状況は極めて良好である。また，実用数学検定や TOEIC の結果に

よれば数学の検定合格者は増加しており，TOEIC400 点以上の学生は 128 名（平成 18 年度）を数えて

いる。単純に基礎学力が向上しているとは言えないものの制度に対して学生が順応しつつあり，その

中で状況が改善されつつあると考えられる。各種コンペティションやロボットコンテストの結果にお

いても他校との間で遜色は認められず，専攻科においても学会発表などの件数は学部レベルであるこ

とを考慮すれば良好である。 

以上のことから，教育の成果は上がっているものと判断される。 

 

 

観点６－１－③： 教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や

進学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の

成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

本校における準学士課程の卒業生の進路状況について資料６－１－③－１に示す。過去３年間にわ

たり約 55％が就職，約 45％が進学（専攻科及び大学への編入）である。就職者の就業先（資料６－

１－③－２）をみると，学科によるばらつきはあるが，機械工学科，電気・電子システム工学科及び

情報工学科では製造業が大半を占め，環境都市工学科では運輸通信業が，建築学科では建設業が大半

を占めており，各学科の特色（目的）に応じた就職先に就職している。具体的な就職先と求人数・倍

率を資料６－１－③－３及び４に示す。就職先には大企業が目立ち，また平均的な求人倍率は就職希

望者一人に対して 10 倍を超えている。 

 

資料６－１－③－１

 
卒業生・修了生の進路状況 

（出典 平成19年度学校要覧 p.48）
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豊田工業高等専門学校 基準６ 
 

資料６－１－③－２

産業別就職者数 

 

（出典 平成19年度学校要覧 p.48）

 

資料６－１－③－３

 

（出典 中学生のみなさんへ 豊田高専入学案内 2007，p.18）
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豊田工業高等専門学校 基準６ 
 

資料６－１－③－４

（出典 中学生のみなさんへ 豊田高専入学案内2007，p.18）

 

一方，進学者については，過去３年間の進学先を資料６－１－③－５に示す。進学者全体に占める

割合は 30％台であるが，専攻科への進学者が増える傾向にある。大学編入先の学科もほとんどが専

門に関連した学科である。 

専攻科の修了生に関する進路（資料６－１－③－１）は，年によって就職・進学の割合にばらつき

があるが，約 60％の学生が就職しており，40%の学生が大学院へ進学している。過去３年の主な就職

先と進学先を資料６－１－③－６及び７に示す。専攻の特色に応じた就職先に就職していることがわ

かる。また，進学先の大学院はいずれも専門に関連した研究科である。 

 

資料６－１－③－５

 

（出典 平成19年度学校要覧 p.49）
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豊田工業高等専門学校 基準６ 
 

資料６－１－③－６

 
（出典 専攻科パンフレット p.09）
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豊田工業高等専門学校 基準６ 
 

資料６－１－③－７

専攻科生の大学院入学状況 

（出典 平成19年度学校要覧 p.49）

 

（分析結果とその根拠理由）  

準学士課程の卒業生，専攻科の修了生とも，所属した学科あるいは専攻の特色に応じた就職先もし

くは関連した学科，研究科へ進学している。 

以上のことから，教育目的において意図した人材の育成については，卒業（修了）後の進路状況か

らみて，成果が上がっていると判断される。 
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豊田工業高等専門学校 基準６ 
 

観点６－１－④： 学生が行う学習達成度評価等，学生からの意見聴取の結果から判断して，教育

の成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

平成 18 年度の準学士課程及び専攻科課程のそれぞれ卒業生及び修了生に対して，本校の教育目標

に対する達成度アンケートを行った（平成 19 年２月）。準学士課程卒業生の教育目標に対する達成

度の自己評価を資料６－１－④－１に示す。学科ごとの差異については触れず，全体の傾向に注目し，

平均 3.0 以上を「ほぼ達成」と考えると，教育目標１については平均 3.9 となっており，学生達は概

ね目標に到達していると考えている。教育目標２については平均 3.9 となっており，教育目標１と比

べて学生達の評価は概ね同じである。教育目標３については平均 4.0 とされており，学生達の自己評

価はこの教育目標３が最も高い。教育目標４については平均 3.8 となっており，他の項目と比べてや

や低い点となっている。英語の運用能力に対する不安が反映されているものと考えられる。教育目標

５については平均 3.9 となっており，学生達の自己評価は概ね肯定的であるが，各学科においてばら

つきが認められる。 

以上のアンケート結果より，準学士課程の学生は本校の意図する教育目標に対して達成感を感じて

いるのではないかと考えられる。 

 

資料６－１－④－１

準学士課程の教育目標に対する達成度アンケート結果 
（１～５の５段階評価での平均達成度） 

 

教育
電気

ステ
情

環境

工
建築目標 機械工学科 

・電子シ

ム工学科
報工学科

都市

学科 
学科 平均 

１ 3.9 3. 3.9 3. 4.6 3.9 5  7   

２ 4.0 3. 4.0 3. 4.0 3.9 8  5   

３ 4.1 3. 3.9 3. 4.6 4.0 9  8   

４ 3.8 3. 3.8 3. 4.6 3.8 5  6   

５ 4.2 3. 3.8 3. 4.6 3.9 5  5   

全体 4.0 3. 4.0 3. 4.5 3.9  5  5   

（出典 庶務課資料から作成）

 

一方，専攻科修了生に対するアンケート結果（資６－１－④－２）では，教育目標１に対して平均

3.7 となっており，学生達の自己評価は概ね目標に到達しているとしている。教育目標２については

平均 3.9 とされ，ここでも学生の評価は概ね高い。教育目標３では平均 3.9 となり，学生達の自己評

価はやはり高い。教育目標４については平均 3.7 となっており，準学士課程の結果とも同様にやや低

い評価となった。「国際的に通用するコミュニケーション能力の修得」という点に対する不安が反映

していると思われる。教育目標５に対しては平均 3.9 となっており，肯定的な評価が得られている。

こうしたアンケート結果による自己評価からは本校が意図する教育に対して学生が達成感を感じてい

ると判断される。 
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豊田工業高等専門学校 基準６ 
 

資料６－１－④－２

専攻科課程の教育目標に対する達成度アンケート結果 
（１～５の５段階評価） 

 
教育目標 工 専 専電子機械 学専攻 建設工学 攻 情報科学 攻 平均 

１ 4.0 3.0 4.1  3.7

２ 3.9 3.5 4.3  3.9

３ 3.4 3.7 4.4  3.9

４ 3.7 3.6 3.7  3.7

５ 4.1 3.5 4.1  3.9

全体 3.7 3.5 4.2  3.8

（出典 庶務課資料から作成）

 

（分析結果とその根拠理由）  

準学士課程及び専攻科課程の卒業生及び修了生に対して行ったアンケート結果によれば，教育目標

に対する達成度の自己評価は，学科ごとのばらつきや準学士課程と専攻科課程における若干の傾向の

違いは認められるものの概ね高い評価が得られている。 

以上のことから，本校では，学校の意図する教育の成果は上がっているものと判断される。 

 

 

観点６－１－⑤： 卒業（修了）生や進路先などの関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に付

けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取するなどの取組を実施しているか。

また，その結果から判断して，教育の成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

本校では創立時から 2002 年に至る卒業生を対象に平成 14 年度に卒業生アンケートを行い，卒業時

の達成度を５段階で卒業生が自己評価した（資料６－１－⑤－１）。「（専門）基礎学力」，「自ら

考える力」の達成度に対する評価は全年代を通じて高く，低学年からの豊富な実験実習とともに専門

科目を学ぶ本校の教育が成果を上げているものと考えられる。一方「自ら学習する姿勢」に対する評

価は，1980 年代までの卒業生では評価点が高いが 1990 年代以降は低下しており，2001 年以降の卒

業生では評価点が 3.0（普通）以下まで低下している。この変化は，在学時の学習時間の卒業年度に

よる変化（資料６－１－⑤－２）とも対応しており，主体的に勉強する姿勢の欠如が 1980 年代後半

に始まり着実に進行しているものと推定できる。また「国際社会で通用する表現能力（英語によるコ

ミュニケーション能力）」は，全年代を通じて評価点が低く，本校の教育改善における最大の課題と

言える。 
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資料６－１－⑤－１

卒業生による達成度評価（１～５の５段階評価）           

 

 
（出典 自己点検・評価並びに外部検証・外部評価報告書№７（平成15年度））

 

資料６－１－⑤－２

卒業生による在学時の学習時間評価（１～５の５段階評価） 

 

（出典 自己点検・評価並びに外部検証・外部評価報告書№７（平成15年度））

 

これらの問題に対して，現在，英語多読法や TOEIC の導入等の諸策を取組中である。こうした方策

の進行中の成果を問うアンケートが平成 18 年度のものである。 

平成 18 年度には，1996，2001，2006 年に卒業した学生を対象にアンケートを行った（資料６－１

－⑤－３）。このアンケートは，2002 年に行った卒業生アンケートと設問が異なるため，直接の比

較はできないが，以下のことが判読できる。在学時の学力評価では，化学・国語・社会・英語の評価
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点が他に比して低くなっている。加えて能力評価でも「発表・討議能力（英語）」「技術文章力（英

語）」の評価が高くない。しかし，TOEIC 等での高得点を出す学生が徐々にではあるが増えてきてい

ることから，今後向上していくものと期待される。 

在学時の学習状況と学習時間は，1996 年卒業生の平均学習状況は 2.6，平均学習時間 1.1 時間，

2001 年卒業生の平均学習状況は 2.9，平均学習時間 1.0 時間，2006 年卒業生の平均学習状況は 2.8，

学習時間 1.0 時間となっており，この 10 年間大きな変化は見られない。 

 

資料６－１－⑤－３

卒業生による本科卒業直後の自己評価（１～５の５段階評価） 
 

学  力 

 

注 発表Ｊ：発表・討議能力（日本語），発表Ｅ：発表・討議能力（英語） 

文章Ｊ：技術文章力（日本語），文章Ｅ：技術文章力（英語） 

実験実習：実験・実習を通した技術力 

 

能  力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回収率２５．１% 

（出典 教育改善推進室資料より作成）

  
数

学 

物

理 

化

学

国

語

社

会

英

語

専門

基礎

実験

・ 

実習

専門 

応用 

卒

研 

1996 年卒 2.9  2.7  2.2 2.6 2.4 1.9 3.4 3.4 3.2  3.0  

2001 年卒 3.2  3.1  2.4 2.2 2.1 2.0 3.5 3.6 3.3  3.3  

2006 年卒 2.9  2.6  2.0 2.5 2.4 2.1 3.4 3.4 3.2  3.3  

 

多

面

的

考

察

力 

自

主

学

習

力 

創 

造 

力 

実

践

力 

倫 

理 

観 

分

析

力

解

決

力

発 

表 

Ｊ 

発

表

Ｅ

文

章

Ｊ 

文

章

Ｅ 

実 

験 

実 

習 

専

門

基

礎

能

力 

1996

年卒 
3.5  2.9 3.2  3.4  3.3 3.4 3.4 2.8 1.3 2.7 1.4  3.3  3.2 

2001

年卒 
3.0  2.9 3.3  3.3  2.8 3.1 3.3 2.5 1.4 2.4 1.4  3.3  3.4 

2006

年卒 
3.4  3.0 3.2  3.3  3.1 3.3 3.3 3.1 1.5 2.9 1.5  3.3  3.4 
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平成 18 年度のアンケートでは，就職先からの意見聴取も行っている（資料６－１－⑤－４，５）。

それによれば，日本語発表・討議・技術文章力が普通とされ，英語発表・討議・技術文章力がやや力

不足を感じる程度であり他の能力の評価は高い。加えて勤務態度も極めて良好であると評価されてい

る。 

 

資料６－１－⑤－４

アンケート回答企業一覧（無記名を除く） 

大有コンクリート，アーデル精工，愛知環状鉄道，愛知県建設部，アトラスコンサルタント，イ

トコー，内浜化成，ＮＥＣソフトウェア中部，ＮＴＴファシリティーズ，大林組名古屋支店，小

野電気，小原建設，カゴメ，キャスト，協豊製作所，コクヨエンジニアリング＆テクノロジー，

小島プレス工業，サトープレス工業，シチズンセイミツ，ＪＡＬ航空機整備成田，太平エンジニ

アリング，大和ハウス工業，デンソークリエイト，東海理化，東レ建設，トヨタ車体，トヨタす

まいるライフ，トヨタＴ＆Ｓ建設，西口組，ニッセイ，パイオニア川越事業所，バッファロー，

冨士ダイス，富士通アドバンスソリューションズ，堀江金属工業，三井住友建設，三菱自動車エ

ンジニアリング，ユニアデックス 

（出典 教育改善推進室資料より作成）

 

資料６－１－⑤－５

 

就職先企業による本校卒業生の評価（１～５の５段階評価） 

 

専門能力 

多面

的考

察力 

自

力 

一

般

教

養 

専

力 

発

表

Ｊ

主

学

習

創

造

力 

実

践

力 

倫

理

観 

分

析

力 

解

決

力

門

基

礎

能

専

門

応

用

能

力 

実

験

実

習

発

表

Ｅ

文

章

Ｊ 

文

章

Ｅ 

3.6  3.8  3.7  4.0  3.6  3.7 3.7 3.4 3.9 3.4 3.7 3.2 2.5  3.2  2.5  

注 発表Ｊ：発表・討議能力（日本語），発表Ｅ：発表・討議能力（英語） 

文章Ｊ：技術文章力（日本語），文章Ｅ：技術文章力（英語） 

実験実習：実験・実習を通した技術力 

 

勤務態度 

仕事へ

取り組

や へ
コミュ

ーショ

協調性

性
の

み 

挨拶

かい（

言葉づ

礼儀） 

仕事

解力の

の理

早さ

ニケ

ンや

 

主体 責任感 

4.5  4.2  4.3  4.2    4.1  4.3

回収率２７．８%（１４４社に送付） 

（出典 教育改善推進室資料より作成）
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（分析結果とその根拠理由）  

本校では，平成 14 年度及び 18 年度において，創立以来の準学士課程ならびに専攻科修了生に対し

て，在学中に身につけた学力，資質，能力に関するアンケート調査を行った。その結果「（専門）基

礎学力」や「自ら考える力」等に対する評価が全体を通じて高く，「国際社会で通用する表現能力」

は低い傾向にあった。これより工学的な基礎能力に対する満足度は概ね高く，英語力については不満

足な傾向があると認められた。後者の改善に向けて英語多読法や TOEIC 受験の３年全体への導入など

の方策を展開中である。また，就職先企業アンケートが平成 18 年度より実施され（進学先について

は，アンケート方法を検討中），企業側の受け取り方も概ね肯定的であった。 

以上のことから，本校における教育上の取り組みや実践について，成果が上がっているものと判断

された。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・多様な課題研究の奨励により，学生の勉学意欲を増進している。 

・デザインコンペティションやロボットコンテスト等を通じて，ものづくりに対する意欲を増進し，

成果をあげている。 

・卒業生の自己評価，就職先企業の評価においても高く評価されている。 

 

（改善を要する点）  

該当なし 

 

（３）基準６の自己評価の概要 

準学士課程及び専攻科課程において，学生が卒業（修了）時に身につける学力や資質・能力につい

ては，教育目標及び各学科の具体的達成度目標として明示されている。こうした目標における達成状

況の把握については，卒業（修了）時に行われる達成度アンケートによって，学校の教育目標に対す

る学生の達成度を自己評価として把握できるようにしている。各学年における達成度評価については，

全教員参加の下に進級・卒業判定会議が実施されており，単位の修得状況や進級・卒業への達成状況

を把握するとともに進級基準にしたがって進級・卒業の判定が行われている。 

本校では単位未修得科目に対する再修得制度を廃止したために留年生が極めて多い。こうした制度

のもとで学生が身につける学力や資質・能力について，他高専との単純な比較はできないが，コンペ

ティションやロボコン，実用数学検定や TOEIC の結果等については，遜色ないと思われる。専攻科に

おいても学会発表等の件数は，学部レベルであることを考えれば，良好であるといえる。こうした結

果から判断して教育の成果は上がっていると考えられる。 

上述の卒業（修了）時における教育目標に対する達成度アンケートでは，概ね高い評価が得られて

おり，本校の設定する教育目標や水準が妥当であり，学校の意図する教育の成果が上がっていると判

断された。 

また，創立以来の卒業（修了）生に対するアンケート調査結果からは，「（専門）基礎学力」や

「自ら考える力」等に対する評価が全体を通じて高く，「国際社会で通用する表現能力」は低い傾向

にあった。英語運用能力の改善については，英語多読等の方策を展開中である。さらに就職企業への

アンケートからは卒業（修了）生の能力・資質について概ね肯定的な回答が得られ，本校における教
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基準７ 学生支援等 

（１）観点ごとの分析 

観点７－１－①： 学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されているか。また，

学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機能してい

るか。 

（観点に係る状況）  

自主的な学習を進めるためのガイダンスについては，準学士課程では，毎週実施するホームルーム

（１～３年生）やアカデミックガイダンス（４～５年生）により，教育上及び生活上の連絡やガイダ

ンスを行っている。特に新入生に対してはオリエンテーションを行い，「学生便覧」や「シラバス」

を用いて教務関係の規程や科目の概要を説明するとともに，教務委員会が一般学科と専門学科に分け

「学習の手引き」を作成している。その内容は，学習の仕方に加え，進路，基本的生活習慣と計画的

学習，学習支援の活用等である（資料７－１－①－１）。図書館利用についてのガイダンスは，図書

館長及び職員が「図書館利用案内」を用いて行っている（資料７－１－①－２）。 

実験実習では，実験実習を行う上での「安全教育」（資料７－１－①－３）や「レポートの書き

方」（資料７－１－①－４）等を用いて導入教育を行っている。卒業研究に関するガイダンスとして

「卒業研究のしおり」（資料７－１－①－５）を作成し，研究室の説明，中間発表会，概要集の作成，

論文の作成等についてガイダンスを行っている。 

高校からの編入生は，編入時にガイダンスを行っている。他高専または，専攻科入学時にJABEEコ

ース履修生となる学生に対しては，「教育プログラム履修の手引き」（資料７－１－①－６）を用い

て科目履修，進路指導，学生生活等のガイダンスを専攻科入学時に行っている。 

学生からの相談や助言を行うオフィスアワーについては，全教員が「オフィスアワー」（資料７－

１－①－７）を設け，学生の学習や生活の相談にあたり「訪問の記録」（資料７－１－①－８）も取

っている。 

数学科については， Matecaという「数学質問相談室」（資料７－１－①－９）を定期的に設け，

教員が学生の質問に答えている。 

インターネットなどコンピュータネットワークを活用した教育支援として，電気・電子システム工

学科が開設する「ハイパーメディア学習環境」（資料７－１－①－10）や数学科が開設するホームペ

ージによる数学の問題に対する学習支援（資料７－１－①－11）をあげることができる。 
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資料７－１－①－１
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（出典 学習の手引き）
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資料７－１－①－２

  

  

（出典 図書館利用案内抜粋）
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資料７－１－①－３

 

実験実習の「安全教育」（電気・電子システム工学科の例） 
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（出典 電気・電子システム工学科資料）
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資料７－１－①－４

「レポートの書き方」（環境都市工学科の例） 
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（出典 環境都市工学科資料）
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資料７－１－①－５

「卒業研究のしおり」（環境都市工学科の例） 
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（出典 環境都市工学科資料抜粋）
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資料７－１－①－６

 

「教育プログラム履修の手引き」（電気・電子システム工学の例） 
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（出典 電気・電子システム工学科資料）
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資料７－１－①－７

 

（出典 機械工学科資料）
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資料７－１－①－８

訪問記録（環境都市工学科の例） 

 

（出典 環境都市工学科資料）

 

 - 265 -



豊田工業高等専門学校 基準７ 
 

資料７－１－①－９

 

（出典 数学科資料）

 

資料７－１－①－10

ハイパーメディア学習環境 

 

（出典 電気・電子システム工学科ホームページ）
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資料７－１－①－11

数学の問題に対する学習支援 

 

（出典 数学科ホームページ）

 

（分析結果とその根拠理由）  

新入生オリエンテーションから始まって，各学年にわたり教務上，生活指導上のガイダンスが，ホ

ームルームやアカデミックガイダンスを通じて行われている。また，学生の自主的学習を進める上で

の相談，助言を行うオフィスアワーやインターネットを用いた自主学習支援システムもある。 

以上のことから，学生が学習を進める上でのガイダンスの体制や相談・助言を行う体制は整備され

機能していると判断される。 
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観点７－１－②： 自主的学習環境（例えば，自主学習スペース，図書館等が考えられる。）及び

厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生活環境等が整備され，

効果的に利用されているか。 

（観点に係る状況）  

電気・電子システム工学科棟には，１階から３階まで各階にリフレッシュルームを完備し,学生に

開放している。専攻科棟では，専攻ごとにリフレッシュルーム（資料７－１－②－１）を完備し，図

書館１階ロビーも学生のコミュニケーションスペースとして利用されている。 

図書館には，自主学習スペース（椅子185脚，テーブル28脚）があり，開館時間は平日が午前８時

45分から20時まで，土曜日にも10時から16時までである（資料７－１－①－２）。マルチメディア情

報教育センターも授業中以外に，50台のパソコンを利用することができ，閉館は20時となっている

（資料７－１－②－２）。 

福利厚生施設として，福利厚生会館がある。会館内には，１階に学生課，保健室があり，２階には

日用品や学習用品を扱う売店がある（資料７－１－②－３）。保健室には，看護師１名がおり，学生

の健康管理，救急対応や保護者への連絡などを行っている。また，学生相談のカウンセラーへの橋渡

し役を担っている（資料７－１－②－４）。 

福利厚生会館東側には，日本郵政公社のATMが設置されている。 

 

資料７－１－②－１

専攻科棟リフレッシュルーム配置図 
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（出典 会計課資料）
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資料７－１－②－２

 

（出典 平成19年度版学習の手引き p45 抜粋）

 

 

（出典 H19学校要覧）
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資料７－１－②－３

福利厚生会館平面図 

 

 

（出典 会計課資料）
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資料７－１－②－４

                                教員会議(19.4.2) 資料 

学生相談のご案内 

 学生相談室は、皆さんの悩み事をお聞きします。決して説教したり、押し付

けがましい助言はいたしません。また、相談内容を教員等に他言することは絶

対ありません。すべての学生が自立的な学習と生活を達成できるよう援助する

ことを役割としています。 

学生相談室の活動 

 すべての学生が自分の性格や通過しつつある青年期の重要性を自覚し、より

よい自分を創造して行けるよう、面接相談（カウンセリング等）に応じていま

す。 

＜相談内容＞学生生活では・・・・・経済問題 親子関係 課外活動  

                 交友関係 異性関係 学習活動 

           心の健康問題・・・・・気になる性格や行動・心配事・性の問題 

＜心理テスト＞ＶＰＩ職業興味検査・エゴグラム検査を実施 

相談には、学外から心理学の専門家が当たります。 

相談室の利用方法 

 どんな事でも、いつでも相談に来てください。また、セクシュアルハラスメ

ントに関する相談もお聞きします。保健室(看護師鈴木）が窓口になっています。

連絡先・・・保健室 ０５６５－３６－５８４４  

                  相談の先生・時間   

 
精神科医師 「杉田 裕先生」  1４時～1５時 

  臨床心理士 「服部憲明先生」   1５時～1８時    

  カウンセラー「山本道子先生」   1５時～1８時 
 
 

相 談 日 相談者 相 談 日 相談者 相 談 日 相談者 
４月 ３日（火） 山 本 ５月１５日（火） 服 部 ６月２１日（木） 山 本 
４月１０日（火） 山 本 ５月１６日（水） 杉 田 ６月２６日（火） 山 本 
４月１３日（金） 山 本 ５月１６日（水） 山 本 ７月 ５日（木） 山 本 
４月２０日（金） 山 本 ５月１７日（木） 山 本 ７月１０日（火） 服 部 
４月２３日（月） 服 部 ５月２２日（火） 山 本 ７月１２日（木） 山 本 
４月２４日（火） 山 本 ５月２９日（火） 山 本 ９月 ６日（木） 山 本 
５月 ８日（火） 服 部 ６月１２日（火） 服 部 ９月１１日（火） 服 部 
５月 ９日（水） 山 本 ６月１３日（水） 山 本 ９月１４日（金） 山 本 
５月１１日（金） 山 本 ６月２０日（水） 杉 田   

 ※ 一部服部先生の相談日の変更がありました  

（出典 教員会議（H19.4.2）資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

自主的学習環境として，図書館，マルチメディア情報教育センター，リフレッシュルーム等が時間

外まで利用可能であり，また売店や自販機の置かれた図書館ロビー等福利厚生施設も整備されている。 

以上のことから，自主的学習環境ならびにキャンパス生活環境が整備され，利用されていると判断

できる。 
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観点７－１－③： 学習支援に関する学生のニーズ（例えば，資格試験や検定試験受講，外国留学

等に関する学習支援等が考えられる。）が適切に把握されているか。 

（観点に係る状況）  

学習支援に関する学生のニーズについては，ホームルーム，アカデミックガイダンス及びオフィス

アワー等を通じて把握に努めている。また，保護者懇談会（資料７－１－③－１），授業参観（資料

７－１－③－２）ならびに学科別保護者説明会（資料７－１－③－３）等を通じて保護者の要望が聴

取できる機会を設けている。 

各種資格試験については，学生支援の一環として単位認定化の対応と申請時期等について周知を行

っている（資料７－１－③－４）。さらに，TOEIC IP試験を学内で実施するなど受験料の割引が可能

なものについて対応している。 

また，外国留学制度については指導教員から学生に周知するとともに，各教室に掲示しており，毎

年多くの学生が海外留学をしている（資料７－１－③－５，６）。なお，平成18年度の海外留学申請

件数を資料７－１－③－７に示す。 
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資料７－１－③－１

（出典 学生課資料）
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豊田工業高等専門学校 基準７ 
 

資料７－１－③－２

 

（出典 学生課資料）
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資料７－１－③－３

（出典 学生課資料）
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資料７－１－③－４

 

翌年度単位修得申請掲示（例） 

平成１９年４月２日 
 

課題研究単位修得申請者 各位 
 

               学生課教務係 
 

課題研究の単位修得申請について 
 
１８年度中に受験し、取得した課題研究の単位修得申

請受付を４月２７日（金）まで行います。 
申請を希望する学生は、下記の事項に注意した上で、

学生課教務係にて行ってください。 
 

記 
 
① 今回申請の対象となるものは、昨年度（平成１８年 
４月１日～平成１９年３月３１日）に受験したもので

す。（平成１８年度進級単位には含めませんが、累積

単位となります） 
② 合格証のコピー（Ａ４サイズ）を添付すること。 

③ 受領書は後日指導教員から受け取ること。 
 

（出典 学生課資料）
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資料７－１－③－５

 

（出典 国際交流委員会）
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資料７－１－③－６

 

（出典 国際交流委員会）

 

 - 279 -



豊田工業高等専門学校 基準７ 
 

資料７－１－③－７

（出典 国際交流委員会）

 

 - 280 -



豊田工業高等専門学校 基準７ 
 

（分析結果とその根拠理由）  

学習支援に関する学生のニーズについては，ホームルームや保護者懇談会等の広範な機会を通じて

把握に努めており，その結果は資格試験や留学等に対する学生の数に現れている。 

以上のことから，学習支援に関する学生のニーズについて，適切に把握されていると判断される。 

 

 

観点７－１－④： 資格試験や検定試験受講，外国留学のための支援体制が整備され，機能してい

るか。 

（観点に係る状況）  

学生が取得する資格試験や検定試験については，課題研究（ボランティア活動，ロボットコンテス

ト等）による単位の認定制度が整備されている（資料７－１－④－１）。ここで認定された単位は，

卒業の認定単位に加算されるとともに，JABEE教育プログラム履修生の選抜資料にもなっている。 

TOEIC IP 試験については，学内で実施できることで，受験料がそれまでの4,050円から3,000円と

なり受験者が増えたため，年３回実施している。実用数学技能検定についても，学内で年２回実施し

ている。また，専攻科１年生を対象としたTOEIC受験特別集中講義（資料７－１－④－２）を毎年夏

休み期間中に実施している。希望者には技術士第一次試験の補講も実施している（資料７－１－④－

３）。 

海外留学に関する情報は，４月の時点で指導教員からの説明（資料７－１－③－５）や掲示（資料

７－１－③－６）を通して学生に伝達される。留学を希望する学生は保護者と相談の後，「海外留学

受験申請願」（資料７－１－④－４）を提出する。提出された申請書に対しては，「海外留学受験許

可に関する申合せ」（資料７－１－④－５）により受験許可者が決定される。例えば平成18年度の海

外留学試験受験希望申請者は35名（資料７－１－③－７）あり，国際交流委員会で審議の結果，全員

の受験を許可（資料７－１－④－６）した。 

海外留学をする学生の成績は，成績処理システムのデータから，学生課教務係を通して次年度科目

担当教員に成績資料が提供され，留学開始時期によって不利にならないように対応している（資料７

－１－④－７）。平成17年度の海外留学者数は35名，平成18年度は41名（資料７－１－④－８）であ

る。こうした学生には，趣旨説明や事務連絡，海外留学経験教員，学生による経験談や助言，諸注意

を行うとともに，留学前後，留学中の手続き（資料７－１－④－９～12）などのオリエンテーション

を行っている。また，休学によらない海外留学で修得した単位は，海外留学における単位認定に関す

る申合せにより一般科目，専門科目への配分が規定されている（資料７－１－④－13）。学期の途中

で海外留学をする学生の単位修得が不利にならないよう，学生に対し特別授業を行っている（資料７

－１－④－14）。 
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資料７－１－④－１
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（出典 平成19年度学生便覧 p58～62 抜粋）
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資料７－１－④－２

 

（出典 学生課資料）
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資料７－１－④－３

 

（出典 環境都市工学科資料）
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資料７－１－④－４

 

（出典 学生課資料）
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資料７－１－④－５

（出典 国際交流委員会資料）
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資料７－１－④－６

 

（出典 国際交流委員会資料）
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資料７－１－④－７

（出典 学生課資料）
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資料７－１－④－８

平成17年度及平成18年度の海外留学者数 
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平成17年度：35名，平成18年度：41名 

（出典 学生課資料）
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資料７－１－④－９

（出典 国際交流委員会資料）
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資料７－１－④－10

 

 

 

 

 - 293 -



豊田工業高等専門学校 基準７ 
 

 

（出典 国際交流委員会資料）
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資料７－１－④－11

（出典 学生課資料）
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資料７－１－④－12
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（出典 学生課資料）
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資料７－１－④－13
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（出典 教務規程関係・申合せ事項等 p５，６）
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資料７－１－④－14

平成１８年後期特別開講科目

科目名 単位数 担当教員 開講時期 開講場所 受講者数

1 設 計 製 図 Ⅱ 2 忠　　 和 男
平成１８年９月４日～平成１９年９月２９日
火曜９・１０限（後期開講科目と合算）

製図室 7

2 科学技術表現法Ｂ 1 山 下 清 吾、河 野 伊知郎
平成１８年１０月４日～平成１９年２月２３日
月曜９・１０限

４１１教室 14

3 工 業 基 礎 数 学 Ｂ 1 川 西 直 樹
平成１８年１０月４日～平成１９年２月２３日
金曜９・１０限

４１１教室 13

4 力 学 基 礎 Ｂ 1 伊 東　　 孝
平成１８年１０月４日～平成１９年２月２３日
木曜９・１０限

４１１教室 14

5 コンピュータ製図Ｂ 1 野 田 宏 治
平成１８年１２月２５日～平成１８年１２月２８日
１～８限

ＣＡＤ室 4

（出典 学生課資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

資格試験や検定試験の受験，留学への支援体制は細かく整備され，十分に機能していると判断され

る。こうしたことは，受験者数，合格者数，留学者数の資料からも確認できる。 
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観点７－１－⑤： 特別な支援を行うことが必要と考えられる者（例えば，留学生，編入学生，社

会人学生，障害のある学生等が考えられる。）への学習支援体制が整備されてい

るか。また，必要に応じて学習支援が行われているか。 

（観点に係る状況）  

平成18年度の外国人留学生数は10名であり，３,４年生の留学生には，１名ないし２名の学生がチ

ューターとして，勉学，生活相談に当たっている（資料７－１－⑤－１）。チューターには，留学生

との指導に対する報告書を提出させている（資料７－１－⑤－２）。 

国際交流委員会は留学生支援に関わる年間活動計画（資料７－１－⑤－３）を作成し，留学生を迎

え入れるとチューターに対するガイダンス（資料７－１－⑤－４）を開催し，留学生への理解を深め

る活動を行っている。また留学生が日本文化を理解するための活動として，ウェルカムパーティー，

懇談会及び日帰りの旅行（９月）を実施している。平成17年度は，愛知万博の見学（資料７－１－⑤

－５），平成18年度はスキー講習（資料７－１－⑤－６）を実施した。 

留学生の時間割については日本語能力を考慮し，留学生用時間割（資料７－１－⑤－７）を別途作

成している。専門科目を担当する教員は，必要に応じて，補講を実施している。  

工業高校や普通高校からの第４学年への編入学生は，高校卒業程度の学力を持つことから一般教養

に関する補講等は行っていないが，専門科目については学力不足を補うため，入学確約者に学習方法

等の連絡を行い，場合によっては基礎学力試験問題を送付し，入学までの間に基礎学力の強化に努め

ている（資料７－１－⑤－８）。さらに入学時にガイダンスを行い，学生便覧やシラバスを通して，

教務規定や勉強法等を周知している。その後も必要に応じて補講を行うなどの支援を行っている。 

社会人については，本科は再入学制度によるものがほとんどで編入学生と同様にガイダンスを行い，

教務事項等について周知を行っている。 

障害を持つ学生は，平成18年度現在２名在籍しており，下半身マヒ（車イス）と弱視である。前者

に対しては学校設備のバリアフリー化によって対応しており，後者に対しては教科書や印刷物の拡大，

中間試験や定期試験においては，試験時間を1.3倍で実施している。 
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資料７－１－⑤－１

（出典 総務会議（H19.3.27）資料）
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豊田工業高等専門学校 基準７ 
 

資料７－１－⑤－２

 

（出典 学生課資料）
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豊田工業高等専門学校 基準７ 
 

資料７－１－⑤－３
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豊田工業高等専門学校 基準７ 
 

（出典 国際交流委員会資料）
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豊田工業高等専門学校 基準７ 
 

資料７－１－⑤－４
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豊田工業高等専門学校 基準７ 
 

 

 

（出典 国際交流委員会資料）
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豊田工業高等専門学校 基準７ 
 

資料７－１－⑤－５

 

（出典 学生課資料）
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豊田工業高等専門学校 基準７ 
 

資料７－１－⑤－６

（出典 総務会議（H19.1.31）資料抜粋）
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豊田工業高等専門学校 基準７ 
 

資料７－１－⑤－７

日本語能力を考慮した留学生用時間割表 
総務会議（19.5.8）資料（３）

平成１９年度前学期 外国人留学生時間割

月 火 水 木 金
クラス・氏名

１・２ ３・４ ５・６ ７・８ ９・10 １・２ ３・４ ５・６ ７・８ ９・10 １・２ ３・４ ５・６ ７ ８・９ 10 １・２ ３・４ ５・６ ７・８ ９・10 １・２ ３・４ ５・６ ７・８ ９・10

３ Ｅ 電気 応用 電気 電気英 プログ 保健 科学英 電気 応用 日本語 特 日本語 ｴﾈﾙｷﾞｰ 電子 英語 基礎 日本 基礎 交流 電気電子

計測 物理学 磁気学 語基礎 ラミン 体育 語基礎 磁気学 物理 Ⅰ 別 Ⅰ 変換工 工学 講読 解析 事情 解析 回路 工学実験Ⅰ

ターラカ Ａ Ａ Ⅰ Ⅱ グＡ ⅢＡ ⅠＡ Ⅰ 実験 活 学ⅠＡ ⅠＡ ⅢＡ Ⅳ Ⅲ ⅠＡ

72123 73121 73124 73321 73127 03126 03128 73124 73122 03352 動 03352 73126 73125 03127 03124 03351 03123 73123 73322

(2E) 松島 塚本 西澤 吉岡 加藤貴 神谷 塚本 榎本・ 石原 Ⅲ 石原 後田 杉浦 本多 高村 松浦 米澤 小関 小関・犬塚

情報教室５ 情報教室５（吉岡貴芳） 後田 MM1 大塚

月 火 水 木 金
クラス・氏名

１・２ ３・４ ５・６ ７・８ ９．10 １・２ ３・４ ５・６ ７・８ ９・10 １・２ ３・４ ５・６ ７ ８・９ 10 １・２ ３・４ ５・６ ７・８ ９・10 １・２ ３・４ ５・６ ７・８ ９・10

３ Ｉ 基礎 直流 回路 応用 ﾌﾟﾛｸﾞﾗ ｺﾝﾋﾟｭｰ 科学英 ディ 基礎 日本語 特 日本語 情報工 ﾌﾟﾛｸﾞﾗ 応用 英語 日本 基礎 基礎 工学実験ⅠＡ

解析 回路 理論 物理学 ﾐﾝｸﾞ A ﾀ工学 語基礎 ジタル 解析 Ⅰ 別 Ⅰ 学基礎 ﾐﾝｸﾞ演 物理 講読 事情 解析 解析 (2I)Ⅱ

リンダ Ⅲ (2I) ⅡＡ Ａ (2I) Ａ ⅠＡ 回路Ａ ⅡＡ 活 ゼミ 習ⅡＡ 実験 ⅢＡ ⅡＡ Ⅳ 32125

安藤、野村 稲垣・木村03123 32101 33127 33121 32121 33126 (3E) (2I) (2I) 03352 動 03352 (1I) (2I) 33122 03127 03351 (2I) (3C) ･

金坂 安藤 松田 榎本 稲垣 仲野 03128 32124 02123 石原 Ⅲ 石原 31123 32122 大塚・ 本多 松浦 02123 03124 回路実験室・

基礎実験室 室 基礎実験室 情報教室５ 情報教室５ 室 基礎実験室（江崎信行） ﾊﾟｿｺﾝ 神谷 木村 高村 全教員 稲垣 小山 高村 高村 ﾊﾟｿｺﾝ ･

月 火 水 木 金
クラス・氏名

１・２ ３・４ ５・６ ７・８ ９．10 １・２ ３・４ ５・６ ７・８ ９・10 １・２ ３・４ ５・６ ７ ８・９ 10 １・２ ３・４ ５・６ ７・８ ９・10 １・２ ３・４ ５・６ ７・８ ９・10

４ Ｍ 保健 熱力学 設計製図 材料 基礎電 数学 英語 科学英 Ａ 課題 水力学 解析学 日本語 工学実験 近代 機械

体育 ⅠＡ ⅠＡ 力学 気磁気 特論 講読 語基礎 Ｇ 研究 Ａ Ａ Ⅱ ⅠＡ 物理学 力学

カリド ⅣＡ ⅡＡ 学Ａ Ⅰ ⅣＡ ⅡＡ 04351 14129 Ａ

04123 14124 14127 14123 14128 04128 04124 04125 14125 14121 眞野 ･ ･ 14122 14126若澤 長谷川 清水・小林

小栗 鬼頭 洞口・河合 中島 掛布 勝谷 長岡 石川 小谷 柏谷 ﾘﾌﾚｯｼｭ 実験室・MM2 山田保 若澤

製図室 ものづくりｾﾝﾀｰ（若澤靖記） CR・製図室 ﾙｰﾑ3 ･

月 火 水 木 金
クラス・氏名

１・２ ３・４ ５・６ ７・８ ９・10 １・２ ３・４ ５・６ ７・８ ９・10 １・２ ３・４ ５・６ ７ ８・９ 10 １・２ ３・４ ５・６ ７・８ ９・10 １・２ ３・４ ５・６ ７・８ ９・10

４ Ｉ 電子 ﾏｲｸﾛｺﾝ 創造工学 情報通 画像処 数学 情報 科学英 Ａ 課題 保健 回路 日本語 近代 計算機 英語アルゴリズム

回路 ﾋﾟｭｰﾀ 実験Ａ 信工学 理工学 特論 数学 語基礎 Ｇ 研究 体育 理論 Ⅱ 物理学 言語論 講読とデータ構造

ラケース Ａ 工学Ａ 34130 ⅠＡ Ａ Ⅰ ⅡＡ ⅡＡ ⅣＡ ⅢＡ 04351 Ａ Ａ ⅣＡ論ⅡＡ

34127 34125 ･ ･ 34128 34129 04128 34123 34131 04125 04123 4126 眞野 34122 34124 04124早坂 野村 平野

松田 仲野 回路実験室・ 竹下鉄 松田 笠井 稲垣 江崎 鈴木基 小栗 安藤 ﾘﾌﾚｯｼｭ 山田保 岡部 長岡

基礎実験室 室 基礎実験室 基礎実験室 基礎実験室 基礎実験室（仲野 巧） ﾊﾟｿｺﾝ ･ ﾙｰﾑ3

月 火 水 木 金
クラス・氏名

１・２ ３・４ ５・６ ７・８ ９・10 １・２ ３・４ ５・６ ７・８ ９・10 １・２ ３・４ ５・６ ７ ８・９ 10 １・２ ３・４ ５・６ ７・８ ９・10 １・２ ３・４ ５・６ ７・８ ９・10

４ Ｃ 水理学 ｺﾝﾋﾟｭｰ 上下水 土質 都市 英語 数学 交通 科学英 統計学 Ａ 課題 構造 解析学 計画 日本語 水環境 構造 環境 ｺﾝｸﾘｰﾄ

ⅡＡ ﾀ製図 道工学 力学 計画 講読 特論 工学 語基礎 Ａ Ｇ 研究 力学 Ａ 数理 Ⅱ 工学 力学 アセス 構造学

ラファエル (2C) ⅡＡ ⅣＡ Ⅰ ⅡＡ ⅡＡ Ａ 04351 演習Ⅱ メント ⅡＡ

44126 42102 44130 44125 44129 04124 04128 44128 04125 44133 44123 44121 44122 眞野 44131 44124 44132 44127

原田 野田 山下 伊東 荻野 長岡 勝谷 野田 石川 勝谷 忠 笠井 荻野 ﾘﾌﾚｯｼｭ 松本 忠 野田 中嶋

（野田宏治） CAD室 ﾙｰﾑ3

月 火 水 木 金
クラス・氏名

１・２ ３・４ ５・６ ７・８ ９．10 １・２ ３・４ ５・６ ７・８ ９・10 １・２ ３・４ ５・６ ７ ８・９ 10 １・２ ３・４ ５・６ ７・８ ９・10 １・２ ３・４ ５・６ ７・８ ９・10

５ Ｍ 制御 材料 英語 統計学 工学 流体 卒業研究 Ａ 課題 設計製図 保健 計測 伝熱 工学実験Ⅱ

工学 力学 Ⅱ Ａ ゼミ 力学 Ｇ 研究 Ⅳ 体育 工学 工学

ファイルーズ Ａ Ⅲ Ａ ⅤＡ 15159

近藤 洞口 鬼頭・小林・山口15158 15151 05130 15121 15160 15154 15351 15156 05152 15127 15153 ･ ･

兼重 中島 神谷 西 ･ 長谷川 全教員 長谷川 伊藤道 山口 奥出 ･ MMC･兼重 若澤・ 実験室 製図室・

（近藤尚生） MM2･CR・製図室 CR田中淑 ものづくりセンター・

月 火 水 木 金
クラス・氏名

１・２ ３・４ ５・６ ７・８ ９．10 １・２ ３・４ ５・６ ７・８ ９・10 １・２ ３・４ ５・６ ７ ８・９ 10 １・２ ３・４ ５・６ ７・８ ９・10 １・２ ３・４ ５・６ ７・８ ９・10

５ Ｍ 制御 材料 英語 統計学 工学 流体 卒業研究 Ａ 課題 設計製図 保健 計測 伝熱 工学実験Ⅱ

工学 力学 Ⅱ Ａ ゼミ 力学 Ｇ 研究 Ⅳ 体育 工学 工学

ラフィ Ａ Ⅲ Ａ ⅤＡ 15159

近藤 洞口 鬼頭・小林・山口15158 15151 05130 15121 15160 15154 15351 15156 05152 15127 15153 ･ ･

兼重 中島 神谷 西 ･ 長谷川 全教員 長谷川 伊藤道 山口 奥出 ･ MMC･兼重 若澤・ 実験室 製図室・

（近藤尚生） MM2･CR・製図室 CR田中淑 ものづくりセンター・

月 火 水 木 金
クラス・氏名

１・２ ３・４ ５・６ ７・８ ９．10 １・２ ３・４ ５・６ ７・８ ９・10 １・２ ３・４ ５・６ ７ ８・９ 10 １・２ ３・４ ５・６ ７・８ ９・10 １・２ ３・４ ５・６ ７・８ ９・10

５ Ｉ ｿﾌﾄｳｪｱ 人工 情報通 制御 ｼｽﾃﾑﾌﾟ 卒業研究 Ａ 課題 情報 ｺﾝﾋﾟｭｰ 卒業研究 ｼｽﾃﾑ 統計学 数値

設計 知能 信工学 工学 ﾛｸﾞﾗﾑ Ｇ 研究 理論 ﾀｱｰｷﾃｸ 工学 Ａ 解析

ブンヨン Ａ Ａ ⅡＡ Ａ Ａ Ａ ﾁｬ Ａ Ａ Ａ

35124 35159 35154 35155 35157 35351 35152 35153 35351 35158 35121 35151

木村 土屋 布目 杉本 岡部 全教員 竹下鉄 仲野 全教員 野村 斉藤清 岡部

基礎実験室 室 基礎実験室（木村 勉） ﾊﾟｿｺﾝ

（出典 総務会議（H19.5.8）資料抜粋）
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豊田工業高等専門学校 基準７ 
 

資料７－１－⑤－８
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豊田工業高等専門学校 基準７ 
 

 

（出典 学生課資料抜粋）
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豊田工業高等専門学校 基準７ 
 

（分析結果とその根拠理由）  

留学生に対する支援としてチューターや専用の時間割設定を行い，留学生間の交流にも配慮してい

る。留学生，編入生とも学習に支障をきたさないようガイダンスを行い，必要に応じて補講等の措置

をとっている。 

以上のことから，特別な学習支援が必要な者に対する支援体制は整備され，機能していると判断さ

れる。 

 

 

観点７－１－⑥： 学生のクラブ活動や学生会等の課外活動に対する支援体制が整備され，機能し

ているか。 

（観点に係る状況）  

平成19年度のクラブ及び同好会は，文化部門が15，体育部門が22あり，それぞれに１名の部長教員

と５名までの副部長教員が配属されている。また体育部門のクラブを中心に外部から１名のコーチを

招聘している（資料７－１－⑥－１）。 

クラブ活動の安全を確保するため，教員全員が豊田消防署の職員より救命講習（救急蘇生法及び

AED取扱い法）を受け３年に一回更新し，認定証を受けている（資料７－１－⑥－２）。また，教員

全員で課外活動支援業務割り振り表（資料７－１－⑥－３）に従い２名の教員が平日では17時30分か

ら18時30分の１時間，土曜日については，９時から12時15分，13時から16時45分までの７時間，各ク

ラブが活動する場所を巡回記録（資料７－１－⑥－４）と携帯電話を携行して巡回し緊急時の対応に

備えている。また学生課学生支援係の職員が勤務のシフトを行いクラブ活動を支援している。加えて

学内の４箇所（学寮外壁，保健室，厚生会館玄関外壁，第一体育館）にAED（自動体外式除細動器）

を備えるとともに，各クラブキャプテン，マネージャーに対する安全講習会（豊田消防署）を実施し，

AEDの取り扱いを含め，安全意識の向上を図っている（資料７－１－⑥－５）。 

クラブ活動，同好会活動に対して学生会が，毎月「キャプテン・マネージャー会（CM会）」を開き，

体育教員の指導のもとに安全管理，練習上の注意などを確認している（資料７－１－⑥－６）。 

各種学生会主催の行事（資料７－１－⑥－７）に対しては，学生主事が管轄し，主事補を中心に支

援を行っている。これら各活動に対しては，学生主事が直接，もしくは主事補が分担し，学生への助

言や学校，外部との調整を行っている。 
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豊田工業高等専門学校 基準７ 
 

資料７－１－⑥－１

（出典 課外活動における安全対策等の手引き抜粋）
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豊田工業高等専門学校 基準７ 
 

資料７－１－⑥－２

平成１８年７月１３日

各 課 長 殿

技 術 長 殿

各学科主任 殿

庶 務 課 長

平成１８年度応急手当講習実施について（依頼）

このたび，下記のとおり応急手当講習を実施することになりました。

つきましては，受講者をとりまとめの上，メールにより７月２１日（金）までに人事

係 上野山あてに御連絡ください。

なお，各課及び各学科の受講者は，平成１８年度新任教職員を除き，２名程度挙げて

いただきますようお願いいたします。

おって，平成１８年度新任教職員に対しては，別途通知し，照会します。

記

１．日 時 平成１８年７月２６日（水）１３：３０～１６：３０

２．場 所 栄志寮 西集会室

３．対 象 者 平成１８年度新任教職員及び過去３年間において 取扱い法の講AED
習を受講していない者（約３０名を予定）

４．講習種別 普通救命講習（救急蘇生法及び 取扱い法）AED

５．講 師 豊田市北消防署 救急担当官
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豊田工業高等専門学校 基準７ 
 

 

　 所　　属 氏　　　　名 出　　欠 備　　　考

1 一般学科 伊　藤　一　重 ○

2 一般学科 藤　本　巳由紀 ○

3 一般学科 中　村　敦　子 ○

4 一般学科 小　山　　　暁 ○

5 機械工学科 林　　　伸　和 ×

6 機械工学科 長谷川　茂　雄 ×

7 機械工学科 小　谷　　　明 ○

8 電気・電子システム工学科 大　野　　　亙 ○

9 情報工学科 竹　下　鉄　夫 ○

10 情報工学科 江　崎　信　行 ○

11 環境都市工学科 忠　　　和　男 ○

12 環境都市工学科 原　田　英　治 ○

13 建築学科 今　岡　克　也 ○

14 建築学科 竹　下　純　治 ○

15 庶務課 下　村　友　美 ○

16 庶務課 川　口　晶　久 ○

17 庶務課 三　宅　左久子 ○

18 庶務課 渡　邉　　　正 ○

19 会計課 大　藤　秀　一 ○

20 会計課 藤　井　政　雄 ○

21 会計課 永　田　真　弥 ×

22 会計課 鈴　木　美智子 ○

23 会計課 片　山　貴　晴 ○

24 会計課 前　川　宏　司 ○

25 会計課 久　米　真　裕 ○

26 学生課 大　原　真　樹 ○

27 学生課 小　松　珠　枝 ○

28 学生課 成　瀬　仁志子 ○

29 技術部 佐々木　宣　孝 ○

30 技術部 加　藤　慶　尚 ○

平成１８年度応急手当講習　　18.7.26（水）　13:30～16:30

 
  教職員数：128名（H19.5.1現在） 

 内 平成16年度：65名，平成17年度：11名，平成18年度25名受講 

平成19年度27名受講予定 

（出典 庶務課資料）
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豊田工業高等専門学校 基準７ 
 

資料７－１－⑥－３

（出典 課外活動における安全対策等の手引き抜粋）
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豊田工業高等専門学校 基準７ 
 

資料７－１－⑥－４

巡 回 記 録 簿 

部門 部及び同好会名 主な練習場所・時間等 月 火 水 木 金 土 チェック欄 備考

写真部 写真部部室（福利厚生会館２Ｆ）他
１５：３０～
１７：００

放送研究部 放送部部室（福利厚生会館２Ｆ）
１４：３０～
１８：３０

１４：３０～
１８：３０

１５：３０～
１８：３０

１４：３０～
１８：３０

１４：３０～
１８：３０

１１：３０～
１６：３０

茶道部 福利厚生会館和室（２Ｆ）
１５：３０～
１８：００

軽音楽部 合宿研修所
１６：１０～
１８：３０

１６：１０～
１８：３０

１６：１０～
１８：３０

１６：１０～
１８：３０

１６：１０～
１８：３０

９：００～
１６：４５

学生会 合宿研修所
１６：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

９：００～
１６：４５

自動車部 ものづくりセンター横　熱工学実験室
１６：１０～
１８：３０

１６：１０～
１８：３０

１５：３０～
１８：３０

１４：４０～
１８：３０

１６：１０～
１８：３０

建築同好会 Ａ科棟

インターアクト部
ＬＬ教室（Ｍ科Ｅ科棟中程３Ｆ），梅ヶ丘
学園，梅坪駅周辺

１６：１０～
１８：００

１６：１０～
１８：００

１６：１０～
１８：００

１６：１０～
１８：００

LL教室は昼休み
のみ。

演劇部 ＬＬ教室（Ｍ科Ｅ科棟中程３Ｆ）等
１６：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１６：００～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

新聞部（休部中） 校内又は西澤研究室（Ｅ科棟）
１４：３０～
１７：００

コンピュータ部 コンピュータ部室（記念会館２Ｆ）
１５：３０～
１８：００

吹奏楽部
図書館講堂（１Ｆ），教室（１１１～１２
４）,インキベーションセミナー室

１６：３０～
１８：１０

１６：３０～
１８：１０

１５：３０～
１８：００

１６：３０～
１８：１０

１６：３０～
１８：１０

９：３０～
１６：００

囲碁・将棋部 図書館和室（１Ｆ）
１４：４０～
１８：３０

１４：４０～
１８：３０

１５：３０～
１８：３０

１４：４０～
１８：３０

美術部 建築棟２Ｆ造形デザイン室
１６：００～
１８：３０

総合環境研究会 化学実験室
１６：３０～
１７：３０

１６：３０～
１７：３０

１５：４０～
１７：３０

１６：３０～
１７：３０

コミュニケーション研究部 情報棟２Ｆ図書資料室　１３３教室
１６：３０～
１７：３０

１６：３０～
１７：３０

１６：３０～
１７：３０

１６：３０～
１７：３０

１６：３０～
１７：３０

９：００～
１６：４５

鉄道航空研究同好会 １３４教室
１５：４０～
１７：３０

１６：３０～
１７：３０

（注）巡回を終えたクラブ欄には，チェックを記入願います。何かお気づきの点がありましたら報告事項にご記入ください。

文化

報告
事項

 
部門 部及び同好会名 主な練習場所・時間等 月 火 水 木 金 土 チェック欄 備考

水泳部 プール他
１６：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１５：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１０：００～
１２：３０

１０月～４月は土
曜日は無し

陸上競技部 陸上競技場
１６：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１５：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：0０

１６：３０～
１８：３０

１０：００～
１２：３０

サッカー部
（４月～６月，１０月～１１月）

陸上競技場
１６：３０～
１８：３０

１５：３０～
１８：００

１６：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１０：３０～
１３：３０

シーズン中

サッカー部
（７月～９月，１２月～３月）

陸上競技場
１６：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１５：３０～
１８：００

１６：３０～
１８：３０

１０：３０～
１３：３０

シーズンオフ

ラクビーフットボール部 陸上競技場
１６：３０～
１８：３０

１５：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

９：００～
１６：４５

硬式野球部 野球場
１６：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１５：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

９：００～
１６：４５

バスケットボール部 第一体育館
１６：３０～
１８：３０

１５：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１０：００～
１３：００

女子バスケットボール部 第一体育館
１６：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１５：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１３：００～
１６：４５

バレーボール部 第一体育館
１７：１５～
１８：３０

１７：００～
１８：３０

１５：３０～
１８：３０

～１８：３０ ～１８：３０
９：００～
１６：４５

女子バレーボール部 第一体育館
１６：３０～
１８：００

１６：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：００

１６：３０～
１８：３０

９：００～
１６：４５

体操部 第一体育館
１６：３０～
１８：００

１５：３０～
１８：００

１６：３０～
１８：００

柔道部 武道場
１６：３０～
１８：００

１６：３０～
１８：００

１６：００～
１８：００

１６：３０～
１８：００

１６：３０～
１８：００

剣道部 武道場
１６：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１５：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

卓球部 卓球場
１６：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１５：３０～
１８：１５

１６：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１０：００～
１５：１５

弓道部 弓道場
１６：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１６：００～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

バドミントン部 第二体育館（火曜は備考参照）月曜日のみ第1体育館
１６：３０～
１８：３０

１６：３０～
１７：３０

１６：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１４：００～
１６：４５

火曜日は主に校内
外でランニング

ハンドボール部 第二体育館，ハンドボールコート
１６：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１０：００～
１４：００

木曜コート

空手道部 第二体育館
１６：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１５：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

ソフトテニス部 テニスコート
１６：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１５：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１０：００～
１６：００

テニス部 テニスコート
１６：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１５：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１６：３０～
１８：３０

１０：００～
１６：００

山岳部

スキー部 スキー合宿（赤倉，志賀高原）

オリエンテーリング同好会 噴水前広場
１５：３０～
１８：００

（注）巡回を終えたクラブ欄には，チェックを記入願います。何かお気づきの点がありましたら報告事項にご記入ください。

体育

報告
事項

 

（出典 学生課資料）
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豊田工業高等専門学校 基準７ 
 

資料７－１－⑥－５

各クラブキャプテン，マネージャーに対する安全講習会 

                             教員会議（18.10.4）資料(３) 

 
 
 

平成１８年度特別講演後期予定表  
 

 

講演内容 実施学年 実施日 講師 時  間 

薬物乱用防止 第３学年 １０月１１日（水）

 

豊田市保健所 

 保健衛生課 

１５時～１６時１０分 
 

裁判所見学 ５Ｅ １１月 １日（水）名古屋弁護士会 １１時２０分～ 

感染症予防 第４学年 １１月２９日（水）

 

豊田市保健所 

 感染予防課 
１５時～１６時１０分 

救急法 各クラブの代表者 １月１７日（水） 豊田市消防署 １５時３０分～ 

 
（出典 教員会議（H18.10.4）資料３）
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豊田工業高等専門学校 基準７ 
 

資料７－１－⑥－６

 

（出典 学生課資料）
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豊田工業高等専門学校 基準７ 
 

資料７－１－⑥－７

 

（出典 高専広報）

 

（分析結果とその根拠理由）  

全教員がクラブ活動の顧問として参加しており，時間外活動支援業務に従事している。また，学生

会の活動には学生主事グループが支援を行っており，これらは体制として整備されているとともに，

機能している。 
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豊田工業高等専門学校 基準７ 
 

観点７－２－①： 学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能し

ているか。 

（観点に係る状況）  

学生相談については，第1学年の早い時期に学生相談のオリエンテーション（資料７－２－①－

１）を行い，精神科医，臨床心理士，カウンセラーによる学生や保護者，指導教員からの相談に対処

している（資料７－１－②－４）。相談窓口は，看護師が担当し，相談は原則予約制で行っている。

平成18年度の相談件数については，資料７－２－①－２に示す。 

学生生活の経済的支援については，奨学金制度や授業料の減免制度がある。それらの申請に当って

は，日本学生支援機構の基準のほか，「豊田工業高等専門学校日本学生支援機構奨学生推薦基準」

（資料７－２－①－３）を満たさなければならない。例年４月に案内書（資料７－２－①－４）を希

望学生に配布し，説明会を開催して制度の周知を行っている。例年多くの学生が機構奨学金受給者と

なっている（資料７－２－①－５）。 

入学料や授業料の減免制度については，事前の掲示及び説明会が開催される（資料７－２－①－

６）。これらは，「豊田工業高等専門学校入学料，授業料免除・徴収猶予及び寄宿料免除規程」（資

料７－２－①－７）と「豊田工業高等専門学校授業料免除選考基準」（資料７－２－①－８）により

運用されている。平成18年度後期には申請者76名中57名が採択されている（資料７－２－①－９）。 

保護者懇談会については，11月初旬のこうよう祭（文化祭）の前後を含めた２週間に全学年を対象

として開催されている。専攻科の学生については，指導教員が懇談を必要とする場合のみ個別に実施

している。特別講演を，第１学年に性教育，第３学年にセクシュアル・ハラスメントについて外部講

師を招き行っている。 
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豊田工業高等専門学校 基準７ 
 

資料７－２－①－１

学生相談のオリエンテーション及びセクシャルハラスメント等の日程 

（出典 教員会議（H18.4.3）資料）
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豊田工業高等専門学校 基準７ 
 

資料７－２－①－２

          　　　　　平成１8年度学生相談室会議
１．平成１8年度相談室利用者数

　実人数（延べ人数）

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 専攻科 保護者 教員 合計

男子 18(44) 10(35) 9(31) 2(6) 5(17) 3(8) 1 4(10) 52(105)

女子 12(37) 8(23) 3(11) 2(8) 2(9) 1 12(15) 3 36(72)

合計 30(81) 18(58) 12(42) 4(14) 7(26) 4(10) 6(14) 7(13) 88(177)

　相談内容（職業興味検査．ｴｺﾞｸﾞﾗﾑ検査を同日に実施したので、実人数と同数ではない）

相談内容 進路 学習 医療的問題 友人問題 異性問題 家族問題 指導教員 セクハラ 無気力

人数 6 28 5 12 2 6 5 1 8

相談内容
職業興味

検査
ｴｺﾞｸﾞﾗﾑ

検査
その他

人数 5 42 5

　　　保健室での対応数も含む

平成19年2月19日

 

（出典 学生相談室会議資料抜粋）

 

資料７－２－①－３

豊田工業高等専門学校日本学生支援機構奨学生推薦基準 

 

制   定  平成元年 ４月 １日

最終改正  平成 17 年 ２月 22 日

 

第１ 豊田工業高等専門学校における日本学生支援機構奨学生（以下「奨学生」という。）推薦については，日本学生支

援機構が定める推薦基準（推鷹基準実施要項）によるもののほか，この基準の定めるところによる。 

第２ 奨学生推薦者の選考は，次の定めるところにより，行うものとする。 

(1)第一次選考 

指導教員は，当該出願者の人物，健康及び家庭等の特殊事情について聴取等行い，選考するものとする。ただし，

出願者のうち，次のいずれかに該当する者は，原則として推薦しないものとする。 

ア 出願期日前１年以内に，学則第 36 条の規定により，訓告又は停学の処分を受けた者 

イ 原級留置の者（病気，留学の事由により休学した者で指導教員が対象者として推薦した者は除く。） 

ウ 自家用自動車で通学する者又は自家用自動車を所有している者 

(2)第二次選考 

前号により選考された者について，学生委員会において人物，健康，家計，学力及び特殊事情を総合的に審査し，

推薦者を選考する。 

第３ 人物等の評価基準は，次のとおりとする。 

(1)人物について 

学習活動その他生活の全般を通じて態度・行動が学生にふさわしく，将来良識ある社会人として活動できる見込み

があること。 

(2)健康について 

修学に十分たえうるものと認められること。 

(3)家計について 

家計の判定に当たつては，日本学生支援機構が定める奨学生推薦基準により行うものとする。なお，世帯の認定 

所得金額等の算式は，以下のとおりとする。 

(ア)世帯の認定所得金額の算式 

世帯の認定所得金額＝総収入金額－（必要経費＋特別控除） 

(イ) 基準充足率の算式 
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基準充足率＝１－（世帯の認定所得金額÷収入基準額） 

(4)学力について 

ア １年１次推薦 

(ア)第１学年に在学する者 

中学校における最終学年の学習成績の評定を，全履修教科について平均した値が３．５以上の者，又は本校 

入学試験の成績が入学者の上位１／２以内である者 

(イ)第２学年以上に在学する者前年度の学年末学業成績が本人の属する学級の平均水準（クラス順位上位２／３）

以上の者 

(ウ)第４学年に編入学した者 

高等学校における最終２ケ年の学習成績の評定を全履修科目について平均した値又は調査書に記載した評定

平均値が３．５以上の者 

（エ）専攻科第１学年に在学する者 

高等専門学校における最終２ケ年の学習成績の評定を全履修科目について平均した値又は調査書に記載した

評定平均値が３．５以上の者 

（オ）専攻科第２学年に在学する者 

前年度の学年末学業成績が本人の属する学年又は専攻いずれかの平均水準（上位２／３）以上の者 

イ １年２次推薦 

当該年度の前学期の学業成績が本人の属する学級の平均水準（クラス順位上位２／３）以上の者，専攻科は当

該年度の前学期の学業成績が本人の属する学年又は専攻いずれかの平均水準（上位２／３）以上の者 

ウ 特例推薦における学力の基準は，前ア・イの３．５以上とあるのを３．２５以上に，平均水準以上とあるのを上位

70％以内とする。 

第４ 推薦順位について 

奨学生として維薦を受ける者は，第３の評価基準（人物，健康，家計，学力）のいずれにも該当している者から選考す

る。 

また，推薦順位は，基準充足率の高い順とし，推薦内示数の範囲において推薦するものとする。基準充足率が同じ 

場合は，成績の上位の者を優位とする。 

(出典 規則集)

 

資料７－２－①－４

 

（出典 学生課資料）
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資料７－２－①－５

（出典 学生課資料）

 

資料７－２－①－６

授業料免除説明会及び申請受付案内 

 
（出典 学生課資料）
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資料７－２－①－７
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（出典 規則集）
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資料７－２－①－８
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（出典 規則集）

 

資料７－２－①－９

授業料免除実施実績数 

 

（出典 学生課資料）
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下宿情報の提供については，主に３年生以上で，寮定員の都合で遠方の学生が下宿をする場合があ

るため，不動産会社等からの下宿情報紙を閲覧できるようにしている。また，アルバイト情報の提供

については，募集があった場合に内容を判断し掲示するようにしている。 

交通安全教育については，本校の立地条件により，自動車や自動二輪車の使用は避けられず，その

教育が必要とされるところである。「豊田工業高等専門学校学生自動車等使用内規」には，第２条二

項で「本校が開催する自動車等使用許可説明会及び交通安全講習会を受講していること」が謳われて

おり，それぞれ，年４回開催している（資料７－２－①－10）。第３学年の学生に対しては，年度末

の３月に，鈴鹿サーキット交通教育センターで実技を取り入れた「交通安全教育合宿研修」（資料７

－２－①－11）を１泊２日で実施している。 

団体学生総合補償制度として学生が任意に加入する国立高専団体学生総合保障保険と高専機構が一

括して加入している日本スポーツ振興センターの災害共済制度がある（資料７－２－①－12，13）。

申請の窓口は，保健室の看護師が担当している。 
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資料７－２－①－10

交通安全講習会案内の例 

 

（出典 学生課資料）
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資料７－２－①－11

 

（出典 総務会議（H19.1.31）資料抜粋）
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資料７－２－①－12

（出典 H19年度学生便覧 p86）
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資料７－２－①－13

 

 

（出典 H19年度学生便覧 p84,85 抜粋）
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（分析結果とその根拠理由）  

学生生活やその経済的側面への支援体制は整備されており，多岐にわたりきめ細かく運営されてい

る。学生相談から始まって奨学金，授業料の減免制度，交通安全教育，特別講演，スポーツ障害等の

補償制度に至るまで，支援体制は機能していると判断される。 

 

 

観点７－２－②： 特別な支援を行うことが必要と考えられる者（例えば，留学生，障害のある学

生等が考えられる。）への生活支援等を適切に行うことができる状況にあるか。

また，必要に応じて生活支援等が行われているか。 

（観点に係る状況）  

現在建築学科に車椅子利用の学生が在籍する。車椅子利用の学生が入学するに際しては，簡易のス

ロープを福利施設等の行動範囲に設置し，また，平成16年10月と12月に該当学生に聞き取り調査を行

い，改善場所と改善内容について検討を行った（資料７－２－②－１～２）。それらに基づき，順次

校内のバリアフリー化等に務めるとともに，平成18年度には障害者用駐車場の設置を行った（資料７

－２－②－３～６）。弱視者に対しては，校内の主な側溝の蓋の設置や凹凸が多く危険な箇所の整備

を行った（資料７－２－②－７）。 

留学生の生活支援は，国際交流委員会が担当している。留学生が豊田高専に到着後，担当事務職員

が同行して豊田市役所で新規編入学外国人留学生の外国人登録や国民健康保険の加入手続き，銀行口

座や郵便口座の開設手続きを行わせている。その後，外国人留学生オリエンテーションを入学式に先

立ち行っている（資料７－２－②－８）。 

加えて外国人留学生歓迎会や留学生懇談会などを行い，教職員やチューターとの意思の疎通を図っ

ている（資料７－２－②－９）。女子留学生については，専用の食室と浴室（当直教員と共用）を寮

内に完備し，居室については，留学初年度の１年間は２人の日本人チューターと同室である。 

日常生活や勉学に必要な施設・物品については，留学生の要望を受け入れ，予算の限度内で購入や

改善を行っている。（資料７－２－②－10）。 
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資料７－２－②－１

車椅子利用の学生の入学に伴う新たなスロープ設置状況（入学当初） 

 

 

 

陸上競技場スロープ 
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学寮浴室通路スロープ 

 

その後設置した簡易スロープ 

  

図書館西側出入口             管理棟北側出入口 

（出典 会計課資料）
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資料７－２－②－２

 

（出典 建築学科資料）
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資料７－２－②－３

図書館エレベータ設置（上：改修前，下：後改修後） 

 
 

 

（出典 会計課資料）
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資料７－２－②－４

図書館身障者用トイレ設置（上：改修前，下：後改修後） 

 

 

 

（出典 会計課資料）

 

 - 343 -



豊田工業高等専門学校 基準７ 
 

資料７－２－②－５

図書館ロビースロープ等整備（上：改修前，下：後改修後） 

 

 

（出典 会計課資料）
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資料７－２－②－６

身障者学生用駐車場設置 

（出典 会計課資料）
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資料７－２－②－７

凹凸の多いものづくりセンター北側通路の舗装（例） 

 

舗装前 

 

舗装後 

（出典 会計課資料）
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資料７－２－②－８
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（出典 外国人留学生オリエンテーション資料）
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資料７－２－②－９

 

（出典 国際交流委員会資料）
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資料７－２－②－10

（出典 学生課資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

支援を必要とする者（留学生や障害者）に対する特別支援は，国際交流委員会，指導教員，学生課

学生支援係，教務係が中心となって行っている。支援体制は整備されており，機能していると判断さ

れる。 
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観点７－２－③： 学生寮が整備されている場合には，学生の生活及び勉学の場として有効に機能

しているか。 

（観点に係る状況）  

学寮に関する運営規則は，「豊田工業高等専門学校学寮管理運営規則」に規定されている（資料７

－２－③－１）。学生寮には居住棟が６棟あり，入寮定員は，560名（内女子寮99名）である（資料

７－２－③－２）。１，２年生は優先的に入寮できるが，申し出により自宅通学も認めている。１年

生と２年生を低学年，３年生以上を高学年と呼んでいる。寮生は，平日では，朝７時20分の起床に始

まり，23時30分の消灯まで，決められた日課で生活し，平日，休日とも夜の点呼を行っている（資料

７－２－③－３）。学寮には，居住棟の他に付属施設として，食堂，男子風呂，集会室，学習室があ

り，女子寮生の風呂は女子寮（立志寮）１階に配置されている（資料７－２－③－２）。なお，学生

支援係は福利厚生会館１階に位置し，寮生を含めた本校学生の生活支援を担当している。 

学寮運営は，寮務運営委員会が担当し，寮務主事，寮監，主事補として一般学科３名，専門学科か

ら各１名の計10名で構成されている（資料７－２－③－４）。また，学生課に学生支援係を配置し，

係長１名，係員５名，寮母（非常勤職員）１名で構成されている。 

寮生からの要望や意見は，寮生会役員と寮務運営委員会が毎週行う会議で聴取されている。同時に

寮務運営委員会から寮生への要望も伝えている。 

平日の8：30から17：15までは，学生支援係が中心となって施設の管理・運営を行い，夜間につい

ても学生支援係の職員１名が勤務時間のシフトを行い20：00まで勤務している（資料７－２－③－

５）。寮生が在寮する期間の17：15から翌朝8：30までは，２名の教員が男子寮と女子寮で当直に当

たっている（資料７－２－③－６）。また通常の月曜日から木曜日の17：00から22：00までは，非常

勤の寮母が立志寮静養室で学生の健康相談等に当っている。週末及び休日の8：30から17：15までは，

立志寮（女子寮）に１名の教員が日直に当たっている。 

低学年寮生の生活一般や勉学についての相談は，各棟各階の４，５年生各１名からなる「指導寮

生」と３年生の２名ないし１名の「班長」が行っている。指導寮生の役割は，低学年生の学習及び生

活指導と平日，休日の在寮確認点呼を行い当直教員に報告すること，班長の役割は指導寮生の補助で

ある。指導寮生・班長の選任は，「豊田工業高等専門学校学寮指導寮生及び班長に関する内規」（資

料７－２－③－７）に従い選考され，校長が任命している。指導寮生・班長の資質向上と指導者とし

ての自主・自律向上を目的とした研修会が春休み中に２泊３日の日程で主に学内で，秋休みには１泊

２日の学外研修を行っている（資料７－２－③－８）。 

寮生自身が自分たちの生活を維持していくための，寮生組織として寮生会（資料７－２－③－９）

があり，寮長，副寮長及び各種委員会から構成されている。寮生会に関する活動内容や各種委員会の

役割・活動内容は，「学寮のしおり」に詳しく記載されている（資料７－２－③－10）。 

寮祭は，例年５月中旬の週末に行われ，毎年寮祭パンフレットを作成して地域住民にも案内をして

いる。また寮祭に合わせて，寮生保護者部会を開催し，保護者にも寮祭を見学できるようにしている

（資料７－２－③－11）。 

学寮の重要な使命である学習指導は，学寮内では学習時間帯（20時～22時30分）を設け，その間は

部屋の移動が制限され，原則として机に向かうよう指導されている。学習時間帯の使用に関する１，

２年生のアンケート結果では，約60％以上が１～３時間勉強していると回答しており，寮が勉強の場

としても機能していることが示されている（資料７－２－③－12）。 

 - 351 -



豊田工業高等専門学校 基準７ 
 

資料７－２－③－１
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（出典 規則集抜粋）
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資料７－２－③－２

学 生 寮 配 置 図 

 

 

 

（出典 H19年度学校要覧 p47,54）
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資料７－２－③－３

 

（出展 学寮のしおり ｐ３）
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資料７－２－③－４

 

豊田工業高等専門学校学寮管理運営規則（抜粋） 

（寮務運営委員会） 

第６条 学寮の運営並びに寮生の指導に関する事項を協議するため寮務運営委員会を置く。 

２ 寮務運営委員会は次の者をもつて構成する。ただし，必要に応じ，関係者の出席を求め，その意見を 

聞くことができる。 

一 寮務主事 

二 寮務主事補 

三 寮監 

学　科　等

役　職　名

後 田 澄 夫

寮 務 主 事 補 米 澤 佳 己 , 加 藤 弓 枝 , 小 山 暁 小 谷 明 伊 藤 和 晃 木 村 勉 小 林 睦 鈴 木 健 次

寮　　　　　　 監 北 野 孝 志

総務会議（19.3.27） 資料(９)

平 成  １９ 年 度 教 員 役 職 一 覧 表
(H19.3.27現在)

機械工学科
電気・電子
ｼ　ｽ　ﾃ　ﾑ
工　学　科

情報工学科
環境都市
工 学 科

建 築 学 科一　  般　  学　  科 備  考

寮　　　務　　　主　　　事

（出典 規則集及び総務会議(H19.3.27)資料抜粋）
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資料７－２－③－５

 日 曜 本 　科 　行 　事 専   攻   科   行    事 新實 小松 佐々木 丸山 小木 鈴木

1 日 (3/27総務会議)　

2 月
春季休業終了
教員会議(10:30)　 指導教員会議(13:30)

春季休業終了 ① ① ② ② ① ②

3 火
入学式(11:00)　 新入生荷物搬入(9:00～10:30)
新入生オリエンテーション

入学式(11:00)
新入生オリエンテーション ① ① ② ② ① ②

4 水
在校生始業 ＨＲ・教室清掃・健康診断
開寮(8:30)  前学期時間割発表

在校生始業 ガイダンス・清掃・健康診断
前学期時間割発表 ③ ① ② ② ① ②

5 木 前学期授業開始　健康診断（午後) 前学期授業開始　健康診断（午後) ③ ① ② ② ① ②

6 金 自動車等使用許可説明会(16:20) 自動車等使用許可説明会(16:20) ③ ① ② ② ① ②

7 土

8 日

9 月 ① ③ ① ① ② ②

10 火 ① ③ ① ① ② ②

11 水
新入生学力検査(9:00)（第１学年）
新入生歓迎会 (15:30) ① ③ ① ① ② ②

12 木 前学期科目履修申請締切（17:00） ① ③ ① ① ② ②

13 金 　 ① ③ ① ① ② ②

14 土

15 日

16 月 ② ② ① ③ ① ②

17 火 ② ② ① ③ ① ②

18 水 学生総会(15:00)  寮生総会(20:00) ② ② ① ③ ① ②

19 木 前学期科目履修申請締切（17:00） ② ② ① ③ ① ②

20 金 開校記念日 授業日 開校記念日 授業日 ② ② ① ③ ① ②

21 土

22 日

23 月 ① ① ② ① ③ ②

24 火 第１学年・第２学年見学旅行 ① ① ② ① ③ ②

25 水
同窓会特別講演会（第４・５学年14:40～)
第２学年交通安全講習会（１5:00～） ① ① ② ① ③ ②

26 木 前学期科目履修変更締切（17:00） ① ① ② ① ③ ②

27 金 ① ① ② ① ③ ②

28 土 球技大会(9:00)　雨天決行 　　　　　　　　　　　　

29 日 昭和の日 昭和の日

30 月 振替休日 振替休日

クラス写真撮影（4/4）
授業料免除申請期間（4/4～11）
日本学生支援機構奨学金申請期間（4/12～16）
新入生及び第２学年ガイダンス
特別研究

勤務時間体制
①　８：３０～１７：１５（休憩１２：１５～１３：００）　８Ｈ ① 12 10 10 10 10 0
②　８：３０～１７：１５（休憩１３：００～１３：４５）　８Ｈ ② 5 5 10 5 5 20
③１１：１５～２０：００（休憩１３：１５～１４：００）　８Ｈ ③ 3 5 0 5 5 0

平成１９年度勤務表（学生課学生支援係）

平成１９年（２００７年）４月

新入生荷物搬入(10:00～14:00,  4/1)
寮指導学生研修会（4/1～2）
新入生ガイダンス(4/11)
クラス写真撮影（4/4）
授業料免除申請期間（4/4～11）
日本学生支援機構奨学金申請期間（4/12～16）
合宿，第４・５学年進路指導懇談会
補講，防災避難訓練（学寮）
シビル杯争奪競技大会

 

（出典 変形労働カレンダー抜粋）
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資料７－２－③－６

学寮宿日直勤務命令表 

平成19年2月27日

殿

校　　長

平成19年4月1日から平成19年7月12日までの宿日直勤務を下記のとおり命令します。

　　月　日 曜日　日直（立志寮） 　宿直（立志寮） 宿直（高志寮） 　　　　　　備　　　　考

4月1日 日 Ｄ 北野　孝志 Ｄ 小山　暁 寮指導学生研修会

4月2日 月 Ｄ 小林　睦 Ｄ 米澤　佳己 　　　　〃

4月3日 火 Ｄ 鈴木　健次 Ｄ 小谷　明 入学式

4月4日 水 Ｇ 高橋　薫 Ｇ 高津　浩彰 開寮

4月5日 木 Ｅ 塚本　武彦 Ｃ 原田　英治 前学期授業開始

4月6日 金 Ｇ 伊藤　道郎 Ｉ 仲野　巧

4月7日 土 Ａ 武田　紀子 Ｇ 高村　明 Ｇ 金坂　尚礼

4月8日 日 Ｍ 洞口　巌 Ｍ 若澤　靖記 Ｅ 杉浦　藤虎 

4月9日 月 Ｅ 高木　宏幸 Ｄ 北野　孝志 低(2年)・高アセンブリ

4月10日 火 Ｃ 河野　伊知郎 Ｍ 中島　正貴

4月11日 水 Ｇ 伊藤　一重 Ｇ 今　徳義

4月12日 木 Ａ 竹下　純治 Ｅ 吉岡　貴芳

4月13日 金 Ｍ 清水　利弘 Ｉ 早坂　太一

4月14日 土 Ｇ 中村　敦子 Ｍ 林　伸和 Ｉ 江崎　信行

4月15日 日 Ｄ 加藤　弓枝 Ｃ 野田　宏治 Ａ 大森　峰輝

4月16日 月 Ｄ 伊藤　和晃 Ｃ 山下　清吾 

4月17日 火 Ｇ 三浦　大和 Ｉ 安藤　浩哉 

4月18日 水 Ｄ 木村　勉 Ｍ 近藤　尚生  寮生総会(20:00)　

4月19日 木 Ｃ 松本　嘉孝 Ｉ 稲垣　宏 

4月20日 金 Ｇ 吉利　用邦 Ｅ 斎藤　努 

4月21日 土 Ｇ 深田　桃代 Ｃ 川西　直樹 Ｇ 勝谷　浩明

4月22日 日 Ａ 前田　博子 Ａ 加藤　賢治 Ｇ 柏谷　賢治

4月23日 月 Ｉ 平野　学 Ｄ 鈴木　健次

4月24日 火 Ａ 山田　耕司 Ｅ 大野　亙 １学年・２学年見学旅行 

4月25日 水 Ｅ 西澤　一 Ｍ 鬼頭　俊介 

4月26日 木 Ｇ 松浦　由起 Ｄ 小林　睦

4月27日 金 Ｅ 犬塚　勝美 Ｇ 高津　浩彰

4月28日 土 Ｇ 長岡　美晴 Ｃ 伊東　孝 Ｇ 神谷　昌明 球技大会(9:00)　

4月29日 日 Ｃ 忠　　和男 Ａ 今岡　克也 Ｉ 岡部　直木 

4月30日 月 Ｅ 小関　修 Ｇ 大塚　秀昭 Ｇ 高橋　薫 

5月1日 火 Ｅ 杉浦　藤虎 Ｅ 塚本　武彦 

5月2日 水 Ｃ 原田　英治 Ｇ 伊藤　道郎

5月3日 木 Ｃ 荻野　弘 Ｉ 江崎　信行 Ｃ 野田　宏治 憲法記念日

5月4日 金 Ｍ 長谷川　茂雄 Ｉ 仲野　巧 Ｇ 高村　明 みどりの日

5月5日 土 Ｉ 松田　文夫 Ｇ 鈴木　基伸 Ｍ 兼重　明宏 こどもの日

5月6日 日 Ｅ 高木　宏幸 Ａ 三島　雅博 Ｇ 三浦　大和

5月7日 月 Ａ 加藤　悠介 Ｍ 若澤　靖記 低・高アセンブリ

5月8日 火 Ｉ 野村　保之 Ｄ 小山　暁

5月9日 水 Ｇ 金坂　尚礼 Ｃ 河野　伊知郎

5月10日 木 Ｍ 中島　正貴 Ｍ 林　伸和

5月11日 金 Ｇ 今　徳義 Ｇ 伊藤　一重

5月12日 土 Ｍ 洞口　巌 Ｅ 吉岡　貴芳 Ａ 竹下　純治 TOEIC-IP試験

5月13日 日 Ａ 武田　紀子 Ｉ 早坂　太一 Ｍ 清水　利弘

5月14日 月 Ｄ 北野　孝志 Ｇ 加藤　貴英

5月15日 火 Ａ 大森　峰輝 Ｄ 伊藤　和晃

5月16日 水 Ｃ 山下　清吾 Ｄ 小谷　明

5月17日 木 Ｍ 近藤　尚生 Ｄ 米澤　佳己

学寮宿日直勤務命令表

5月18日 金 Ｉ 安藤　浩哉 Ｄ 木村　勉 

5月19日 土 Ｇ 中村　敦子 Ｄ 鈴木　健次 Ｇ 吉利　用邦 寮祭

5月20日 日 Ｄ 加藤　弓枝 Ｄ 小林　睦 Ｉ 平野　学 寮祭

5月21日 月 Ｇ 勝谷　浩明 Ｃ 川西　直樹

5月22日 火 Ｇ 柏谷　賢治 Ａ 加藤　賢治

5月23日 水 Ｅ 斎藤　努 Ｃ 松本　嘉孝

5月24日 木 Ｅ 大野　亙 Ａ 山田　耕司

5月25日 金 Ｍ 鬼頭　俊介 Ｇ 松浦　由起

5月26日 土 Ｇ 深田　桃代 Ｉ 稲垣　宏 Ｅ 西澤　一 

5月27日 日 Ａ 前田　博子 Ｇ 神谷　昌明 Ａ 今岡　克也

5月28日 月 Ｄ 小山　暁 Ｍ 田中　淑晴

5月29日 火 Ｉ 岡部　直木 Ｃ 伊東　孝 

5月30日 水 Ｇ 高橋　薫 Ｅ 犬塚　勝美 

5月31日 木 Ｅ 塚本　武彦 Ｇ 大塚　秀昭

6月1日 金 Ｇ 伊藤　道郎 Ｇ 榎本　貴志

6月2日 土 Ｇ 長岡　美晴 Ｄ 小谷　明 Ｇ 高津　浩彰

6月3日 日 Ｃ 忠　　和男 Ｇ 高村　明 Ｇ 鈴木　基伸

6月4日 月 Ｄ 米澤　佳己 Ｃ 原田　英治

6月5日 火 Ｍ 兼重　明宏 Ｄ 北野　孝志 前学期中間試験

6月6日 水 Ｍ 若澤　靖記 Ｉ 仲野　巧 　　　　〃

6月7日 木 Ｃ 河野　伊知郎 Ｅ 杉浦　藤虎 　　　　〃

6月8日 金 Ｅ 高木　宏幸 Ｉ 野村　保之

6月9日 土 Ｅ 小関　修 Ｇ 加藤　貴英 Ａ 加藤　悠介

6月10日 日 Ｃ 荻野　弘 Ｇ 伊藤　一重 Ａ 三島　雅博

6月11日 月 Ｄ 伊藤　和晃 Ｇ 金坂　尚礼 低・高アセンブリ

6月12日 火 Ａ 竹下　純治 Ｍ 中島　正貴

6月13日 水 Ｍ 林　伸和 Ｇ 今　徳義

6月14日 木 Ｍ 清水　利弘 Ｅ 吉岡　貴芳

6月15日 金 Ｃ 野田　宏治 Ｉ 早坂　太一

6月16日 土 Ｍ 長谷川　茂雄 Ｇ 三浦　大和 Ｉ 江崎　信行

6月17日 日 Ｉ 松田　文夫 Ｄ 木村　勉 Ａ 大森　峰輝

6月18日 月 Ｉ 平野　学 Ｍ 近藤　尚生

6月19日 火 Ｇ 吉利　用邦 Ｃ 山下　清吾 

6月20日 水 Ｃ 川西　直樹 Ｉ 安藤　浩哉 環境美化作業

6月21日 木 Ａ 加藤　賢治 Ｉ 稲垣　宏 

6月22日 金 Ｃ 松本　嘉孝 Ｅ 斎藤　努 

6月23日 土 Ｍ 洞口　巌 Ａ 山田　耕司 Ｇ 勝谷　浩明 実用数学技能検定

6月24日 日 Ａ 武田　紀子 Ｇ 松浦　由起 Ｇ 柏谷　賢治

6月25日 月 Ｅ 西澤　一 Ｄ 鈴木　健次

6月26日 火 Ａ 今岡　克也 Ｅ 大野　亙

6月27日 水 Ｍ 田中　淑晴 Ｍ 鬼頭　俊介 

6月28日 木 Ｃ 伊東　孝 Ｄ 小林　睦

6月29日 金 Ｅ 犬塚　勝美 Ｇ 神谷　昌明

6月30日 土 Ｇ 中村　敦子 Ｇ 大塚　秀昭 Ｉ 岡部　直木 東海地区高専体育大会

7月1日 日 Ｄ 加藤　弓枝 Ｇ 榎本　貴志 Ｄ 小山　暁 　　　　〃

7月2日 月 Ｇ 高津　浩彰 Ｇ 高橋　薫 

7月3日 火 Ｇ 鈴木　基伸 Ｅ 塚本　武彦 

7月4日 水 Ｃ 原田　英治 Ｇ 伊藤　道郎

7月5日 木 Ｍ 中島　正貴 Ｃ 河野　伊知郎

7月6日 金 Ｉ 仲野　巧 Ｇ 高村　明

7月7日 土 Ｇ 深田　桃代 Ｅ 杉浦　藤虎 Ｍ 兼重　明宏 東海地区高専体育大会

7月8日 日 Ａ 前田　博子 Ｉ 野村　保之 Ｄ 米澤　佳己 　　　　〃

7月9日 月 Ａ 加藤　悠介 Ｍ 若澤　靖記 低・高アセンブリ

7月10日 火 Ａ 三島　雅博 Ｅ 高木　宏幸

7月11日 水 Ｇ 金坂　尚礼 Ｇ 加藤　貴英

7月12日 木 Ｄ 北野　孝志 Ｄ 小谷　明

7月13日 金 閉寮

（出典 学生課資料）
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資料７－２－③－７

 

（出典 規則集）

 

資料７－２－③－８

（出典 総務会議（H19.2.20）資料）
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資料７－２－③－９

（出典 H19年度学生便覧 p101～104抜粋）
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資料７－２－③－10

 

 

（出典 2007年度学寮のしおり抜粋）
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資料７－２－③－11

寮祭パンフレット 

 

（出典 2007寮祭パンフレット抜粋）
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資料７－２－③－12

 

 

 

（出典 H18年度学寮生活アンケート抜粋）
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（分析結果とその根拠理由）  

学生寮は，学生たちの生活の場及び勉学の場として設けられており，560名の学生が日課に沿って

生活している。それを支援するための制度は整備されており，有効に機能していると判断できる。特

に勉学の場としての学生寮については，学習時間帯に関するアンケート結果からも，それを知ること

ができる。 

 

 

観点７－２－④： 就職や進学などの進路指導を行う体制が整備され，機能しているか。 

（観点に係る状況）  

就職や進学などの進路指導は，各学科とも概ね学科主任と５年生指導教員及び専攻科長補佐がその

任に当たっている（資料７－２－④－１）。各学科とも学生や保護者に対する進路説明会を４学年の

後学期に開催している。求人や大学編入の案内は，学科主任，５年生指導教員を通じて，また学生課

学生支援係を通して，各学科に配信されている。配信された資料は，学生に公開されている。 

学生の進路希望調査を４学年後学期及び５学年４月に行い，学生が希望する進路の動向をとらえて

いる。また前年度の10月末，または11月初旬のこうよう祭（文化祭）の時期にあわせ，保護者懇談会

（資料７－１－③－１）を開催し，保護者の意向も聞いている。学生との進路相談は指導教員が随時

行い，卒業研究等で学生が所属する各ゼミの指導教員とも協力して資料提供や助言を行っている。 

なお，専攻科の学生に関する進路指導は，本科学生に準じて行われるが，大学院への進学などは特

別研究の指導教員との相談により行なわれることも多い。 

 

資料７－２－④－１

就職や進学などの進路指導担当教員 

学　科　等

役　職　名

深 田 桃 代 中 島 正 貴 齋 藤 努 岡 部 直 木 伊 東 孝 今 岡 克 也 学科主任就 職 ・進 学 委 員（専攻科も含む）

備  考建 築 学 科一　  般　  学　  科

総務会議(19.1.9)資料（3）

平 成  １９ 年 度 教 員 役 職 一 覧 表
(H19.1.9現在)

機械工学科
電気・電子
ｼ　ｽ　ﾃ　ﾑ
工　学　科

情報工学科
環境都市
工 学 科

（出典 総務会議（H19.1.19）資料抜粋）
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資料７－２－④－２

（出典 「平成18年度修了式卒業式」抜粋）

 

（分析結果とその根拠理由）  

本校では，卒業生の約半数が就職し，半数が進学している。これらの指導体制は主に各学科の主任

と５年生指導教員が受け持っているが，学生たちの就職先や進学先（資料７－２－④－２）を見ても，

学生たちの希望が概ねかなえられた進路先となっている。 

以上のことから，進路指導体制は整備され機能していると判断される。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・TOEICの受験支援（積極的に行い成果を上げている） 

・クラブ活動の成果（ハンドボール部，水泳部） 

・課外活動支援業務割り振り 

・教員が救急蘇生法を受講（３年に１回更新） 

・常時30名程度の学生を外国留学に送り出している。 

・高学年に対するアカデミックガイダンス 

 

（改善を要する点）  

該当なし 
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（３）基準７の自己評価の概要 

学生に対する学習支援については，入学当初のガイダンス並びに毎週開催されるホームルーム（低

学年）やアカデミックガイダンス（高学年），さらにオフィスアワーを通して，情報の伝達及び相談

・指導する体制が整備されている。特に高学年のアカデミックガイダンスは，他に類を見ない制度で

ある。また，自主的学習環境として，学校休業日でも使用できる図書館や20時まで使用可能なマルチ

メディア教育情報センターもあり，勉学の環境は整っている。 

留学生及び編入学生に対しては，学習上で不利にならないよう配慮している。特に，留学生への対

応は，国際交流委員会が担当し，留学生指導教員及びチューターを配置することで，学習・生活面に

配慮している。 

学生の生活面での支援は，学生主事グループ・学生委員会を中心に指導教員によって行われ，学生

会役員との定期的懇談を通して改善に努めている。学生への経済面の支援は，奨学金制度の斡旋や授

業料免除などを積極的に勧めるよう案内し，指導教員が直接的な相談・指導を行なっている。 

課外活動への支援体制は，学生の自主的な運営による学生会を学生主事グループが助言・指導し，

クラブには，顧問を配置しクラブ活動の指導・支援を全教員で行なっている。また，ケガなどの応急

処置や健康相談，メンタル面でのサポートなどは，保健室，学生相談室，看護師，指導教員，精神科

医及びカウンセラーによるケアの体制を整えている。さらに，障害を持つ学生に対しては，校内のバ

リアフリー化を進め，エレベータやスロープの設置等による整備に努めている。 

学生寮における生活指導や相談などの実務は，寮務主事グループ及び学生支援係が中心となり，宿

直教員とともに行なっている。学生寮の運営管理と意見聴取は，毎週開催される寮務運営委員会で対

応し，寮での学生生活及び勉学を支援する体制が整えられている。 

学生の進路指導に関しては，５年生の指導教員が学科主任と連携しつつ進路説明会の開催や学生や

保護者との面談を実施し，就職や進学の要望に応じている。 

以上のように，本校では学生の勉学や生活の支援体制が整備され，十分に機能している。 
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基準８ 施設・設備 

（１）観点ごとの分析 

観点８－１－①： 学校において編成された教育課程の実現にふさわしい施設・設備（例えば，校

地，運動場，体育館，教室，研究室，実験・実習室，演習室，情報処理学習のた

めの施設，語学学習のための施設，図書館等，実験・実習工場さらには職業教育

のための練習船等の設備等が考えられる。）が整備され，有効に活用されている

か。また，施設・設備のバリアフリー化への配慮がなされているか。 

（観点に係る状況）  

本校の教育目的を達成するのに必要な施設・設備として，各学科棟，専攻科棟，メディアコンプレ

ックス（図書館，マルチメディア情報教育センター，LL室，SCS等遠隔教育施設），テクノコンプレ

ックス（地域共同テクノセンター，材料・構造物疲労試験センター，ものづくりセンター）が整備さ

れており，加えて体育館（第１・第２），武道場，卓球場，弓道場，プール，陸上競技場（400ｍト

ラック及びサッカー・ラグビー競技場），野球場，ハンドボールコート，テニスコートなどの運動施

設が設けられている（資料８－１－①－１，２）。 

平成15年度から教室の狭隘化解消及び耐震補強のために校舎の改修工事を行い，一般的な教室の床

面積は 76 ㎡ で，学生一人当たりの床面積は1.9 ㎡ となった（資料８－１－①－３）。また，平成

９年度から全教室に液晶プロジェクタ，大型スクリーン，LAN コンセントを設置し，教員がインター

ネット上の補助教材やビデオを用いた授業や，卒業研究などプレゼンテーションに利用している。加

えて，全ての教室とほとんどの実験・実習室には冷暖房設備を設置した。 

共用施設としてメディアコンプレックス及びテクノコンプレックスがあり，前者は広い意味の情報

処理メディア教育に使用し，後者は実験・実習を中心としたものづくり教育に活用している。また，

運動施設は大学リーグ・対外試合・公開講座等の使用を含め，クラブ活動を中心に広く利用されてい

る。 

平成16年２月の自己点検・評価作業の中で部屋ごとに備品占有率，平日の使用率，使用者の要望，

現状など，「建物使用状況調査」を実施した。これを見ると，全体的には各部屋の稼働率は良好であ

る。しかし，一部の部屋で，「部屋が狭い」，「電気やガス設備が不足」，「照明が少なくて暗い」

など，問題を抱えているところもある（資料８－１－①－４）。環境都市工学科については平成18年

度に改修工事が実施され，これらの問題点は解消されたと考えられる。 

 施設・設備のバリアフリー化については，建物の階段や陸上競技場の昇降用スロープの設置から始

まり，校舎，図書館にはエレベータが設置され，身体障害者用駐車スペースも整備している。こうし

たことから，障害者の視点からは十分とは言えないまでも，バリアフリー化への配慮はなされている

と考えられる（資料７－２－②－１）。 
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資料８－１－①－１

（出典 学校要覧）
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資料８－１－①－２

 

（出典 平成19年度学校要覧 p55）
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資料８－１－①－３
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（出典 平成19年度学生便覧 p147～149）
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（資料８－１－①－４）

建物使用状況調査の集計結果 

 

 

一

般

学

科 

機

械

工

学

科 

シ

ス

ム

工

子学

科

情

報

工

学

工

学

科

 

建

築

学

科

 

電

気

・

電

科

環  

 

 

境

都

市

専

攻

科

合

計

回答室数 52 33 25 31 3445 10 230 

部屋が狭い  26 6 0 17 3 23 0 75 

照明が暗い  17 0 1 3 0 10 0 31 

電気設備が 17 1 1 12 0不足 12 0 43 

ガス設備が 6 0 1 3 0不足 3 0 13 

水道設備が 4 0 0 6 0不足 4 0 14 

その他 13 5 4 0 1 1 2 26 

 

（出典 会計課資料により作成）

 

（分析結果とその根拠理由）  

本校の教育目的を達成するために必要な教室，実験室，運動施設，図書館，ものづくりセンター，

情報教育センター等の施設・設備は整備されており，各施設や部屋の稼働率も良好である。 

以上のことから，これらの施設・設備は有効に活用されていると判断される。また，バリアフリー

化への配慮についてもエレベータや階段にスロープを設ける等配慮している。 
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観点８－１－②： 教育内容，方法や学生のニーズを満たす情報ネットワークが十分なセキュリテ

ィ管理の下に適切に整備され，有効に活用されているか。 

（観点に係る状況）  

情報処理関係の校内共同利用施設としてマルチメディア情報教育センターがあり，二つのパソコン

演習室に各50台の教育用パソコンが備えられ，すべてインターネットに接続されて情報検索が可能で

ありｅ-ラーニングにも使用できる。また，マルチメディア情報教育センターを中心に，平成８年３

月から学内光ネットワークを導入し，センターでは電子メールサーバーや本校の Web ページを掲載

するサーバーコンピュータが常時稼動している。 

現在，学内には資料８－１－②－１に示す「ギガネットワーク」を構築しており，２GbPSのスピー

ドで映像などの送受信にも利用している。 

また，学外には名古屋大学と高速デジタル専用線で接続し，そこから学術情報ネットワーク SINET 

を介して全世界のインターネットとも接続され，利用に供している。この利用法として，全ての学生

・教職員にアカウント及びメールアドレスを与え，学生はいつでも教員へ質問やレポート提出などが

できる環境を整備している。教室にも情報ネットワーク端子を設置しており，LAN を使うことにより，

教室内でネットワークを利用できる環境を整備している。 

学生の利用可能なサービスとしては，メール，Webの利用とハードディスクのユーザーエリアの提

供などを行っている。他に，メディア教育開発センターを中心に通信衛星を用いたSCSの利用が可能

であり，図書館情報システムや Webを利用したWBT(Web Based Training) の活用も可能になっている。 

 

資料８－１－②－１

ギガネットワーク構築図 

 

（出典 平成19年度学校要覧 p35）
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セキュリティの問題に関しては，平成17年４月から「情報セキュリティポリシー」（資料８－１－

②－２）を学校全体で整備し，学生に対する「情報マナー教育」も行っている。セキュリティ対策と

して，ファイアーウォールの設定とウィルスやアプリケーションソフトのセキュリティホールに対す

る管理を適宜行い情報資産の保護を図っている。 

 

資料８－１－②－２

 

（出典 本校情報セキュリティポリシー抜粋）

 

（分析結果とその根拠理由）  

インターネットやEメール環境は整備されており，教育研究に欠かすことのできない情報処理施設

は授業や学生の自習に広く活用されている。 

セキュリティ問題に対しては，メディアコンプレックス長を最高責任者として，各学科のマルチメ

ディア情報教育センター室員が管理範囲を決めて，情報セキュリティを管理している。 

以上のことから，本校の情報ネットワークは適切に整備され，有効に活用されていると判断される。 
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観点８－２－①： 図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に整備さ

れ，有効に活用されているか。 

（観点に係る状況）  

図書館は独立した建物の２階にあり，閲覧室，開架書庫，視聴覚コーナーなど，1600㎡の広さを持

ち（資料８－２－①－１），さらに１階には閉架書庫がある。 

 

資料８－２－①－１

 

 

（出典 図書館利用案内）
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蔵書数は平成18年３月時点で，約７万２千冊（うち洋書約１万２千冊）を所蔵し，そのうち工学関

連が約２万８千冊ある（資料８－２－①－２）。蔵書は日本図書十進分類法に基づき，教科書や参考

書は学科・学年を考慮して系統的に分類・整備しており，学生が希望の本を見つけ易いようにしてい

る。 

図書館の入口近くにはブラウジングコーナーがあり，雑誌，学習参考書，多読用の英語本，和書な

どを置き，学生が書籍に親しみやすいように配慮している。また，新聞の閲覧コーナー，視聴覚資料

閲覧ブースなどがある。 

平成17年度から実施しているブックハンティング（資料８－２－①－３）などの活動を通じて，学

生の要望を汲み上げ，読みたい本を，早急に，図書館へ入れる制度が整っている。 

さらに，入荷した本は，ただちに図書館入り口や掲示板などで学生に周知している。加えて学内 

LAN を通じてどこからでも辞書検索できる「ことといサーバー」もサービスを始めている。 

 

資料８－２－①－２

蔵  書  数 

 

工学分野内訳（全て）

建築工学
21%

電気工学
19%

土木工学
15%

技術工学
14%

機械工学
12%

情報工学
12%

その他
7%

全   て体 全  備品のみ  工学  て内訳 全  備品のみ 

工 学 ,6 ,40 建築 4,252 3,27 関 連 20 43 15 0  工学  3 

自然科 ,6 ,482 電気 4,004 3,00学関連 10 80 7   工学  7 

文   ,1 29 土木 3,054 2,35     学 11 12 6,5   工学  3 

歴史・ ,8 35 技術 2,814 2,16社会科学 10 93 6,9   工学  3 

語   49 62 機械 2,562 2,11     学 9,4  2,2   工学  1 

芸   01 13 情報 2,529 1,36     術 3,9  2,2   工学  0 

そ   79 54 そ の 1,428 1,13の   他 5,9  4,2    他  3 

合  72,6 ,07 合  計 20,6 40計 57 45 5   43 15, 0 
 

 

分類別内訳(全て)

工学関連
29%

自然科学
関連
15%文学

15%

歴史・社会
科学
15%

語学
13%

芸術
5%

その他
8%

 

 

（出典 図書館資料）
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資料８－２－①－３

 

（出典 総務会議（H18．6.27）資料）

 

平成16年度から長岡技術科学大学附属図書館が中心になって「全国高等専門学校電子ジャーナル・

データベースコンソーシアム」が形成され，約1,000タイトルの学術雑誌が学内 LAN を通じて利用で

きるようになった（資料８－２－①－４）。さらに，地域の人たちに対しても図書館を開放している。 

図書館への入館者数は，平成16年度：約４万６千人，平成17年度：約４万３千人，平成18年度：約

４万８千人と推移している。平成17年度に入館者数が減少したのは，耐震改修工事により図書館が20

日程度休館したことに起因している。１日当たりの平均入館者数は，平成16～18年度とも180～187人

と安定している。（資料８－２－①－５・６） 

一方，貸出し冊数は，平成16年度：約２万４千冊，平成17年度：約２万８千冊，平成18年度：約３
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万６千冊と利用率は年々上昇し，平成18年度には８千冊も増加している。また，１日当たりの平均貸

出し冊数は，平成16年度：93冊，平成17年度：119千冊，平成18年度：148冊と平成18年度に急激に増

加している（資料８－２－①－７）。 

平成18年度の貸出し冊数の分類を見ると「言語」の貸出し冊数が他と比べて非常に多いことが分か

る。これにより，平成18年度に貸出し冊数が増加した原因は，学生や一般利用者等が「多読用の英語

本」を多く借りているためと思われる（資料８－２－①－８）。 

 

資料８－２－①－４

電子ジャーナル等説明会 
平成１9 年 6 月 12 日

１．電子ジャーナル・論文データベースとは？ 
(ア) どんな時に使うのか 

雑誌に掲載された論文を探す時(本・新聞記事・事項調査には使えない) 
(イ) どんな情報が収録されているのか 

論文のタイトル、著者、雑誌名と掲載巻号、ページ情報が基本 
データベースによっては、抄録や論文本文も含む 

(ウ) 電子ジャーナル利用の際の注意事項 
研究目的の使用に限る、第３者への譲渡の禁止、大量一括ダウンロードの禁止など 

(エ) 検索以外のサービス 
① SDI サービス：最新の論文情報をメールでお知らせ 
② 引用情報の利用：関連文献を網羅的に集めるのに有効 

２．各種データベース解説 
(ア) ScienceDirect 

オランダの出版社、エルゼビア社及び関連出版社が提供する電子ジャーナルデータベー

ス。論文本文が利用出来る他、SDI サービスなども利用できる。 
(イ) CiNii 

国立情報学研究所が提供。国内の学会や大学の出版する学術雑誌を中心とし電子ジャー

ナルも含む。一般雑誌(AERA など実用性・娯楽性の高い雑誌)の目次記事も検索できる。 
(ウ) JDreamII 

JST(科学技術振興機構)が作成。国内・国外の学術雑誌の情報を扱う。論文情報に独自

にキーワードを付与し、英語の論文もタイトルと抄録を日本語訳して収録している。 
(エ) KANON 

外国雑誌の目次データベース。抄録は無いが、雑誌の種類数が多いのが特徴。SDI 有り。 
(オ) MathSci 

米国数学会提供、雑誌・書籍・会議録の数学文献の書誌データベース。 
(カ) その他のデータベース(J-stage、Ingenta) 

無料で利用できる。豊田高専以外の場所からでも利用可能。 
３．論文本文を入手するには 

(ア) 電子ジャーナルを探す→ScienceDirect、CiNii、J-stage 
(イ) 豊田高専内を探す→蔵書検索ページ(掲載雑誌の名前で探す) 
(ウ) 近隣大学の所蔵を調べ、近隣大学に出かけて複写する。 

① Webcat(http://webcat.nii.ac.jp/)を利用すると、全国の大学の所蔵の有無が分かる。 
② 行きたい大学の図書館のホームページを探す。「学外の方」「一般利用者」等の項目

を見つけ、学外者がコピーできるか確認する。 
※1 近隣大学には、身分証だけで入館できる所もあります。「東海地区大学図書館協議

会加盟館間の来館利用に関する暫定協定」（平成 16 年 7 月 20 日施行）による

(http://www.nul.nagoya-u.ac.jp/tokai/) 
③ 紹介状が必要な場合は、図書館へ。 

(エ) 教員の許可を取り、豊田高専図書館を通じてコピーを取り寄せる(校費利用のみ可能)。  

（出典 図書館資料）
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資料８－２－①－５

平成16・17・18年度利用状況比較（光感知式） 

 

（出典 図書館資料）
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資料８－２－①－６

平成15・16・17年度 月別入館者数の比較 

月別入館者数比較
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豊田工業高等専門学校図書館

Ｈ17年7、8月は図書館改修工事のため7/20-8/16、8/24-8/31を臨時休館する

 

（出典 図書館資料）

 

資料８－２－①－７

平成15・16・17年度 月別貸出し冊数の比較 

月別貸出冊数比較
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豊田工業高等専門学校図書館

Ｈ17年7、8月は図書館改修工事のため7/20-8/16、8/24-8/31を臨時休館する

 

（出典 図書館資料）
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資料８－２－①－８

 

（出典 図書館資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

 図書館は，平成19年3月時点で蔵書約7万2千冊を数え，年間の入館者数約４万８千人，貸出し冊数

は約３万６千冊を数え，１日当たりの入館者数約187人，貸出し冊数141冊と有効に活用されていると

判断される。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・英語教育における“多読法”と連携した「多読用の英語本」図書コーナーを設置している。 

 

（改善を要する点）  

該当なし 
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（３）基準８の自己評価の概要 

本校の教育課程の実現に相応しい施設として，各学科棟，専攻科棟，メディアコンプレックス，テ

クノコンプレックスが整備されており，加えて体育館，グランド等の運動施設が設けられている。そ

れらは教育・クラブ活動を中心に有効に活用されている。また，マルチメディア情報教育センターが

あり，100台の教育用パソコンが配備されている。このセンターを中心に学内ネットワークが整備さ

れ，十分なセキュリティ管理のもとに広く利用されている。さらに，蔵書約7万2千冊の図書館があり，

蔵書は日本図書十進分類法に基づき，教科書や参考書は学科・学年を考慮して系統的に分類・整備さ

れており，「多読用の英語本」も非常に多く整備されているため，学生を中心に有効に活用されてい

る。 

 



豊田工業高等専門学校 基準９ 
 

基準９ 教育の質の向上及び改善のためのシステム 

（１）観点ごとの分析 

観点９－１－①： 教育の状況について，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積

され，評価を適切に実施できる体制が整備されているか。 

（観点に係る状況）  

本校では，平成 15 年度以降，準学士課程（本科），専攻科課程（専攻科）の全学年，全科目で，

シラバスに従った成績評価を行い，成績評価証拠資料を残すことにしている（資料９－１－①－１）。

成績評価証拠資料（成績評価素点表と，科目の合否判定水準を確認するための定期試験ならびに小テ

スト等の試験問題，解答及び学生の答案，課題等のサンプル）は，担当教員がコピーを作成し，教育

改善推進室に集め，科目ごとにファイルし，保管している。成績評価証拠資料の提出は学期毎に行い，

資料の提出と各科目の成績評価がシラバスの記載通りに行われているかを教育改善推進室が点検して

いる。授業評価アンケートは学期毎に行っており，その結果は，図書館等で公開している。 

その他に，新入生学力試験（４月）と，基礎学力試験（３年次９月）の結果は，教務主事が取り纏

め，教務委員会で報告，教務委員会資料として蓄積されている（資料９－１－①－２）。 

本校では，教務委員会において決定された教育計画がで実施され，その教育活動を教育改善推進室

が中心となって点検する体制をとっている（資料９－１－①－３）。教育改善推進室は，授業評価ア

ンケートを始めとする点検活動を行うと同時に，ファカルティ・デベロップメント（FD）支援も兼務

する（資料９－１－①－４，５）。教育活動の自己評価は，自己点検及び評価等実施委員会が定期的

に行い（資料９－１－①－６，７），外部評価委員会による外部検証を受けている（資料９－１－①

－８）。 
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資料９－１－①－１

 
 

（出典 教育改善推進室会議資料）
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資料９－１－①－２

 

平成１７年度基礎学力試験結果報告 

 

（出典 平成 17 年度教務委員会資料抜粋）

 

 - 387 -



豊田工業高等専門学校 基準９ 
 

資料９－１－①－３

豊田工業高等専門学校の教育点検システム

 

（出典 平成 17 年 10 月 28 日総務会議資料）
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資料９－１－①－４

 

 

（出典 規則集）
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資料９－１－①－５

（出典 教育改善推進室会議資料）
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資料９－１－①－６

 
 

 

 

 

 

（出典 規則集）

 

資料９－１－①－７

自己点検・評価の内容 

 

（出典 自己点検・評価報告書 No.７）
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資料９－１－①－８

 

 

 （出典 規則集）

 

（分析結果とその根拠理由）  

教育活動の実態を示す成績評価資料や授業評価関係資料等のデータ・資料は適切に収集・蓄積され

ており，教務委員会や教育改善推進室等の評価を適切に実施できる体制が整備されていると判断され

る。 
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観点９－１－②： 学生の意見の聴取（例えば，授業評価，満足度評価，学習環境評価等が考えられ

る。）が行なわれており，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映されているか。 

（観点に係る状況）  

本校では，平成 12 年度に授業評価アンケートを開始，平成 15 年度以降は，年２回（学期末）全科

目で実施している（資料９－１－②－１）。アンケート結果は集計後，科目担当教員に返されると同

時に，全科目の集計結果を，教務係窓口及び図書館で開示，全教職員，学生が閲覧できるようにして

いる。科目担当教員は，アンケート結果に基づき，次年度の授業改善計画書を作成し校長に提出して

いる（資料９－１－②－２）。また，教育改善推進室では，授業評価アンケートの結果を分析し，結

果を公表している（資料９－１－②－３）。 

校長または学生主事が学生会と定期的に懇談し，学生代表の意見を聴取しており（資料９－１－②

－４），寮務主事が寮生会役員と定期的に懇談し，寮生活の改善に向けて寮生の意見を聴取している

（資料９－１－②－５）。最近の具体的な改善例としては，前者について学生会役員（会計）の増員

（多額の資金を扱う会計の負担軽減のため一般会計の他に体育祭会計とこうよう祭（文化祭）会計の

ポストの増設：資料９－１－②－６），学生証の小型化があげられる。後者については，イスラム教

留学生の食堂利用に関する改善（食肉に係わる宗教的問題に配慮のある業者からの購入で留学生が食

堂で摂食できるようになった）があげられる。 

 

資料９－１－②－１

 

（出典 教育改善推進室資料）
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資料９－１－②－２

授業評価アンケートの実施と授業改善 

 

（出典 自己点検・評価報告書 No.７ p37-56）
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資料９－１－②－３

 
（出典 H17 年度高専教育講演論文集 p19-22）
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資料９－１－②－４

学生会との懇談会報告 

 

（出典 豊田高専広報 96 号 p３）
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資料９－１－②－５

 

 

（出典 教員会議（H18.6.14）資料抜粋）
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資料９－１－②－６

 

（出典 平成19年度学生便覧 p120～124 抜粋）

 

（分析結果とその根拠理由）  

授業評価アンケートの全科目における実施，学生会及び寮生会との定期的な懇談等により，学生の

意見の聴取が適切に行われおり，学生の意見を教育改善に反映させる体制，また学生生活に学生の意

見を反映させるためのシステムが整備され，機能していると判断される。 
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観点９－１－③： 学外関係者（例えば，卒業（修了）生，就職先等の関係者等が考えられる。）

の意見が，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映されているか。 

（観点に係る状況）  

本校では，平成 10～14 年度に，外部委員から構成される懇話会（平成 16 年度より外部評価委員会

に改称）により４回の外部評価を受けている（資料９－１－③－１，２）。また，平成 14 年度には，

全卒業生を対象としたアンケート調査を実施，その結果を取りまとめ，本校教育の改善すべき課題と

して内外に公表している（資料９－１－③－３，４）。これら学外関係者により指摘された改善項目

は，後述の英語教育改善に示されるように，具体的な改善活動へとつながっている（資料９－１－④

－４）。 

平成 18 年３月には，６人の外部委員による外部評価委員会が開催され，そこでの指摘事項につい

ては，自己点検・評価報告書 No.８としてまとめられた（資料９－１－③－５）。 

平成 17，18 年度には，卒業直後・５年・10 年後の卒業生に対するアンケート調査を実施，また平

成 18 年度には，卒業生の就職先に対するアンケート調査を実施する等（資料６－１－⑤－５），教

育の現状分析を行っている。 

 

資料９－１－③－１

外部評価の内容 

 

報告書番号 評価内容 発刊月日 

No. 4 学生の学力からみた教育活動 H10 年 12 月

No. 5 教育活動（学力定着試験，授業アンケート，TA の導入 H12 年 2 月 

No. 6 学校全体の自己点検 H13 年 3 月 

No. 7 

外部評価 

指摘事項への対応，授業評価アンケート，FD シンポ 

将来計画 自己点検評価（No.7） 

H15 年 3 月 

H15 年 5 月 

（出典 自己点検・評価報告書 No.７）
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資料９－１－③－２

 

（出典 外部評価報告書抜粋 p25）
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資料９－１－③－３

 

（出典 教育改善推進室資料）
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資料９－１－③－４

卒業生アンケートと本校の教育改善 

 

（出典 高専教育 27 号 p555-560 抜粋）
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資料９－１－③－５

 

（出典 自己点検・評価報告書No.８抜粋）

 

（分析結果とその根拠理由）  

本校では，平成 10 年度以降，外部委員による点検評価を５回受けている。また，卒業生に対する

アンケート調査を実施するなど学外関係者の意見を取り入れる体制が整っており，そうした意見が教

育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映されている。 
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観点９－１－④： 各種の評価（例えば，自己点検・評価，教員の教育活動に関する評価，学生に

よる達成度評価等が考えられる。）の結果を教育の質の向上，改善に結び付けら

れるようなシステムが整備され，教育課程の見直しなど具体的かつ継続的な方策

が講じられているか。 

（観点に係る状況）  

本校では，改善システムが，資料９－１－①－３に示すように整備されている。こうした PDCA

サイクルがまとめられたのは平成 15 年度からであるが，それ以前からも改善システムは機能してお

り，例えば，自己点検及び評価等実施委員会による評価結果は，平成 10 年度のカリキュラム改訂

に反映されている（資料９－１－④－１）。平成 14 年度には，従来の自己点検・評価結果をまとめ，

本校が重点的に取り組むべき改善項目を整理し，教職員による，本校の教育における要改善項目の共

有を図った（資料９－１－④－２）。また，シラバス書式を改訂し，本校教育目標との関係，科目

達成度目標と成績評価方法を明示した（資料９－１－④－３）。 

改善すべき項目と指摘された英語教育については，平成 15 年度に英語科と教育改善推進室が協議

し，平成 16 年度のカリキュラム改訂を含む，総合的な改善計画を提案（資料９－１－④－４），同

計画に基づく改善効果もあり，本校学生の英語運用能力は徐々に改善されつつある（資料９－１－④

－５）。 

また，教員の教育活動に関する評価としての学生による「授業評価アンケート」や，教員相互の

「公開授業」による指摘は，直接教員にフィードバックされ，改善に結び付けられている。こうした

個々の教育上の改善は，全体の教育点検システムの中に位置づけられている（資料９－１－①－

３）。 

 

資料９－１－④－１

平成 10 年度カリキュラム改訂方針 

 

（出典 自己点検・評価報告書 No.４ 抜粋 p22）

 

 - 404 -



豊田工業高等専門学校 基準９ 
 

資料９－１－④－２

本校教育の現状と要改善項目 

2002. 9.18 教育点検システムの稼動状況、その問題点と改善提案　（教育改革シンポジウム） 3

教育点検システム稼動状況
改善実施、（一部）検証済み

低学年への導入教育実施（H10～新カリ）

TA制度の創立（H9～）

授業アンケート実施（H12～）

基礎学力試験（H11～）

入試制度の見直し（H15）

PDCA

 2002. 9.18 教育点検システムの稼動状況、その問題点と改善提案　（教育改革シンポジウム） 6

教育点検システムの稼動状況
まとめ

英語によるコミュニケーション能力

数学・理科（専門基礎）学力

日本語によるコミュニケーション能力

改善実施例はある（制度変更と調査）

「現状を改善した」との実施例が少ない

1. 教育改善の実施、検証例少ない

2. 緊急にアクションを要する項目あり
　　自己、外部点検で指摘が多いにもかかわらず、抜本的改善策が

　　取られていない。現状を放置しているとの印象を与える

改善を要する
項目：

PDCA
PDCA

 

（出典 平成 14 年９月教育改革シンポジウム資料）

 

資料９－１－④－３

達成度を意識した新シラバス書式 

（出典 H14 年 9 月教育改革シンポジウム資料）
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豊田工業高等専門学校 基準９ 
 

 

豊田高専の英語教育改善に関する提案 

 

資料９－１－④－４

 

（H15 年 5 月英語科&教育改善推進室）
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豊田工業高等専門学校 基準９ 
 

資料９－１－④－５

発信型英語教育カリキュラム中間報告 

 

（出典 H17年12月FDシンポジウム資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

本校では，資料９－１－①－３に示すような教育の状況を点検・評価し，その結果に基づいて改善

・向上を図るためのシステムが整備されており，PDCA サイクルが機能していると判断される。 
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豊田工業高等専門学校 基準９ 
 

観点９－１－⑤： 個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図るとともに，授

業内容，教材，教授技術等の継続的改善を行っているか。また，個々の教員の改

善活動状況を，学校として把握しているか。 

（観点に係る状況）  

本校では，授業評価アンケートの結果は，まとめて図書館，学生課教務係窓口前で公開している。

担当科目教員は，授業評価アンケート集計結果に基づいて，授業内容，教材，教授技術等の改善を行

っている。自己の教育改善計画を記述した「自己評価・教育改善の方策」（資料９－１－⑤－１）を

半期毎に校長に提出すると同時に，シラバス改訂に反映させている（資料９－１－⑤－２）。 

平成 13 年度からは，毎年，校内で教育・研究プロジェクトを募集し，同プロジェクトの申請，実

施，報告を通じて，教育内容の充実を図っている（資料９－１－⑤－３）。 

平成 16 年度からは，学校として教員の教育活動に関する評価を開始，教員の改善活動状況を把握

すると同時に，教員顕彰を行っている（資料９－１－⑤－４）。 

また，本校教員による個々の教育改善は，豊田高専研究紀要，論文集・高専教育，高専教員研究集

会等で，発表・報告されている（資料９－１－⑥－２，３）。 
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豊田工業高等専門学校 基準９ 
 

資料９－１－⑤－１

平成 18 年度前学期「自己評価・教育改善の方策」の例 

 
（出典 教育改善推進室資料）
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豊田工業高等専門学校 基準９ 
 

資料９－１－⑤－２

平成 19 年度シラバス変更理由書の例 

 

（出典 教育改善推進室資料）
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豊田工業高等専門学校 基準９ 
 

資料９－１－⑤－３

 

 

（出典 教員会議（H18.6.14）資料）
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豊田工業高等専門学校 基準９ 
 

資料９－１－⑤－４

平成 18 年度教員顕彰推薦書 

 

（出典 総務会議（H18.12.5）資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

教員は，授業評価アンケートに基づき，担当科目について教育改善の方策を校長に提出し，シラバ

ス改訂に反映させている。また，授業評価アンケートはまとめられて図書館等で公開されている。教

育・研究プロジェクト報告，及び顕彰を伴う教員の活動自己申告等によって，学校として個々の教員

の教育改善活動状況を把握していると判断される。 
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豊田工業高等専門学校 基準９ 
 

観点９－１－⑥： 研究活動が教育の質の改善に寄与しているか。 

（観点に係る状況）  

卒業研究及び特別研究は，本校学生の教育の集大成として位置付けられており，教員が行っ

ている研究課題と密接に関連する場合が多い。専攻科学生は特別研究の成果を学会等で発表す

ることが義務付けられており，多くが指導教員との連名で発表している（資料９－１－⑥－１）。

また，教育方法に関する研究については，高専教育教員研究集会（資料９－１－⑥－２）や，論

文集・高専教育（資料９－１－⑥－３）における発表実績から知ることができる。これらの成果

は本校の教育活動へ直接還元されている。教員の多くは，専門分野の学協会に所属しており，

発表や論文提出等の研究活動を通じて得られた知見を教育に役立てている。 

 

資料９－１－⑥－１

専攻科学生による研究発表数 

 電子 設 情報機械工学専攻 建 工学専攻 科学専攻 

平成 ２２ ２５ ９ １２年度 

平成 ３０ ２０ ６ １３年度 

平成 １４ １６ ４ １４年度 

平成 ３０ １６ ４ １５年度 

平成 ９ ３４ ２ １６年度 

平成 １２ ８ １７１７年度  

（出典 専攻科特別研究発表概要集）
 

 

資料９－１－⑥－２

高専教育教員研究集会の発表事例 

 

・ 「工業英単語教育の授業への取り組みとその教育効果」（H14 p97） 

・ 「基礎学力定着による成績不振学生低減の試み」（H14 p135） 

・ 「高専における環境工学教育の問題点と提案」（H15 p43） 

・ 「英文多読による個別自律学習の指導」（H15 p65） 

・ 「建築系５高専構造系授業の達成度目標に見る教育の差異」（H15 p127） 

・ 「卒業生アンケートによる豊田高専の教育評価」（H15 p163） 

・ 「小テストと課題を重視した水理学の成績評価と学力定着について」（H16 p75） 

・ 「ものづくりにおける３次元 CAD の適切な利用方法の検討」（H16 p161） 

・ 「高専における授業評価結果の学年別分野傾向について」（H17 p19） 

・ 「JABEE 対応プログラム履修者選抜試験と低学年の学力定着」（H17 p119） 

・ 「プレゼンテーションツールを活用した全員が分る授業への取り組み」（H17 p177） 

・ 「相互誘導回路の理解のための電流プローブの製作実験」（H17 p215） 

・ 「苦手意識を自信に変える，英語多読授業の効果」（H18 p31） 

・ 「展開型 A/D 変換実験装置の低学年学生実験への応用」（H18 p155） 

・ 「高専入学後の学業成績間の相関について」（H18 p165） 

・ 「豊田工業高等専門学校学生寮における夏季温熱環境に関する実測調査」（H18 p349） 

計２０件，他７件 

（出典 高専教育教員研究集会講演論文集 ５年分）
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豊田工業高等専門学校 基準９ 
 

資料９－１－⑥－３

論文集・高専教育の報告事例 

 

・ 「進度別演習による基礎数学力定着の試み」（24 号 p211） 

・ 「SCS の利用による３高専間の遠隔双方向授業の実践とその評価」（24 号 p217） 

・ 「1,2 年生全寮制における寮生指導について」（24 号 p371） 

・ 「スペースコラボレーションシステムを利用した応用物理学双方向授業」（25 号 p275） 

・ 「WWW オンライン演習システムを用いた２次関数の補習教育」（25 号 p281） 

・ 「プログラミング入門における効果的な教育方法について」（25 号 p287） 

・ 「心理検査を用いた学生の精神的健康管理の試み」（25 号 p425） 

・ 「継続的な自習支援による英語運用能力向上の試み」（26 号 p97） 

・ 「ロボットを用いたプログラミング初期教育」（26 号 p103） 

・ 「基礎学力定着による成績不振学生低減の試み」（26 号 p387） 

・ 「NHK ロボコンのアドバンスコースとして位置づけたロボカップへの出場に向けた取り組み」 

・ （26 号 p393） 

・ 「PIC と MindStorms とを用いたロボットコンテストの事例報告」（26 号 p399） 

・ 「電気・電子システム工学科１学年における創造電気実験の試み」（26 号 p405） 

・ 「誤解解消を支援する分数式計算演習システム」（27 号 p549） 

・ 「卒業生アンケートによる教育評価と教育改善への活用」（27 号 p555） 

・ 「磁性材料特性の自動計測システムの教材開発」（28 号 p221） 

・ 「CAD/CAM/マシニングセンタによる電子回路基板の細溝加工技術教育の試み」（28 号 p227） 

・ 「インプット重視の英語自習支援，その効果と限界」（28 号 p523） 

・ 「高専学生の性格について」（28 号 p727） 

・ 「相互誘導回路の理解のためのカレントトランスの製作実験」（29 号 p65） 

・ 「RoboCup ジュニアを用いた PBL 実験の事例紹介」（29 号 p319） 

・ 「豊田高専における自動車等使用許可規則と学生指導について」（29 号 p523） 

・ 「高専入学後の学業成績間の相関について」（30 号 p209） 

・ 「苦手意識を自信に変える，英語多読授業の効果」（30 号 p439） 

・ 「卒業生アンケートによる豊田高専の教育評価」（30 号 p545） 

・ 「高専入学生の性格について ―普通高校入学生との比較―」（30 号 p439） 

・ 「豊田工業高専における教育計画検討のための夏季温熱環境に関する実測調査」（30 号 p789） 

計２７件 

（出典 論文集・高専教育 ７年分，24～30 号）

 

（分析結果とその根拠理由）  

教員の研究活動によって得られた知見や成果等は，教育の質の改善に役立てられており，特に教育

に関する研究については，その成果が教育活動へ直接還元されている。 
以上のことから，本校では研究活動が教育の質の改善に寄与していると判断される。 
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豊田工業高等専門学校 基準９ 
 

観点９－２－①： ファカルティ・ディベロップメントについて，組織として適切な方法で実施さ

れているか。 

（観点に係る状況）  

本校では，昭和 51 年度～平成 11 年度は教授法改善委員会が，平成 12～16 年度は FD 委員会が，ま

た，平成 17 年度からは教育改善推進室が教育内容及び方法の改善のための活動の中心となってきた。

授業評価アンケートの実施と改善に加え，教員の資質向上を図るべく FD シンポジウムを実施してい

る。平成 17 年度には年２回の FD シンポジウムを実施，外部講師による講演と，学内話題提供者の発

表と質疑応答を中心とする分科会（３会場）を実施している（資料９－２－①－１，２）。加えて平

成 18 年度からは公開授業も実施しており，保護者ならびに教員相互による参観を行い（資料９－２

－①－３，４），参観者の感想・意見は授業担当教員にフィードバックするとともに，教育改善推進

室にファイルされ，教育改善に役立てられている（資料９－２－①－５）。 

さらに，本校教員は，高専機構や各学協会が主催する研修会にも，積極的に参加してきており（資

料９－２－①－６），新任教職員研修会も毎年実施し（資料９－２－①－７），資質向上に努めてい

る。 

 

 H17 年度第１回 FD シンポジウム開催通知 資料９－２－①－１

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 教育改善推進室資料）
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豊田工業高等専門学校 基準９ 
 

資料９－２－①－２

H17 年度第２回 FD シンポジウム開催通知 

（出典 教育改善推進室資料）
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豊田工業高等専門学校 基準９ 
 

資料９－２－①－３

保護者による授業参観実施要領 

（出典 総務会議（H18.6.27）資料）
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豊田工業高等専門学校 基準９ 
 

教員相互の授業参観に関する通知 

 

資料９－２－①－４

 

（出典 教育改善推進室資料）
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豊田工業高等専門学校 基準９ 
 

資料９－２－①－５

教員相互の授業参観おける感想・意見の例 

 

（出典 教育改善推進室資料）
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豊田工業高等専門学校 基準９ 
 

資料９－２－①－６

研修会参加実績（H16～H18） 

年度 Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ 

研修会参加実績 ３６回 ４０回 ３８回 

年度 番号 用　　　　　務 用　務　先 氏　　　名 旅行期間

H16 83
土木学会主催技術者教育プログラム
受番校研修会出席

土木学会講堂（東
京都）

荻　野 　　　弘
Ｈ１６年　５月１４日
Ｈ１６年　５月１５日

H16 84
土木学会主催技術者教育プログラム
受番校研修会出席

土木学会講堂（東
京都）

小　林　　　睦
Ｈ１６年　５月１４日
Ｈ１６年　５月１５日

H16 93

土木学会主催のＪＡＢＥＥによる教育
プログラム認定審査のための「土木お
及び土木関連分野」受審査研修会に
参加するため

土木学会講堂（東
京都）

伊　東　　　孝
Ｈ１６年　５月１４日
Ｈ１６年　５月１５日

H16 184
日本工学教育協会第５２回年次大会
に出席のため

金沢工業大学（石
川県石川郡野の
町）

橋　本　正　俊
Ｈ１６年　７月３１日
Ｈ１６年　８月  １日

H16 196
「第２回全国高専テクノフォーラム」に
出席のため

宮城工業高等専門
学校（仙台市）

稲　垣　　　宏
Ｈ１６年　７月１９日
Ｈ１６年　７月２１日

H16 206

第４７回近畿・東海・北陸地区高専機
械系教員協議会に出席し学生の進路
及び指導に関する資料収集を行うた
め

メルパルック大阪 近　藤　尚　生
Ｈ１６年　７月２３日
Ｈ１６年　７月２４日

H16 209
第１８回東海地区高専物理担当者研
究会に出席のため

岐阜高専（本巣町） 知　念　清　哲
Ｈ１６年　７月２６日
Ｈ１６年　７月２７日

H16 210
第１８回東海地区高専物理担当者研
究会に出席のため

岐阜高専（本巣町） 大　塚　秀　昭
Ｈ１６年　７月２６日
Ｈ１６年　７月２７日

H16 220
日本工学教育協会第５２回年次大会
に出席のため

金沢工業大学（石
川県石川郡野の
町）

稲　垣　　　　宏
Ｈ１６年　７月３１日
Ｈ１６年　８月　１日

H16 223
日本数学教育学会総会高専・大学部
会に出席するため

鹿児島大学教育学
部（鹿児島市）

勝　谷　浩　明
Ｈ１６年　８月３日
Ｈ１６年　８月５日

H16 224
第１８回東海地区高専物理担当者研
究会に出席のため

岐阜高専（本巣町） 榎　本　貴　志
Ｈ１６年　７月２６日
Ｈ１６年　７月２７日

H16 238

第１６回高専、技科大建設系教官研
究交流集会に参加し、入試ｱﾄミッショ
ンポリシー、ＪＡＢＥＥ関係の情報収集
のため

長岡技術科学大学
（長岡市）

荻　野　 　　弘
Ｈ１６年　８月　５日
Ｈ１６年　８月　６日

H16 247
全国高等専門学校英語教育学会参
加および発表のため

国立オリンピック記
念青少年総合セン
ター（東京渋谷区）

深　田　桃　代
Ｈ１６年　８月２１日
Ｈ１６年　８月２２日

H16 281
第３回多読教育ワークショップに参加
するため

ＳＥＧ　Ｈ５１教室
（東京都新宿区）

西　澤　　　一
Ｈ１６年　８月２８日
Ｈ１６年　８月２９日

H16 300
第１回多読学会総会及び第３回多読
教育ワークショップに参加の

科学的教育グルー
プＳＥＧ（新宿区）

吉　岡　貴　芳
Ｈ１６年　８月２８日
Ｈ１６年　８月２９日

H16 303
高等専門学校情報処理教育研究委
員会弟２４回研究発表会に出席のた
め

高知市文化プラザ
かるぽーと（高知
市）

平　野　　　　学
Ｈ１６年　８月２３日
Ｈ１６年　８月２５日

H16 308
全国高等専門学校英語教育学会参
加および発表のため

国立オリンピック記
念青少年総合セン
ター（東京渋谷区）

長　岡　美　晴 Ｈ１６年　８月２２日

H16 481
平成１６年度電気関係学会東海支部
連合大会にて「教育」セッションの座長

名古屋工業大学
（名古屋市）

吉　岡　貴　芳 Ｈ１６年　９月２８日

H16 546
東海工学教育協会平成１６年度見学
会に参加

新名古屋火力発電
所（名古屋市）

長谷川　茂　雄 Ｈ１６年１２月１６日

H16 555
電子情報通信学会主催のＪＡＢＥＥ自
主研修会参加のため

機械振興会館（東
京都港区）

江　崎　信　行
Ｈ１６年１２月１８日
Ｈ１６年１２月１９日

H16 566
電子情報通信学会の１６年度第一回
ＪＡＢＥＥ自主研修会参加のため

機械振興会館（東
京都港区）

竹　下　鉄　夫
Ｈ１６年１２月１８日
Ｈ１６年１２月１９日

H16 570
平成１６年度東海工学教育協会地区
大会に参加するため

中部大学（春日井
市）

稲　垣　　　　宏 Ｈ１６年１２月　１日
 

（出典 庶務課資料抜粋）
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H19 年度 新任教職員研修会資料 

 

 

資料９－２－①－７

 

 

（出典 H19 年度新任教職員研修会資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

本校では，教育改善推進室が中心となり。「学内での FD シンポジウム」，「新任教職員研修会及

び学外研修会」への参加を組合せて，組織的な教員の資質向上を図っている。また教員相互による授

業参観も行われており，感想・意見等を授業担当教員へフィードバックすることにより，授業改善に

役立てている。 

以上のことから，本校では FD 活動が組織として適切な方法で実施されていると判断される。 
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観点９－２－②： ファカルティ・ディベロップメントが，教育の質の向上や授業の改善に結び付

いているか。 

（観点に係る状況）  

本校では，授業アンケートや教員相互の公開授業を通じて，授業の工夫や教材の選択等，多岐にわ

たる改善の取り組みを行っている。こうした FD 活動による教育改善の試みについて，その一部は，

高専教育教員研究集会や，論文集・高専教育に報告している（資料９－１－⑥－２，３）。中でも，

小テストによるきめ細かい指導で定着度を向上させた実践例（資料９－２－②－１），プレゼンテー

ションツールの活用で全員にわかる授業を実現させた実践例（資料９－２－②－２），新しい教育手

法の導入で学生の苦手意識を克服した実践例（資料９－２－②－３）は，教育改善の試みが教育の質

の向上や授業の改善に結びついていることの例である。 

 

資料９－２－②－１

 

（出典 H16 高専教育教員研究集会講演論文集 p75-76 抜粋）
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資料９－２－②－２

 

（出典 H17 高専教育教員研究集会講演論文集 p177-180 抜粋）
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資料９－２－②－３
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（出典 高専教育 30 号 p439-444 抜粋）
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（分析結果とその根拠理由）  

本校教職員による教育改善の取り組み事例は教材開発，新しい指導法の実践，教育データの分析と

問題点の抽出から，学生指導まで多岐にわたっており，FD 活動が教育の質の向上や，授業改善に着

実に結びついていると判断できる。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・全科目で，科目達成度と評価方法をシラバスに明記し，達成度に基づく透明で厳格な成績評価を

行っている点。 

・全科目で授業評価アンケートを実施し，担当教員が授業改善計画を立案，校長に提出することに

よって，科目毎の教育が改善される仕組みを持っていること。 

・自己点検，外部評価で指摘された要改善項目のうち，英語教育については，総合的な教育改善計

画が立案・実施され，一部，その成果が上り始めていること。 

・定期的な FD シンポジウムの実施をはじめ，教員の教育改善への取組みが盛んであり，その成果

が高専教育教員研究集会等でも積極的に発表されていること。 

 

（改善を要する点）  

該当なし 

 

（３）基準９の自己評価の概要 

本校では，教務委員会資料，成績評価証拠資料，授業評価アンケート等の教育活動の実態を示すデ

ータや資料は，学生課教務係や教育改善推進室といった関係部署で収集され，蓄積するシステムが整

備されており，それを基に点検・評価が適切に行われている。 

年２回実施される「授業評価アンケート」により，学生の意見は聴取されており，その意見に対す

る具体的な授業改善策は校長に提出され，実践されている。また，授業評価アンケートの結果は図書

館等で公開されている。さらに，担当主事を通して，学生会及び寮生会とは定例のミーティングがも

たれ，学生からの意見の聴取や改善処置が随時行われている。 

外部有識者からの意見も外部評価委員会を通じて聴取されており，教育改善に反映されている。教

育の質的向上を図るために，FD 活動が積極的に行われており，学内外での研修会や各種講演会へは，

多くの教員が参加している。また，保護者を含めた教員相互による公開授業を行うとともに，こうし

た個々の改善活動について学校としての把握がなされている。 

教員の研究活動は，卒業研究や特別研究に直接反映されているとともに，得られた知見は教育にフ

ィードバックされ，特に教育方法に関する研究上の取り組みは，教育活動へと直接還元されている。 

以上のことから，本校における教育の状況に対して，点検・評価が行われ，その結果に基づいて改

善を行うシステムが整備され，取り組みがなされていると判断される。 



豊田工業高等専門学校 基準10 
 

基準10 財務 

（１）観点ごとの分析 

観点10－１－①： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行できる資産を有しているか。

また，債務が過大ではないか。 

（観点に係る状況）  

本校は教育研究活動を将来にわたって適切かつ安定して遂行するために必要な校地，校舎，設備等

の資産を有しており，平成 18 年３月末現在におけるその資産現在額は，資料 10－１－①－１～３の

とおりである。債務については，資料 10－１－①－１が示すように運営費交付金等の範囲内で健全

に運営している。また，資料 10－１－①－４が示すように国立高等専門学校機構全体としても健全

に運営されている。 
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資料10－１－①－１
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 - 432 -



豊田工業高等専門学校 基準10 
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（出典 会計課資料）
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資料10－１－①－２
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（出典 会計課資料）
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資料10－１－①－３

重要物品一覧表（平成１7年度） 
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（出典 会計課資料）
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資料１0－１－①－４

国立高等専門学校機構財務諸表第２事業年度（平成17年４月１日～平成18年３月31日）抜粋 
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（出典 財務諸表・国立高等専門学校機構（抜粋））

 

（分析結果とその根拠理由）  

資料10－１－①－１～３で示すように，教育研究活動を将来にわたって適切かつ安定して遂行する

ために必要な資産を有しており，健全な運営が行われていると判断される。 
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観点10－１－②： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行するための，経常的収入が継

続的に確保されているか。 

（観点に係る状況）  

 資料 10－１－②－１のとおり授業料，入学検定料及び入学料などの諸収入が継続的に確保されて

いる。また，地域社会への貢献や自主財源の確立の観点からも共同研究，受託研究等の産学連携収入

及び奨学寄附金の受け入れを積極的に推進している。資料 10－１－②－２に示すように，平成 16 年

度以降，受託研究による収入が伸びたこともあり，産学連携収入の合計は増加傾向にある。科学研究

費に関しても資料 10－１－②－２に示すとおり安定的な確保ができている。 

 

資料 10－１－②－１

授業料及び入学検定料等による収入確保の状況 

■　収入額　Revenue               単位：千円 (in Thousand of Y

区　　分 金　　額

運営費交付金
Grant-in-aid for administration

施設設備補助金
Subsidy for facility maintenance

授業料・入学料及び入学検定料

School fees, admission fees and
entrance examination fees

雑収入  Miscellaneous 7,802

外部資金  Other sources of funds 33,041

その他補助金  Others 3,551

合　　計　　Total 1,668,945

282,877

1,093,157

248,517

施設設備補助金
14.9%

授業料・入学料
及び入学検定料

16.9%

雑収入
0.5%

外部資金
2.0%

運営費交付金
65.5%

その他補助金
0.2%

 

（出典 平成 18 年度学校要覧，平成 17 年度の収入）
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資料 10－１－②－２

共同研究，受託研究等の産学連携収入，奨学寄附の受け入れ状況及び科学研究費採択状況 

 

■民間等との共同研究受入実績  Cooperative Research

■受託研究 Contract Research

■受託試験 Contract Test ■奨学寄附金　Grants and Endowments
（単位：千円） （単位：千円）

平成13年度 平成17年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度

件数 1 1 件数 13 13 16 23 21
受入金額 15 7 受入金額 11,740 11,932 15,690 16,162 17,055

共同研究受入状況（千円）

10730

9200

平成１６年度　２１件

平成１７年度　２０件

受入金額

8800

8300

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000

平成１４年度　１２件

平成１５年度　１５件

受託研究受入状況　　（千円）

2325

2502

1000

6025

6780

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000 8000

平成１３年度　２件

平成１４年度　３件

平成１５年度　１件

平成１６年度　２件

平成１７年度　３件

受入金額

 

 

9

20．科学研究費補助金　SCIENTIFIC RESEARCH
■科学研究費補助金採択状況  Grant-in-Aid for Scientific Research （単位：千円）

年度
区分

件　　　数 10 ＊11 ＊6 5 9

補助金額 8,900 12,600 4,000 4,300 12,000

件　　　数 ＊4 ☆3 4 5 5

補助金額 4,000 4,800 4,900 9,000 3,000

件　　　数 4 1 4 3 5

補助金額 930 220 2,910 2,060 3,820

件　　　数 18 15 14 13 1

補助金額 13,830 17,620 11,810 15,360 18,820

注意　＊印は、採択者が他大学に転勤後、採択されたものも含む。（件数各１件）

　　　　☆印は、他大学で採択され、本校に転入したものも含む。（件数１件）

　　　　平成１８年度の実績に若手研究（スタートアップ）及び特別研究促進費（年複数回応募の試行）の結果は含まず。

奨励研究

合　　　計

基盤研究（Ｃ）

若手研究(B)

平成１８年度平成１６年度平成１４年度 平成１５年度 平成１７年度

（（出典 平成18年度学校要覧）
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平成 17 年度からは独立行政法

人国立高等専門学校機構からの運

営費交

く）が前年度の１％（効率化係

数）削減となっているが，本校で

は更なる運営の合理化，効率化を

図るため，業務運営の効率化（資

料 10－１－②－３），省エネル

ギ－などを通して経費の節減・節

約（資料 10－１－②－４）に努めている。 

 

資料 10－１－②－４

省エネルギーへの取り組み 

平成１８年６月２２日 

教職員 各位 

                           会計課施設係 

夏季の省エネルギー対策について（通知） 

 標記の件について，内閣府政策統括官（共生社会政策担当）より，文部科学省大臣官房文教施設企画部長を通じて， 

通知がありましたので，グループウェア掲示板に掲載しました。省エネルギー対策の趣旨をご理解の上，ご協力くだ 

さるようよろしくお願いします。 

＊参考 

  教室の冷房条件については，施設整備計画委員会にて下記のとおり決められています。 

  １．空調設備の温度設定は，２８℃以上とする。 

  ２．気象台発表の予想最高気温が２８℃以下の場合は，会計課長の判断により適宜運転を中止する。 

 

平成１８年１１月２２日 

教職員各位 

                    会計課長 

教室等の空調運転について 

 このことにつきましては，平成１４年度施設整備計画委員会において，教室のみ１１月２０日から運転開始するとの 

申し合わせになっております（教室以外は蒸気暖房と同じ１２月１日から）。設定温度は１９度以下でお願いします。 

 つきましては，各教室等に備え付けの温度・湿度計により，各先生方の判断で空調電源の入・切をお願いします。 

また，授業終了後に無人となる教室及び研究室の照明，空調等の電源をこまめに切り，経費の節減にご協力くださるよ 

うお願いします。 

 

（出典 教職員向け電子メール）

付金（特定の人件費を除

 

（分析結果とその根拠理由）  

資料10－１－②－１で示すように本校では，現状において授業料，入学検定料及び入学料などの諸

収入が継続的に確保されており，加えて独立行政法人国立高等専門学校機構からの運営費交付金が配

分されていることから，教育研究活動を安定して遂行していくための経常的な収入が確保されている

と判断される。 

資料 10－１－②－３
 

３．業務運営の改善および効率化に関する目標 

   校長のリーダーシップの下，教職員一体となって機能的かつ効率的に行い

得る全校的な学校運営・教育・研究体制を確立する。常に業務運営の自己点

検・評価，外部有識者による評価等を通じて，継続的かつシステマティック

に，ＰＤＣＡ（計画・実行・評価・改善）に努め，業務運営の改善とその効

率化を可能とし得る体制を構築する。また，全教職員は学校の業務運営にお

けるそれぞれの役割と責任を認識し，自律的，能動的に行動することによっ

て，より良い教育研究並びにその支援策の改善に努める。 

 

（出典 平成 16～20 年度・豊田工業高等専門学校の基本方針）
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観点10－２－①： 学校の目的を

画等が策定され

（観点に係る状況）  

本校の目的を達成するための財務

基礎としての基本方針，中期計画（

10－２－①－１，資料 10－２－

２）は，独立行政法人国立高等専門

機構が Web 上に掲載している中期目標，

中期計画を踏まえて策定している。

の予算配分（資料 10－２－①－３）は

達成するための活動の財務上の基礎として，適切な収支に係る計

，関係者に明示されているか。 

上の

資料

①－

学校

本校

総 会議において審議し，その後予算配

分表等（資料 10－２－①－４）は教員会議等を通じて教職員に周知している。 

 

①－２

 

資料 10－２－①－１

４ ．財務内容の改善に関する目標 

  学校運営における財務内容改善のため，外部研究資金（科学研究費補

助金，共同研究，受託研究，受託試験，奨学寄付金その他奨励基金等）

の獲得，その他の自己収入の増加を図ると同時に，研究成果等を財産化

するため，特許等の創出に努めるとともに，経費の戦略的かつ計画的な

配分および経費の抑制処置を積極的に実施する。また，資産を適正に 

管理し，その有効利用を図る。 

 

（出典 平成 16～20 年度 

豊田工業高等専門学校の基本方針(抜粋)）務

資料10－２－

独立行政法人国立高等専門学校機 （抜粋：収支等に係る部分） 
 

構豊田工業高等専門学校の中期計画

中期

 

計画（平成 16 年度～平成 20 年度） 

Ⅱ 達成するためにとるべき措置 

 

業務運営の改善及び効率化に関する目標を

３ 人事の適正化のための措置  教職員の

 

○  中長期的な観点に立った適切な人員（人件費）管理に関する具体的方策 

a) 非常勤講師を 10％削減する。 

b) 事務内容を整理し，アウト ソーシング等により，事務の効率化を図る。 

 

Ⅲ 財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置 

 

 １ 育研究資金その他の自己収入の増加のための措置  外部からの教

○ 外部からの教育研究資金その他自己収入の増加に関する具体的方策 

a) 科学研究費補助金，その他研究奨励基金 及び申請を奨励する。 等外部資金に関する情報提供

b) 共同研究，受託研究，受託試験，奨学寄附金等外部資金増加を図る。 

 

 ２  経費の抑制及び資産の管理の改善のための措置 

○ 管理的経費の抑制に関する具体的方策 

a) 外部委託・情報化の推進，調達方法・支払方法の見直しを図る。 

b) 光熱水料の節減を図り ，管理的経費を抑制する。 

c) 会議等のペーパーレス化及びパソコンソフト の統一化，一括購入を促進し，経費の節減を図る。 

 

○ 資産の適正な管理に関する具体的方策 

a) 土地・建物については，施設整備計画委員会において点検評価し有効活用を図る。 

b) 物品・図書等については，情報システムによる管理を行い適正化を図る。 

c) 無形固定資産については，適正な管理を行うための規程の整備を図る。 

d) 流動資産については，情報処理化を推進するとともに，適正な管理を行うための規程の整備を図る。 

 

Ⅳ 社会への説明責任に関する目標を達成するためにとるべき措置 

 

２  情報公開等の推進に関する目標を達成するための措置 

○ 情報公開体制の在り方に関する具体的方策 

a) ホームページ作成・管理担当者を配置する。 

b) グレーゾーン（プライバシーの判断等）の検討，公開方法の検討を行う。 

 

（出典 平成16～20年度・豊田工業高等専門学校における中期計画(抜粋)）
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資料10－２－①－３

平成１8年度予算配分について 

予 算 の 概 略 

 

収  入 支  出  

常勤教職員人件費（労働保険料含み超勤を除く） 入 学 料 

退 職 手 当 授 業 料 

赴 任 旅 費 検 定 料 

学校医人件費 雑 収 入 

 自 

己 

収 

入 

非常勤 員人件費 教職

人 

件 

費 

超過勤務手当（教職員分） 

校長裁量経費 

 

・ＪＡＢＥＥ経費 

・中期目標・中期計画経費 

・自己点検・外部評価経費 

・教育研究プロジェクト経費 

・教員顕彰経費 

・共同研究奨励経費 

・学内ものづくり教育経費 等 

基 

盤 

校 

費 

積 

算 

分 

教員教育研究費 

専攻科担当経費 

学科共通費 

学科特別経費（輪番） 

学科特殊装置等維持費 

教員研究旅費相当額 

そ 

運営費交付金 

（追加要求不可） 

の 

他 

の 

経 

費 

学 

校 

運 

営 

積 

算 

分 

センター経費 

センター特殊装置維持費 

技術部経費 

専攻科経費 

入試経費（専攻科含む） 

研究紀要経費 

図書館経費 

主事等経費 

非常勤講師等旅費 

電子計算機借料 

学校運営経費 

耐震工事等関連経費 等 

  
施設費補助金（別途配分） 

※検定料等の自己収入が想定額を下回った場合は，運営費交付金の追加要求制度が無いため， 

支出項目及び配分額の調

（出典 総務会議(18.5.30) 資料２）

整を行う必要が生じます。 
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平成 16 年度からは収支差補填の 金による予算措置となったため，

自己収入額の確保については，授業料・入 料 納付金が収入のほとんどを占めている。

したがって，志願者を含む学生の確保は，財政上重要な点である。少子化により，中学卒業生数とと

もに志願者は減少すると考え 中期計画に定めている り，教員全員によ 400 校の中

学校訪問，県下を 学校見 の実施など，積極 本校をＰＲ

することで，志願者及び入学者の確保に努めている。 

 

資料１ －２－①－４

考え方を基本とした運営費交付

学 ・検定料の学生

られるが， とお る約

中心に 12 箇所で行う学校説明会及び 学会 的に

0

１．予　算　額　
単位：千円

平成１６ ・１７年度基本実績額

学科
単位：千円

専攻科
当経費

学　科
共通費

特殊装置
維持費

学科特別
経費※

２． 等別配分額

教員教育
研究費 担

教員研究
旅費相当

額

校 　　　長 344 264 608 608

一　 3,000 1,425 9,383

機　 1,320 155 627 5,4

電 　　　 1,320 114 627 5,293 5,293

情 　　　報 3,232 1,320 616 627 5,795 5,795

環 　　　 1,320 742 627 5,921 5,921

建　 1,320 627 5,110 5,110

　　
3

　　 般 4,958 9,383

　　 械 3,301 03 5,403

気 3,232

境 3,232

　　 築 3,163

,150 385 3,535 2,985

6,000 6,000 6,000

21,462 3,150

9,985 1,627 6,000 4,824 47,048 46,498

＊専 現員）　６３名×５０千円＝３，１５０千円　
機械及 に各３，０００千円を配分

1,630

6,000

4,864

47,164

平成１８年度　校内予算配分（案）

教 究 費

専 攻 科 担

学 科 共 通 費

21,520

3,150

10,000

攻科担当経費は、（学生
＊ び環境都市工学科

員 教 育 研

当 経 費

計

学科

教 学科共通費、特殊装置維持費及び教員研究旅費相当額の残額
６千 費へ

合 ,612

前年度
配分額

 配分額（計）

基 盤 校 費

輪番

合 計

＊ 員教育研究費、
円は専攻科担当経１１

  計 24

区

特 殊 装 置

科

教 員

  　 分

専　攻　科

維 持 費

学 特 別 経 費

研 究 旅 費 相 当 額

 

（出典 総務会議(18.5.30) 資料３）

 

（分析結果とその根拠理由）  

収支に係る計画として，予算配分の基本方針と配分案は，諸委員会からの要望を考慮しながら会計

課で 等を通じて教職

員に

以上のことから，財務上の基礎となる収支計画が策定され，周

行われ，総務会議で審議・決定されている。また，配分案については，教員会議

対して周知が図られている。 

知されていると判断される。 
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観点10－２－②： 収支の状況において，過大な支出超過となっていないか。 

バランスはとれている。 

 

平成17年度損益計算書（抜粋） 

（観点に係る状況）  

本校においては，総務会議で予算配分を審議・決定し，支出については機構本部が財務会計システ

ムにより毎月締め作業を行って一括管理していることから，資料 10－２－②－１で示すように過大

な支出超過にはならない。また，個々の奨学寄附金の受け入れ年度と支払い年度の違いによって，全

体の収支が単年度でわずかに赤字になることはあるが，支払超過の状況にはならない。平成 17 年度

においても，資料 10－２－②－２のとおり収入と支出の

資料10－２－②－１

 

 

 

 

 

（出典 会計課資料）
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資料10－２－②－２

学 校 名 豊田工業高等専門学校

（単位： 円）

決 算 額 (B)

収　入

区　　　　　分 備                  考

　運営費交付金 1,093,156,856

　施設整備費補助金 248,516,970

  施設整備資金貸付金償還時補助金 581,542,000

　自己収入

　　 授業料収入 252,151,900

　　 入学料収入 21,140,700

　　 検定料収入 9,584,700

　　 雑収入 7,802,424

　産学連携等研究収入 15,986,600

　寄付金収入 17,054,660

　その他補助金 3,551,000

2,250,487,810

支　出

　業務費 1,384,268,885

　　 教育研究経費（教育研究支援経費を含む） 1,241,730,410

　　 一般管理費 142,538,475

　施設整備費 248,516,970

　長期借入金償還金 581,542,000

　産学連携等研究経費 15,287,360

　寄付金事業費 18,643,307

　その他補助金 3,551,000

2,251,809,522

計

計

平  成  １ ７  年  度　   決  算  報  告  書

290,679,724

 

（出典 会計課資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

資料10－２－②－１で示すように収支状況については，過大な支出超過になっていないと判断され

る。 
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観点10－２－③： 学校の目的を達成するため，教育研究活動（必要な施設・

に対し，適切な資源配分がなされているか。 

（観点に係る状況）  

教育・研究に当てられる予算については，予算配分計画案を総務会議等において審議し，決定した

後，教員会議で周知している。本校では教員教育研究費，学科共通費，教員研究旅費等を集約して

「基盤校費積算経費」として各関係部署に適切に配分しているが，平成18年度の予算配分では，その

うち約40％を本校の教育研究の活性化を図るための経費として「校長裁量経費」に充当している（資

料10－２－③－１，２）。 

 「校長裁量経費」については，「教育・研究プロジェクト経費」「教員顕彰経費」「研究奨励経

費」等に分け，教員及び各学科，各専攻から申請のあった経費申請書に対して校長，三主事，専攻科

長が審査・配分決定を行っている。資料10－２－③－２に示すように平成18年度においては，22件の

「教育・研究プロジェクト経費」の採択があった。さらに，平成１7年度からは，「共同研究奨励経

費」「研究奨励経費」及び「学内ものづくり経費」等を新設し，校長のリーダーシップのもと，より

きめの細かい配分を行っている（資料10－２－③－１）。平成18年度に配分された「高専教育充実設

備費」（９件）及び「学内ものづくり教育経費」（６件）は資料10－２－③－３に示すとおりである。 

 

資料 10－２－③－１

設備の整備を含む）

単位：千円

Ｈ１7 増減

校長裁量経費
・ＪＡＢＥＥ経費 4,082 3,300 782
・中期目標・中期計画経費 1,000 1,000 0
・自己点検・外部評価経費 600 1,000 ▲ 400
・教育研究プロジェクト経費 6,000 6,500 ▲ 500
・教員顕彰経費 900 900 0
・共同研究奨励経費 H17～ 1,500 1,500 0
・研究奨励経費 H17～ 1,500 1,500 0
・学内ものづくり教育経費 H17～ 500 500 0
・テクノフォーラム関連経費 H17限り 0 1,000 ▲ 1,000
・高専教育充実設備費 13,200 12,500 700
・教育改善充実費 6,500 6,500 0

新設 3,000 0 3,000

計 40,500 38,000 2,500

Ｈ１8（案）

平成１８年度　予算配分・校長裁量経費（案）

・産学連携強化経費
・広報充実経費 新設 300 0 300
・その他 1,418 1,800 ▲ 382

 

（出典 総務会議（18.5.30）資料３）
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資料 10－２－③－２

教員会議（１８．６．１４）資料７

（単位：円）

所属学科 職 氏名 職 氏名

1 一般 助教授 高津　浩彰
教授

助教授

伊藤　道郎

鈴木　基伸

豊田高専入学学生の性格について
（普通高校入学者との比較）

2 電気・電子 教授 西澤　一

種別No. 研究課題 配分額  備　　考

助教授 藤本　巳由紀 教育 60,000

講師 伊藤　和晃 教育
英語多読授業の継続による学生の英語運用能力
向上の実証と、地域貢献への展開可能性の調査

400,000

講師 前田　博子 の参照に関して・その２～

助教授

助教授

５年生
５年生
５年生
５年生
５年生

鈴木　健次

竹下　純治

今野　貴広
近藤　弘幸
鈴木　敦仁
水野　匠
森下　洋平

－異なる学年によるコラボレーション作業の効果－

6 建築 助教授 鈴木　健次 助手 武田　紀子 教育
夏期学習環境改善のための学内施設の温熱環境
調査（２）－学生寮および講義室の遮熱処理の検証
－

400,000

7 技術部 技術専門職員 渡辺　正人
助教授
講師

杉浦　藤虎
伊藤　和晃

教育 創造性を育む実験セットの開発 300,000

8 技術部 技術職員 田邊　渉
教授
助教授
講師

大塚　秀昭
榎本　貴志
小山　暁

教育
物理実験に関するホームページ作成を通した安全
意識向上への取り組み

270,000

9 一般 助教授 高村　明
名大客員研究員
名大COE研究員

木村　恵一
吉川　直志

研究
GLoBESソフトウエアーによるニュートリノと反ニュー
トリノの違いが顕著に現れる条件の探索

300,000

10 機械 教授 林　伸和 教授 小林　政教 研究
研究テーマ「金属箔のマイクロフォーミング」による
マイクロ／メゾ成形加工ワークショップへの参加

120,000

11 機械 助教授 長谷川　茂雄 研究
円すいディフューザ内の流れのはく離に及ぼす壁面
旋回流の効果

100,000

12 機械 助教授 近藤　尚生 研究
複数の段付き磁極面を有する軸対称形状電磁比例
アクチュエータの開発研究

500,000

13 機械 助教授 清水　利弘 研究 Ti-Ni超弾性ワイヤの曲げ疲労特性の解明 200,000

14 電気・電子 助教授 齊藤　努 研究 携帯できる点字読み取り装置の開発 180,000

15 電気・電子 助手 高木　宏幸 研究 磁性体・圧電体評価装置の作製 400,000

16 情報 助教授 早坂　太一 研究 錯覚を起こすロボットビジョン 300,000

17 環境 助教授 忠　和男 研究
接触型縦リブ補強による既設円筒鋼製橋脚の耐震
補強に関する実験的研究

300,000

18 環境 助教授 山下　清吾 研究
森林斜面における降雨の地下浸透分布に関する実
験的研究

500,000

19 環境 助教授 河野　伊知郎 研究
テストハンマー法による超速硬セメントコンクリート
の鉛直打撃における圧縮強度推定法について

300,000

20 環境 助教授 川西　直樹 研究
PC構造物
について

21 環境 助手 小林　睦 教授 伊東　孝 研究
遠心模型実験装置を用いた降雨シミュレーション装
置の開発

400,000

22 建築 講師 前田　博子 研究
公共図書館におけるNPOおよびボランティアの活動
に関する研究 －公共図書館と住民との新たな関
係の模索－

300,000

6,240,000合　　　　　　計

平成１８年度　教育・研究プロジェクト経費配分額一覧表

研究代表者 研究分担者

3 情報 助教授 稲垣　宏 教育
直感的理解を助けるアルゴリズム教育支援システ
ムの開発

260,000

4 建築 教授 三島　雅博
教授
助教授

大森　峰輝
竹下　純治 教育

建築学科における「建築設計製図」教育の指導法
に関する基礎的調査 ～特に学生による文献資料 200,000

5 建築 助教授 山田　耕司

教授

教授
教授
教授
教授

講師
助手
助手
技術専門職員

三島　雅博

田中　清人
加藤　賢治
大森　峰輝
今岡　克也

前田　博子
平岩　陸
武田　紀子
小林　正

教育
同好会活動を利用した低学年導入教育に関する研
究 250,000

内のPC鋼棒の腐食による力学性能変化
200,000

 

（出典 教員会議（18.5.14）資料７）
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資料 10－２－③－３

（単位：円）

所　属 氏　名 設　　備　　名 配分額

一　般 小山　暁 回転パターン解析装置・試料温度制御装置 1,500,000

一　般 加藤弓枝 国語教育環境充実設備（図書・パソコン等） 800,000

一　般 中村敦子 歴史教育用基本図書・資料の充実 800,000

機　械 　小谷　明　 衝撃破管の計測データ処理設備 1,471,000

環境都市 松本嘉孝 紫外可視分光光度計 1,499,000

建　築 武田紀子 分光測色計 1,200,000

ものづくり 中島正貴 セミナー実施設備（卓上旋盤・卓上フライス盤） 1,450,000

一　般 三浦大和 燃料電池製作用アセンブリー 820,000

建　築 今岡克也 こうよう祭ゲート製作のための工作スペース 3,739,000

合　　　計 13,279,000

１　予算額は13,200,000円。

２　こうよう祭ゲート製作のための工作スペースは共用設備扱いとするため，配分先は施設係。

平成１８年度　高専教育充実設備費配分額一覧

（出典 教員会議（18.6.14）資料６）

 

　　　　　　　　　　　　　　平成１８年度 学内ものづくり教育経費配分額一覧

（単位：千円）

機　　械 小　谷　 　明
学生にスターリングエンジンキットの組立・体験実験させスター
リングエンジの熱効率やピストン、再生器、ディスプレイ等の動
作実験

100 100

機　　械 林　 伸 和 ，小 谷　 明
ペットボトルロケットの作製，打ち上げ実験によるペットボトルロ
ケット改善・改良教育

100 100

電気・電子 犬  塚  勝  美 実験用二足歩行ロボットの試作及びロボットを用いた工学実験 96 96

環    境 小　林　　　睦
学寮資源ごみステーション対策の一環として保管庫建設及び測
量やコンクリート・土工に関する実践的教育

100 100

機　　械 林   　 伸   和
鈴鹿サーキットエコラン（１リットルのガソリンで何ｋｍ走ることが
できるか）に参加する自動車製作

100 100

技 術 部 渡　辺　正　人 Robocup　Jr大会参加用ロボット製作 100 100

合　　　　　　計 596 596 （予算額：500千円）

所　　属 氏　　　　　　名 要　　求　　内　　容 要 求 額 配分額 備　　　考

（出典 教員会議（18.７.５）資料７）
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教育用実験機器等については，先端技術を学生に教育することが必要であることから，随時最新の

実験教育システムの導入を図っていく必要がある。一方，施設については，必

事が過去５年間に順次行われたが，教育研究をする場にふさわしい環境整備がさらに必要である（資

料 10－２－③－４）。このため機器等の更新，施設の改築・改修については，毎年予算要求等を行

ってきているが，全ての予算化は難しい現状がある。（資料 10－２－③－５） 

 

資料10－２－③－４

要な耐震工事・改修工

学　校　名　　　豊田工業高等専門学校
新営面積(㎡) 改修面積(㎡)

内装
H16 補正（耐震補強）
２年次（内装）

新営40名定員及び学習室を浴室へ改築

老朽改修

老朽建て替え

老朽改修

留学生施設の整備
老朽改修
１年次　栄志
２年次　高志，立志
（３年次　友志，明志，大志）
各所老朽
１年次陸上競技場，ハンドボールコート
２年次野球場，テニスコート

Ｈ１２補正

Ｈ１３　２次補正

Ｈ１３　２次補正

１年次　Ｈ１４補正
H16 補正
耐震補強のみ
H16 補正
耐震＋内装

　 緊急５か年計画期間（Ｈ１２補正含む）

　　独立行政法人　中期計画期間（５年）

　　　　　　　　新５か年計画期間

Ｈ２３Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ２０Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

790

Ｈ２１Ｈ１３Ｈ１２

図書館改修

1,690職員宿舎

屋外運動場施設整備

電子計算機室改修

1,600

1,140

寄宿舎 830

620

施設整備年次計画表（Ｈ２０概算要求）

寄宿舎改修 8,930

事　　　業　　　名

校舎改修（機械，一般，管理棟） 4,120

ものづくりセンター改修

国際交流会館

校舎

校舎（教室） 910

校舎増築（廊下） 380

環境都市工学科棟改修

1,600

1,480

第１体育館改修 1,660

図書館耐震改修

校舎改修（電気，建築棟） 2,970

Ｈ２２

校舎改修（教室） 1,930

地域共同テクノセンター 410

耐震＋内装

（出典 施設整備年次計画表）
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資料10－２－③－５

学校名

（単位：千円）

平 成 19 年 度 連 携 相 手 先 計 画

学 内 負 担 額

年 次

運 営 費 交 付
金

負 担 額 （ 年 数 ）

概 算 要 求 額

A=B+E B=C+D C D=D1:D3 D1 D2 D3 E

81,415 79,415 5,900 73,515 100 2,250 71,165 2,000

1 教育の進展 先進設計製図教育の展開

ＩＴ技術の進歩により現有のシステムでは産
業界の実情との乖離が大きくなり，学生に
とって実務に耐えうる設計製図技術の習得
が困難である。そこで，産業界で主流となっ
ている３次元ＣＡＤ／ＣＡＭシステムを導入
し，学生たちにオブジェクト指向テクノロジー
に基づいた次世代のＣＡＤ／ＣＡＭシステム
技術を習得させる。

9,450 9,450 0 9,450 0

2 課外教育 指導寮生支援ネットワークの構築

学寮では寮務運営委員会を中心として，寮
生会役員と３年の班長と４，５年の指導寮生
が低学年の寮生の指導に当たっている。学
寮における指導体制の支援を目的として無
線ＬＡＮを中心としたネットワーク構築をはか
る。

9,962 9,962 0 9,962 0 0 9,962 0 1

3 特別支援事

0 9,450 0 1

業音響・電磁波計測解析システムの導入

地域企業から電磁波，音響，熱解析等の技
術相談，共同研究等の依頼が多く，学内措
置により簡易測定装置を設置し個々に対応
しているが，本格的な共同研究，教育・研究
推進のため地域共同テクノセンターに本シス
テムを設置する。

42,579 42,579 2,900 39,679 0 0 39,679 0 5

4 研究の推進
ミリ波帯広帯域高周波部品の製作を通
じた人材の育成と地域への貢献

電波天文学用の受信機にも用いられるミリ
波帯広帯域高周波部品の製作を通じて，～
12GHzの周波数帯域での広帯域設計方法と
測定ができる人材の育成を図り，地域に貢
献する。

7,074 7,074 0 7,074 0 0 7,074 0 2

5 その他事業

英文多読授業による高専生の英語運用
能力の向上
－苦手意識を解消し，卒業生の英語運
用能力を保証する－

学生が自律的・継続的に学習可能な英文多
読授業を６年間継続して実践し，高専の教
育現場に適した教育法として確立する。その
効果は外部試験で検証し，卒業生の英語運
用能力保証を目指す。

2,350 2,350 0 2,350 100 2,250 0 0 4

6 連携融合事業

自動車向け組み込みシステムの設計・
評価システムの開発事業
－リアルタイムＯＳ，マルチプロセッサ環
境の構築－

組み込みシステムは，上流設計からリアル
タイムＯＳを利用したタスク分割，マルチプロ
セッサを応用した機能分割や低コストなどを
考慮した実装が必要であり，設計から性能
の評価までが行える設計・評価システムを
開発する。

10,000 8,000 3,000 5,000 0 0 5,000 2,000 3

豊田工業高等専門学校

営 費 設 備 費
費 総 額

点
事
項

の順

平成１９年度特別教育研究経費概算要求事項の概要（総表）

人 件 費 運

高 専 負 担 額
平 成 19 年 度
事 業 実 施 経事　　　項　　　名 事　　業　　概　　要区　分

重

位

（出典 平成１9年度特別教育研究経費概算要求事項）

 

（分析結果とその根拠理由）  

教育・研究に充てられている予算については，本校では「基盤校費積算経費」として，関係部署に

適切な形で配分されているが，そのうち資料10－２－③－１で示すように校長裁量経費（教育・研究

プロジェクト経費，教員顕彰経費，研究奨励経費等）の配分方針については，経費申請に対して校長

が審議・決定している。 

以上のことから，教育研究活動に対する適切な予算配分がなされていると判断される。 
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観点10－３－①： 学校を設置する法人の財務諸表等が適切な形で公表されて

（観点に係る状況）  

本校の財政（収入，支出）及び外部資金獲得状況の概略は，毎年発行される学校要覧において公表し

ている（資料10－１－②－１）。また，国立高等専門学校機構本部において独立行政法人通則法第38

条（資料10－３－①－１）により当該事業年度終了後三月以内に主務大臣に提出し，承認を受けた後，

官報に公示し書面を備え置いている。財務諸表と決算報告書（資料10－３－①－２）については，

Webサイト上へ掲載している。 

 

資料10－３－①－１

独立行政法人通則法第38条（抜粋） 

 

 （財務諸表等） 

第三十八条  独立行政法人は，毎事業年度，貸借対照表，損益計算書，利益の処分又は損失の 

処理に関する書類その他主務省令で定める書類及びこれらの附属明細書（以下「財務諸表」 

という。）を作成し，当該事業年度の終了後三月以内に主務大臣に提出し，その承認を受け 

なければならない。 

２ 独立行政法人は，前項の規定により財務諸表を主務大臣に提出するときは，これに当該事 

業年度の事業報告書及び予算の区分に従い作成した決算報告書を添え，並びに財務諸表及び 

決算報告書に関する監事の意見（次条の

い独立行政法人にあっては，監事及び会計監査人の意見。以下同じ。）を付けなければなら 

つ，財務諸表並びに第二項の事業報告書，決算報告書及び監事の意見 

け 

ればならない。 

（出典 独立行政法人通則法）

いるか。 

規定により会計監査人の監査を受けなければならな 

ない。 

３ 主務大臣は，第一項の規定により財務諸表を承認しようとするときは，あらかじめ，評価 

委員会の意見を聴かなければならない。 

４ 独立行政法人は，第一項の規定による主務大臣の承認を受けたときは，遅滞なく，財務諸 

表を官報に公告し，か

を記載した書面を，各事務所に備えて置き，主務省令で定める期間，一般の閲覧に供しな
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資料10－３－①－２

国立高等専門学校機構決算報告書（第２期事業年度）抜粋 

 

（出典 高専機構ホームページ）

 

（分析結果とその根拠理由）  

資料10－３－①－１に示す通則法による公表については，学校を設置する独立行政法人国立高等専

門学校機構が財務諸表等をWebサイト上へ掲載しており，適切に公表されていると判断される。 
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観点10－３－②： 財務に対して，会計監査等が適正に行われているか。 

（観点に係る状況）  

東海・北陸地区の９ 高専等の監査

員による監査が実施され，資料10－３－②－１の報告を受けた。また，平成16年度については，独立

行政法人国立高等専門学校機構の監事によって監査等による監査が実施され，資料10－３－②－２の

報告を受けた。 

 

資料 10－３－②－１

平成１8 年度高専相互会計監査報告書（抜粋） 

高専において相互監査を行っている。平成18年度に本校では富山

 

（出典 平成18年度高専相互会計監査報告書）
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資料10－３－②－２

平成16年度高専機構監事監査報告書（抜粋） 

 

 

 

 

（出典 平成17年６月高専機構監事監査報告書）
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（分析結果とその根拠理由）  

会計監査については，内部 おいて会計監査人による

外部監査が行われており，財務に対して会計監査が適切に行われていると判断される。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・共同研究，受託研究等の産学連携収入が継続的に確保されている。特に，平成１6年度以降，受

託研究による収入の伸びにより産学連携収入の合計が増加傾向にあるなど，自主財源の確立の観

点において優れていると判断される。 

 

（改善を要する点）  

該当なし 

 

（３）基準10の自己評価の概要 

本校は教育研究活動等を将来にわたって適切かつ安定して遂行するために必要な校地，校舎，設備

等の資産を有している。また，運営の合理化，効率化を図るため，業務の効率化，経費の節減・節約

に努めている。さらに本校では教員による入試説明会等の広報活動に力を入れ，授業料，入学検定料

及び入学料等の諸収入が継続的に確保されている。 

また，本校では基本方針，中期計画を踏まえ，予算配分については総務会議等において審議・決定

し，教員会議等を通じて教職員に周知している。教育・研究に当てられる予算については，教員教育

研究費，学科共通費，教員研究旅費等を集約して「基盤校費積算経費」としており，校長のリーダー

シップの下でそのうち約 40％を本校の教育研究の活性化を図るための経費として「校長裁量経費」

に充当している。「校長裁量経費」については，「教育・研究プロジェクト経費」「教員顕彰経費」

「研究奨励経費」等に分け，教員及び各学科，各専攻から申請のあった経費申請書に対して校長が審

査・配分決定を行っている。 

学校を設置する独立行政法人国立高等専門学校機構が財務諸表等を Web サイト上へ掲載しており，

財務状況が適切な形で公表されている。 

監査及び独立行政法人国立高等専門学校機構に



豊田工業高等専門学校 基準11 

基準11 管理運営 

（１）観点ごとの分析 

観点11－１－①： 学校の目的を達成するために，校長，各主事，委員会等の役割が明確になって

おり，校長のリーダーシップの下で，効果的な意思決定が行える態勢となってい

るか。 

（観点に係る状況）  

 学校の目的を達成するために，学則及び各種委員会規程により，校長以下の役割を明確に定めてい

る。本校では，校長，副校長（教務主事，学生主事，寮務主事，専攻科長），テクノコンプレックス

長，メディアコンプレックス長，図書館長，技術部長，各学科主任，事務部長及び各課長で組織する

総務会議（資料 11－１－①－１）を設置し，学校の管理運営に関する事項，教育活動の施策方針に

関する事項及びその他学校運営上重要な事項について審議決定している。特に各副校長（主事）には，

組織的に学校運営を行うに当たって重要な責務と権限が与えられ，教育，厚生補導，寮及び専攻科の

運営に関する事項はもとより，それ以外の事項についても効果的な学校運営を行えるよう役割が与え

られている。 

 また教育等の目的の達成に向けて組織的に機能を果たすため，各副校長のもとに各種委員会を設置

し，事項ごとに効果的な学校運営が行えるよう審議を行っている。さらに，メディアコンプレックス

長の下には，図書館，マルチメディア情報教育センターが，テクノコンプレックス長の下には，地域

共同テクノセンター，材料・構造物疲労試験センターが，技術部長の下には，ものづくりセンター及

び技術職員を配置し，それぞれの役割に対して効果的な意志決定ができる態勢を整備している（資料

11－１－①－２）。 
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資料 11－１－①－１

 

（出典 規則集）
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資料 11－１－①－２

 

（出典 平成19年度学校要覧 p15）
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資料 11－１－①－３ 

豊田工業高等専門学校規則 

第２節 組織・運営 
 

豊田工業高等専門学校教員組織規程（昭和45年４月１日） 
 
豊田工業高等専門学校事務組織及び事務分掌規程（平成10年４月１日） 
 
豊田工業高等専門学校自己点検及び評価等実施委員会規程（平成11年11月10日） 
 
豊田工業高等専門学校外部評価委員会規程（平成16年４月１日） 
 
豊田工業高等専門学校総務会議規程（昭和45年７月１日） 
 
豊田工業高等専門学校教員会議規程（昭和45年７月１日） 
 
豊田工業高等専門学校指導教員会議規程（昭和45年７月１日） 
 
豊田工業高等専門学校将来計画委員会規程（昭和62年12月１日） 
 
豊田工業高等専門学校施設整備計画委員会規程（平成14年８月30日） 
 
豊田工業高等専門学校環境管理委員会規程（平成18年２月21日） 
 
豊田工業高等専門学校地震防災対策委員会規程（昭和55年９月10日） 
 
豊田工業高等専門学校情報公開及び個人情報保護委員会規程（平成17年４月１日） 
 
豊田工業高等専門学校知的財産委員会規程（平成16年12月１日） 
 
豊田工業高等専門学校生涯学習委員会規程（平成12年６月30日） 
 
豊田工業高等専門学校安全衛生委員会規程（平成16年４月１日） 
 
豊田工業高等専門学校情報セキュリティ委員会規程（平成16年６月１日） 
 
豊田工業高等専門学校図書・紀要委員会規程（平成16年４月１日） 
 
豊田工業高等専門学校広報委員会規程（平成16年４月１日） 
 
豊田工業高等専門学校教務委員会規程（平成16年４月１日） 
 
豊田工業高等専門学校入学試験委員会規程（平成16年４月１日） 
 
豊田工業高等専門学校国際交流委員会規程（昭和62年12月１日） 
 
豊田工業高等専門学校教育改善推進室規程（平成15年２月25日） 
 
豊田工業高等専門学校専攻科企画・管理室規程（平成15年２月25日） 
 
豊田工業高等専門学校学科会議規程（昭和45年７月１日） 
 
豊田工業高等専門学校学生委員会規程（昭和62年４月１日） 
 
豊田工業高等専門学校技術部組織規程（平成14年４月１日） 
 
豊田工業高等専門学校技術部運営委員会規程（平成14年４月１日） 
 

（出典 ホームページ）
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資料 11－１－①－４

総務会議 入学試験委員会 将来計画委員会 自己点検及び評 地震防災対策 外部資金受入 施設整備計画
価等実施委員会 委員会 審査会 委員会

校長 校長 校長 校長 校長 校長 校長
教務主事 教務主事 教務主事 教務主事 教務主事 教務主事 教務主事
学生主事 学生主事 学生主事 学生主事 学生主事 学生主事 学生主事
寮務主事 寮務主事 寮務主事 寮務主事 寮務主事 寮務主事 寮務主事
専攻科長 専攻科長 専攻科長 専攻科長 専攻科長 専攻科長 専攻科長
テクノコンプレックス長 一般学科主任 テクノコンプレックス長 テクノコンプレックス長 テクノコンプレックス長 テクノコンプレックス長 一般学科主任
メディアコンプレックス長 機械学科主任 メディアコンプレックス長 メディアコンプレックス長 メディアコンプレックス長 事務部長 機械学科主任

図書館長
電気・電子システム工
学科主任

図書館長 図書館長 図書館長 庶務課長
電気・電子システム
工学科主任

技術部長 情報工学科主任 技術部長 技術部長 技術部長 会計課長 情報工学科主任
一般学科主任 環境都市工学科主任 一般学科主任 一般学科主任 一般学科主任 学生課長 環境都市工学科主
機械学科主任 建築学科主任 機械学科主任 機械学科主任 機械学科主任 研究協力係長 建築学科主任
電気・電子システム工学
科主任

教務主事補
電気・電子システム工学
科主任

電気・電子システム工学
科主任

電気・電子システム工学
科主任

建築（加藤）

情報工学科主任 事務部長 情報工学科主任 情報工学科主任 情報工学科主任 技術部長
環境都市工学科主任 学生課長 環境都市工学科主任 環境都市工学科主任 環境都市工学科主任 事務部長
建築学科主任 課長補佐 建築学科主任 建築学科主任 建築学科主任 庶務課長
事務部長 教務係長 建築(加藤) 事務部長 事務部長 会計課長
庶務課長 事務部長 庶務課長 庶務課長 学生課長
会計課長 庶務課長 会計課長 会計課長 施設係長
学生課長 会計課長 学生課長 学生課長

学生課長 庶務係長 庶務係長
庶務係長 施設係長

教務委員会 国際交流委員会 学生委員会 広報委員会 技術部運営 知的財産委員会 生涯学習委員会
委員会

教務主事 一般(神谷) 学生主事 学生主事 技術部長
地域共同テクノセン
ター長

図書館長

専攻科長 教務主事 学生相談室長
学生主事補（竹下，江
崎）

専攻科長 図書館長
マルチメディア情報
教育センター長

教務主事補 学生主事 学生主事補 一般（吉利，高村，中村） 教務主事
マルチメディア情報教
育センター長

技術部長

専攻科長補佐 寮務主事 学生課長 情報（灘） 一般学科主任 一般(勝谷)
地域共同テクノセン
ター長

一般(高橋，高村) 一般(鈴木，中村) 学生係長 環境（原田） 機械学科主任 情報(安藤) 一般(粕谷，伊藤道)

機械(小林) 機械(近藤) 学生課長
電気・電子システム工学
科主任

環境(荻野) 機械(近藤)

電気(杉浦) 電気(伊藤) 学生係長 情報工学科主任 建築(今岡) 情報(木村)
情報(岡部) 情報(木村) 環境都市工学科主任 環境(小林)
環境(山下) 環境(原田) 建築学科主任 建築(前田)
建築(鈴木) 建築(山田) 地域共同テクノセンター長 庶務課長

学生課長 学生課長
材料・構造物疲労試験セ
ンター長

会計課長

課長補佐 課長補佐 ものづくりセンター長 学生課長

教務係長
マルチメディア情報教育セ
ンター長

研究協力係長

技術部技術長
庶務課長
学生課長

沿革資料等保存 レクリエーション 安全衛生 寮務運営 メディアコンプレックス 図書・紀要委員会 テクノコンプレックス
委員会 委員会 委員会 委員会 運営委員会 運営委員会

一般(伊藤一) 事務部長 一般(三浦) 寮務主事 メディアコンプレックス長 図書館長
テクノコンプレックス
長

一般(中村) 一般(中村) 一般(高津） 寮務主事補
副メディアコンプレックス
長

一般(大塚，中村)
副テクノコンプレック
ス長

一般(加藤) 機械(若澤) ものづくりセンター長 寮監 図書館長 機械(橋本)
材料・構造物疲労
試験センター長

電気(髙木) 機械(鬼頭)
マルチメディア情報教育セ
ンター長

電気(後田)
ものづくりセンター
長

情報(平野) 電気(伊藤) 英語科目主任 情報(灘) 専攻科長
環境(松本) 情報(安藤) 専攻科長 環境(原田) 技術部長

建築(武田) 環境(野田) 一般(米澤，今) 建築(田中)
地域共同テクノセン
ター部門長

庶務課長 建築(鈴木) 機械(近藤) 庶務課長 一般(三浦)
庶務課（加納） 庶務課長 情報(仲野) 図書係長 電気(塚本)
会計課（田中） 会計課長 建築(田中) 技術部技術長
学生課（鈴木） 人事係長 庶務課長 庶務課長

施設係長 学生課長 研究協力係長
課長補佐
庶務係長
図書係長

平成１７年度 委員会一覧表

 

（出典 庶務課資料）

 

 （分析結果とその根拠理由）  

 本校においては，総務会議を含めて 21 を超える委員会等が設置され（資料 11－１－①－３～４），

学校の目的の達成に向けて組織的に運営されている。 

以上のことから，校長以下各委員会に至る役割が明確に定められ，効果的な意志決定が行える態勢

が整備されていると判断される。 
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観点11－１－②： 管理運営に関する各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し，効果的に活

動しているか。 

（観点に係る状況）  

 本校の管理運営組織は，教員については「教員組織規程」（資料 11－１－②－１），事務につい

ては「事務組織及び事務分掌規程」（資料 11－１－②－２）において明確に定めている。教員は各

委員会等に所属し，それぞれの校務を分掌することになっており，教育目標達成のために委員として

の業務を遂行している。 

事務組織には，事務部長の下に庶務，会計，学生の３課を配置している。事務組織は，管理運営的

な視点で編成され，法令，規則，通知等に基づく行政的な処理，書記的な管理運営支援及び教育研究

支援の事務処理を司っている。加えて教員と連携協力して運営業務を行い，各委員会に参画する等，

学校の目的を達成するための業務を分担している（資料 11－１－②－３）。 

また，事務部長及び各課長で構成する「部課長会」を定期的に開催し，各課共通の懸案事項課題等

に関する協議を行い，共通認識を持って業務を行っている。 

 技術職員については，技術部長の下に第 1 技術グループ及び第２技術グループを編成し，適切な人

員配置を行うことで効率的な教育研究支援体制を敷いている。 

 各種委員会（資料 11－１－①－４，11－１－②－４）は，各学科等から選出された教員と事務職

員により構成している。ここで審議・了承された事項については，速やかに校長に報告され，総務会

議等を通じて周知される体制になっている。 
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資料 11－１－②－１

 

 
豊田工業高等専門学校教員組織規程 

  
制  定  昭和 45 年 ４月 １日
最終改正  平成 19 年 ４月 １日

  
第１章 総則 

  
（目的） 
第１条 この規程は，豊田工業高等専門学校学則 （以下「学則」という。）第 11 条の規定に基づき，豊田工業

高等専門学校（以下「本校」という。）教員組織を定め，本校教員の責任体制を確立し，連絡を密にして教育
効果の向上を図ることを目的とする。 

  
（定義） 
第２条 この規程で教員とは，学校教育法第 70 条の７及び学則第８条第１項に定める校長，教授，准教授，講

師，助教及び助手をいう。 
  
（設置） 
第３条 本校に学校教育法施行規則第 72 条の３及び学則第９条の規定に基づき教務主事，学生主事及び寮務主事

を置く。 
  
第４条 本校に教務主事補，学生主事補及び寮務主事補をそれぞれ若干名置くことができる。 
  
第５条 本校に専攻科長を置く。 
  
第６条 本校の一般学科及び各専門学科にそれぞれ１名の学科主任を置く。 
  
第７条 本校にテクノコンプレックス長を置く。 
  
第８条 本校に地域共同テクノセンター長を置く。 
  
第９条 本校に材料・構造物疲労試験センター長を置く。 
  
第１０条 本校にものづくりセンター長を置く。 
  
第１１条 本校にメディアコンプレックス長を置く。 
  
第１２条 本校に図書館長を置く。 
  
第１３条 本校にマルチメディア情報教育センター長を置く。 
  
第１４条 本校に技術部長を置く。 
  
第１５条 本校に教育改善推進室長を置く。 
  
第１６条 本校に専攻科企画・管理室長を置く。 
  
第１７条 本校に学生相談室長を置く。 
  
第１８条  専攻科に専攻科長補佐若干名を置く。 
２ 電子機械工学専攻及び建設工学専攻にそれぞれ２名，情報科学専攻に１名の指導教員を置く。 
  
第１９条 学級にそれぞれ１名の指導教員を置く。 
２ 低学年（第１，２学年）は学年別に，高学年は（第３学年以上）は学科別にそれぞれ指導主任を置く。 
  
第２０条 本校に若干名の学生相談員を置く。 
  
第２１条 本校に１名の寮監を置く。 
 
  

（次ページへ続く） 
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（任期） 
第２２条 専攻科長，教務主事補，学生主事補，各学科主任，テクノコンプレックス長，地域共同テクノセンタ

２
 

第２章 教務主事，学生主事及び寮務主事 

資格） 
教務主事は，教授をもつて，学生主事及び寮務主事は，教授又は准教授をもつて充てる。 

職務） 
教務主事，学生主事及び寮務主事の職務は，学校教育法施行規則第 72 条の３及び学則第９条に定める

 
選考） 

長は教務主事，学生主事及び寮務主事の候補者を選考する。 

第３章 教務主事補，学生主事補及び寮務主事補 
 

資格） 
教務主事補，学生主事補及び寮務主事補は，本校の教員をもつて充てる。 

職務） 
各主事補は，それぞれの主事を補佐する。 

任命） 
各主事補は，それぞれの主事が推薦し，校長が任命する。 

第４章 専攻科長 

資格） 
専攻科長は，教授をもつて充てる。 

職務） 
専攻科長は，専攻科に関することを総括する。 

任命） 
専攻科長は，校長が任命する。 

５章 学科主任 
 

資格） 
学科主任は，その学科に所属する教授又は准教授をもつて充てる。 

職務） 
学科主任は，所属学科の連絡調整を図る。 

任命） 
学科主任は，校長が任命する。 

第６章 テクノコンプレックス長 

資格） 
テクノコンプレックス長は，地域共同テクノセンター長をもつて充てる。 

職務） 

ー長，材料・構造物疲労試験センター長，ものづくりセンター長，メディアコンプレックス長，図書館長，マ
ルチメディア情報教育センター長，技術部長，学生相談室長，専攻科長補佐及び専攻科の指導教員の任期は２
年とし，寮務主事補及び各学級の指導教員の任期は，１年とする。 
 前項の補欠者の任期は，前任者の残任期間とする。 

３ 第３条から第 21 条に規定する職は，再任を妨げない。
 

  
（
第２３条 
 
（
第２４条 

ところによる。 

 
第２５条 校
（

  

（
第２６条 
 
 
第２７条 
（

 
 
第２８条 
（

  

  
（
第２９条 
 
（
 

第３０条 
 
 
第３１条 
（

 
第

（
第３２条 
 
（
 

第３３条 
 
（
 

第３４条 
  

  
（
第３５条 
 
（
 

第３６条 テクノコンプレックス長は，地域共同テクノセンター，材料･構造物疲労試験センタ

ー及びものづくりセンターの連携を図り総合的な運営を図る。 
  
（任命） 
第３７条 テクノコンプレックス長は，校長が任命する。 
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第６章の２ 地域共同テクノセンター長 
  

（資格） 
地域共同テクノセンター長は，教授をもつて充てる。

職務） 
地域共同テクノセンター長は，地域共同テクノセンターを総括する。 

命） 
地域共同テクノセンター長は，校長が任命する。 

第６章の３ 材料・構造物疲労試験センター長 

資格） 
材料・構造物疲労試験センター長は，教授又は准教授をもつて充てる。 

職務） 
材料・構造物疲労試験センター長は，材料・構造物疲労試験センターを総括する。 

任命） 
材料・構造物疲労試験センター長は，校長が任命する。 

第６章の４ ものづくりセンター長 

資格） 
ものづくりセンター長は，教授をもつて充てる。 

職務） 
ものづくりセンター長は，ものづくりセンタ－を総括する。 

任命） 
ものづくりセンター長は，校長が任命する。 

第７章 メディアコンプレックス長 

資格） 
メディアコンプレックス長は，教授をもつて充てる。 

職務） 
メディアコンプレックス長は，メディアコンプレックスの業務を総括する。 

任命） 
メディアコンプレックス長は，校長が任命する。 

第７章の２ 図書館長 

資格） 
図書館長は，教授又は准教授をもつて充てる。 

職務） 
図書館長は，図書館の管理運営，図書・紀要委員会及び学生の読書指導等に関することを掌理す

任命） 
図書館長は，校長が任命する。 

第７章の３ マルチメディア情報教育センター長 

資格） 
マルチメディア情報教育センター長は，教授又は准教授をもつて充てる。 

職務） 
マルチメディア情報教育センター長は，マルチメディア情報教育センターを総括する。 

第３８条  
  
（
第３９条 
 
（任
 

第４０条 
  

  
（
第４１条 
 
（
 

第４２条 
 
（
 

第４３条 
  

  
（
第４４条 
 
（
 

第４５条 
 
（
 

第４６条 
  

  
（
第４７条 
 
（
 

第４８条 
 
（
 

第４９条 
 

  
（
第５０条 
 
（
 

第５１条 
る。 

  
（
第５２条 
  

  
（
第５３条 
 
（
 

第５４条 
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（任命） 
第５５条 マルチメディア情報教育センター長は，校長が任命する。 

８章 技術部長 
  

資格） 
技術部長は，教授をもつて充てる。 

職務） 
技術部長は，技術部を総括する。 

任命） 
技術部長は，校長が任命する。 

第９章 教育改善推進室長 
 
資格） 

教育改善推進室長は，教授をもつて充てる。 

職務） 
教育改善推進室長は，教育改善推進室を総括する。 

任命） 
教育改善推進室長は，校長が任命する。 

第１０章 専攻科企画・管理室長 
 
資格） 

専攻科企画・管理室長 は，教授をもつて充てる。 

職務） 
専攻科企画・管理室長 は，専攻科企画・管理室 を総括する。 

任命） 
専攻科企画・管理室長 は，校長が任命する。 

第１１章 学生相談室長 
 
資格） 

学生相談室長は，教授をもつて充てる。 

職務） 
学生相談室長は，学生相談に関することを総括する。 

任命） 
学生相談室長は，校長が任命する。 

第１２章 専攻科幹事 
 
資格） 

専攻科長補佐は，本校の教員をもつて充てる。 

職務） 
専攻科長補佐は，専攻科運営に係る企画及び管理に関して専攻科長を補佐する。 

任命） 
専攻科長補佐は，校長が任命する。 

第 1３章 指導教員 
 
資格） 

指導教員は，本校教員をもって充てる。 

（次ページへ続く） 
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（職務） 
第７２条 指導教員は，次の事項を行う。 
一 学級経営の計画及び運営に関すること。 
二 学級の特別教育活動に関すること。 
三 学級学生の学習指導に関すること。 
四 学級学生の生活指導に関すること。 
五 学級学生の保護者との連絡に関すること。 
六 その他学級に関すること。（任命） 
第７３条 指導教員は，校長が任命する。 
  

第１４章 学生相談員 
  
（資格） 
第７４条 学生相談員は，本校教員以外から適任者を選任し委嘱する。 
  
（職務） 
第７５条 学生相談員は，学生の個別指導に当たる。 
  
（任命） 
第７６条 学生相談員は，校長が委嘱する。 
  

第１５章 寮監 
  
（資格） 
第７７条 寮監は，本校教員をもって充てる。 
  
（職務） 
第７８条 寮監は，学生の学寮生活の助言に当たる。 
  
（任命） 
第７９条 寮監は，校長が任命する。 
  

第１６章 会議等 
  
第８０条 校長は，学則第１条の目的達成並びに学校運営の円滑化を図るため，次の会議等を置く。ただし，

必要に応じて臨時又は特別の会議等を置くことができる。 
 総務会議 一

二 教員会議 
三 指導教員会議 
四 委員会 
五 学科会議 
六 教授の会 
２ 前項に掲げる会議等の運営に必要な事項は，別に定める。 
  

附 則 
程は，平この規 成 19 年４月１日から施行する。 

 

（出典 規則集）
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資料11－１－②－２

 
豊田工業高等専門学校事務組織及び事務分掌規程 

  
制  定  平成 10 年４月 １日
最終改正  平成 18 年９月 １日

  
第１章 総則 

  
（目的） 
第１条 この規程は，独立行政法人国立高等専門学校機構の組織に関する規則第５条第６項及び豊田工業高等専

門学校学則第１０条の規定に基づき，豊田工業高等専門学校の事務組織及びその所掌事務の範囲に関し必要な
事項を定めるものとする。 

  
第２章 事務組織 

  
（課長補佐等） 
第２条 学生課に課長補佐を置く。 
２ 課長補佐は，事務職員をもって充て，技術専門員及び技術専門職員は，技術職員をもつて充てる。 
３ 課長補佐は，上司の命を受け，課の所掌事務のうち高度の専門的知識又は経験を必要とする特定の分野の事

務を直接処理する。 
  
（係） 
第３条 庶務課，会計課及び学生課にそれぞれ次の係を置く。 
庶務課 庶務係，人事係，研究協力係，情報企画係，図書係 
会計課 総務係，経理係，用度係，施設係 
学生課 教務係，入学試験係，学生支援係 
  
（係長，係等） 
第４条 係に係長を置き，必要に応じて主任を置くことができる。 
２ 係長及び主任は，事務職員又は技術職員をもつて充てる。 
３ 係長は，上司の命を受け，所属職員を指揮して，それぞれ担当の事務を処理する。 
４ 主任は，上司の命を受け，係の事務を処理する。 
５ 係員は，上司の命を受け，係の事務に従事する。 

第３章 所掌事務 
  
（庶務課） 
第５条 庶務係においては，次の事務を行う。 

一 庶務課内の総括及び連絡調整に関すること。 
二 式典に関すること。 
三 学則その他諸規程の制定及び改廃に関すること。 
四 内地研究員に関すること。 
五 職員の海外派遣及び外国人研究員の受け入れ等国際交流に関すること。 
六 学術団体等の連絡に関すること。 
七 自己点検・評価に関すること。 
八 情報公開に関すること。 
九 校長の秘書に関すること。 
十 渉外に関すること。 
十一 郵便物・公文書類の接受，発送及び校内における書類等の配送・回収に関すること。 
十二 公印（会計機関及び学生課各種証明用の公印を除く。）の管守に関すること。 
十三 郵便切手類の受け払いに関すること。 
十四 要覧等刊行物の編集及び配布に関すること。 
十五 所掌事務に関する調査，統計及び報告に関すること。 
十六 非常勤講師の対応及び控室の管理に関すること（教務係の所掌に属するものを除く。）。 
十七 各学科の物品供用簿・物品使用簿に関すること。 
十八 その他，他の課及び庶務課事務で他の係の所掌に属さない事務に関すること。 

 
第６条 人事係においては，次の事務を行う。 

一 教職員の任免，給与に関すること。 
二 教職員の服務，労働時間及び休暇に関すること。 
三 教職員の研修に関すること。 
四 教職員の叙位，叙勲，栄典及び賞罰に関すること。 
五 教職員の安全衛生に関すること。 
六 教職員の出張に関すること。 
七 教職員の災害補償に関すること。 
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八 退職手当に関すること。 
九 教員の資格審査に関すること。 
十 共済組合に関すること（出納事務を除く。） 
十一 教職員の勤務成績の認定に関すること。 
十二 人事記録の作成及び保管に関すること。 
十三 教職員の団体に関すること。 
十四 名誉教授の称号に関すること。 
十五 所掌事務に関する調査，統計及び報告に関すること。 
十六 その他人事に関すること。 

 
第７条 研究協力係においては，次の事務を行う。 

一 地域交流フォーラム及びセミナーの企画・実施に関すること。 
二 地域連携ネットワークに関すること。 
三 東海地区高専連携ネットワークに関すること。 
四 技術情報の提供及び技術相談に係る事務に関すること。 
五 産学連携等研究費（民間等との共同研究）の受入れに関すること。 
六 研究助成金の応募申請に関すること。 
七 科学研究費等の申請及び報告に関すること。 
八 工業所有権の普及に関すること。 
九 公開講座等の企画・実施に関すること。 
十 地域の学習需要の調査及び分析に関すること。 
十一 所掌事務に関する調査，統計及び報告に関すること。 
十二 その他産学官民交流に関すること。 

  
第８条 情報企画係においては，次の事務を行う。 

一 事務処理に係る電子計算機の利用に関する総括及び連絡調整に関すること。 
二 事務情報化に係る諸規則に関すること。 
三 事務情報化に係る企画及び研修に関すること。 
四 事務情報化に係るシステムの開発及び運用に関すること。 
五 事務情報化に係るセキュリティ対策に関すること。 
六 事務情報化に係るネットワークに関すること。 
七 所掌事務に関する調査，統計及び報告に関すること。 
八 その他事務情報化の推進に関すること。 

  
第９条 図書係においては，次の事務を行う。 

一 図書館資料の収集及び情報提供に関すること。 
二 図書館資料の選択，受入及び更新に関すること。 
三 図書館資料の整理及び保管に関すること。 
四 図書目録の作成及び整備に関すること。 
五 図書館資料の閲覧，貸出及び利用の案内に関すること。 
七 図書館資料の相互利用（相互貸借，文献複写等）に関すること。 
八 図書館資料の製本及び修理に関すること。 
六 図書館における参考奉仕（検索指導，読書相談等）に関すること。 
七 図書館資料の相互利用（相互貸借，文献複写等）に関すること。 
八 図書館資料の製本及び修理に関すること。 
九 図書館資料の契約及び管理に関すること。 
十 所掌事務に関する調査，統計及び報告に関すること。 
十一 研究紀要の編集及び学術文献の交換に関すること。 
十二 その他図書館資料の整理及び運用に関すること。 

  
（会計課） 
第１０条 総務係においては，次の事務を行う。 

一 会計課内の総括及び連絡調整に関すること。 
二 会計の諸規程に関すること。 
三 予算及び決算に関すること。 
四 資産管理の総括事務に関すること。 
五 物品管理の総括事務に関すること。 
六 会計の監査に関すること。 
七 会計機関の公印の管守に関すること。 
八 契約及び支出の確認に関すること。 
九 奨学寄附金，産学連携等研究費（庶務課の所掌に属するものを除く。）の受入れに関すること。 
十 一般競争，指名競争参加者の資格審査に関すること。 
十一 所掌事務に関する調査，統計及び報告に関すること。 
十二 その他会計課事務で他の係の所掌に属さない事務に関すること。 
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 第１１条 経理係においては，次の事務を行う。 
一 収入及び支出の月次決算及び年度末の決算に関すること。 
二 現金，預金，貯金及びその他有価証券の出納に関すること。 
三 小切手の保管及び振出交付に関すること。 
四 資産の保管に関すること。 
五 給与等の支給に関すること。 
六 所得税等の徴収に関すること。 
七 債権の管理に関すること。 
八 預入れ，支払い及び計算証明に関すること。 
九 科学研究費，委任経理金，産学連携等研究費の支出に関すること。 
十 共済組合経費の出納に関すること。 
十一 退職手当支給に関すること。 
十二 所掌事務に関する調査，統計及び報告に関すること。 
十三 教員別の旅費使用状況に関すること。 
十四 その他経理に関すること。 

  
第１２条 用度係においては，次の事務を行う。 

一 物品の管理に関すること。 
二 物品の取得及び役務の契約に関すること。 
三 寄附物品の受入れに関すること。 
四 物品管理の計算証明に関すること。 
五 不用物品の処分に関すること。 
六 科学研究費，委任経理金，産学連携等研究費に係る契約に関すること。 
七 所掌事務に関する調査，統計及び報告に関すること。 
八 校内の警備，取締及び清掃，整備に関すること。 
九 本校が所有する自動車の配車，整備に関すること。 
十 教員別の予算使用状況（旅費を除く。）に関すること。 
十一 その他用度に関すること。 

  
第１３条 施設係においては，次の事務を行う。 

一 不動産の管理及び処分に関すること。 
二 土地，建物の借入に関すること。 
三 施設整備費及び営繕関係費の要求に関すること。 
四 営繕工事の企画，設計及び施行に関すること。 
五 営繕工事の入札及び請負契約事務に関すること。 
六 施設の立地計画，環境整備及び保全に関すること。 
七 教職員の安全管理に関すること。 
八 防火管理に関すること。 
九 職員宿舎に関すること。 
十 建物，電気，ガス，水道，電話，暖房施設等の維持保全に関すること。 
十一 所掌事務に関する調査，統計及び報告に関すること。 
十二 その他施設に関すること。 

  
（学生課） 
第１４条 課長補佐は，課長を補佐するとともに，次の事務を行う。 

一 JABEE に関すること。（学生課の所掌に属するものに限る。） 
二 教育改善に関すること。 
三 教育課程の編成及び授業に係る専門的事項に関すること。 
四 国際交流，外国人留学生の修学指導に関すること。 
五 学生課諸規則の改廃に関すること。 
六 学生のインターンシップ及び施設見学に関すること。 
七 TA に関すること。 
八 ＳＣＳ事業の運営及び実施に関すること。 
九 ロボットコンテスト及びプログラミングコンテスト並びにデザインコンペテｨションに関すること。 
十 教員顕彰に関すること。 
十一 その他学生課内に係る事務のうち，重要な企画及び調査等に関すること。 

 
第１５条 教務係においては，次の事務を行う。 

一 学生課内の総括及び連絡調整に関すること。 
二 学生の修学指導に関すること。 
三 教育課程の編成及び授業に関すること。 
四 試験に関すること。 
五 転入学・再入学・転科に関すること。 
六 学生の学業成績の整理及び記録に関すること。 
七 学生の学籍に関すること。 
八 学位申請に関すること。 

 （次ページへ続く） 
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九 研究生，聴講生，科目等履修生に関すること。 
十 学生の海外留学に関すること。 
十一 教科用図書に関すること。 
十二 教室等学生課所掌施設の貸与及び管理に関すること。 

守に関すること。 

 

ること。 
関すること。 

い事務に関すること。 
 
１６条 入学試験係においては，次の事務を行う。 

すること。 
ること。 

 
１７条 学生支援係においては，次の事務を行う。 

すること。 
事業に関すること。 

。 

 
 

すること。 

車の校内駐車に関すること 

すること。 

こと。 

と。 
関すること。 

 
附 則 

この 平成 18 年９月１日から施行する。 
 

（出典 規則集）

十三 教室，教具，教材の整備に関すること。 
十四 学生の出席簿に関すること。 
十五 証明書用の学生課内の公印の管
十六 非常勤講師の休講等教務に関すること。 
十七 新入生オリエンテーションに関すること。
十八 大学編入学に関すること。 
十九 所掌事務に係る諸証明に関す
二十 所掌事務に関する調査，統計及び報告に
二十一 その他学生課事務で課長補佐・他の係の所掌に属さな

 
第

一 入学者の選抜に関すること。 
二 学生募集及び学校見学会等に関
三 所掌事務に関する調査，統計及び報告に関す
四 その他入学試験に関すること。 

 
第

一 学生の課外活動に関すること。 
二 学生及び学生団体の指導監督に関
三 学生の課外活動施設，厚生施設の管理運営及び
四 学生に対する奨学金，経済援助に関すること。 
五 入学料，授業料等の免除，徴収猶予に関すること
六 学生に対する職業指導及び就職斡旋に関すること。 
七 スキー教育，交通安全教育，合宿研修に関すること。
八 学生の保健管理及び保健施設の管理運営に関すること。
九 日本スポーツ振興センター及び学生災害に関すること。 
十 学生相談に関すること。 
十一 学生の表彰及び懲戒に関
十二 豊田高専広報に関すること。 
十三 学生の自動車，二輪車及び自転
十四 学生旅客運賃割引証等に関すること。 
十五 学寮の管理運営に関すること。 
十六 食堂の管理運営に関すること。 
十七 寮生の保健衛生及び栄養管理に関
十八 学生の入退寮に関すること。 
十九 学寮の宿日直に関すること。 
二十 所掌事務に係る諸証明に関する
二十一 寮生の郵便物等に関すること。 
二十二 寮生の訓育指導に関すること。 
二十三 所掌事務に係る諸証明に関するこ
二十四 所掌事務に関する調査，統計及び報告に
二十五 その他学生の厚生補導及び学寮に関すること。 

規程は，
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資料 11－１－②－３

人員配置状況（教育職員）（平成１９年４月１日）

（単位：人）

校長 教授 准教授 講師 助教 助手 計

校長 1 1

一般学科 13 9 3 25

機械工学科 4 4 2 1 11

電気・電子システム工学科 5 4 1 1 11

情報工学科 5 4 1 2 12

環境都市工学科 4 5 2 11

建築学科 4 3 1 2 10

計 1 35 29 8 5 3 81
 

 

人員配置状況（事務職員）（平成１９年４月１日現在）

（単位：人）

事務部長 庶務課 会計課 学生課 計

事務部長 1 1

課長 1 1 1 3

課長補佐 1 1

技術専門員 1 1

係長 4 4 3 11

技術専門職員 8 8

主任 1 1 2 4

一般職員 4 4 4 12

図書系職員 0

技術職員 1 3 4

技能職員 1 1

看護師 1 1

非常勤職員 3 2 4 9

計 1 13 14 28 56
 

      （出典 庶務課資料）
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資料11－１－②－４

 

（出典 総務会議（19.3.27）資料）
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（分析結果とその根拠理由）  

学校運営に対して各種委員会や事務組織を整備している。それらは委員会規程や事務分掌規則によ

って役割が明確に定められており，それぞれの校務を分担している。 

以上のことから，学校の目的を達成するために，管理運営に関する各種委員会及び事務組織が役割

を分担して，効果的に活動していると判断される。 

 

 

観点11－１－③： 管理運営の諸規定が整備されているか。 

（観点に係る状況）  

 管理運営の諸規則として，「学則」「総務会議規程」「各種委員会規程」及び「事務分掌規程」等

が規則集として整備している（資料 11－１－③－１）。また，これらはすべてWebサイトに掲載して

おり，全教職員に周知している（資料 11－１－③－２）。 

 

 

       資料 11－１－③－２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

（出典 ホームページ） 

資料 11－１－③－１ 

 
豊田工業高等専門学校規則集 
 
第１章 諸規程 
 
第１節 学則 
 
第２節 組織・運営 
 
第３節 庶務・人事 
 
第４節 図書 
 
第５節 会計 
 
第６節 教務・学生 
 
第７節 学寮 
 
第８節 教育研究施設 
 
第９節 福利厚生施設 
 
第２章 要項・内規・申合せ等 
 
Ⅰ 庶務・人事 
 
Ⅱ 図書 
 
Ⅲ 会計 
 
Ⅳ 教務・学生 
 
Ⅴ 学寮 
 
第３章 学生会・寮生会 
 
 

（出典 ホームページ）  
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（分析結果とその根拠理由）  

 本校では管理運営の規則として，規則集に第１章から第４章まで 133 の規則が存在している。 

以上のことから，本校には管理運営のための諸規程が整備されていると判断される。 

 

 

観点11－２－①： 外部有識者の意見が適切な形で管理運営に反映されているか。 

（観点に係る状況）  

本校では外部有識者の意見を反映する機会として外部評価委員会（資料 11－２－①－１）を設置

し，本校の運営に関する重要事項，本校の管理運営ならびに教育・研究活動に関する事項について，

指摘を受けている。委員は県内外の各界から選出された高い見識を有する６名(平成 17 年度)で構成

している（資料 11－２－①－２）。外部有識者の指摘を受けた例として，平成 10～14 年度に，外部

委員から構成される懇話会（平成 16 年度より外部評価委員会）により４回の外部評価を受け，その

中で指摘された点を「豊田工業高等専門学校の自己点検・評価 外部検証・外部評価報告書(No.

７)」にまとめている。指摘を受けた 131 項目のうちアクションプラン実施項目が 75（実施検証済み

47，未検証 28），アクションプラン未実施 11(平成 15 年３月現在)となっている(資料 11－２－①－

３)。このように外部有識者の意見は，学校の管理運営に取り入れられ，改善に努めているといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 11－２－①－１

 
豊田工業高等専門学校外部評価委員会規程 

  
制   定  平成 16 年４月１日

  
（趣旨） 
第１条 豊田工業高等専門学校自己点検及び評価等実施委員会規程第８条第２項の規定による豊田工業高等専門

学校外部評価委員会（以下「委員会」という。）の運営に関し必要な事項は，この規程の定めるところによ
る。 

  
（評価委員会） 
第２条 外部評価委員会は，次の二つの委員会とする。 
一 管理運営評価委員会 
二 教育・研究評価委員会 

  
（委員） 
第３条 委員会の委員は，人格識見が高く，かつ，豊田工業高等専門学校（以下「本校」という。）の振興発展

に関心と理解のある学外者のうちから，校長が選考した若干名とする。 
２ 委員の任期は，原則として１年とし，再任を妨げない。 
 
 （委員長） 
第４条 委員会に委員長を置く。 
２ 委員長は，委員の互選とする。 
 
（委員会の開催） 
第５条 委員会は，豊田工業高等専門学校自己点検及び評価等実施委員会の求めに応じて開催する。 
 
（検証項目） 
第６条 管理運営評価委員会による検証項目は，次の事項とする。 
一 社会との連携に関すること 
二 学校運営に関すること 
三 学校経営に関すること 
四 将来計画に関すること 

（次ページへ続く） 
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五 施設整備に関すること 
六 専攻科に関すること 
七 自己点検・評価体制に関すること 
八 その他委員会が必要と認める事項 

２ 次の事項とする。 
一 教育理念・目標に関すること 
 教育・研究評価委員会による検証項目は，

二 教育活動に関すること 
三 学生生活に関すること 
四 学生寮に関すること 
五 研究活動に関すること 
六 国際交流に関すること 
七 産学連携に関すること 

  
（事務） 
第７条 この要項の実施に関する事務は，庶務課において処理する。 
  
（雑則） 
第８条 この規程に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，別に定める。 
  

附 則 
規程は，この 平成 16 年４月１日から施行する。 

（出典 規則集）

 

 

資料11－２－①－２

平成１７年度外部評価委員名簿（五十音順） 

 
氏   名 所    属    等 

青 山 高 美   株式会社 トヨタテクノサービス 

  代表取締役社長 

尾 﨑 哲 可    豊田工業高等専門学校同窓会長 

加 藤 俊 博    豊田工業高等専門学校教育後援会長 

桑 門   聡   財団法人 豊田理化学研究所 

  刈谷少年発明クラブ会長 

澤 木 宣 彦    名古屋大学大学院工学研究科長 

吉 田 允  昭    豊田市教育長 
 

（出典 外部評価報告書））
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資料 11－２－①－３

懇話会指摘事項と対応策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（次ページへ続く） 
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（次ページへ続く） 
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（次ページへ
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（出典：外部評価報告書）

 

（分析結果とその根拠理由）  

校は，今まで自己点検・評価を８回実施し，外部評価を受けてきた。指摘を受けた点の改善

組み事例は多岐にわたっており，自己点検評価書に掲載されている（資料 11－２－①－

問時公開）。 

上のことから，外部有識者の意見が管理運営に反映されていると判断される。 

点11－３－①： 自己点検・評価（や第三者評価）が高等専門学校の活動の総合的な状況に対

て行われ，かつ，それらの評価結果が公表されているか。 

観点に係る状況）  

校では，平成６年５月に豊田工業高等専門学校の自己点検・評価（Ⅰ）報告書「教育理念目

活動 交通安全対策」を取りまとめ，公表した（資料 11－３－①－１）。これは教育理

究活動等の現状を把握し，改善と水準の維持向上を図るための在り方等についてまとめたもので

の後７回の自己点検・評価報告書を公開している。平成 15 年３月には，「豊田工業高等専

己点検・評価 外部検証・外部評価報告書（No.７）」を作成し公表した（資料 11－３－

２）。これは，「本校の FD 活動」「学生による授業評価アンケート」及び「卒業生による高専

 への

取 ４：訪

 

 

し

 標等 

研 念，研

ある。 

 門学

校 ①－

評価

アンケート」を実施し，各教員がその対応 応を要する課題については，各種委

員会において総合的に検討し，授業改善を図ることとしたものである。また平成 18 年３月には No.8

公開した（資料 11－３－①－３）。これは，本校の教育目標と具体的達成度目標に関するもので，

本

り

以

観

（

本

究

そ

自

を検討し，全校的な対

を
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「教育内容及び方法」等について外部評価を受けたものである。 

 

   資料11－３－①－１  

 豊田工業高等専門学校の自己点検･評価（Ⅰ）の表紙及び目次 

 

点検･評価（Ⅰ）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （出典 豊田工業高等専門学校の自己
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資料11－３－①－２  

豊田工業高等専門学校の自己点検･評価 

外部検証・外部評価報告書（No.７）の表紙及び

 

（出典 豊田工業高等専門学校の自己点検･評価外部検証・外部評価報告書（No.７） 

 

目次 
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資料11－３－①－３

 

外部検証・外部評価 告書（No.８）の表紙及び目次 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 豊田工業高等専門学校の自己点検･評価並びに外部検証・外部評価報告書（No.８））

豊田工業高等専門学校の自己点検･評価並びに 

報

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

本校は，自己点検・評価に関する冊子「自己点検・評価報告書」を８回にわたり発行し，公表して

きた。加えて指摘された事項については改善に取り組んできた。 

以上のことから，自己点検評価が本校の活動の総合的状況に対して行われ，評価結果が公表されて

きたと判断される。 
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観点11－３－②： 評価結果がフィードバックされ，高等専門学校の目的の達

び付けられるようなシステムが整備され，有効に運営されているか。 

（観点に係る状況）  

 自己点検・評価から得 PDCA サイクルに載せ

られ，改善の緒についている。その中心となるのが自己点検及び評価等実施委員会である（資料 11

－３－②－１）。 

 この委員会は，本校の目的を達成するため，13に渡る事項に関して点検・評価を定期的に行い，外

部評価委員会による外部検証を受けることにしている（資料 11－３－②－２）。 

 

資料 11－３－②－１

成のための改善に結

られた評価結果は，本校の自己点検システムにおける

 

（次ページへ続く） 
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（出典 規則集）
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資料 11－３－②－２

 

 

（出典 規則集）
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（分析結果とその根拠理由）  

 本校では評価結果に対して，改善に結びつけられるような自己点検システムが存在しており，PDCA

サイクルを形成している。 

以上のことから，指摘に対して改善を図るための体制が整備され，有効に運営されていると判断さ

れる。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

特になし 

 

（改善を要する点）  

該当なし  

 

（３）基準11の自己評価の概要 

 本校では教育目標を達成するため，総務会議をはじめとする各種委員会を設置し，事項ごとに効果

的な意志決定ができるようになっている。また，校長を補佐する体制として，副校長（三主事，専攻

科長）を任命し，学校の運営について企画・検討を行っている。さらに，各種委員会規則や事務分掌

といった管理運営のための規則が整備され，これに基づいて管理運営のための組織や事務組織が適切

に機能している。このほか，学校の活動を評価するために外部有織者で構成される外部評価委員会を

設置し，そこでの意見を年度計画の策定に当たって参考にするなど，適切な形で管理運営に反映して

いる。自己点検・評価は，学校の総合的な状況の点検・評価として，教育や施設・整備について適切

に実施され，印刷物として公表されている。 

 以上のことから，管理運営体制及び事務組織の整備状況，外部有職者の意見の反映の状況及び学校

の総合的な状況に関する自己点検・評価の実施状況は全体的に良好といえる。 
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